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　仇あだ祭まつり遊ゆうは動物園で見た仔こ鹿じかのことを思いだしていた。

　その仔鹿は脚あしでも折ったのか仲間のもとから隔かく離りされ、ちっぽけな檻おりのなかに幽ゆう閉へいされて蹲うずくまっていた。遊はその仔鹿のことが気になって、近づいて格こう子しを握にぎり、じっと見つめてみたものの、怯おびえるような視線を向けられるだけで決してそれは近づいてこなかった。

「──伊い依よりちゃん」

　暗い、暗い座ざ敷しき牢ろうに、遊の声は朗々と響ひびく。

「伊依ちゃん。伊依ちゃん」

　電車の路線も通じていないような片かた田舎いなかに寂じやく憐れん院いんと呼ばれる一族が存在する。徹てつ底てい的な排はい他た主義と、妄もう執しゆう的な秘密主義で、戦争時代の旧家さながらに家いえ柄がらと因習を重んじる彼らの姿は誰だれの目にも触ふれることはない。

　寂憐院。

　それは遊の義父ちちの実家であり、遊にとってはこれからしばらく一いつ緒しよに暮らしていくべき家族でもある。義父の仕事の都合でこの地方に引っ越こすことになり、新しい家を見つけるまで一時的にここを仮宿にすることが決まったのだ。

　もちろん遊に細かい大人の事情のことなどよくわからないが、目の前の、伊依という少女は寂憐院の娘むすめだという。ならばこれからは家族だ。仲良くしなくてはならない。義父にもそう言われたし、遊も仲良くしたいと思う。

　驚おどろくほど広い、厳然とした日本家屋の廊ろう下かが延びる先、その座敷牢は当然のようにそこにあった。見た目は普ふ通つうの和室である。しかし障子を開くとそこに木製の格子がある。格子の向こうは四畳じようほどの広さがある間で、そこには何冊かの絵本と、和装の少女が存在していた。

　遊と同年代だろうか。おそらくまだ年は十歳にも満たないだろう。驚くほどに長い黒くろ髪かみを頭の左右で結んでいる。着ている服は鮮あざやかな色に染めぬかれた振ふり袖そでで、座敷牢の隅すみっこ、膝ひざを抱かかえて俯うつむいている彼女は家に取り憑つく妖よう怪かいのようだった。

「伊依ちゃん。聞こえてる？　遊ぼうよ、出てきてよ」

　遊は格子の前、体育座りをして彼女に呼びかけている。仲良くしろと言われたのだ。それに、こんな仔鹿のように震ふるえて、泣いている少女を見ないふりすることなんか遊にはできなかった。

「伊依ちゃん──？」

　呼びかけても、格子を揺ゆすっても、伊依は声をかえすどころか反応すらしない。遊はちょっとだけ機き嫌げんを損そこねて、しばし押し黙だまり、それからふと妙みよう案あんを思いついてゆるやかに立ちあがった。

　両りよう腕うでを振り、目を瞑つむって言葉を紡つむぐ。

「現界カナイの扉を打ち開けて──」

　ぽう、と遊の両腕が光に包まれる。否いな──輝かがやきを放っているのは遊の両手首に嵌はめられた白い腕うで輪わだ。

「──虚界アンダカの闇やみに歩を進め、死し人びと漁あさりの魔ま窟くつを越えて、観かん世ぜ音おん谷だにの……って、あぁ、間ま違ちがえちゃった」

　首を振り、言葉を止めて低く唸うなる。

　そんな彼の奇き妙みような動作と、不思議に輝く腕輪の光に、伊依はわずかに顔を上げると目を丸くしていた。しかし遊はそれにも気づかず、また両腕を構えると声を紡ぎだす。

「現界カナイの扉を打ち開けて、虚界アンダカの闇に歩を進め、死人漁りの魔窟を越えて、肋ろつ骨こつの道に視線を向ける、観世音谷の静かな梢こずえ、耳を澄すませて辿たどるは歌声──」

　遊の声と同時に腕輪には目ま映ばゆい光が灯ともり、小さく火花を放ちながら輝きを増していく。遊は指先や手の角度などをぎこちなく変えながら、すう──と目ま蓋ぶたをひらく。

「──見つけた」

　瞬しゆん間かん、鮮せん烈れつな光が炸さく裂れつし、座敷牢の奥の闇まで照らしあげる。

　伊依が怯えたように身体からだを硬こう直ちよくさせ、しかし視線を逸そらさずに、じっとこちらを見ている。

　待っていて。あと少し。もう少しで、すごいものを見せてあげる。

　それはこの世界に唯ゆい一いつ、中世から生き残った魔ま法ほう。

「《柊フクのワラ精イ》──怪かい造ぞう！」

　溢あふれる光は仄ほのかに色を変えながら螺ら旋せんを描えがき、遊の腕輪に集合するとその濃のう度どを増していく。刹せつ那な──弾はじけるように、そこから生まれてくる存在がいる。

「わぁ……」

　無意識だろう、伊依が瞳ひとみを輝かせ、頑かたくなに閉じられていた唇くちびるの隙すき間まから吐と息いきを漏もらした。

「……すごい」

　その表情もかすかに和やわらぎ、不器用ながら笑え顔がおが浮うかぶ。

　遊は──それがあんまり綺き麗れいなので驚いてしまった。
















　　[image: ]　[image: ]　[image: ]




　死神と酔よっぱらいが夜道を歩いていた。

「──機械だ」

　死神は綺き麗れいな顔の少年だった。けれどその〝綺麗〟には亀き裂れつがはしっている。顔をちょうど斜ななめに二等分するような細長い傷きず跡あと。そのジッパーによく似た不思議な傷跡を中心に、顔の右半分だけが妙みように造りものめいている。

「──機械に」

　艶つややかな黒髪は右側だけが化学繊せん維いのような紫むらさき色いろで、瞳ひとみも右目だけは硝子ガラス玉のように動かない。肌はだも右側だけは織物のように起き伏ふくがなく、なんだろう、その右耳でも強く引っぱれば〝べろり〟と右の顔面がはがれてしまいそうだった。

「──機械になれ」

　漆しつ黒こくの、鴉からすの羽で飾かざられた衣服を身にまとい、奇き妙みような少年は暗い夜道を歩いていく。その前方、よろめきながら一人の酔っぱらいが少年のいる方向へ近づいてくる。中年の男性で、よほど深酒をあびたのか、その足取りはひどく頼たよりない。

　不注意な彼の様子に少年は一いつ瞬しゆんだけ笑えみを浮かべたが、すぐに自らを戒いましめるように独り言を口にする。

「──機械は、成功を望まない」

　首を振ふり、自分に暗示をかけながら歩く少年は、左の瞳だけを奇妙に動かして──酔っぱらいの姿を確かく認にんした。

「──けれど、失敗を、恐おそれもしない」

　その手首に光る《門ＧＡＴＥ》と呼ばれる腕輪を見て、少年は表情から完全に感情を消す。
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　特とく徴ちようのない平へい凡ぼんな住宅街だ。夏も盛さかりの九月は陽ひが落ちても蒸むし暑く、忙せわしげに鳴く蟬せみの声が騒そう々ぞうしく暑気をかき混ぜている。

　あちこちを照らすのは水銀灯と自じ動どう販はん売ばい機きの灯あかりのみ。今日は雲が多く、月も星も隠かくれてしまっている。

　周囲に人ひと影かげはない。

　見られて困るわけでもないけれど。

　できるなら──穏おん便びんに、静せい粛しゆくに、全すべてを終わらせたいものだ。

「──それでは、あなたの夢を、僕が刈かりとる」

　酔っぱらいはそんな少年の独白に気づいてもおらず、なんの気もなくその横を通過して──。

　──。

　そのまま、歩いていく。

　ふらついた足取りで、遠ざかり、曲がり角に消えていく。

「…………」

　少年はその場に立ちつくし、すう──と右手を眼前に持っていく。

　その指先には先ほどまで酔っぱらいが嵌はめていた、一対ついの腕うで輪わが握にぎられていた。

　喜びはなく、また罪の意識もなく、少年はそれを静かに眺ながめている。我知らず指先に力がこめられ、腕輪は悲鳴のような軋きしみをあげた。

「──随ずい分ぶんと器用なのだな」

　不意に、声が響ひびく。

　少年は瞬しゆん時じに手にした腕輪から視線を外し、周囲を窺うかがう。

「一瞬で相手の感覚器をまったく刺し激げきせずに《門ＧＡＴＥ》のみを盗ぬすむ──口で言うのは簡単だが、実行には限りない技テク術ニツクが必要だろう。なかなかどうして、大したものだな──褒ほめてやろう」

　ぱち、ぱち、と小さな拍はく手しゆの音が頭上から聞こえるにいたって、ようやく少年は相手の位置を確認できた。

「…………」

　白はく髪はつの少女だ。着ているのは学校の制服だろうか。袴はかまのように伸のばしたスカートや、無数に垂らしたシルバーアクセサリが目立つ。蜘蛛くもの巣柄がらのバンダナを巻き、肩かたからは日本刀らしきものを提さげている。

　そんな彼女が立っているのは、高い高い電柱の上だった。

「……どこから突つっこめばいいんだか」

　少年は肩をすくめ、風に吹ふかれて髪かみをなびかせる日本刀少女を仰あおいだ。

「誰だれ？　ずっとそこで見ていたのかい？」

　余よ裕ゆうげなその態度に白髪の少女は訝いぶかしげな顔をしたが、すぐに表情を引きしめ、刀を抜ぬくと突きつけてきた。

「もはや申し開きができるとは思うな──夜な夜な怪モン造ステ学イス者トを襲おそい、《門ＧＡＴＥ》を盗んでいるという犯人は貴様だな？　貴様が何を目的とし、いかなる理由で犯行をつづけているのかは知らぬ──だがしかし！　ここに正義の味方がいるかぎり、悪は絶対に栄えない！」

　言って、少女は驚おどろくことに電柱の上から軽かろやかに飛ひ翔しようした。普ふ通つうなら落下してそのまま骨でも折るところだが、少女は地じ響ひびきをたてて、まるで平気そうに着地した。

「……やれやれ」

　その常人離ばなれした少女の動きに少年は左目だけを見開いて、頭を抱かかえると低く忍しのび笑わらいをもらした。

「ふふ、まったく──今夜はどうも調子が良すぎると思っていたんだ。なるほどね。こういう落とし穴があるわけか。なるほどなるほど──神様は平等だね、幸運と不運を同じだけ与あたえてくださる」

　つぶやくと、顔を上げ、抱ほう擁ようを求めるように両手を広げて微び笑しようする。

「なるほどね。では──これまでの人生、ずぅっと不運つづきだった僕には、神様も平等に同じだけのご加護を与えてくださるはずだよね？」

「動くな！」

　少女が鋭するどく警告し、こちらを睨にらみつけてくる。

「動くと斬きる。おとなしくしておけ。貴様をこれから警察につれていく」

　少年は微笑ほほえみ、馬鹿なことを聞いたというように肩をすくめた。

「は？　動くよ？　なんで君の言うことなんか聞かなくちゃいけないわけ？」

　宣言し、死神のような少年は彼女に向かって歩いていく。

「それにね──悪いけど、警察なんかに捕つかまっている暇ひまはないんだ」

　その右みぎ腕うでに、瞬しゆん間かん、薄うす闇やみ色の光が宿る。

「だって僕はまだ世界を救っていないもの」

　少年の硝子ガラス玉のような右目が──その一瞬だけは鈍にぶい輝かがやきを宿していた。
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「現界カナイの扉とびらを打ち開けて！　虚界アンダカの闇やみに歩を進め！」

　戦たたか橋はし舞まい弓ゆみは額から伝う冷や汗あせを自覚し、気づいたときには呪じゆ文もんを唱えていた。

　こいつは──。

「見み極きわめるのは上下の天外！　惑まどわされぬは左右の門外！」

　こいつは──何か、やばい。

「虚きよ無むへとつらなる禁きん遠えん倉庫！　無下の雑ざ物ぶつをかきわけて！」

　舞弓の愛刀である全長八十センチの打うち刀がたな、《朧おぼろ武ぶ朧ろう》がその呪文に共鳴するように目ま映ばゆい真しん紅くに煌きらめいている。

「鍵かぎは鉄色の十九番！　鍵穴は夜の右扉！」

　紡つむがれる声と同時に光は輝きを増していき、舞弓の白髪を夕焼けのような真紅に照らしあげていく。

《門ＧＡＴＥ》狩がりの犯人──漆しつ黒こくの少年はわずかに驚いたような表情をしていたが、舞弓の様子に何か危機感をおぼえたか、表情から嫌いやな笑えみを消した。だが遅おそい。今さら何をしようとも、舞弓の呪文が終わるほうが早い。

「解錠──怪造剣が三十六、戦闘形式モード、十手！」

　瞬間、真紅の光が収縮し、《朧武朧》が姿を変える。

　これこそが、戦橋舞弓の怪かい造ぞう剣けん。日本刀を自由自在に様々な形状に変化させ、あらゆる敵に対応し打ち倒たおすという最強の武器である。

　今回──舞弓が選んだ戦闘形式は十じつ手て。大おお江え戸どの時代、岡おかっ引ぴきが罪人を殴なぐり倒し、捕とらえるのに用いられたという鋼はがね色いろの武器である。両手に一本ずつその十手を握にぎった舞弓は、歩みよってくる少年に気き迫はくのこもった視線を向けた。

「さぁ、泣いて謝るなら今のうちにするがいい！　動くなよ──大だい丈じよう夫ぶ、ちょっと殴って縛しばって交番に放ほうりこむだけだ！」

「何が大丈夫なのか僕にはよくわからないけれど」

　少年が余よ裕ゆうげに肩かたをすくめ、立ち止まり、口元に微笑を戻もどしてこちらを見つめてきた。

　周囲に通行人の姿はなく、生き残りの蟬せみが鳴く他ほかは物音すらしない。

「……君は、どうして僕の邪じや魔まをするんだい？」

　本当に不思議そうに、逃にげようという素そ振ぶりも見せずに少年は問いかけてきた。背を向けて逃げたら十手を投げてぶち倒してやろうと思っていたのに。違い和わ感かんをおぼえながら、舞弓は真ま面じ目めな顔で断言した。

「愚ぐ問もんだな。悪を倒すのに理由がいるか」

「その〝悪〟の基準は──いったいどこにあるんだい？」

　不思議そうに、本当に不思議そうに、彼は疑問を口にする。

「僕が他人の《門ＧＡＴＥ》を盗ぬすむから？　なるほどね、盗みは悪いことだろうね？　では──考えてみてよ、可愛かわいいお侍さむらいさん。《門ＧＡＴＥ》を持っていると、その人間が危険になる──だから彼から《門ＧＡＴＥ》をとりあげる。これは果たして悪なのかな？」

　少年が両手を広げ、淫いん靡びに笑う。

「譬たとえ話に譬え話を重ねて恐きよう縮しゆくだけど──たとえばね？　何も知らない幼児が包ほう丁ちようで遊んでいたとする。さて、それを見て──その幼児から包丁をとりあげない人間がいるかい？　それとも君は、そうして幼児を守るために包丁をとりあげた誰だれかを、幼児から包丁を盗んだ悪人だと判断してしまうのかい？」

「…………」

　舞弓は眉まゆをひそめ、彼の言葉の意味を考える。

　しかし難しいことを考えるのは苦手だ、すぐに限界がきて、短たん絡らく的に十手を構える。

「詭き弁べんでごまかそうとしても無む駄だだ！　私は頭が悪い！」

「………………そうみたいだね──けれど、よぅく考えてほしいんだ。僕が本当に悪なのか。君が本当に正義なのか」

　薄うす闇やみ色をまとわりつかせたこの奇き妙みような少年は、静かに、胸の奥まで浸しん透とうするような深い音色の声で言う。

「君たち怪モン造ステ学イス者トは、何も知らずに包丁で遊んでいる幼児に過ぎない。危ないんだよ。見ていられないんだよ。……だから僕は、君たちが大切に思っているらしい怪かい造ぞう学を──君たちの夢を、ここで刈かりとる。悪と判断してもらってもいい。けれど僕は、平和のために必要な悪だ」

　冷たい──刃は物もののような口調で、彼は尋たずねてくる。

「それは正義とどう違ちがう？」

「…………」

　舞弓は、彼のその言葉にわずかに気け圧おされて表情を崩くずしたが、すぐに胸をはると彼に向かって一歩だけ足を踏ふみだした。

「……難しいことはわからぬと言っただろう」

　不安がるように鼓こ動どうは速度を増し、首筋のあたりを伝う冷や汗は止まらない。わからない。なんだ、この気持ちの悪い感覚は。獰どう猛もうな怪モン造ス生タ物ーと向かいあったときとも違う、世界の破は滅めつを目もく論ろんだあの男と戦ったときとも違う。

　這はいまわるような。

　ぬめぬめとした、異様な雰ふん囲い気き。

「だが──」

　縋すがるように十手を構え、舞弓は彼をこの場で倒してしまうために地を蹴けった。

「貴様は、危険だ！　理由はわからんが──そう思う！」

「……せめて論理的に否定してくれないかい？」

　肩をすくめ、少年は逃げもせずその場で立ちつくす。

　迎むかえうつつもりか──面おも白しろい。

　その華きや奢しやな身体からだで、武器ももたず、この戦橋舞弓を相手にどこまでできるか見せてみろ！

　接近は一いつ瞬しゆん。勝負も一瞬。戦闘とはそういうもの。

　そして、自分は、その悉ことごとくで勝利してきた。生まれもったこの身体能力と、誰にも負けない無敵の怪造剣で。

「神しん妙みように──お縄なわにつくがいい！」

　殺さない程度に、構えた十手を解き放つ。振ふりかぶって、彼の頭部を狙ねらって振りおろす。それは彼を一いち撃げきのもとに昏こん倒とうさせる決定打になった──はずだった。

　しかし──。

「へぇ……時代劇とか──好きなんだ？」

　するり。

　すり抜けた──？

　？？

　舞弓は空振りし、勢いのまま何歩か蹈鞴たたらを踏み、慌あわてて体勢を整えると瞠どう目もくして振りかえった。

　少年は動いていない。避よけられた？

　否いな。

「ふふ、『神妙にお縄につけ』って──現代社会で言われるとは思わなかったな。武器も、刀とか十じつ手てだし──渋しぶい趣しゆ味みだね。いや、僕も君のことは笑えないか」

　素す早ばやい動きで避けられたという感じではない。舞弓はその〝感じ〟というものを重視している。難しいことを考えるのは苦手だ。五感が勝手に理解して、相手のことを把は握あくしてくれる。

〝避けられた〟のではない。

〝外した〟のだ。舞弓が──。

　目測を誤った？　そんな馬鹿な。この距きよ離りで、いくら使い慣れていない武器だからって、そんな愚ぐをおかすほど鍛たん錬れんは怠おこたっていない。

　なんだこれは──。

「古いっていうなら、僕の武器のほうがずぅっと古いし」

　微笑する、ぞっとするほど綺き麗れいな少年。

　その手に、舞弓が目を離はなした一瞬の隙すきに握にぎられていたのは──巨きよ大だいな、少年の身の丈たけほどの刃はを煌きらめかせた大振りの鎌かまだった。

　草を刈る鎌ではない。西洋の伝説にある、死神が死者の魂たましいを刈りとるために用いるという大デス鎌サイズ。不気味なことに少年が握る柄えの先からは紐ひもが伸のびており、その紐は中ちゆう途とから黒々とした髪かみの毛に変わっていた。そして当たり前のように、髪の毛の先には目ま蓋ぶたを閉じた女性の生首がぶら下がっている。

　その生首は低く、舞弓がかろうじて聞きとれるほどの声で、〈Ｕｈｏｏｏｏｏ〉と声をあげていた。その声を聞いているだけで心がずたずたに裂さかれるというか、奇妙に不安な気持ちになっていく。

　首を振り、舞弓は少年を睨ねめつける。あの大鎌がどういう性質の武器だかはわからないが──今の少年の動きといい、この搔かきむしられるような生首の声といい、否いや応おうなしに不安は高まっていく。

「あぁ──困るな、そう怖こわい顔をしないでくれないかい？」

　少年は微笑して、大鎌から伸びる生首にその白い指先を這わせる。

「……〝彼女〟はとても怖がりでね」

「なんだ」

　舞弓は耐たえられず、震ふるえる声を張りあげる。

「なんだ、貴様は。なんだ、その武器は。なんなのだ！」

「僕？　僕は──」

　少し考え、少年は、死神の鎌をぞろりと構えた。

「──だからさ、君と同じ、正義の味方だよ」

「貴様などが正義を騙かたるな！」

　怒ど号ごうを放ち、舞弓は前進すると左右に握った十手を素早く繰くりだしていく。しかし当たらない。不気味なほどに。少年はさして動いてもいないのに十手はひたすらに空を切るばかり。

　それどころか、舞弓が攻こう撃げきに失敗して体勢を崩したその一瞬で、少年はこちらの背後に回ると舞弓の髪を撫なでてくる。

「綺麗な髪だね──」

　ぞくっとして、舞弓は硬こう直ちよくした。

「──でも、どうして白く脱だつ色しよくしているんだい？　せっかくこんなに綺麗なのに」

「髪に」

　舞弓は瞬しゆん間かん的に血がのぼり、大きく十手を振り回した。

「触さわるなぁ！」

　激しい勢いで放たれたその一撃もかるく避けられ、少年は余よ裕ゆうげに笑いながら後退する。荒あらく息を漏もらし、舞弓はそんな彼を睨にらみつけ、自分の攻撃がまったく通用しない相手にわずかに芽生えた恐きよう怖ふを自覚した。

　──伊い依より。

　舞弓は、先ほど電話で会話した、自分の大切な友のことを思う。

　やはり彼女をつれてこなくてよかった。

　……こいつは、危険すぎる！
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「──舞さん、そういうのは執しつ行こう部ぶのひとに任せとこうよ」

　夕刻。携けい帯たい電話の向こうから聞こえてくる姫ひめのような令れい嬢じようのような偉えらそうな声に、空すかい井い伊依はどうしたものだかと重く溜ため息いきをついていた。

　長く垂らしたツインテイル。首に下げるのは髑どく髏ろの首くび飾かざり。私服姿で晩ごはんを食べていた伊依は、通話が食事中の他のひとたちの迷めい惑わくにならないよう食しよく卓たくから少し離れた。

「舞さんが強いのはよくわかってるよ。悪いひとを見過ごせない性格なのも知っている。でもね──舞さん、そんなに強い舞さんだからこそ、力をふるう機タイ会ミングをよぅく見定めて。相手のひとが本当に悪いのか。そのひとをやっつけたらどのようになるのか。考えて──戦わないと、いつか、何か大切なものを無くしちゃうよ？」

『…………』

　伊依の言葉に、電話をかけてきた相手、戦橋舞弓は拗すねた子供のように押し黙だまった。

　でも駄だ目めだ。伊依は思う。力というのは、ぶつける相手を間ま違ちがえたらそのまま跳はねかえってくるのだ。伊依もかつて、衝しよう動どうのままに最悪の力を解き放って、夢と希望を無くしかけ、大切な友達を失ってしまった。

　舞弓は、そんなふうになっちゃいけないと思う。

『………でも』

　舞弓はやはり拗ねたように声をもらし、すぐに神しん妙みような口調で告げてきた。

『けれど、私は黙って見ていることができないのだ！　盗ぬすまれているのは罪もない怪モン造ステ学イス者トたちの《門ＧＡＴＥ》──犯人は、怪モン造ステ学イス者トの夢を容よう赦しやなく奪うばう外げ道どうだ！　これが悪ではなくてなんだというのだ！』

　そう──近ごろ、伊依たちが暮らす夢ゆめ追おい坂ざかの町では奇き妙みような事件が起きている。怪造学を専せん攻こうする学者である怪モン造ステ学イス者トや、怪モン造ステ学イス者トになることを志す生徒──伊依たち、怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グの《門ＧＡＴＥ》が次々に盗まれているのだ。

　誰だれが殺されているわけではない。建物が壊こわされているわけでもない。

　犯人が殺しているのは、壊しているのは──そう、舞弓の言うとおり、自分たち怪モン造ステ学イス者トの夢なのだ。《門ＧＡＴＥ》がなければ自分たち人間は限りなく遠い隣となりの世界──虚界アンダカと繫つながる手段がない。申しん請せいすれば怪造学会から新しい《門ＧＡＴＥ》が与あたえられるだろうが、《門ＧＡＴＥ》にはアンダカストーンと呼ばれる稀き少しような金属が用いられているのでそれも無限ではない。

　この調子で《門ＧＡＴＥ》が盗まれつづければ、いつか必ず怪造学は死ぬ。

　それは駄目だと思う。けれど──そんなふうに怪造学そのものを崩ほう壊かいさせようとしている相手だ、生なま半はん可かな存在ではあるまい。いくら強いといっても舞弓に一人で戦わせるのは危なすぎる。

　そう考えて真ま面じ目めに説得してみたのだが、どうも舞弓は気にいらないらしく、頑がん固こな口調でかたくなに伊依の言葉を退ける。

『もういい──君に期待するなど私が甘すぎたようだ。戦士は、一人きりでも戦えるから戦士なのだ。君の知略が私に加われば無敵だろうと思ったが、協力してくれないのであればあえて君を巻きこもうとは思わぬ』

　ぶつぶつと、不ふ機き嫌げんそうに彼女は言い捨てる。

『君は平和に惰だ眠みんを貪むさぼるがいい。どれだけ止めても私は犯人を追う』

「──舞さん？」

　伊依は不ふ穏おんな気配を感じて、携帯電話を握にぎりしめて叫さけぶ。

「舞さん！　だから駄目だって！　舞さんどうしてそう一人で突つっ走っちゃうのさ!?　いい、舞さん？　舞さんはね、自分が思ってるよりもずっと──って、あぁ！」

　通話が一方的に切られ、どれだけ怒ど鳴なっても返ってくるのは冷たい電子音のみ。伊依は思わず携帯電話を床ゆかに叩たたきつけ、地じ団だん駄だを踏ふんで虚こ空くうに叫んだ。

「もう！　舞さんの馬鹿！」

　そうして踵きびすをかえし、何人かの生徒が集まっている食卓に戻もどる。

　場所は伊依が在ざい籍せきする古こ頃ころ怪造高等学校、その五つある学生寮りようの一つ、空うつ蟬せみ寮～君が人形になる前に～の三階、十人ほどの生徒が同時に食事をとることができる食堂である。緑色に統一された天てん井じようや床が清すが々すがしいその場所で、伊依は視線を巡めぐらせると食卓の上に相パー棒トナーを見つける。

「梅うめ子こちゃん！」

〈…………？〉

　声をかけられてこちらを見たのは、ぬいぐるみのような生き物だった。黒と白と灰色が芸術的に溶とけたような体色の、頭の両側面から翼つばさを生やした存在である。梅子と呼ばれたこの伊依の膝ひざまでの背せ丈たけしかない相棒は、口元に食べかすをくっつけたまま、伊依と目の前の豚ぶたの角かく煮にを見比べて小さく首を傾かしげた。

〈角煮って、甘いと思う〉

「梅子ちゃん、豚の角煮はどうでもいいから──とにかく、ちょっと一いつ緒しよにきて。食べてる途と中ちゆうで悪いんだけどさ」

〈べつに〉

　梅子は食卓に置いてあったナプキンで顔を拭ぬぐうと、伊依にぴょんと跳とびついて、そのまま胸のあたりまでよじのぼるとこちらを見上げてきた。

〈わたしは、伊依の手助けができればそれが一番だから〉

「ありがと。じゃ──行こう、梅子ちゃん。舞さんがいつものように暴走しちゃったみたいなんだよね」

　ぼやき、梅子をしっかりと抱だきしめ、食堂の出口に向かって走りだそうとした伊依の後頭部にブーメランのような軌き道どうでバナナがぶつけられた。

　思わずつんのめって、ちょっと痛くて涙目になりながらも伊依は振ふりかえる。

「なぁに、カービィちゃん？」

　行ぎよう儀ぎ悪く食しよく卓たくに顎あごを載のせ、暑そうに手で顔を扇あおぎながら二本目のバナナを用意する少女に伊依は非難めいた視線を向ける。海のような空のような青色の長ちよう髪はつを、無造作なふうにだらりと垂らした彼女は半目になってこちらを見ている。

「カービィじゃなくてカミだもんね、あちき」

　いつものようにきっちり訂てい正せいして、魅み神かみ香か美みという名前の彼女はこちらを咎とがめるように睨にらみつけた。

「食事中なのにどこいくの？　伊依、まぁた厄やつ介かい事ごとに首つっこもうとしてるでしょ」

「……どこ行こうとあたしの勝手だよ」

　唇くちびるを尖とがらし、それから眉まゆを下げ、伊依は梅子を抱いたまま、この友達に向き直る。

「大だい丈じよう夫ぶ。危ないことはしないから。舞さんがね、ちょっと無茶をしようとしてるみたいで──それを止めてくるだけ。本当、それだけなんだから」

「ふぅん」

　香美はバナナの皮をむき、まったく伊依の言葉を信用してない顔でつぶやく。

「ま、べつにいいけど？　怪け我がするのも不幸になるのも、あちきじゃなくて伊依だし？　本当にね──おたく、戦橋のこと悪く言えないわよ。暴走するのも、無茶するのも、いつも伊依だったでしょうが。それを止めようとするけど無む駄だで、心配することしかできなかった可哀かわい想そうな香美ちゃんの気持ちをおたくも味わうがいいのだわ。ふん」

　そっぽを向いて、ひたすらバナナを食べる彼女に、伊依は申し訳なくなって思いっきり頭を下げる。左右に垂らしたツインテイルが真上に跳はねあがった。

「ごめんね、カービィちゃん。本当に、いつも──心配かけて」

「謝るくらいなら最初からやるなっちゅうの」

　香美はこちらを見ずに、ひらひらと手を振った。

「でもまぁ、そういうところ──誰だれかのために全力でがんばれるところが、おたくの良いところでもあるのよね。だから──まぁ、死なない程度にがんばってちょうだいな」

　最後にちらりとこちらを見て、香美は驚おどろくほど静かな声で告げてくれた。

「本当にどうしようもなくなったら、つまんない意地とか捨てて相談してよね。そしたら、まぁ、適当に──あちきが助けてあげるから」

　つぶやくその声が、なんだかとても嬉うれしくて、伊依は朗ほがらかに微笑ほほえむとあらためて出口に向かった。

「ありがとう。じゃ──行くね、すぐ帰るから」

「死ぬなよー」

　香美のやる気のない声に、伊依は手を振って応こたえた。
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「現界カナイの扉とびらを打ち開けて、虚界アンダカの闇やみに歩を進め」

　怪造学と呼ばれる学問がある。

「死し人びと漁あさりの魔ま窟くつを越こえて。剣つるぎの山をかきわけつ」

　限りなく遠い隣となりの世界──虚界アンダカ、その異世界に手を伸のばし、怪モン造ス生タ物ーと呼ばれる生物を召しよう喚かんする技術を怪造という。そして、それら怪モン造ス生タ物ーの生態をとおして虚界アンダカの全すべてを解き明かそうというのが虚界アンダカの怪造学である。

「右から火の粉、左から木の葉、どちらも見ないで直進する」

　空井伊依は、そんな怪造学を専せん攻こうする学者──怪モン造ステ学イス者トを目指す女子高生だ。まだまだ修行が足りないけれど、怪造可能な怪モン造ス生タ物ーの種類は千を下らない。

　それら多種多様な怪モン造ス生タ物ーを頭の中で思いかえして、この状じよう況きようにおいて最もがんばってくれそうな存在を選せん択たくする。

「無数の絵画が巡めぐる地下道──」

　怪造に必要なのは伊依が両りよう腕うでに嵌はめている白い腕うで輪わ、通つう称しよう《門ＧＡＴＥ》と、呪じゆ文もんに呪印と呼ばれる手続きである。呪文とは伊依が唱えている言葉で、呪印とは言葉と同調して形作られる腕や手先、指先の動きである。

　それらの言葉や動作は手首の《門ＧＡＴＥ》に微び弱じやくな刺し激げきと反はん響きようを与あたえ、怪モン造ステ学イス者トの意志のとおりに虚界アンダカへの干かん渉しようを実行する。

「雛ひな鳥どりの戯ぎ画がに視線を移し、その綻ほころびを探しあて──」

　すう、と伊依は固く閉じられていた両りよう眼めを開いた。

「──見つけた」

　最後の呪印を形作り、声も高らかに宣言する。

「《膨ベーらキンしグ☆っパウ娘エル》、怪造！」

　瞬しゆん間かん、激しい火花が伊依の周囲を稲いな妻ずまのように走りまわり、それら純白の光線は瞬またたくうちに《門ＧＡＴＥ》へと集合すると小さな存在を形成し始める。ばぢりばぢりと唸うなりをあげて現界カナイと虚界アンダカの境界線がこじ開けられ、刹せつ那な、この世界に存在するはずのない虚界アンダカの生物──怪モン造ス生タ物ーが怪造される。

〈ゆめときぼう〉

　弾はじけるように、それは《門ＧＡＴＥ》から飛びだしてきた。

〈ゆめときぼう──〉

　音もなく空蟬寮の正面、すでに仄ほの暗ぐらい道路にその小こ柄がらな怪モン造ス生タ物ーは着地する。そしてこちらを舞まうように振ふりかえり、にっこりと笑って繰くりかえすのだ。

〈ゆめときぼう、ゆめときぼぉー〉

　それは小さな小さな、小指ほどの大きさをした少女だった。桃色の衣い装しようを身にまとい、頭には同色の尖とんがり帽ぼう子しをかぶり、手には水すい晶しようのように半はん透とう明めいなステッキを握にぎりしめている。

　怪モン造ス生タ物ーはその怪造の難易度や戦せん闘とう力りよくにより上級、中級、下級に分類され、それはさらに細かく一位から三位にランクづけされている。一いつ般ぱん的にランクが上位に位置するほど高等な怪モン造ス生タ物ーだとされてしまうが、伊依はどんな怪モン造ス生タ物ーでも素す晴ばらしいところはあるのだという持論のもちぬしだった。

　だからこの状況、このタイミングで、伊依は下級二位の怪モン造ス生タ物ー──《膨ベーらキンしグ☆っパウ娘エル》を怪造した。

〈……伊依、その小さいのはなに？　何か大きな移動用の怪モン造ス生タ物ーを怪造して探したほうが効率的じゃない？〉

　伊依の胸の中、こちらを上うわ目め遣づかいに見て梅子が翼つばさをかるく揺ゆすらせる。怪モン造ス生タ物ーは種類が豊富なので、彼女のように人語を解しているのも珍めずらしくはない。

「うん。そのつもりだけど──大きな怪モン造ス生タ物ーを怪造するのには時間がかかるからさ」

　伊依は頷うなずいて、くるくると舞っている《膨ベーらキンしグ☆っパウ娘エル》を指先に乗せるとくしゃみで吹ふき飛びそうな彼女にお願いする。

「いいかな、《膨ベーらキンしグ☆っパウ娘エル》。この梅子ちゃんに魔ま法ほうをかけて」

〈ゆめときぼう〉

　にっこりと笑って、《膨ベーらキンしグ☆っパウ娘エル》は伊依が示した梅子にそのステッキを向ける。梅子はぎょっとして、少しだけ不安そうな顔をこちらに向けてくる。

〈え。わ──わたし？　なに？　どうなるの？〉

「大だい丈じよう夫ぶ、安心して。怖こわいことはしないから」

　伊依は柔やわらかく微笑ほほえんで、そんな梅子の頭を撫なでてやる。この小柄な怪モン造ス生タ物ーは二ヶ月前、とある怪モン造ステ学イス者トの手によって薬物投とう与よをされたあげく、死ぬほど恐おそろしい騒そう動どうに巻きこまれてしまったのだ。そのため、人一倍に恐きよう怖ふ心しんが強い。

　けれど、いつまでも怖がっていてはいけないのだ、と伊依は思う。彼女を怯おびえから解放してあげて、いつか自分たち人間の本当の意味での友達になってほしい。便利な奴ど隷れいではなく、使い捨ての道具でもなく、互たがいを最高に信しん頼らいした、相棒、友達に。

　それが、空井伊依の虚界アンダカの怪造学。

　今はまだ、梅子は伊依とごく少数の例外をのぞいて、人間を恐れている。それはとても哀かなしいことだと思うのだ。だから、伊依は少しずつでも梅子の心を解放に向けていきたい。そのためには、梅子にこの現界カナイでの居場所を与えてあげる必要があった。されるがままになっていてはいけない、梅子は、梅子自身の能力でこの現界カナイを歩いていかなくてはいけないのだ。

　そのための手助けならば、なんだってしてみせる。

　伊依はそう誓ちかい、梅子を真まっ直すぐに見つめる。

　やがて彼女も殊しゆ勝しような表情で頷くと、鈴すずを転がしたように可か憐れんな声でつぶやいた。

〈うん。いいよ。好きなようにして。伊依のことは信じてるから〉

「ありがとう」

　伊依は微笑むも、ちょっとだけ眉まゆ尻じりを下げてそんな彼女に告げる。

「でも本当に嫌いやだったら、嫌だってちゃんと言わないと駄だ目めなんだよ、梅子ちゃん」

〈ゆめときぼう──〉

　伊依の指先で踊おどっていた《膨ベーらキンしグ☆っパウ娘エル》が、ひときわ大きな声をあげてその動きを静止させた。同時に、その水晶のステッキからは虹にじ色いろの光線が溢あふれでて、瞬しゆん時じに伊依の胸むな元もとにいる梅子を包むとその周囲で燦さん然ぜんと輝かがやいた。

　変化は、突とつ然ぜんで、そしてあまりにも劇的だった。

〈う──？〉

　戸と惑まどうように声を漏もらす梅子を、とりあえず地面に降ろして、伊依は《膨ベーらキンしグ☆っパウ娘エル》をポケットに収める。ポケットから顔とステッキを握った右手だけを出して、その豆まめ粒つぶほどの大きさの魔ま法ほう使つかいは虹色の光を放ちつづける。

　すると──。

　ぐん。ぐん。

　噓うそかと思うほどの勢いで、梅子の身体からだが大きくなっていく。

　姿形はそのままに、倍率のみを大きくして、伊依が抱かかえられるほどの大きさだった梅子は見上げるほどの巨きよ体たいへと様変わりしてしまった。

〈え──え？〉

　梅子は戸惑うように自分の身体と、周囲の風景を見比べている。伊依はそんな彼女を安心させるために声をはりあげた。

「大丈夫！　安心して梅子ちゃん！　これが《膨ベーらキンしグ☆っパウ娘エル》の能力でね、一時的に怪モン造ス生タ物ーの身体を大きくしてくれるの！」

〈え？　わかんない。なんでこんな──？〉

　伊依の意図が理解できないのか梅子はこちらを不安そうに見る。そんな彼女の頭によじのぼり、伊依はにっこりと笑って語りかける。

「えへへっ、いつもと逆だね梅子ちゃん」

　そして当たり前のように宣言するのだ。

「さぁ、飛んで梅子ちゃん！」

〈は？〉

　きょとんとする彼女に目を丸くして、伊依は当たり前のように言う。

「え。いや、だから、その頭についてる翼つばさでこう、ぱたぱたーと飛んでもらえれば」

　そうすれば上空から単独行動しているに違ちがいない舞弓を捜さがせると思ったのだが──梅子は口を何度か開閉すると、申し訳なさそうにつぶやいた。

〈あの。ごめん伊依。この翼はわたしの〝共感〟の能力を補ほ助じよするもので、飛ぶためのものじゃないの……。その、伊依の前で一度も飛んだことなかったでしょ？〉

「だったらダッシュ」

　即そく答とうする伊依に、梅子は怪け訝げんな顔をする。

〈え？〉

　伊依は迷うことなく手を振ふりあげて巨きよ大だいな梅子に宣言するのだった。

「だったら、走るの。ほら、梅子ちゃん。がんばるんだ！　梅子ちゃん近ごろあたしに抱だかれて移動するばっかりで運動不足だからちょうどいいよ！」

〈…………〉

　梅子はしばし何か言いたげに口をぱくぱくさせていたが、やがて諦あきらめたのか嘆たん息そくし、どっきゅどっきゅと独特の足音を鳴らしながら道を走っていった。

〈伊依って、全すべてを計算してるような顔してるくせに、意外と行き当たりばったりなところあるよね……〉

「いいから！　走るんだ！　がんばるんだ！　梅子ちゃん！」

　伊依は大声でごまかした。
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　戦橋舞弓の怪造剣により形状を元に戻もどした銘めい刀とう《朧武朧》が、虚むなしく死神少年の身体を素す通どおりしてその背後の自動販はん売ばい機きに直ちよく撃げきした。破は裂れつし、缶やペットボトルを大量に撒まき散らすその機械の前、舞弓は素早く体勢を整えると乱れた呼吸を深く息を吐はいて平静に戻した。

　──当たらない！

　どれだけ攻こう防ぼうがつづいただろう。舞弓が放ち、少年が避よけた斬ざん撃げきは道路や周囲の石いし塀べいを抉えぐり、周囲の様相は惨さん憺たんたるものになっていた。この状じよう況きようを警察に見られたら捕つかまるのは少年ではなくむしろ舞弓である。

　しかし気にせず、舞弓はただ一心に相手の打だ倒とうを考える。

「──試ためしてみるか」

　この不気味な少年と雲を摑つかむように曖あい昧まいな戦せん闘とうをつづけて、舞弓が気づいたこともいくつかある。

　一つは、この少年の体術が決して人類の限界を超こえていないこと。むしろ動きは緩かん慢まんといっていい。舞弓の斬撃こそ当たらないが、彼は未いまだに手にした大おお鎌がまでこちらを攻せめにくることすらできていない。

　そしてもう一つは──。

　舞弓は素早く動くと、機械が壊こわれたからか甲かん高だかい警報を鳴らしている自販機の前、地面に散乱したペットボトルの一つを手にとるとフタを開け、中身をおもむろに口に含ふくんだ。

「…………？」

　こちらの動きを余よ裕ゆうげに見つめていた少年がその戦場において相応ふさわしくない舞弓の動きに怪訝な顔をするも、そこを勝機とみたかこちらに踏ふみこんでくる。

「どうしても邪じや魔まをするというのなら──趣しゆ味みじゃないけど、ここで君をしばらく動けない程度に痛めつけてあげるよ」

「…………」

　できるものなら。

「────」

　──やってみろ！

　ぶしゅうう──と、舞弓は不用意に近づいてくる少年に、口に含んだ野菜ジュースを思いっきり吹ふいた。霧きり吹ふきのように拡散し放たれたその液体は思いっきり少年の半身を汚し、彼を怯ひるませてその場に踏みとどまらせた。

「なにを──」

　そんな彼の服の汚れかたに、舞弓は抱いだいていた疑念の答えを見つける。汚れるということは幻げん覚かくや幻げん影えいの類たぐいではない。しかし直撃させたはずの霧吹きで──彼の身体からだはほぼ半分しか汚れなかった。

　つまり──。

「──戦っている最中だってことを忘れていない？」

　少年は一いつ瞬しゆんだけ不快そうに眉まゆをひそめたものの、すぐに余裕げな表情に戻ると隙すきのできた舞弓に斬撃をくりだしてくる。

　空気が裂さける音がする。

「だが──音には頼たよらぬ」

　舞弓は低くつぶやき、大げさなほどの勢いで後方に跳とびのいた。あんな大おお振ぶりの一撃、本来ならばかるく身体の軸じくをずらすだけで容易たやすく回かい避ひできただろう。

　けれど──。

「……あれ？」

　少年が意外そうな声をあげるのが聞こえた。

　瞬しゆん間かん、大鎌の鈍にぶい斬撃は先ほど舞弓が立っていた場所ではなく、予想もしないあらぬ方向の石塀を細切れに切り裂いた。

「──やはり認識と現実がずれている」

　舞弓は確信し、すう──と戦闘中だというのに目を瞑つぶった。

　そして弓を引く直前のように半身の姿勢になり、刀を緩ゆるやかに構えると目ま蓋ぶたを閉じたまま低くつぶやく。

「……ならば、陸りく戦せん坂ざか家に訓育された伝統舞ぶ踊ようでお相手しよう」

　舞弓の養母、芸げい妓ぎを職とする陸戦坂盾たて乃のに幼いころから教えこまれた伝統舞踊、その体運びを覚えるにつれ、舞弓は舞踊を戦闘に応用できることを発見した。

　それは剣舞。極きわめて実じつ践せん的な──剣舞。

　どんどん直進して爽そう快かいに敵を倒たおす傾けい向こうにある舞弓は、あまり好みではないのでこの戦法を滅めつ多たにとらないが、一対一、そして近接戦ならば舞まいを踏ふむかぎり自分は負けない。

「《円舞曲ワルツ》──」

　小さく宣言し、一アン、二ドウー、三トロワと爪つま先さきで道路を叩たたく。

「舞いの基本は一対一、相手の呼吸は私の呼吸」

　ふう──と息を吐き、舞弓は爪先で音を刻みながら動き始める。

「基クオ本ータ踏ー」

　獣のように、滑すべるように移動する。音はない。ただ舞弓が意識的に鳴らしている靴くつの音だけが響ひびきわたる。一定の調子で。一アン、二ドウー、三トロワ。

「なっ──」

　その動きに一瞬だけ怯んだように声を漏もらした少年だが、すぐに口調に余裕を戻してこちらに呼びかけてくる。

「はは、君は本当に面おも白しろい。時代劇の次は目を閉じてダンスかい？　そのうち空でも飛びそうだね？」

　ちゃき、と大鎌の柄を握にぎる音がする。

　しかし音には惑まどわされない。これはそういう戦いではない。

　認にん識しきと現実に──齟そ齬ごがある。

「けれど、僕はこれでも忙いそがしいんでね、君の遊びにつきあっている暇ひまはないんだ──」

　一アン。二ドウー。三トロワ。

　足音で調子をとり、舞弓はそんな彼の言葉に反応せず円を描えがくように動く。

「──だからね、そろそろ終わりにさせてもらうよ」

　瞬間、殺気が膨ふくれあがり、空気の爆はぜる音が聞こえた。

　しかし──それも、偽りだ。

「反チエツク転・バツク」

　今度は大きく避よけはしない。最低限の動きでかわす。けれど音が聞こえてきた方向や、殺気を感じた位置は無視する。音と、皮ひ膚ふの感覚が、狂っている。

　ならば──。

　しゅん、と舞弓の真横を冷たい斬ざん撃げきが通りすぎた。

「な──？」

　少年の、呆気あつけにとられたような声。舞弓は気にせず、静かに三拍子を刻んでいる。一アン、二ドウー、三トロワ。一アン、二ドウー、三トロワ──音と同時に、ぴしぴし、と道路や石いし塀べいに亀き裂れつがはしる。

「これでも足には自信がある──さらに流れる円の動きを捉とらえるのは至難、回避に徹てつした私に攻こう撃げきを当てられると思うな」

　滑なめらかな足あし捌さばきだけで少年の周囲を動きまわり、やがて──舞弓は現実と認識の齟齬を完全に把は握あくする。

　一アン。二ドウー。三トロワ。

　三拍子に反応し、散らばった缶やペットボトルが躍おどる。

「くっ──」

　今度は横よこ薙なぎの一撃。舞弓は感知し、決め手の舞いを披ひ露ろうした。

「旋ナチユ回ラル・舞スピン踏・ターン！」

　大鎌の攻撃を紙かみ一ひと重えで回避しつつ、舞弓は、静かに目を開く。

　そして何もない空間に向けて渾こん身しんの斬撃を放った。

「────」

　少年は目を見開き、その無視しても当たらないはずの一撃から跳びのいて──。

　避けきれず。

「ぐうっ!?」

　その肩かたのあたりから不意に、わずかに血ち飛沫しぶきをあげながら後方へと倒れた。

　──当たった。

「やはりな」

　舞弓は威い風ふう堂々と彼を見下ろして、その刀を突つきつけると宣告した。

「貴様は音を狂くるわせている」

　それほど深い傷ではなかったのか、少年は肩口を押さえながらも立ちあがる。けれどそこからこぼれ落ちる血の雫しずくは、少年の横、一メートルほど離れた道路に血の染しみをにじませている。

「その大鎌が発する奇き妙みような音で私の感覚を狂わせて、貴様の位置を誤認させた。そうだろう？　なるほどな、実際に貴様が立っている場所からは一メートル離れた私の脳だけに存在する幻げん影えいに、必死になって《朧武朧》を振ふるっていたわけだ──当たるわけがない」

　二ヶ月前も舞弓は敵の幻影に騙だまされ、音に苦しめられて追いつめられた。けれど──あの経験があったからこそ、少年が幻影や音を操あやつっている可能性を考えつくことができた。

　五本の指を立てて、舞弓は彼を睨にらみつける。

「歪ゆがまされた視覚、奇妙な音で乱された聴ちよう覚かく、所しよ詮せんは嗅きゆう覚かくも空気についた匂いを嗅かぎとるだけの感覚だ──音、空気の振しん動どうを操れば遮しや断だんすることも可能。皮膚感覚も同様に空気の操作で攪かく乱らんすることは可能だ。味覚は最初から戦せん闘とうには不向き──五感」

　最後に、五本の指を閉じて、中指のみを立てて指さす。

「それらを総じた感覚、第六感に齟齬を生み──貴様は私に貴様の影かげとの死闘を演じさせたのだろう？　だがしかし、私の認識と現実がどれだけズレているか、それさえ把握すれば貴様が実際に立っている位置を推測して斬きることが可能だ。私が自ら踏ふみ鳴らした三拍子は特とく殊しゆな周波数により小さな破は壊かいを生む──」

　その中指で道路などの亀裂、さらに転がった缶などを示して笑った。

「破壊の音が向かった方向と、実際に破壊された物体の位置──そのズレ、およそ縦に十七センチ、横に九十三センチ。それは認識と現実のズレに等しい」

　舞弓は静かに宣言し、じゃきっ、と《朧武朧》を構えた。

「貴様は、ただの盗ぬすつ人とではないな。このような──誰だれかを倒たおすこと、否いな──誰かを確実に殺すための戦法を会え得とくし、完かん璧ぺきに操り──。その大鎌の一撃には戸と惑まどいもなく迷いもない。貴様の目的はなんだ。ただの盗ぬすみではないだろう。ただの私欲が目的で、人間はそんな修しゆ羅らにまで堕おちはしない！」

　切っ先の向こう、生々しい傷きず跡あとをつけた少年は表情に笑えみを戻もどした。

「…………僕を見み透すかしたようなことを言わないでくれないか。君に僕の何がわかる？　君に僕が理解できるわけがない──」

「わかるよ」

　舞弓は刀を握にぎりしめ、わずかに年とし頃ごろの少女らしい色を表情に混ぜる。

「貴様は──虚むなしさから世界を滅ほろぼしかけたある男と同じ瞳ひとみをしている。それは、破は滅めつに向かう死者の目だ。危険な──悪の表情だ」

　一足一刀の距きよ離りで構え、舞弓は低く宣告する。

「ゆえに、私は貴様をここで斬る。私は彼を、間ま違ちがいを犯おかす前に止めることができなかった。まだ貴様はただの盗人だ。人類の敵にまで堕ちる前に斬る」

「…………」

　少年は、押し黙だまり──こちらを静かに睨みつけた。その瞬しゆん間かんだけは、硝子ガラス玉のように動かなかった右の瞳に光が宿った気がした。

「なるほど」

　そして彼は大鎌を片手に握り、おもむろに自分の耳に手を伸のばす。

「なるほど、なるほど──僕を斬る？　それは殺すってことかい？……ふぅん、いい機会かもしれないな。そのうち、僕はこうして誰かと死線の上で戦うことになるはずだし。そのとき、そいつを殺す気持ちが揺ゆらがないよう──まずは、君を殺して慣れておこうかな」

　じ。

　右耳のみにつけられたイヤリングを、少年は指先でつまむ。

　じじ。

　奇妙な──音がした。

「僕は、ここで死ぬわけにはいかない。だってまだ世界を救っていないもの。僕の目的はまだ達成できていないもの」

　じじじ。

　そして──恐おそろしいことに。

「だから、邪じや魔まをする人間の命は、みんな──僕が刈かりとる」

　じじじじじじじ。

　少年の、顔を斜ななめに分割するような傷跡が──本当に、ジッパーのように開き、めくれていく──。

「──うっ!?」

　その異様な光景に、舞弓は思わず目を見開いて後退する。しかし見ているうちに少年の顔、その右半分がはがれていき──その下から、何か、奇妙なものが──。

「う、うあ」
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　舞弓は背筋に氷をあてられたような寒気を感じて、思わず悲鳴を漏もらした。

　すぐさまそんな自分を恥はじ、唇くちびるを固く結んだが、冷や汗あせが流れるのを止めることはできない。

　なんだ──これは。

　なんだこいつは!?

〈Ｕｈｏｏｏｏ───Ａｈ──嫌いやａａｈａａ──!!〉

　彼が握ったままの大鎌──その先せん端たん、女の生首が顔を引きつらせて絶ぜつ叫きようをあげる。

　悲鳴？

　否、これは──恐怖に怯おびえる慟どう哭こくだ。

「あぁ、ごめんね、怖こわがらせて」

　大鎌の生首に呼びかけて、剝むいた皮を地面に捨てると少年は淫いん靡びに微笑ほほえんだ。背後の水銀灯が逆光をつくりその表情は鮮せん明めいには見えない。けれど──わかる。明確な異常。これは、こいつは──。

「君が指し摘てきしたとおり、君がさっきまで見ていたのは僕ではなく、この《断ヒス末テリ魔ツクの・ハ女ニ神ー》の声が生んでいた幻げん覚かくだ」

　泣き叫さけぶ生首に愛いとしげな顔を向け、少年はこちらに歩みよってくる。

「けれど──僕を、そんな程度の小細工しかつかえない人間だと思わないでほしい」

　人間？

　人間──だというのか。

　彼が口にしたその言葉に、なぜだか異様な違い和わ感かんをおぼえ、舞弓は叫んだ。

「貴様は──人間なのか!?」

「……人間だよ？」

　少年は露ろ出しゆつした〝皮の下の顔〟を指先でなぞって、笑った。

「人間さ。人間だよ？……どうしてそんなに怯えるような顔をしているんだい？」
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　夜の夢追坂の町は、場所によってはまったくの無人だ。

　都会でも田舎いなかでもない中ちゆう途と半はん端ぱなこの町は都心で働く人々の寝ベるツたドめタのウ町ンとしての役割が大きく、住宅地がその大半を占しめるので、日が暮れると人々はそれぞれの家に収まってしまい、誰だれも道を歩かなくなる。

　それでも商店街や駅の周辺はいつでも人ごみが絶えないのだが、伊依たちが向かっているのはそのどちらが位置する方角でもなかった。

　正面には乱伐ばつ採さいにより禿はげ山となった悪名高い鵬おおとり山やま。東には奇き妙みような埴はに輪わが出土したことで微び妙みように有名な葛かずら古こ墳ふん。ここより東に進むともう海しかなく、正面に進んでも山があるだけである。

　人家すら少ないこのあたりには舞弓の住居である巨きよ大だいな屋や敷しきがあったはずだ。とりあえず、伊依は彼女の実家に行って舞弓の養父母などに彼女がどこへ向かったか聞いてみることにしたのだ。

　戦橋舞弓。二ヶ月前の事件では、ともに世界の危機と戦った相棒。

　正義の味方を自じ称しようする彼女が、《門ＧＡＴＥ》を盗ぬすんでまわっているという犯人を捕とらえようと考えるのはひどく当たり前の話だ。むしろ前もって予想できなかった自分の不覚を恥じる。

　一いつ般ぱん人じんにはよく価値がわからないだろうが、《門ＧＡＴＥ》は稀き少しような鉱物がつかわれた大変に貴重な道具なのだ。特に、怪造学を志す者にとっては音楽家にとっての楽器と同じくらいに大切な存在なのである。

　それを、誰だれ彼かれ構わず奪うばっているという犯人──。

　その存在は先日、伊依が在ざい籍せきする古頃怪造高等学校で知らされた。三大怪造学校と謳うたわれる怪造学の専門学校、その筆頭とも評される古頃には当然、たくさんの怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グ、ならびに教職員などの怪モン造ステ学イス者トが存在する。

　犯人がそれを狙ねらわないわけがないのだ。実際、生徒のなかにはすでに被ひ害がいにあったひともいるらしい。

　許せないなと伊依は思う。《門ＧＡＴＥ》は、怪造学を勉強していくには欠かせない存在だ。それがなくては、伊依たち人間には虚界アンダカと触ふれあう権利すらなくなってしまう。

　極きよく端たんな話、このまま全すべての《門ＧＡＴＥ》が奪われてしまえば、虚界アンダカと現界カナイの繫つながりが断たち切れて、伊依の──否、伊依だけじゃなく、全ての怪造学を志す人々の夢が殺されてしまう。

　それは、嫌だと思う。

　けれど──怪造学会も馬鹿じゃない。わざわざ伊依や舞弓が動かなくても、ちゃんと犯人を捜さがしだして捕つかまえてくれるはずだ。今回は、怪モン造ス生タ物ーが巻きこまれて殺されるとか、そういうこともないのだ。わざわざ自ら危険に手をだす必要もないだろう。そう思っていたのだが、正義の味方である舞弓には何だろうが同じらしかった。

　悪がいる。

　ならば斬きる。

　きっと一秒も迷わずに決断しちゃったんだろうなと伊依は溜ため息いきをついた。でも、舞弓は、自分が思ってるほど無敵じゃないし、脆もろいところもある。狡こう猾かつな──嫌な相手とぶつかったら、心身ともに一生をかけても治ち療りようできない傷を負ってしまうかもしれない。

　だから伊依は彼女を止める。

　傷を負うのは、苦しいから。

『……けっ、てめぇも他人ひとを偉えらそうに止められるような素行じゃねぇだろうがよ』

　不意に、伊依の脳内に陰いん険けんに響ひびく声がした。

　瞬しゆん時じに伊依は表情を激変させ、忌いま々いましいものを見るような顔で胸にぶら下げている髑どく髏ろの首くび飾かざりを注視した。

「父さん」

『えぇと、馬鹿にもわかりやすいよう簡単な言葉で質問するぜ？　犯人を追うのが危ないって、追ってるやつを追って夜道を走りまわるのは危なくねぇのかよ？』

　嫌いや味みったらしい口調で喚わめくこの首飾りは誰あろう、過去、伝説の怪レイ造・モ学ンス教テイ授アと謳われた伊依の父、空井滅めつ作さくの変わりはてた姿である。

　三年前、怪造学の歴史に残る悲ひ惨さんな事件により死亡したこの父は、魂たましいのみを髑髏の首飾りに移してしつこくしつこく死にぞこなっていた。

　伊依は巨大梅子の頭にしがみついたまま、半目になって髑髏の父を睨にらみつけた。

「危ないけど──仕方ないじゃない、父さん。舞さんを止めなきゃならないんだから」

『あぁん？　ったくよぉ、誰がそんなことをてめぇに頼たのんだっつうんだよ？　いいじゃねぇか、誰が誰を追いかけようと、それで怪け我がしようと、関係ねぇじゃねぇかよ。これでてめぇが巻きこまれてうっかり死にでもしたら──俺は、どうすりゃいいんだよ』

　珍めずらしく悲ひ嘆たんにくれるような彼の声に、自分のことを心配してくれてるのかな、と伊依は表情を和やわらげた。

「父さん……」

『だってよぉ、もしてめぇが死んだら、たぶん俺ごと火か葬そう場ばに放ほうりこまれるだろ？　燃やされても死にやしねぇけど俺は動けねぇんだよ、そうなったら不自由で仕方ねぇよ。新聞も読めねぇし、ＴＶも見られねぇし──うわ、最悪!?』

　あ、こいつ、自分の心配しかしてないよ？

　伊依は瞬しゆん間かん的に内心を撤てつ回かいし、この鬱うつ陶とうしい親父おやじをどうにかする手段はないものかと思いを巡めぐらせる。

「…………」

　妙みよう案あんが浮うかび、伊依はにやりと口元を笑えみの形にした。

『……なんだよ、じぃっと見つめやがって。気色の悪い』

　憎にくまれ口をたたく彼に、伊依は甘えるような声で言ってみた。

「パパ～!!」

『？…………!?』

　びくりと反応する父に、伊依は頰ほおずりして囁ささやきかける。

「パパぁ、大好きぃ♥　伊依、パパが大～好きぃ。ずっと一いつ緒しよにいてねぇ～パパぁ♥」

『ひっ!?　ひぃぃぃぃっ!?』

　その猫ねこなで声に滅作は神は死んだというような勢いで悲鳴をあげた。

『うげぇぇ、やめろ気持ち悪わりぃぃぃ！』

「パパぁ、ずっと黙だまってたのぉ～。伊依、パパのことが好きだったのぉ♥」

『ひぎぃぃぃぃやぁぁめぇぇろぉぉぉぉぉ気持ち悪ぅぅぅぅっ！』

「とっとと成じよう仏ぶつしないとずぅっと大好きでいるよぉ～パパぁ♥」

『パパっていうなぁぁぁ！』

　おぉ、意外と効いたな変化球。押して駄だ目めなら引いてみなってやつである。

　などと、伊依が滅作の自じ我がを崩ほう壊かいさせようとがんばっていると──不意に、ぶきゅぶきゅ走っていた梅子が切羽つまった声をあげた。

〈伊依！〉

「うん？　どうしたの、梅子ちゃん？」

　完全に沈ちん黙もくした滅作から視線をうつし、伊依は梅子に問いかけてみる。

　すると彼女は巨きよ大だいな翼つばさを揺ゆらめかせ、そのぬいぐるみのような手で斜ななめ前方を示した。

〈あそこ、光ってる！〉

「うん──」

　たしかに、そこでは見覚えのある、舞弓が怪造剣けんを発動させたときのみに顕あらわれる真しん紅くの光が輝かがやいていた。舞弓はあそこにいるのか──それも、怪造剣をつかったということは、何かと戦っている？

　伊依は胸むな騒さわぎをおぼえ、梅子に必死な顔で呼びかけた。

「梅子ちゃん！　急ごう！　舞さんが危ないかも！」

　頷うなずいて速度をあげる梅子にしがみついたまま、伊依は、どうしてか──胸騒ぎとは別の、何か搔かきむしるような感覚をおぼえていた。

　そっと胸に手をあてて、その感覚の正体を模も索さくする。

　これは、なんだろう──懐なつかしいような。




　　[image: ]　[image: ]　[image: ]




　決着は、驚おどろくほどに呆気あつけなかった。

「…………」

　舞弓は、未いまだ強く真紅の光を宿している《朧武朧》を眺ながめたまま、背後に立っている不気味な少年に問いかけた。

「今──何をした？」

　思いだしてみる。

　少年の〝素す顔がお〟に怖おぞ気けをふるって突とつ撃げきし、彼に《朧武朧》を振ふるったところまでは良かった。完かん璧ぺきに、彼を捉とらえていたはずだった。もちろん殺さないように峰みね打うちにしてやるつもりだった。いくら罪人でも、危険でも、ここで殺せば捕つかまるのは舞弓だ。徹てつ底てい的に痛めつけて警察にでもつきだすのが最善である。

　そんな余よ裕ゆう──否、油断すらもって、舞弓は彼に決定打を放ったはずだった。

《断ヒス末テリ魔ツクの・ハ女ニ神ー》とやらのトリックは暴あばいた。あとは単純な身体能力と武器性能での勝負だ。舞弓は彼に決して運動能力では負けていないと思ったし、《朧武朧》は考えうるかぎり最強の武器である。負けるわけがなかった。

　それなのに。

「僕はね──」

　背後から、声が聞こえる。

　もはや振りかえることすらできない。決定的な──。

「──この右目のせいで、少しだけ違ちがう時空が見えるんだ。この現実よりも遅おそい時間の進みかたをする時空にピントを合わせれば、君の動きも緩かん慢まんに見える」

　舞弓は立ちつくしている。

　表情にはすでに覇は気きはない。

「怪モン造ステ学イス者トたちから《門ＧＡＴＥ》を奪うばえたのも、今、君の武器をぎりぎり避よけて鎌かまを振るえたのも──全部、それが理由。ゆっくり進む時間のなかで、よぅく観察すれば、人間にはなんて隙すきが多いのかって驚かされるね」

　もう、言葉の意味も、よく──理解できない。

「これが僕の奥の手。《螺マイ旋マイ眼アイ》と呼んでいる」

　がらり、と舞弓の手から《朧武朧》が転がり落ちる。

　すると──こちらの制せい御ぎよから離はなれたからか、そこに宿っていた真紅の光は幻まぼろしのように霧む散さんしてしまう。

「褒ほめておくよ。僕をここまで追いつめたのは君が初めてだ。けれど」

　足が崩くずれ、立っていられず、舞弓は地面に膝ひざをつく。

　その視線はただ中空に浮うかぶ満月に向けられていた。

「君の正義は、もう刈かりとってしまった。さようなら──もう会うことはないだろうね？」

　じじじ、とジッパーを引くような音がする。またあの噓うその皮をかぶって、その素顔を隠かくしているのだろう。

　考えているうちに、足音が遠ざかっていく。

　それを最後まで聞けないまま──。

「────！」

　舞弓の右みぎ肩かたから胴どう体たいを一直線に、今ごろ彼の大鎌に斬きられたことに気づいた身体からだがぱっくりと傷を開き、盛大な、噓かと思うほど激しい血ち飛沫しぶきを迸ほとばしらせた。

　その鮮せん血けつで顔を、真っ白な髪かみを染めながら──。

「にい、さま」

　戦橋舞弓は、冷たい道路に力なく倒たおれこんだ。

　血ち溜だまりが広がっていく。

「申し訳──ありま、せん。負け、て──し」

　そしてそのまま動けず、意識にもやがて闇やみがおりてきて──。

「────」

「──────」

　少年の去っていった方向、誰だれかの声が聞こえた気がした。泣いているような、喜んでいるような、聞き覚えのある少女の声。

　これは。この声は。

「──ぐ。う。げほっ」

　血の塊かたまりを吐はいて、舞弓は瞳ひとみに光を戻もどす。

「い、より」

　ここで倒れているわけにはいかない──！

　その震ふるえる指先が、転がったままの愛刀に伸のばされた。
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　人間を斬ったのは初めてだ。

　斬るつもりなんかなかったけど。

　正当防衛なんか主張するつもりはない。しかし、斬らなければ、確実に倒されていたと思う。《螺マイ旋マイ眼アイ》の時空をずらした視覚でじっくりと観察して、その軌き道どうを読み、彼女の真しん剣けんな顔を見て──確信できた。

　あぁ、やらなければやられる。

　彼女が優やさしいことに峰打ちにしようと刀を反転させていたのは知っていたが、恐きよう怖ふ心しんに負けて、自分は彼女を斬ってしまった。あの威プレ圧ツシ感ヤー。あの煌きらめくような正義の意志をぶつけられて、怖こわくなった。あぁ断罪されてしまうと思ったのだ。

　だから斬った。

　まだ、ここで、終わるわけにはいかないのだ。

　けれど誰かを傷つけたり、ましてや殺すことは自分の本意ではない。携けい帯たい電話で救急車は呼んだ。あとは──速すみやかにこの場を去るだけだ。

　肩に負った傷はすでに出血も止まっている。ハンカチで傷きず跡あとを拭ふいて、服を寄せて破れた箇か所しよをごまかせば夜闇も手伝って不ふ審しんには思われないだろう。

　曲がり角を折れ、普ふ通つうの調子で歩いていくと──不思議なものを見た。

「…………？」

　巨きよ大だいな──ぬいぐるみ？　否いな、ぬいぐるみではない。生き物だ。生きて、動いている。頭の両側面から翼つばさを生やしたその巨大な生き物は、ぶきゅぶきゅと独特の足音を響ひびかせて道路を進んでいる。こちらに向かってくる──？

　不意に気づく。その生き物──あんな馬鹿げた存在が現界カナイの生き物のはずがない、きっと怪モン造ス生タ物ーだろうが──その頭の上に、誰か人間が乗っている。

　その人物は啞あ然ぜんとするこちらに気づくと顔をあげ、そろそろと怪モン造ス生タ物ーから這はいおりるとじっと見つめてきた。

「…………」

「…………」

　二人の視線が交わったのはほんの一いつ瞬しゆんか、けれど──その一瞬で、理解できた。あの長くて綺き麗れいな、彼女を特とく徴ちようづける漆しつ黒こくのツインテイル。見覚えがある。けれど──その予想、予感を信じたくはなかった。

　どうして。

　どうして彼女が──ここに。

　どうして、怪モン造ス生タ物ーと一いつ緒しよに。

「あ………」

　唐とう突とつに我にかえり、思わず自分の顔を手で隠かくす。曲がり角の向こうには血まみれで倒れている少女がいる。顔を見られたら──犯人だと思われて、警察に自分のことを喋しやべられてしまうかもしれない。

　否。

　それは表層的な理由でしかない。

　本当は──ただ単純に、彼女に自分の疵スカー顔フエイスを見られたくない。

「……舞さんじゃなかったね。たぶんこのへんにいると思うんだけど──」

　ともに歩く巨大な怪モン造ス生タ物ーになにか喋りかけながら、彼女はこちらに向かって歩いてくる。

　顔を隠し、俯うつむいたまま歩き、そんな彼女の顔を盗ぬすみ見て──予想は確信に変わる。

　彼女だ。

　宝物のように大切にしている、幸せな過去、そのとき──自分の隣となりにいた少女。

　けれど。

　駄だ目めだ。彼女に、今の自分を見られたくない。

　それに──どうせ、幼いころの思い出だ。彼女が自分のことを覚えているわけがない。それでいい。自分と彼女の関係はとっくに断たち切れている。

　しかし、見み逃のがせないのは、彼女のそばを歩く怪モン造ス生タ物ー。そして彼女の両手首に嵌はまっている《門ＧＡＴＥ》。

　まさか──。

「あ、梅子ちゃん。何があるかわからないから気をつけてね。あとは《膨ベーらキンしグ☆っパウ娘エル》──梅子ちゃんを元の大きさに戻もどして」

〈どうして？　このままのほうが喧けん嘩かするとき強いのに〉

「駄目だよ、あたし、梅子ちゃんを喧嘩させるつもりなんかないし。大きいっていうことは、それだけ目につくってこと。真っ先に狙ねらわれるってことだよ。危ないよ……」

　よくわからない会話をしながら、彼女らは道を歩いてくる。我知らず鼓こ動どうが速まる。気づいてほしくないという悲鳴と、気づいてほしいという歪ゆがんだ願望が、衝しよう突とつし──心のなかで不協和音をかき鳴らす。

　──あぁ、綺麗になった。

　彼女を見つめて感想を漏もらす。

　背が伸のびて、瞳ひとみに光が宿って、それはこんな傷物になってしまった自分にはひどく眩まぶしい姿に見えた。だからこそ──。

　だからこそ、彼女と怪造学を関かかわらせてはいけない。

　どうする。話しかけるか。駄目だ。気づかれる。彼女が深みにはまる前に──どうにか、目的を達成してしまうしかない。

　胸に抱かかえられるほどの大きさになった──おそらく、《愛シヤ天リテコ使ラール》という怪モン造ス生タ物ーを抱だきしめて、その少女はツインテイルを揺ゆらしながら歩いている。それほど距きよ離りが離はなれていたわけではない。すぐに二人はすれちがって──。

「…………」

　溜ため息いきを漏らす。

　そうだ。あれは、もう──終わってしまった過去だ。自分と彼女の繫つながりは──。

「──遊くん？」

　びくり、と全身が跳はねあがった。

　馬鹿な。落ちつけ。聞き間ま違ちがいだ。その言葉を期待したから。名前を呼ばれることを願っていたから、聞き間違えて──。

「……遊くん、だよね？」

　心臓の鼓動が激しく耳をうつ。呼吸が早くなっている。

　落ちつけ。よく考えろ。いつも《門ＧＡＴＥ》を盗む前に自分に言い聞かせてきたように──唱えろ、機械だ。機械になれ。

　あぁ。

　あぁぁ。

　無理だ。駄目だ。そんなまやかしじゃどうしようもない。逃にげる。そうだ、遠ざかろう。今なら彼女も勘かん違ちがいだと自分を納なつ得とくさせられる。幼いころの記き憶おくだ、自分も変わりはててしまった、今なら──今なら彼女に認にん識しきされずに遠ざかれる。

　彼女は駄目だ。

　彼女に会うと、あのころの、夢を語っていた自分が思いおこされて──。

「──あっ？」

　耐たえきれず、地面を蹴けって走りだそうとした。

　逃げる。今なら──彼女の心のなかで、自分は輝かがやいたまま存在しつづけることができる。今の自分を彼女が見たら、きっと、幻げん滅めつされてしまう。

「待って！」

　思いっきり、左ひだり腕うでを摑つかまれた。

　振ふり払はらおうとしたが、彼女は両手で抱かかえるようにこちらの腕を握にぎりしめている。顔を俯かせて、全力で、逃げようとする自分を止めてくれている。

「遊くん……」

　顔をあげ、こちらを見つめる彼女は目に涙なみだをいっぱい浮うかべていた。

　その表情に心が痛んだが、首を振り、彼女の手をなんとか振り払って言う。

「そんな名前のひとは知らない──」

　吐はき捨てるような言葉を口にして、また走りだそうとする。

　その背中に彼女の言葉が突つき刺ささった。

「どうして。……どうして遊くん？」

　その声があまりにも弱々しかったので、思わず振りかえってしまう。

　彼女は俯うつむいていた。

「……それ、あのときの《門ＧＡＴＥ》だよね」

　左腕に嵌はめたままにしておいた、古ぼけた《門ＧＡＴＥ》を彼女は見つめている。そこには──彼女と別れるとき、戯たわむれに刻んだ二人の名前が彫ほってある。

　しまった──幸せな時代の宝物として、こうして嵌めておいたのが裏目にでた。いや。まだ諦あきらめるな。いくらでも言い訳はたつ。

　怪モン造ス生タ物ーを抱きしめて、頰ほおに涙を伝わせて、彼女が震ふるえる声で告げてくる。

「会いたかったんだ。ずっと、会いたかったんだよ遊くん。どうして。どうして噓うそつくの？　どうしてあたしを見てくれないの？　あたしのことを忘れちゃったの……？」

「…………」

　口を開き、遊という名前を否定しようとしたが、言葉はどうしてだか声にすらならなかった。

「い」

　否定の言葉の代わりにでてきたのは、なぜだろうか、そんなふうにして泣く彼女の名前だった。

「伊依──ちゃん」

　もう言葉もなく頷うなずいて、伊依は声をあげて泣いている。

　どうすることも──逃げることも、慰なぐさめることもできず、立ちつくしていると──。

「伊依！　そいつに近づくな！」

　甲かん高だかい、鋭するどい声が二人を貫つらぬいた。

「ま──」

　伊依が瞬しゆん間かん的に顔をあげ、声の聞こえてきた方向を見る。

　そこには、全身を紅あかく染め、今もまだ血を流している侍さむらい少女の姿があった。日本刀を杖つえ代がわりに地面に突きたてて、立っているのも苦しいだろうに、よろめきながら近づいてくる。

　しかしすぐに限界がきて、その場に音をたてて倒たおれてしまう。

「舞さん！」

　金切り声をあげて、伊依は目を見開いた。

「舞さん──噓、噓、嫌ぁ！」

　錯さく乱らんしたように首をふり、すぐに真しん剣けんな表情になると彼女は叫さけんだ。

「舞さん！　動かないでね！　すぐに救急車を──」

　そのまま伊依はポケットを探すも、なかなか目的のものは見つからない。

　見ていられなくて、そんな彼女の肩かたをたたく。

「大だい丈じよう夫ぶ。救急車はもう僕が呼んだから」

「遊くん……？」

　伊依は何がなんだかわからない顔をして、血まみれの彼女と自分の顔を交こう互ごに見比べていた。

　そうこうしているうちに遠くから救急車のサイレンが聞こえてきて、伊依はごくりと生なま唾つばを吞のむと両頰を自分で叩たたいた。

「考えろ……考える、何かができる。あたしにも、できること──」

　歯が震えるのか、自分で自分の拳こぶしを嚙かみ、伊依は何事か猛もう烈れつに思考している。

　強くなった。それに前向きになった。

　遊は柔やわらかく微笑して、そんな彼女に呼びかける。

「彼女のそばについていてあげて。それから、また無理に動きそうになったら止めてあげるんだ」

　それだけしっかり言い聞かせ、震える彼女に背を向ける。

　もう──会わないほうがいい。この場は別れて、二度と彼女に見つからないよう隠かくれつづけよう。彼女が怪造学を志しているかぎり、自分は彼女の敵なのだ。それを知ったら、彼女はきっと哀かなしむ。

　あんなに打ちのめされて育った彼女を、これ以上──哀しませてはいけない。

　そのために、ここは離はなれて、すぐにでも怪造学を滅ほろぼしてしまおう。

　怪造学は、彼女に良くないものしかもたらさない。目的が増えた。早く──早く、怪造学を破は壊かいしなくては。

「待って」

　きゅ、と力なく服の裾すそを摑つかまれる。

　全力の逃とう亡ぼうは──それだけであっさりと止められてしまう。

「待って。遊くん。怖こわいんだ……、そばにいて」

　その姿が──七年前、あの寂憐院の座ざ敷しき牢ろうで、蹲うずくまって震えていた少女の姿に重なった。

「もう嫌だよ。離ればなれは嫌だよ……！」

　呻うめく彼女の黒くろ髪かみが彩いろどる頭のあたりを、遊は見つめることしかできなかった。

　言葉は出てこなかった。

　過去のことも、未来のことも、考えられず──ただ伊依を想おもう現在だけが存在を主張していた。

　救急車のサイレンが近づいてくる。
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　全力を尽つくします。

　医者はそう告げて手術室に消えた。〝手術中〟の赤いランプに照らされた薄うす暗ぐらい廊ろう下かの座席に、伊依は胸に梅子を抱かかえ、隣となりに遊を座らせて長く溜ため息いきをついた。

　救急病院のあちこちでは、ほとんど真夜中だというのに、急病人や怪け我が人にん、つきそいの人々の姿をちらほら見かけた。けれどこの手術棟とうにはあまり人気がなく、防音構造なのか何の音も聞こえなかった。

「…………」

　伊依は、座席の上で硬こう直ちよくし、震ふるえながら手術室の扉とびらを見つめている。

　みんな、死んでしまった。

　大切なひとは──みんなみんな、自分を残して逝いってしまった。

　血を吐はいて死んだ母。魔ま王おうに殺された父。自分を守って焼き尽くされた桃もも子こ。

　みんな。

　自分を置いて死んでしまった。

　舞弓。彼女がもし──死んでしまうことがあったら、それは、自分の──。

「伊依ちゃん」

　コン、と頭に冷たいものを載のせられる。手を伸のばして触ふれると、それは缶かんジュースだった。よく見るとすぐ近くに自動販はん売ばい機きがあり、遊がそこでいつのまにやらジュースを買っていたらしい。

　恐おそろしい予想に打ちのめされて、震えていたから気づかなかった。遊は落ちついている。それが少しだけ頼たのもしい。

　あぁ、あのとき電話で、舞弓をもっと強く止めていればよかった。

　もっと早く彼女を捜さがしあてていればよかった。

　そうすれば──。

「伊依ちゃん！」

　強く肩を揺ゆさぶられて、伊依はハッと我にかえる。

　駄だ目めだ。こういうのは駄目だ。すぐに思考が落ちこんでいく。

　一秒一秒がひどく長い。

「……ごめん。ありがとう」

　謝り、缶ジュースのプルトップを上げてちびちびと飲む。すぐに限界がきて、胃の中身を戻もどしそうになって、伊依は何度か強く咳せきこんでしまった。

　背中を遊にさすられる。震えが止まらない。

　舞弓は──。

　舞弓は、死んでしまうのだろうか。

　だってあんなにすごく血がでていた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　遊が、ブラックの缶コーヒーを飲みながら語っている。

「傷口が大きかったから出血が心配だけど、たぶん、内臓とかは無事だから──死なないと思うよ。医者の腕うでが良ければ傷きず跡あとも残らずに完治する」

「…………」

　遊の冷静な意見が、この場ではなぜかよそよそしい。

　彼は、こんな性格だっただろうか。こんなに落ちついて──。

「遊くん」

　歯がうまく嚙かみあわない、ガチガチと鳴る。

「本当に、遊くんだよね？」

　静かに頷うなずく彼を見て、伊依は問いかける。

「義兄にいさんは元気？」

「…………」

　遊は応こたえず、目線を逸そらして、彼の衣服を飾かざっている鴉からすの羽をいじくっている。しばし沈ちん黙もくがつづき、やがて彼はこちらの目を真まっ直すぐに覗のぞきこんできた。

「怪造学──始めたんだね」

「うん」

　伊依は手首に嵌はめた《門ＧＡＴＥ》をなぞる。

「……遊くんが、最初に、あたしに怪造を見せてくれたんだよ」

　溜息をつき、彼に向かってつぶやいてみる。

「遊くんがいなくなってから、母さんが死んで──それから、少しだけ一人で暮らして、父さんに拾われて。あたし、ほとんどのことは父さんのところで勉強したの」

「《愚おろかな賢けん者じや》──空井滅作」

　囁ささやいて、遊はやはりこちらを見つめたまま語りつづける。その澄すんだ左目と、硝子ガラス玉のような右目が、なんだかちぐはぐな感じがしたけれど──。

「あの伝説の人物に教わったなら、さぞや上達しただろうね。もう──僕なんかは、追いこされちゃったかな？」

「え。あ──いや、あたしなんか全然」

　首を振ふり、自じ嘲ちよう的に伊依は笑う。

「……失敗ばっかりで」

　本当に、たまに不安になる。自分は、どれだけ上達したのか、成長したのか──わからなくて。いつまでたっても物覚えは悪いし、試験の成績は褒ほめられたものじゃないし、それに──まだ、桃子を捜しあてることすらできていない。

　桃子。

　自分を守って死んでしまった《雪クールキ童ユーテイ》。その復活を不気味な存在から囁かれて以来、彼女とまた会えることを夢見て毎日のように怪造をしているが──やはり、どれだけ試ためしても成果はなかった。

　落ちこんでしまう。

　それに、今日もまた、伊依は自分の未熟さを思い知らされた。すでにどこで間ま違ちがえたのか、どこで失敗したのかもわからない。けれど──今日の結果が、この救急病院だ。舞弓のことを、自分は助けることができなかった。

「…………」

　あぁ、いけない、また沈しずみこんでいる。

　首を振り、伊依は隣となりの遊に問いかける。

「遊くんも──」

　彼の腕に嵌められた、思い出の《門ＧＡＴＥ》に視線を向ける。なぜだか《門ＧＡＴＥ》は一つだけで、右手首に嵌められているのは武骨な違う種類の腕うで輪わだったが──。

「──怪造学、つづけてたんだね」

　わずかに微笑ほほえみ、そんな彼に語りかける。

「そうだと信じてた。怪造学をつづけてれば、いつか遊くんにまた会えると思ってた。だから──嬉うれしい、嬉しいよ遊くん。あたし──」

　俯うつむいて、縋すがるように告げた。

「がんばったよ。ちょっとはうまく怪造ができるようになったよ。もう何もできない七年前のあたしじゃない──少しだけど、自分に自信がもてるようになったよ」

「…………」

　遊は押し黙だまり、なぜだか沈ちん痛つうに表情を暗くし──立ちあがると、静かな瞳ひとみでこちらのことを見つめてきた。

「……伊依ちゃん」

　そして両手を広げ、神しん妙みような声で問いかけてくる。

「君は、なんのために怪造を学んでいる？　好こう奇き心しん？　名めい誉よ欲よく？　それしか取り柄えがないから？」

　羅ら列れつされる、意味のわからない言葉。

「……遊くん？」

　戸と惑まどう伊依を無視するように、彼はつづけた。

「強い怪モン造ス生タ物ーを支配できる優ゆう越えつ感かん？　その怪モン造ス生タ物ーで他人を圧あつ倒とうできる快感？　便利な怪モン造ス生タ物ーで快適に暮らしたいという欲求？　他人にできない技術を会え得とくできるという特権思想？」

　意味がわからないけれど──遊の内心、深い、何かの感情が反映した、とても哀かなしい声だった。

「ねぇ──伊依ちゃん、君に怪造を教えたのは僕だ。僕が教えなくても、いつか君はお父さんに怪造学を仕込まれたのかもしれないけど、最初に、君を虚界アンダカと出会わせたのは僕だ。だから僕は、君に問いかけなくてはいけない」

　哀しいと同時に、とても怖こわい、冷えた声だった。

　伊依は夏だというのに震ふるえをおぼえて、彼の声を聞いていた。

「君は、どうして、怪造を学んでいる？」

　伊依は首を振って懸け念ねんを散らし、彼を真まっ直すぐに見つめて告げた。

「あたしはね──遊くん、何度も、怪モン造ス生タ物ーに助けられてきたよ」

　胸に手をあて、こちらをじっと見つめていた梅子の頭を撫なでてつぶやく。

「五年前、母さんが死んだとき、そばに怪モン造ス生タ物ーがいなければ──たぶん、あたしは耐たえられなかった。それに、四ヶ月前、あたしは怪モン造ス生タ物ーたちに、この命を助けてもらったんだ」

　自分の掌てのひらを注視し、伊依は静かにつぶやいていく。

「知ってしまったんだ。限りなく遠い隣りの世界に、あたしを助けてくれた、優やさしい生き物たちがいる。そんな彼らを、あたしたち人間は──道具だ化け物だって、傷つけて──利用している」

　梅子をぎゅっと抱だきしめて、遊を見ないで、虚こ空くうに言う。

「それは駄だ目めだと思ったんだ。甘い理想かもしれないけれど──本当に、そんなのは駄目だと思ったんだ。だからあたしは、この今の常識を、世界を、変えてみせる。怪モン造ス生タ物ーと人間が、手をとりあって生きていける世界をつくる。見つけたんだ。何度も失敗して、いろんなものを失って──それでも、譲ゆずれない夢を見つけたんだ。人間と怪モン造ス生タ物ーが仲良くできる世界のために、がんばってみる。それが──」

　遊を見て、真っ直ぐに宣言する。

「──あたしの怪造学」

「…………」

　静せい寂じやくがおりた。

　遊は角度によってはひどく淫いん靡びに見える綺き麗れいな顔を無表情にして、そう──と小さくつぶやいた。それはなんだか、近くにいるのに遠い、突つき放されたような相あい槌づちだった。

　冷たく微笑して、遊はこちらを見た。

「君は──」

　何かを言いかけて、目を閉じ、彼はゆっくりと首を振ふった。

「いや、なんでもない。そう──それが、伊依ちゃんの夢なんだね」

　つぶやくと、遊は伊依に背を向けた。そのまま廊ろう下かを歩いていく。

「……遊くん？」

「今日はもう帰るよ。実は忙いそがしいんだ──今、この町に引っ越こしてきたばかりでさ。お医者さんや警察のひとに何か聞かれても──できれば、僕のことは黙っていてほしい」

　微笑ほほえんだまま遠ざかっていく彼は、最後に伊依を振り返った。

「伊依ちゃん。君に、最初に怪造を見せたのは僕だ。虚界アンダカに触ふれさせたのは──他ほかの誰だれでもない、この仇祭遊だ」

　真しん剣けんに、愛を告白するかのように、ひたむきな口調で遊が宣言する。

「だから、僕が──おぞましい虚界アンダカから、君を助けてあげなくちゃいけない。僕にはその義務がある。責任も──ある」

　最後に、彼は昔のように優しく笑った。

「伊依ちゃん、君は僕が守ってあげる」

　それだけ告げて、黒衣の少年は病院の薄うす闇やみに消えていった。
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　義父ちちは寡か黙もくなひとだった。

　決して厳しいとか恐おそろしいとか、とっつきにくい性格だったわけではない。むしろ逆に遊ゆうのことを怖がっているかのように少しだけ距きよ離りをとり、世間話をすることもなく、ただ穏おだやかに微び笑しようしているようなひとだった。

「──恥はじ知しらずだということは弁わきまえております」

　だから、こんなに雄ゆう弁べんに語る義父を見たのも、遊にとっては初めてのことだった。

　目のつまった高級そうな藁わら床どこの畳たたみ、座ざ布ぶ団とんで慣れない正座をし、遊は正面の囲い炉ろ裏りで焚たかれている香こう木ぼくの甘い匂においを嗅かいでいた。

　寂じやく憐れん院いんの屋や敷しき、その客間。遊の左右には義父と、押し黙だまっている実母。囲炉裏を挟はさんだ正面には寂憐院の一族が並んでいる。

「すでに私はこの寂憐院を去った身──すでに親子の縁えんは無きも同然でしょう。しかし、あえて無作法を承知でお願いいたします。次の住居が決まるまでの期間で構いません。私たち三人を、この屋敷に住まわせていただけませんか？」

　寂憐院。

　それがどういう種類の一族なのか、何を生業なりわいにしているのか、遊は知らないし、義父も教えてくれなかった。ただ地方とはいえこのような巨きよ大だいな屋敷に住んでいる人々だ、それなりの権力と財力をもった家系なのだろう。

　義父、仇あだ祭まつり孤独ひとりの旧きゆう姓せいは寂憐院──彼にとって、ここは生まれ育った故郷だった。

　両親の仕事の都合でしばらくこの地方に滞たい在ざいしなくてはならなくなり、けれども急な話だったので暮らす家も見つからず、仕方なく義父の生家である寂憐院を頼たよることになったのだ。

　遊は単純に生まれて初めての引っ越しを面おも白しろがっていたが、大人は何かと複雑らしい、険しい声でさっきから言葉のやりとりをしている。

　彼らが延々と難しい話をしているだけなので遊にはやることもなく、付書院に飾かざられた短たん冊ざくなどを眺ながめていたが、やがて飽あきて、正面──義父の家族だった人々、寂憐院の一族を見た。

　座っているのが二人で、立っているのが二人だ。立っている二人はこの屋敷の使用人だろうか、みすぼらしい格好はしていないのだが、威い厳げんというものが感じられない。けれど、もっぱら義父と会話をしているのはその二人で、座っている二人は話を聞いているのかいないのか、ぴくりとも反応しない。

　美しさを感じるほど完かん璧ぺきに正座し、両方の掌てのひらをしっかりと畳につけ、深々と頭を下げて真しん礼れいしているのは和装の女だ。色がわずかに抜ぬけているものの艶つややかな髪かみを二つにまとめ、ほとんど土ど下げ座ざのように身を投げだして微び動どうだにしない。

　何度か立っている二人に『御ご当主』と呼ばれているからには寂憐院でいちばん偉えらいひとなのだろうが、事実、気品や風格を感じるが──もしかして眠ねむっているのだろうかと疑ってしまうほどそんな彼女は動かず、頭を下げたままだった。

　けれど遊が気になるのは、彼女よりもその隣となり──。

　お辞じ儀ぎをしている女性をそのまま小さくしたような、和装の少女。

　年ねん齢れいは遊と同じくらいだろうか、まだ十歳にも届いていないだろう。あどけない顔に似合わない厳しい表情を載のせて、ただ真まっ直すぐに義父のことを睨にらみつけている。正座し、膝ひざの上でかるく手を組んで、お手本のような姿勢で座っている。

　不思議な魅み力りよくを感じた。彼女の瞳ひとみには何か強い力が宿っていた。

「母かあ様さま」

　その少女が、二人の男と義父の会話を無視して不意に声をあげた。

　母と呼ばれた女はそこで初めて頭を揺ゆすり、微び弱じやくだが反応をする。

　焦じれたように少女は片かた眉まゆを吊つりあげた。

「母様、みっともない、いつまで頭を下げているのです」

　言って、なんと囲炉裏の近くに置いてあった茶ちや杓しやくを握にぎり、まだ頭を下げている彼女を容よう赦しやなく打った。

　べしり、と鋭するどい音がする。

　思わず目を逸そらしてしまった遊だが、その直後に聞こえた奇き妙みような声に驚おどろいてまた視線を戻もどしてしまう。

「……んふ」

　どこか幼さすら感じる、無む邪じや気きな笑い声。

「んふ。ふふ。うふ。ふふふ」

　肩かたを小刻みに揺すらせて、彼女はゆるやかに顔をあげる。驚くほどに美しい顔立ちをした、けれども、虚うつろな瞳をした──人形のような雰ふん囲い気きの女だった。

　権利がどうとか覚かく悟ごがどうとか会話をしていた義父たちも、彼女の異様な笑い声に驚いたのか言葉を止めた。

「母上──」

　義父が、短くつぶやいた。

　義父の母ということは、遊にとっては祖母か──若い。随ずい分ぶんと若い。髪は色を失いかけているが、せいぜい三十代だろう。

　寂憐院の女は、満面の笑えみで名乗りをあげた。

「おいでなさいませ──お客様。小しよう妹まい、この寂憐院を預かっております寂憐院秘ひ依よりと申します。此こ度たびはどのようなご用件でこの地に訪おとずれなさったか？」

　実の息子むすこであろう遊の義父に、まるで初対面のような挨あい拶さつ──なんだろう、彼女の言葉に違い和わ感かんをおぼえて、遊は思わず義父ちちを見た。

　義父は彼女の後方に立つ二人の男を睨みつけていた。

「私の顔も判別できぬほどとは──」

　怒ど気きを孕はらみ、義父の形相は恐おそろしいほどだった。

「──貴様ら、これほどまでに母上を使いこみよったか！」

　わずかに怯ひるむ二人の男と、首を傾かしげる秘依と名乗った遊の祖母。

　その全すべてを無視して──ぽつりと、少女がつぶやいた。

「偉そうに」

　その一言で空気が凍こおる。

　義父はゆっくりと彼女を見た。少女はまるで怯まなかった。

「逃にげたくせに」

　虚ろな、抑よく揚ように欠けた声だった。

「ぜんぶ捨てて逃げたくせに。寂憐院から逃げたくせに。母様がこんなになったのは誰だれのせいだと思ってるんだ」

「伊依──」

　そこで初めて義父の表情が揺らいだ。悔かい恨こん、あるいは罪悪感のようなものを浮うかべ、義父はそのまま押し黙だまる。

「伊依様──」

「伊依様、お言葉が過ぎます」

　ぼそぼそと、二人の男が囁ささやくようにたしなめる。

　けれど伊依と呼ばれた少女は彼らのほうを見もしない。

「今さら何をのこのこ戻ってきたんだ。もうここに、あんたの居場所なんかないんだ。勝手すぎるんだ。逃げたくせに、どうせ戻ってくるんなら──あたしと代わってよ」

　声が震ふるえ、その目め尻じりに大おお粒つぶの涙なみだが浮かぶ。

「代わってよ。代わってよ。卑ひ怯きよう者もの。自分だけ責任から逃のがれて、どこかに行っちゃったくせに、都合のいいときだけ帰ってきて──馬鹿にすんな！」

　手近に置いてあった井い戸ど茶ちや碗わんを摑つかみ、彼女は義父に投げつけた。

　甲かん高だかい音をあげて茶碗は義父の額に直ちよく撃げきする。義父は避よけようともしなかった。母が悲鳴をあげ、遊もまた伊依に向かって怒ど鳴なりつけた。

「こいつっ、何をするんだよ！」

　声に驚いたか、伊依はびくりと硬こう直ちよくし、ぼろぼろと涙を零こぼす。

　それでも、額から血を流す義父を睨みつけ、彼女は掠かすれた声で叫さけびつづける。

「帰れ！　帰れ！　二度と顔を見せるな！　帰れ！」

「かえれー。かえれー。あははっ」

　そんな彼女の真似まねをして、秘依が手近な茶碗を摑む。そして適当に放ほうり投げ、土つち壁かべに炸さく裂れつさせる。

　慌あわてる二人の男をまるごと無視してそんな彼女は──泣きわめく伊依の、秘依と同じ二つにまとめた長い黒くろ髪かみを指先で摑んでいる。

「伊依、元気。元気いい。あははっ。あははははっ」

　一いつ瞬しゆんにして狂きよう乱らんが支配した客間で、その無邪気な仕草はむしろ奇妙なほどだった。遊は──思わず、背筋に走った悪お寒かんに全身を震わせてしまった。

「おい──」

「あぁ」

　二人の男は瞬時に目配せし、泣いている伊依の両りよう脇わきを押さえつける。そして──そのまま、障しよう子じを開いてどこかにつれていってしまう。

「卑怯者！　卑怯者ぉ！」

　まだ叫んでいる伊依の姿が遠ざかり──不安になって、遊は母にハンカチで額の血を拭ぬぐわれている義父に視線を向けた。

「義父とうさん──大だい丈じよう夫ぶ？」

　義父はかすかに微笑ほほえんで、頷うなずき、それから真しん剣けんな顔でこちらを見つめた。

「遊。あれは可哀かわい想そうな子だ」

　そして安心させるように遊の頭を撫なで、これまで見たことのない、優やさしい表情で囁いてくれた。

「もしも、この家で暮らせることになったら──遊、あの子と仲良くしてやってくれ。あれは、人間の優しさを知らないで育った哀あわれな子供だ。寂憐院に囚とらわれたまま、もしかしたら──一生、脱ぬけだせず、そこの母上のように壊こわされてしまうかもしれない」

　彼の示した向こう、寂憐院秘依が、何も理解していない顔で虚こ空くうを見つめている。

　義父は真剣な顔で、不安がる遊をかるく抱だいてくれた。

「だからこそ、せめて──壊れる直前の直前までは、あの子に人間としての幸せを感じていてほしい」

　何かを悔くやむように、あるいは、自分に言い聞かせるように義父はつぶやく。

「遊、おまえは優しい子だ。あの子を──伊依を、助けてやってくれ」

　そうして義父は深々と頭を下げた。遊は戸と惑まどって、こちらも困った顔をした母に首を傾げ、それから最後──伊依がつれていかれた障子の向こうの闇やみを見た。

　頷き、遊は立ちあがるとそちらに向かって走っていく。

「遊、どこに行くの？」

　母が呼び止めるが、遊は止まらずに振ふり返って笑う。

「あの子のところ。お話が終わるまで一いつ緒しよに遊んでる」

　両手を広げると、義父ちちからもらった真っ白な腕うで輪わが涼すずやかに飛び跳はねる。

「僕の怪かい造ぞうを見せてあげる。きっと喜んでくれると思うんだ」

　宣言し、遊はそのまま寂憐院の屋や敷しきを駆かけめぐった。

　そのときはまだ、怪造という奇き跡せきで──全すべての問題を解決できると思っていた。
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「──転校生？」

　舞まい弓ゆみが大おお怪け我がを負って病院に担かつぎこまれた翌日。心配のあまり眠ねむりが浅かったせいか目元に薄うすく隈くまをつくった伊い依よりは、這はうように登校して自分の席に座るなり話しかけられた。

　伊依の在ざい籍せきする古こ頃ころ怪かい造ぞう高等学校は怪造学を専門に教える専門学校で、数学や日本史などといった一いつ般ぱん教科はその教カリ育キユ課ラ程ムに組みこまれていない。生徒数もあまり多くはなく、一学年は星組と月組の二クラスのみに分かれ、一クラスの生徒数もたかだか三十人ほどである。

　寝ね坊ぼうしたせいで伊依は少しだけ登校が遅おくれてしまい、一年星組の席はほとんどが埋うまっていた。教室の内装としては普ふ通つうの高校よりも大学の雰ふん囲い気きに近く、段々畑の座席の前方に教きよう壇だんが用意されている。

「あぁ、私も美み咲さきのやつが錯さく乱らんするように喚わめいているのを聞いただけなのでよくは知らんのだがね？」

　舞ぶ台たい俳優のように大げさな身み振ぶりでそう説明してくれたのはクラスメイトの魑ち魅み寺でら屍かば丸まるだ。禍まが々まがしい金こん色じきの装そう飾しよくで制服を飾かざり、耳には月と花を模したピアスをつけた少年である。

　そんな彼はどうしてか戸惑う伊依に顔を近づけてくると──ガシッ、とこちらの両手を摑つかんできた。下した敷じきで顔を扇あおいでいた伊依はよろめき、ちょっと驚おどろいてしまう。

「……??」

「だがしかし──安心してくれたまえ、私の愛いとしい伊依さん！　たとえどのような転校生が現れようが、私の心は変わらずに全すべて貴女あなたに捧ささげつづけるからね！」

　熱っぽく叫さけび、真しん剣けんな表情で見つめられる。

　伊依はというと睡すい眠みんが足りなくてあまり頭が回っておらず、はぁ、と曖あい昧まいに頷うなずくだけでいまいち反応ができない。

　とりあえず身を寄せてくる彼からちょっとだけ退ひきつつも、座っているからにはそれも限界があり、異性にあまり免めん疫えきのない伊依はかるく紅潮して首を傾かしげる。

「でも──随ずい分ぶんと急な話だね。先生、事前に連れん絡らくとかしてなかったよね？」

「むっ？　考えてみればそうだな。まぁ、そんなことは些さ細さいな問題ではないかね。大切なことは、たとえどのような邪じや魔ま者ものが現れようとも、私たちの愛を邪魔することなどできはしないという厳然たる事実のみだ──」

　……あれ、微び妙みように会話が嚙かみあっていない気がする。

　伊依が瞬まばたきをしていると、不意に、屍丸の背後から彼の首筋あたりに「にょき」っと細い手が伸のびて、まるで躊躇ためらいなく何らかの秘ひ孔こうを「ずぐっ」と押した。

　伊依は崩くずれ落ちる屍丸と、その背後から現れた人物を見比べてぼやく。

「あぁ、魑魅寺くんがツボを押されて失神してしまったよ。そしてぴくりとも動かなくなってしまったよ」

「そんなことよりも！」

　ばん、と伊依の机を叩たたいたのは、桃もも色いろの髪かみをした垢あか抜ぬけた少女だった。制服と頰ほおに『２』というシールを貼はった彼女の名前は美咲次じ郎ろう花はな。古頃では有名な美人三姉し妹まいの三女ということらしいが、伊依はその長女の顔を一度も見たことがない。

　次郎花はそれはもう驚くほどに真剣な顔で、壊こわれものを扱あつかうように伊依の手をさすりながら悲鳴をあげた。

「あぁ、あぁあ、可哀かわい想そうな伊依ちゃん！　変態に触さわられたせいで変態菌きんに感染して変態病を患わずらって死んでしまうかもしれないべや！　あ、あ、あちゃしが治してあげる！　治してあげるからね！　えぇと、そのう、愛とかで！」

　さっきの屍丸とまったく同じ動きで身をよせてくる彼女の横、目立たない、影かげのような少年が現れて倒たおれ伏ふした屍丸を揺ゆすっている。

　彼の名前は駒こま崎ざき学まなぶ。平へい凡ぼんという一属性で奇き矯きような人間の多いこの学校では逆に目立ってしまうという妙みような人物である。いつも神父のように物静かな彼は、親友だという屍丸をあまり心配そうな感じでもなく介かい抱ほうしている。

「変態菌、変態菌、大だい丈じよう夫ぶか。生きてるか。美咲さん、どこであんな危険な秘孔を覚えてきたのかな。普通に死んでるかもしれないよ」

「てへっ♪」

「変態菌、起きろ、生きろ、このままでは『てへっ♪』でごまかされてしまうぞ。『てへっ♪』で全すべてが無かったことにされてしまうぞ。それでもいいけどね？　べつに、それも人生だと思うけどね？」

　目覚めない屍丸を学はそのまま彼の席まで運んでいくと放ほうり投げた。いつも思うが、みんな屍丸をぞんざいに扱いすぎである。

　そんな二人を見ていると、次郎花が真ま面じ目めな顔になる。

「……でもね、伊依ちゃん、本当に急な話だったみたいだべさ。今回の転校生」

　神しん妙みような顔なのはいいがどうして伊依の手をもみくちゃにしているのだろう。

　尋たずねようかとも思ったが──次郎花がやけに幸せそうな顔をしているので、まぁいいかと伊依は考えないことにした。

　次郎花は桃色の瞳ひとみでこちらをじっと見つめ、可か憐れんな眉まゆを寄せて語った。

「あちゃしも姉さまに聞いただけだから正確なことはわかんないんだけど──伊依ちゃん、亜あ玉たま怪かい造ぞう高こう等とう学がつ校こうって知ってる？」

「亜玉？……うん」

　伊依は頷く。亜玉怪造高等学校といえば、東北に位置する三大怪造高等学校の一つである。実技よりも座学を重んじる傾けい向こうがあるとかで、その卒業生は知識ばかりあるくせに実戦では使えないんだとか父がぼやいてた。

　思いだしながら、伊依の思考はだんだんと澄すんでいく。

「亜玉がどうかしたの？」

「壊滅したんだって」

　次郎花は当たり前のようにその言葉を口にした。

　あんまり普ふ通つうに告げられたので、伊依は理解できなくて、思わず彼女の瞳をまじまじと見返してしまった。

「壊かい滅めつ？」

　不ふ穏おんな言葉だ。学校が壊滅って、只ただ事ごとではないだろう。

　次郎花も伊依の反応に少し不安になったのか、わずかに声から力をなくしてしまった。

「うん──なんかね、校舎が完全に崩れちゃって、怪け我が人にんもたくさんでて、亜玉はしばらく閉校しなきゃいけないんだって。いや、ほんと、噓うそじゃないんだべさ。ハー姉ちゃんが言ってたから絶対に本当のことなんだけど──」

　ハー姉ちゃん。

　次郎花の一つ上の姉は太た郎ろう花はなという名前だったから、それは、おそらく正体不明の長女のことか。顔も知らないのにその名前を聞くと妙に説得力が生まれるから不思議である。

　けれど次郎花は自分の語る内容に疑問をもったのか、しきりに首を傾げている。

「でも──そんな大事になってたら、ニュースくらいにはなるでしょや。伊依ちゃん、なんかそういう新聞の記事とか、ＴＶのニュースとか見た？」

「いや……全然」

　なんだか少し怖こわくなって、伊依は薄うっすらと首を振ふった。亜玉怪造高等学校の崩ほう壊かい。学校が壊こわれてしまうというのは大変なことだ、今の今まで伊依の耳にその情報が入ってこないわけもないのだが。

『情報操作か──怪造学会も変わんねぇな』

　不意に、伊依の胸むな元もとにぶら下がっていた髑どく髏ろの首くび飾かざりが小声でつぶやいた。

『学校の崩壊かよ。あぁそりゃ隠かくすなぁ。怖こえぇもんなぁ。そんなこと知られたら怪造を学ぼうって思うやつらがいなくなるし──』

「……父さん？」

　何も知らない次郎花に奇き妙みように思われないよう、そんな彼にこっそり語りかける。

「なに言ってるの、さっきから？」

『いや──伊依はいつ見ても不細工だなぁって』

「死んでいいよ？」

　次郎花の手を解ほどいて伊依は父を無表情のまま机に叩きつけた。

「……なにやってるべや？」

「いや──うぅん、なんでもないよ」

　怪け訝げんな顔の次郎花を曖あい昧まいに笑ってごまかすと、伊依は強ごう引いんに話の軌き道どうを元に戻もどした。

「それよりも、亜玉の崩壊って転校生となんの関係があるの？」

「うん──」

　次郎花は釈しやく然ぜんとしない顔のまま説明をつづけてくれる。

「いや考えれば納なつ得とくなんだべや、亜玉は崩壊したけど、亜玉の生徒は全員が怪我しちゃったわけじゃない。無事だったひともいるんだべ。そんな生徒たちがな、亜玉が建て直されるまで難民として他ほかの学校に流れていくことになったって、そういう感じ」

「あ──なるほど」

　それが今回の転校生か。

　亜玉怪造高等学校の生き残り。そうだ、学校が崩くずれたって、まだまだ怪造を学びたい生徒はたくさんいるはずだ。どうせ古頃は生徒数が少ない。難民の生徒がどれだけいるか知らないが、そのくらい充じゆう分ぶんに受けいれることができるはずである。

「それじゃ、転校生はたくさんいるんだろうね。無事だったひとは多いんでしょ？」

「うん──まぁ、怪我人はそんなにいなかったらしいんだけど」

　次郎花は珍めずらしく言いよどんで、少しだけ不安そうな顔をした。

「どうもな、うちの学校にくるのは一人だけみたいなんだべさ」

「一人？」

　少ない。というか、少なすぎる。てっきり何十人という単位でくるものだと思っていたが──。

「なんでもな」

　次郎花が、華きや奢しやな手を胸の前で結んで囁ささやいた。

「亜玉の事件に巻きこまれた生徒は──怪造ができなくなるって話なんだべや」

　怪造が──できなくなる。

　それはいったいどういう意味だろう、と伊依が問いかけようとした次の瞬しゆん間かん。

「はいはい、みんなさま、席に座ってちょうだいねー」

　言葉と同時に扉とびらが開き、担当教師の妖あやかし森のもり吉きつ音ねが教室に入ってきた。




　　[image: ]　[image: ]　[image: ]




　不思議な静せい寂じやくが満ちた。

　そこかしこでお喋しやべりしていた生徒たちは慌あわてて自分の席に向かいながらも、妖森の背後──悠ゆう然ぜんと歩く〝転校生〟に目が釘くぎづけになっている。おかげであちこちで衝しよう突とつ事故が発生し、きゃっ、とか、ごめん、とかいう声が飛びかいはじめた。

　伊依はそれどころではなかった。

　まず目についたのは、いつもと雰ふん囲い気きが違ちがう朝なのにいつもと同じように飄ひよう然ぜんとしている妖森だ。飛び跳はねた髪かみの毛がいい感じに獣けものの耳みたいに見えるこの女教師は、細い目をさらに細めて生徒たちの様子を楽しげに眺ながめながら教きよう壇だんまで進んだ。

　その背後に寄りそっているのは──。

「遊ゆうくん……」

　予感はあった。

　そうだったらいいな、と思っていた。

　昨日──おそらく偶ぐう然ぜんに再会した、今までは伊依の記き憶おくだけに住んでいた大切なひと。仇あだ祭まつり遊。暗い病院で別れて、伊依も医者に連れん絡らく先だけ教えて帰らされて、あれからずっと彼と舞弓のことだけを考えていた。

　隣となりの席で身を投げだすようにして眠ねむっていた香か美みが、伊依のつぶやきを聞きとがめて目を開く。視線で問いかけられたが、伊依は応こたえることができない。

「はいはい、みんなさま、ちゅうもくー」

　独特の、不思議な周波数に響ひびく声で妖森がのんびり声をあげた。

「いつもはこのまま授業なんだけど、今日はちょっとだけ特別なことがあるので朝からＨＲをやるにょー。うぅん」

　彼女はざわめく教室をどこか楽しげに仰あおぎ、背後の黒板に適当な調子で彼の名前を書いてみせた。

　仇。

　祭。

　遊。

「転校生の仇祭遊くんだよー。耳の早い美咲さんあたりがもう転校生のことは喋っちゃってるだろうけど、あらためて紹しよう介かいしとくねー」

　声と同時に彼女は遊の背中を叩たたき、彼も丁てい寧ねいに頭を下げた。

「仇祭遊です」

　再び顔をあげた彼は、婉えん然ぜんと微笑ほほえんでいた。

　昨日は薄うす暗ぐらくてよくわからなかったのだが、こうしてあらためて見ると彼は綺き麗れいな顔をしていた。女の子のような顔というわけでもないのだが、妙みように色っぽい。気になるのは、顔を斜ななめに分割しているジッパーのような傷きず跡あとか。そこを中心にして髪を染めているものだからますます顔の右半分が造りものめいて見える。

　前のほうの席である伊依に遊も気づき、一いつ瞬しゆんだけ驚おどろいたように左目を開いたが、すぐにまた余よ裕ゆうげな微笑を口元に浮うかべる。

　そして、じっと、こちらを見つめてくる。

　なんだろう鼓こ動どうが速まる。

　戸と惑まどって、伊依は思わず目を逸そらしてしまった。

「仇祭くんは、ちょっとした事情で亜玉怪造高等学校から転校してきたんだにょー。亜玉は私服自由だったらしいからまだ制服はないんだけど、そこらへんは気にしないでねー」

　妖森が変わらない表情と口調でにこやかに語っている。

　しかし伊依には聞こえない。

　遊が。遊が転校生？　これから毎日──遊と会える？

〈…………〉

　机の上で誰だれかからもらったらしい牛乳ドーナツを食べていた梅うめ子こが、呆ぼう然ぜんとする伊依を不ふ審しんそうに見上げてくる。気づけば、遊が視線を向けている伊依は、教室中の注目を集めてしまっていた。

　それに気づき、伊依は自分の席で縮こまってしまう。そのまま周囲を窺うかがってみたら、ものすごい目つきでこちらを睨にらみつける次郎花の顔を見つけた。

　あぁ、なんか嫌いやな予感がする。

「遊くん──」

　あまり見ないでと遊に視線で訴うつたえたが、通じたかどうかはよくわからない。

「あとは──どうしようかな、転校生って珍めずらしいから先生も初めてでよくわからんにょ」

　妖森は困ったように眉まゆを下げて、遊にまたお見合いのような話題をふる。

「んじゃ仇祭くん、ちょっと自己紹介してねー。うぅん、名前と出身校は言っちゃったから、あとは趣しゆ味みとか、好きなものとかー」

　適当な調子でそう言う妖森の横、遊は服についた鴉からすの羽をいじくりながら首を傾かしげた。

「好きなもの……？」

　異国の言語でも聞いたかのように不思議そうな顔をして、彼は何秒かそのまま沈ちん黙もくして考えているようだった。好きなもの。あらためて問われると難しいかもしれない。伊依は心の中で、困っているような彼にこっそり声せい援えんをおくった。

　それが裏目にでたのか、あるいは効きすぎたのか。

　教室をかるく仰いだ彼は、悪戯いたずらっこのような顔になった。

「……そう」

　あの顔は──覚えている。七年前、一いつ緒しよに暮らしていたとき。何度も目にした、遊が何か良からぬことを思いついたときの顔だ。

　わかっていても止められず、遊が色っぽく微笑みながら伊依を見つめてきた。

「好きなもの──好きなもの、なるほどね、難しい質問だけど──まぁ、悩なやむこともないか。好きなものならここにいる」

　ここ？　どこ？

　伊依は思い、遊の視線を追い、周囲を見まわして──やがて青くなった。

　え？

　どうして、好きなものって、そんな話題のときに自分ばかりを見つめている？

　高まりつづけていた心しん拍ぱく数すうが爆ばく発はつするように跳はねあがり、伊依は真っ赤になってしまう。

　自意識過か剰じようなのかもしれない。そうだ。遊と伊依は家族みたいなものだったわけで、好きとか嫌きらいとかいう次元では──いや、もちろんどちらかと問われれば好きなのだが。

　…………。

　いやいやいや。

　頭を振ふる。混乱している。

「そうだね──」

　そんな伊依を楽しむように、ただ静かに見つめながら遊は語る。

「女の子が好きかな。でも女性なら誰でもいいっていうわけでもない。なんていうのかな、純じゆん朴ぼくな女の子が好きだね。前向きなのもいい。外見的には、ふふ」

　じっと、ただ伊依を注視しながら彼は語りつづける。

　否いや応おうなくこちらに注がれる教室中の視線が痛い。

　いや。

　いやいや、待とうよ、どういうこと？　どういう状じよう況きよう？

　伊依の脳みそは沸ふつ騰とうしたのかうまく働いてくれない。しかし、そうしているうちにも遊は、ある意味では狡こう猾かつなほどに少しずつ条件をしぼってくる。

「あまり派手でなくてもいい、髪かみの色は黒が好みかな。短いよりは長いほうがいい。伸のばしっぱなしよりは結んでいるほうがいい。ポニーテイルよりはツインテイルのほうがいい」

　え。え──。

　伊依は無意識に自分の髪を触さわる。

　え。はい。黒い髪です。ツインテイルです。

　この教室で、自分と同じ髪型をしているひとはいない。この時点でたぶん全すべての生徒たちが伊依のことを見ていた。

　当人としてはわけがわからないというか、遊が何を言っているのかわからない。

　好きって。好きってどういうこと？

　家族として？　友達として？　それとも──それとも？

「んー……？」

　さすがの妖森も教室の異様な雰ふん囲い気きに気づいたか、遊と伊依を見比べてかすかに首を傾げた。

「仇祭くん、空すかい井いさんと知りあいなのかなー？」

「はい──先生」

　淫いん靡びに微笑ほほえんで、遊はまたものすごく楽しそうな顔で語るのだった。

「伊依ちゃんとは、何年か一緒に暮らした──そうですね、ただならぬ仲です」

「そ、そ、そういう言い方はどうかと思うよ、遊くん！」

　ばん、と机を叩たたき、耐たえられず叫さけんでしまってから伊依は後こう悔かいした。

　しまった。

　慌あわてて周囲を見たら、えらく盛りあがっていた。

　うぉぉ、と歓かん声せいがあがり、あちこちで嫌いやな方向に噂うわさ話ばなしが広がっている。

「あ──」

　しまった。彼の名前を呼んだらもう知りあいだと認めるようなものではないか。しかも話の流れ的に、とても宜よろしくない方向に誤解が広まっているような。

　耳まで紅潮して遊を見ると、なんだろう、とても哀かなしそうな顔をしていた。

「伊依ちゃん──」

　泣きそうな、壊こわれてしまいそうな顔。

「……遊くん？」

　少しだけ戸と惑まどって遊を見ると、彼は胸に手をあてて俯うつむいてしまった。

「伊依ちゃん、伊依ちゃんは──僕のことが嫌いなの？」

「え。やっ──べつに」

　慌てて手を振る。べつに彼のことが嫌いなわけではないのだ。ただみんなに誤解されるような関係ではないと主張したいだけなのだ。

　遊は、それはもう、悲ひ愴そうな顔で問いかけてくる。

「じゃあ──好き？」

「え──あ、う」

　伊依は勢いに流されて、自分の返答がどういう結果をもたらすかも予想しないうちに頷うなずいていた。

「う、うん」

　どちらかといえば──。

　という語ご尾びを付け足す前に、遊の顔が瞬しゆん間かん的に平静なものに戻もどった。

　そしてうっとりするほど綺き麗れいな笑え顔がおで、爽さわやかに断言するのだった。

「とまぁ──彼女とは、相思相愛の関係です」

　うっわぁ嵌はめられた！

　伊依は開いた口がふさがらず、遊ってこんな性格だったかと考え、そういえばこういう性格だったと思いだして絶望した。

　他人を困らせるのが好きで、笑わせるのも好きで、いつでも騒そう動どうの中心にいた嵐トラをブル呼メぶイ少カ年ー──。

　それが仇祭遊だった。すっかり忘れていた。

　伊依はどういう意味があるのかわからないが、そんな遊の計略にはまってしまったようだ。なんとか。なんとか誤解をとかないと。

　思いながら考えていると、教室の隅すみで甲かん高だかい音がした。

　驚おどろいてそちらを見ると、椅子を蹴け倒たおして魑魅寺屍丸が立ちあがっていた。

「ゆ、ゆ──許さん、許さんぞ、転校生！　伊依さんは──伊依さんは私のゲブラッ!?」

　そして二秒で狙そ撃げきされた。

　教室の逆サイド、窓まど際ぎわの席から彼に筆箱を投げつけた美咲次郎花が、ものすごい勢いで立ちあがりながら叫んだ。

「駄だ目め……！」

　ふるふる震ふるえ、真っ赤になって宣言する。

「駄目なんだべさ！　伊依ちゃんと、伊依ちゃんと──」

　それはもう、本気の声こわ音ねで、必死な表情で。

「伊依ちゃんと相思相愛なのは、あちゃしだけなんだべさーっ！」

「…………」

　やめてよ。

　やめてよ公衆の面前で。

　今日一日でかなり変わっただろう自分の評価のことを思うと憂ゆう鬱うつだが、とりあえず、なんか駄目だと思う。このまま状じよう況きように流されていたら駄目な方向にいくと思う。

　考え、立ちあがってなんとか弁明をしようと口を開きかけた伊依の──。

「大だい丈じよう夫ぶ。僕に任せて」

　唇くちびるに、いつのまにか接近していた遊の指先が添そえられた。

「………っっ!?」

　予想外のことに赤面すると、次郎花が地じ団だん駄だを踏ふんで教室を揺ゆらした。

「あーっ！　あーっ！　やめれ！　触さわるなぁ！　伊依ちゃんに触るなぁ！」

　彼女はぼろぼろと泣いている。

　泣かないでよ。

　本当に。どうしてこんなことに。

「転校生──」

　次郎花の狙撃からようやく回復した屍丸が、よくとおる声で高らかに宣言してくる。

「──し、し、勝負だ！　貴様のようなどこの馬の骨ともわからぬ転校生に伊依さんを渡わたしてなるものか！」

「そ──そうだべ！　珍めずらしく良いことを言うべなバカ丸！　お、お、表に出るべさ！　こてんぱんにして伊依ちゃんのことを諦あきらめさせてやるだべさ──っ！」

　何か知らないが血圧をあげている二人に、伊依は今度は真っ青になって制止を呼びかける。

「あ、あ、魑魅寺くん！　ハナちゃん!?　落ちついて！　何か変だよ!?　意味がわからないよ!?」

「大丈夫だよ。伊依ちゃん」

　微笑ほほえんで、遊がそっと頭を撫なでてくる。

「僕は負けない」

「いや、いやいや、違ちがうから！　論点が違うから──！」

　伊依は必死になって叫さけんだが、なんの意味もなかった。
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「《血カル色ブンのク宝ル獣ス》──怪造」

　校内でも随ずい一いちの実力を誇ほこる魅み神かみ香美が同じクラスにいるせいで普ふ段だんは忘れられているが、魑魅寺屍丸は一年星組で二番目に優ゆう秀しゆうな怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グなのである。そんな彼が古頃の無む駄だに面積ばかりがある校庭に怪造したのは恐おそろしく強そうな怪モン造ス生タ物ーだった。

　全長──十五メートルはあるだろうか。近くに寄ると全ぜん貌ぼうがぎりぎり視界に収まるかどうか。ほとんど一戸建てほどの大きさである。

　内部で炎ほのおが燃えているかのように薄うすく発光した血色の宝石、それを鱗うろこのように全身に貼はりつけた大怪かい獣じゆうといったふうな外見の怪モン造ス生タ物ーだった。そんな見るからに硬かたそうな身体からだからは剣けんのような背びれが生えていて、無機物的な瞳ひとみは感情もなく立ちつくす遊を見つめている。強い日差しのなか、その勇姿は宝石のごとく光り輝かがやいていた。

「うわぁ……」

　怪モン造ス生タ物ーまで持ちだした喧けん嘩かを止めることもできず、当事者の三人以外の生徒たちは校庭の隅で遠巻きに眺ながめている。伊依は暑苦しい人ごみにまぎれてしばらく進めず、ようやく校庭に飛びだしたころにはもう屍丸の怪造が終わっていた。

　眠ねむっていたくせに誰だれよりも早く校庭に出ていた香美が、腕うでを組んでつぶやいている。

「《血カル色ブンのク宝ル獣ス》──中級二位では最強クラスの怪モン造ス生タ物ーだわ。あんなもんと喧嘩したら普ふ通つうに死ぬと思う、あの転校生──」

「言ってないで、止めようよ！　カービィちゃん！」

　伊依はそんな彼女の民族衣い装しよう風に裾すそを改造した制服にしがみついた。

　香美は面めん倒どうそうな半目になる。

「えー……。いいじゃない。やらせときましょうよ。無理に止めても誰も納なつ得とくしないのだわ。あとね、あちき力押ししか能がないから《血カル色ブンのク宝ル獣ス》を止めようとしたら巻きぞえで校舎とか壊こわれると思う」

　そんな会話をしているうちに、屍丸の隣となりで呪じゆ文もんを唱えていた次郎花の怪造が終わる。

「《独占欲ヨンバオ》──怪造っ！」

　不思議な、次郎花が怪造するときにのみ顕あらわれる華はなやかな桃もも色いろの光が弾はじけた。怪造の光は怪モン造ステ学イス者トの個性によって様々に形状や色しき彩さいを変化させることがある。光に色がついたり無駄に火花がでたりするのは余計な力が加わっているという判断をされて良くないのだが、次郎花は〝可愛かわいいから〟という理由で色を白くしようともしていない。

　開花するように広がった現界カナイと虚界アンダカの境界線から、無数の蔦つたが絡からまったような怪モン造ス生タ物ーが飛びだしてきた。緑色。青色。黒色。三色の蔦が絡まりあい、生き物の触しよく手しゆのように蠢うごめくその身体を、杏あんずのような桃色の花がまんべんなく彩いろどっている。

　それがどういう種類の怪モン造ス生タ物ーなのかは知らないが、とにかく、怪モン造ス生タ物ーで喧嘩するなんて駄だ目めだ。伊依は走り、手をぶんぶん回して叫んだ。

「待って待って待って！」

　そして見たところ何も怪造せずに立っている遊の前、両手を広げて通せんぼの姿勢をとった。

「待って！　ストップ！　駄目だよ喧嘩しちゃ！」

　真まっ直すぐに屍丸と次郎花、二人のことを見つめて主張する。

「そうだ、じゃんけんで勝負すれば？　ねっ？　じゃんけんぽんって！　そうすれば誰も痛くないよ？　怪モン造ス生タ物ーも、人間も、怪け我がしないですむし──」

「ごめん、伊依ちゃん──どいて」

　低く次郎花がつぶやいて、手を振ふると《独占欲ヨンバオ》に何事か命じた。

　瞬しゆん間かん、青竹色の蔦が伸のびてきて、伊依の腰こしに何重にも巻きついてくる。

「わっ」

　そして──ものすごい勢いであらぬ方向に伸びていく。

　どんどん怪モン造ス生タ物ーたちが遠ざかっていく。

「わぁあっ!?」

　そのまま放ほうり捨てられて、伊依はごろごろと地面を転がった。

　すごい力だ。あれが戦せん闘とうに特化した怪モン造ス生タ物ーの膂りよ力りよく。だから──危ない、こんな力で喧嘩してはいけない。

〈伊依！〉

　梅子がこちらに近づいてくるのが見える。彼女の〝共感〟の能力で三人を落ちつかせるしかないか。興奮している彼らにどこまで効果があるかわからないけど──。

　思い、伊依はまだ厳しい夏の陽光の下もと、少し擦すりむいた膝ひざを見て溜ため息いきをついた。

　喧嘩はよくないと思う。怪我をするだけだ。

　諍いさかいの理由はよくわからないが、話しあいで解決できるならそうするべきなのだ。

「転校生──怪モン造ス生タ物ーを怪造しないとは随ずい分ぶんと余よ裕ゆうだが、容よう赦しやはせんぞ──」















　屍丸がたまに見せる冷れい徹てつな顔と声で遊を威い嚇かくしている。とはいえ、あぁ見えて彼は悪役に徹　しきれないというか、人の好よいところがあるので遊を怪我させたりはしないだろうが──。

「うぅー、ふぅー、がるるるる……」

　問題なのはなぜか犬のように唸うなっている次郎花のほうである。

　彼女はかなり感情に流されるというか、突つっ走りやすい傾けい向こうにある。そしてなかなか止まってくれない。説得もあまり聞いてくれない。ていうか、今も目がマジだ。

「転校生！　あちゃしは──や、や、優やさしーから前もって忠告してやるだべさ！」

　あまり似合わない偉えらそうなポーズで、彼女は遊を睨にらみつけている。

「今なら、前言を撤てつ回かいすれば許してやらんこともないべや！　けどな、もしまだ伊依ちゃんに色目をつかうようなら──ぼっこぼこにして教育してやるべや！」

　叫さけぶ次郎花に屍丸がそのとおりだというように頷うなずくが、今の次郎花は見境がなくなってるので「あんたも同じ！」と叫んで《独占欲ヨンバオ》の蔦が彼を殴なぐった。

　転がっていく彼を見もしないで、次郎花は真っ赤になって怒ど鳴なっている。

「伊依ちゃんは、あちゃしのお嫁よめさんになるの！　そう決まってるの！」

『…………おい』

　下らないというように黙だまりこんでいた髑どく髏ろの首くび飾かざりが、そんな次郎花の発言を聞きとめて低く問いかけてきた。

『伊依、なんでこんなに好かれてんだよ。やっぱり俺に似て男らしく育っちまったのかぁ？　おい悪わりぃなぁ！　ははは！』

「…………」

『……あのう、伊依ちゃん。怖こわい顔で黙らないで。お父さん娘むすめに無視されると寂さびしい年代なの』

　つぶやく彼を指で弾はじいて、伊依は俯うつむいた。

「……一学期にさ」

　伊依は思いだしながら、静かに語る。

「ハナちゃん、怪造事故おこしたじゃない」

　あれはまだ同じ教室の生徒の名前もよく覚えていなかったころ、とある授業で次郎花は怪造に失敗し──危あやうく命を落としかけたことがある。

『あぁ、そういやあのときの娘か。たしかてめぇが助けてやったんだよな？』

　滅めつ作さくも思いだしたのか同意を示す。

　そう──火災になって、逃にげ遅おくれた次郎花を伊依が《雪クールキ童ユーテイ》の桃もも子この冷気で炎ほのおを払はらって助けだした。

　そのときに次郎花がつぶやいたのだ。

　優ゆう秀しゆうな二人の姉への劣れつ等とう感かん。

　それが父への劣等感をもつ自分の姿に重なって、真しん剣けんに彼女の話を聞いて──気づいたら友達になっていた。

　友達だと思っていた。

　まさかその友情が彼女の中で恋こい心ごころにまで育っているとは思っていなかった。

「それはともかく──」

　今は、物思いに沈しずんでいる場合ではない。

　次郎花の怪造の能力は決して低くない。ただ集中力がないのかすぐに怪モン造ス生タ物ーの制せい御ぎよがとれなくなるのだ。あの《独占欲ヨンバオ》はたしか中級二位か──強力な怪モン造ス生タ物ーだ、興奮しすぎて冷静じゃなくなっている今の次郎花が、どれだけあれを制していられるかはわからない。

　いざとなったら隣となりの屍丸が止めてくれるだろうが、彼も彼で微び妙みように抜ぬけているところがあるから過信できない。やはり自分がどうにかして、彼らを止めるしかない。

〈伊依！〉

　ようやく駆かけつけてくれた梅子を抱だきとめ、強く頷く。梅子はこう見えて中級一位の《愛シヤ天リテコ使ラール》という高等怪モン造ス生タ物ーだ。その能力は周囲の人間の精神状態を自由に操あやつること。心地ここちよくすることも、不快にすることも、強く能力を発揮すれば殺すことも可能な力だ。

　だからこそ、使いどころを誤ってはいけない。

「……梅子ちゃん、いい？　合図したら三人を落ちつかせる声をだして」

〈うん。いいけど──〉

　梅子は曖あい昧まいに頷き、少し遠い位置にいる彼らを仰あおいだ。

〈わたしの〝共感〟は無差別だから対象を選べないよ。どんな声をだすかはよく考えなきゃだめ。具体的にどういう声がいい？〉

「え。うぅん──」

　難しい問いかけに伊依が眉まゆを寄せていると、校庭に動きが生まれた。

　遊が右手を掲かかげたのだ。

「…………？」

　その手首には明らかに《門ＧＡＴＥ》ではない、複雑な形状の腕うで輪わが嵌はめられている。それには薄うす闇やみ色の奇き妙みような光が這はうように躍おどっていた。

「……なるほどね」

　遊が微笑し、踏ふみ潰つぶされそうなほど大きい怪モン造ス生タ物ーを見上げている。

「なるほどなるほど、暴力で相手を屈くつ従じゆうさせる。わかりやすくて有あり難がたいね？　では──僕も、暴力をつかわせてもらおう。暴力を暴力で屈従させる。それが何よりも容易たやすくて、何よりも正しい解決法だからね。……好みじゃないけど」

　つぶやき、彼は静かに唱えた。

「……出番だよ。僕の可愛かわいい《断ヒス末テリ魔ツクの・ハ女ニ神ー》」

　瞬しゆん間かん。

　薄闇色をたたえていた遊の腕輪から──長い棒が弾だん丸がんのように飛びだした。

　否いな──ただの棒ではない。瞬まばたきをするうちにその棒からは亀き裂れつがはしるような音とともに巨きよ大だいな刃はが出現した。

　禍まが々まがしい──死神の鎌かま。遊は物理法則を無視して現れたその大デス鎌サイズに手を伸のばし、しっかりと摑つかむと──片手でぐるりと旋せん回かいさせた。

　すると長い柄えの先せん端たん、そこから髪かみの毛のような紐ひもが伸びて──その先に、当然のように存在する女性の生首がカッと目ま蓋ぶたを開いた。

　異様な。

　怪造なのかどうかもわからない、不気味な現象だった。

「さぁ──もういいよ、遊んであげる」

　遊は艶あでやかに微笑ほほえんで、恐おそれもせずに巨大な怪モン造ス生タ物ーへと進んでいく。

　そんな彼の足取りに最初に反応したのは、直立不動の姿で立っていた魑魅寺屍丸だった。彼は無言で真まっ直すぐに右手を突つきだし、建築物のように動かなかった《血カル色ブンのク宝ル獣ス》に小声で何かを命じた。

「グ、グォォオオン！」

　刹せつ那な、《血カル色ブンのク宝ル獣ス》は生き物というより機械の稼か働どう音おんのような鳴き声を放った。そして大きく身を震ふるわせ──背中の剣けんを一いつ斉せいに空へと射出する。

　風切り音とともに空へと舞まいあがった無数の剣は、悠ゆう然ぜんと歩く遊へ向かって流星のごとく降りそそぐ。

「遊くん！」

　伊依は叫さけび、遠巻きに眺ながめる生徒たちも悲鳴をあげた。

　あれは死ぬ。あんな剣が一本でも身体からだに当たれば重傷を負ってしまう。当たり所が悪ければ致ち命めい傷しようだ。

　それなのに──。

　降りそそぐ剣の雨のなか、まるで気にせずに遊は歩いている。

「優やさしい」

　ふふ、と微笑み、遊は満足そうな顔をする。

「優しいね──本当に」

　触ふれれば容易に彼の肉を切り裂さくはずの剣だが、普ふ通つうに歩く遊を掠かすめもしない。

「しかし、ふふ、《断ヒス末テリ魔ツクの・ハ女ニ神ー》の能力を発動していなくて良かったよ。もしズラしていたら僕は串くし刺ざしにされていたところだ。危ない危ない。けれど──うん、どうやら死なずにすんだみたいだ。ありがたい話だね？」

　屍丸は表情を変えていないが、伊依には見えた。その頰ほおを汗あせが伝っている。

　そうだ。屍丸には遊を刺さし殺すつもりなどないのだ。決して屍丸が根こん性じようなしだということではない。本当に、優しいのだ。

　遊は理解している。だからあんなに平然と歩いている。

「隠かくしていても──右目も少しは見えるんだ。僕の世界では、君の優しさがすぐに理解できたよ」

　よくわからないことを囁ささやきながら、遊はゆったりと歩いていく。その後方は剣けん山ざんのようになっていて、巻きあげられた砂すな埃ぼこりがもうもうと漂ただよっていた。

「な、何をやってるべや！　ちゃんと狙ねらうべさ！」

　次郎花が叫び、屍丸を睨にらみつけてから《独占欲ヨンバオ》に命じた。

「あちゃしはそんなに甘くないべや！　やっちゃえ、《独占欲ヨンバオ》！」

　本気の瞳ひとみで彼女は叫び、応こたえるように怪モン造ス生タ物ーが動く。青色。黒色。緑色。三色の──杏あんずの花をまとわりつかせた蔦つたが遊に向かって伸び、その身体を縛しばりつけようと鞭むちのようにしなる。

「あははっ！　まずは捕つかまえて、それからみんなの前でひんむいて恥はじをさらしてやるべや！　全ぜん裸らになって後こう悔かいしなさい！」

　すごいことを叫ぶ次郎花の向こう、遊は苦く笑しようして大鎌を構えた。

「……できればやめてほしいかな。いや、身体に自信がないわけじゃないんだけどね？」

　この状じよう況きようでこんな態度ができる遊も大たい概がいではないと思う。

　伊依はそこまで考え、ふと我にかえると梅子を抱かかえて立ちあがった。ぼうっと見ている場合ではない。次郎花は本気だ。このままでは遊がみんなの前で辱はずかしめられてしまう。

　少し想像してしまい、真っ赤になって伊依は首を振ふった。そんな状況ではない。

「うん。なるほど──だいたい読めた」

　つぶやき、遊は柄を握にぎった掌てのひらを前に突きだした。

〈ＵｕＨｙｅｅａＡＡｈａ────！〉

　すると大きく、遊の握った大鎌の先端、女性の生首が気持ちの悪い声で哭なく。

　次の瞬間──《独占欲ヨンバオ》の蔦が遊を直ちよく撃げきしたように見えたが、なぜだか蔦は遊を掠りもせずにすり抜ぬけた。

「えっ──!?」

　驚おどろいたか、目を見開いている次郎花は一いつ瞬しゆんだけ対応が遅おくれ、その隙すきに遊は駆かけだして怪モン造ス生タ物ーたちに肉にく薄はくしている。

　一瞬だった。

　そのとき何が起きたのか、伊依には目視できなかった。理解もできなかった。

《血カル色ブンのク宝ル獣ス》と《独占欲ヨンバオ》の中心、そこで舞うように身体を一いつ旋せんさせた遊の握った大鎌は、正確に二体の怪モン造ス生タ物ーを切り裂いたようだった。

　怪モン造ス生タ物ーたちは甲かん高だかく叫び、一瞬だけ身を震わせて──。

「……繫がれ」

　遊の低い、怨おん霊りようのような声とともに放たれた薄うす闇やみ色の光に、互たがいの傷口を接続されて──。遠目には、遊の腕うで輪わから放たれる暗い光で二体の怪モン造ス生タ物ーが繫がったように見えた。

　次の瞬しゆん間かんだった。

　信じられないことが起こった。

「混ざれ」

　遊の言葉と同時に、二体の怪モン造ス生タ物ーは跳とびあがった。

　見上げるほどの巨きよ体たいが、互いにぶつかりあうように、遊の頭上へと跳びあがって猛もう烈れつな光を放ったのだった。

　変化は一瞬だった。そしてあまりにも信じがたいものだった。

「………え？」

　光が収まり、ずぅん、と地じ響ひびきをたてて一体の怪モン造ス生タ物ーが校庭に着地する。その姿を見て遊以外の全員が息を吞のんだ。

　混ざっていた。

「噓うそ──」

　見た目は、歪いびつである。

　基本は《血カル色ブンのク宝ル獣ス》の巨体だった。ただしその全身から《独占欲ヨンバオ》のものと思われる蔦が生えている。さらに杏のような花も。けれども──背中から伸のびているのは《血カル色ブンのク宝ル獣ス》の背びれだった。

　融ゆう合ごう？　合体？　混合？　同化？

　なんと表現すればいいのだろう。

　理解できたのは、《血カル色ブンのク宝ル獣ス》と《独占欲ヨンバオ》が混ざってしまったということ。

　さらに──恐おそろしいことに。

「さて。なんと呼んだものだろうね。聞こえは悪いけど《血カル色ブンのヨン独バ占オ》とでもしておこうか──」

　平然と、このありえない現象の原因であるはずの遊は、その不条理な合成怪モン造ス生タ物ーに静かな声で命じたのだ。

「では、《血カル色ブンのヨン独バ占オ》。この二人を捕まえて、みんなの前でひんむいて恥をさらしてやれ」

「────!!」

　自分が言ったのとまったく同じ命令を返されて、次郎花の顔色が変わった。そして彼女は掠かすれた声で変わりはてた怪モン造ス生タ物ーに呼びかける。

「よ、《独占欲ヨンバオ》！」

　しかし怪モン造ス生タ物ーは応こたえない。支配権が移動した──？

　遊は淫いん靡びに微笑ほほえんで、大鎌を握ったまま肩かたをすくめた。

「ふふ。ふふふ。わからない？　もうこの怪モン造ス生タ物ーは君のものじゃない。僕がつくりかえたんだから──当然、僕のものさ」

　その言葉に次郎花は絶句する。

　震ふるえる彼女へ、遊は冷れい酷こくに告げた。

「あれ？　どうしたんだい？　さっきはあんなに調子よく僕を脅おどしてくれたのに、もう終わりかい？　つまらないね──」

　彼女に背を向けて、緩かん慢まんな、しかし確実な速度で二人に近づく怪モン造ス生タ物ーに告げる。

「──じゃ、《血カル色ブンのヨン独バ占オ》。元のご主人様が相手といっても、躊躇ためらわないでよ？」

「ひ」

　次郎花はぺたりと腰こしを抜かし、信じられないという顔で叫さけんだ。

「ひ。いやぁ！」

「ハナちゃん！」

　なんだこれは。わけがわからない。

　怪モン造ス生タ物ーと怪モン造ス生タ物ーが混ざった？　それで遊の支配下に置かれた？　これは怪造か？　これは果たして怪造学なのか？

　七年という長い時間で、遊の怪造学はどのようになってしまったのか。

　伊依にはわからない。とにかく、やめさせなければ。もう勝負はついた。遊の勝ちだ。だから──。

「遊くん！　やめて！」

「伊依ちゃん」

　遊は微笑していた。とても優やさしく、しかし冷酷に。

「駄だ目めだよ。僕は──敵には容よう赦しやしないって決めているから」

　瞬間、二人に向けて放たれる《血カル色ブンのヨン独バ占オ》の三色の蔦つた。屍丸がへたりこんだ次郎花を助けおこそうとしているが、まにあわない──。

「やめてよ！　もうやめてよ──遊くん！」

　どうする。どうすれば止められる？

　伊依が歯は嚙がみし、遊のもとに駆かけ寄って彼の服を摑つかんだ瞬しゆん間かんだった。

　爆ばく音おんが轟とどろいた。

　低く響ひびく、重低音。

「────」

　伊依は見た。すさまじい爆ばく炎えんを。《血カル色ブンのヨン独バ占オ》の表面で弾はじけ、その巨きよ体たいを校庭に打ち倒たおした一いち撃げきを。

　つづけて、何度か轟ごう音おんが鼓こ膜まくに突つきささった。

　そのたびに《血カル色ブンのヨン独バ占オ》は爆発し、なすすべもなく校庭を転がっていく──。

「何をしている、伊依！」

　不意に。

　鋭するどい、しかし頼たのもしい、聞き覚えのある声がした。

　伊依は思わず振ふり向いて──驚おどろきのあまり思考を失った。

「ま──」

　古頃怪造高等学校の校門、その中央──重火器を肩に担かつぎ、一人の少女がこちらを真まっ直すぐに見つめていた。

「舞さん!?」

　純白の髪かみ。深しん紅くの瞳ひとみ。病院から抜ぬけだしてきたのか、バンダナも巻いていない彼女は普ふ段だん着ぎだった。その清せい楚そな和服姿とどう考えても対戦車砲ほうでしかない巨きよ大だいな銃じゆう器きの組みあわせは異様である。

　怪モン造ス生タ物ーに攻こう撃げきしたのは舞弓か。槍やりや弓といった昔の武器にしか《朧おぼろ武ぶ朧ろう》を変化させられないかと思っていたら、しっかりあんな近代的な武器にも対応していたらしい。

　あまりのことに声もでない。目をぱちくりさせていると、舞弓が硝しよう煙えんと呼ぶには派手すぎる煙けむりをあげた対戦車砲を片手にこちらへ呼びかけてきた。

「伊依、何をしている！　さっさと怪かい消しようするがいい！　このままではその怪モン造ス生タ物ーが死んでしまうぞ！」

「あ──う、うん！」

　伊依は頷うなずく。そうだ。今はとにかく、砲ほう撃げきされた怪モン造ス生タ物ーを怪消しなければ。

　怪消とはすなわち怪モン造ス生タ物ーを虚界アンダカへ送りかえすことで、虚界アンダカに戻もどると同時に怪モン造ス生タ物ーは現界カナイで負った怪け我がを回復させるのだ。

　腕うでを振り、しゃん、と《門ＧＡＴＥ》を鳴らして呪じゆ文もんを唱える。

「怪消！」

　するといつもの怪消とは違ちがう、奇き妙みような手て応ごたえを感じ──伊依はぎょっとしてしまった。やはり二体の怪モン造ス生タ物ーが混ざったこの奇妙な怪モン造ス生タ物ーは普ふ通つうとは違うのか、思っているうちに、光に包まれて《血カル色ブンのヨン独バ占オ》は現界カナイから完全に消しよう滅めつした。

「……ふぅ」

　一息つき、それどころではないと思って舞弓を振り返った。

「──うっ」

　そして、舞弓の凶きよう悪あくな、見るだけで心臓が止まりそうな形相に驚く。

　なんで──あんな怖こわい顔を。

　考えていると、舞弓は対戦車砲を基本形である《朧武朧》に戻しつつ、伊依のそばで婉えん然ぜんと微笑ほほえんでいる遊に近づいてきた。確かな歩調。怪我はもういいのか。いや、そんなわけはない。絶対安静のはずだ。医者の話では、命に別状はないがしばらく入院させるとか──そういう感じだったと思うのだが。

「舞さん──」

　歩みよったが、舞弓はこちらを見もせずに遊の前まで移動した。全身から得体の知れない怒いかりか、殺気か──とにかく恐おそろしい気配を漂ただよわせている。

「……舞さん？」

　呼びかけたが、舞弓は応えてくれない。

　ただ遊のことを睨にらみつけている。

「伊依……離はなれていたまえ」

　短くこちらに呼びかけて、侍さむらい少女は微笑をたたえた遊に顔を近づけた。

「情けのつもりか、下らぬ余よ裕ゆうか、あそこで私を殺しておかなかったのが運の尽つきだ」

　ちゃきり、と《朧武朧》を握にぎりしめ、彼女は殺気をまとったまま言った。

「《門ＧＡＴＥ》狩がりの死神よ、どうして古頃にいるのかは知らぬ。だがしかし──この戦たたか橋はし舞弓、同じ相手に二度の後おくれはとらぬ。この場で成敗してくれる……！」

「ま──」

　伊依は耳を疑った。今、舞弓はなんと言った？

「舞さん」

《門ＧＡＴＥ》狩り？　それは、近ごろ噂うわさになっていた、おそらく舞弓が追って──彼女にあんな怪我をさせた張本人。

　どうして、舞弓は遊をその名で呼ぶ？

　伊依は遊を真まっ直すぐに見つめた。

　彼は一いつ瞬しゆんだけ左目に濁にごりのような感情を混ぜたが──。

「あぁ」

　不意に瞳から色を消し、うっとりするほど綺き麗れいに微笑んだ。

「君は──昨日、大おお怪け我がをして倒れていた女の子だね？　何を言っているのかはよくわからないけど、無事だったみたいで何よりだと思うよ？」

「…………！」

　その態度に、舞弓は彼から少しだけ身を退ひくと刀を構えた。

「き、貴様──惚とぼけるつもりか！」

　その全身から放たれる威い圧あつ感かんにはそばにいるだけの伊依さえ怯おびえたが、遊はまるで動じずに笑え顔がおのままで言葉をつづけた。

「いや、本当、なんのことだか理解できないよ。《門ＧＡＴＥ》狩り？　《門ＧＡＴＥ》を盗ぬすんでいるひとがいるんだ？　へぇ、それは酷ひどいことをするやつもいたものだねぇ？」

「貴様──」

　激げつ昂こうし、舞弓が斬きりかかろうとするので伊依は彼女を後ろから羽は交がいじめにした。

「舞さん！　駄だ目め、落ちついてよ！」

「放せ伊依！　この腐くさった男を斬らせろ！　斬らせろぉっ！」

　暴れる彼女はものすごい力だったが、伊依は必死になって止めた。

　だって遊なのだ。彼は仇祭遊なのだ。

　遊は悪いことをしない。七年前、自分を助けてくれて──。

「まぁまぁ、落ちついて。僕の話を聞いてほしいな」

　遊はそんな伊依を愛いとしげに眺ながめ、両手を広げて微笑んだ。

「証拠は？」

「な──」

　舞弓は表情を凝ぎよう固こさせ、目を大きく見開いた。

「なんだと──？」

　そんな彼女を楽しむように、遊は静かな声で語る。

「だから、証拠は？　僕が《門ＧＡＴＥ》を盗んだという証拠は？　身体検査でもする？　家宅捜そう索さくをしてもいいよ？　どこにも盗んだ《門ＧＡＴＥ》なんかない──あのね、お侍さん、現代日本では──証拠もなしに誰だれかのことを断罪なんかできないんだよ？」

「し──し」

　舞弓は顔を真っ赤にして、激しい勢いで叫さけんだ。

「し、証拠はないが、私が証人だ！　貴様が《門ＧＡＴＥ》を盗んだところを見た！」

「幻げん覚かくの可能性は？」

　遊はにっこりと笑った。舞弓は言葉につまる。

「たとえば悪意ある誰かが君に噓うその記き憶おくを植えこんだのかもしれない。噓の光景を見せたのかもしれない。ちょっとした怪モン造ス生タ物ーを怪造すれば不可能なことじゃないよね？　すなわち──君の証言、記憶なんてもの、証拠にもなんにもなりはしないんだよ」

「し──しかし」

　震ふるえ、遊の言葉に揺ゆれているのか、舞弓は自信なさげな顔になってきた。伊依は状じよう況きようがよく把は握あくできないが、舞弓はこういうふうに言葉で攻せめられるのにはかなり弱い、このままではすぐに反論ができなくなるのではないかと思えた。

　そのとおりで、遊は余裕げに舞弓へと告げた。

「わかるかい？　ここで僕を斬りたいのなら斬ればいい。けれど、君は、もしかしたら何の罪もない、他人に罪を着せられた人間を無意味に斬ってしまうだけなのかもしれないよ？」

　そして彼女に最も有効な言葉で締しめた。

「それは、果たして正義なのかい？」

「…………！」

　舞弓は沈ちん黙もくし、歯は軋ぎしりし、伊依を振ふりほどくと鞘さやに日本刀を収めた。

「証拠だな……！」

　そして遊のことを視線で射殺そうと思っているかのように睨にらみつける。

「証拠だな、証拠があればいいのだな──見ていろ！」

　叫び、舞弓はこちらをじっと見つめてくる。

　あ、この視線、「手伝え」という目だ。あと「君は私の味方だよな？」という目だ。困ったな──と伊依は曖あい昧まいな笑え顔がおで応こたえた。

　舞弓に怪け我がをさせた、《門ＧＡＴＥ》狩りの犯人は捕つかまえたい。

　けれどその疑いが遊にかかるのは個人的に嫌いやだった。

　遊はそんなことしない。怪モン造ステ学イス者トから、彼らの夢──《門ＧＡＴＥ》を盗むなんてこと。

「はいはいー、みんなさま、喧けん嘩かはもう終わったかなー？」

　吞のん気きな声が校庭に響ひびき、伊依は驚おどろいてそちらを見た。

　いつのまにか、傍ぼう観かんしていた生徒たちの間をくぐりぬけ、一年星組担任教師の妖森吉音が姿を見せていた。

「先生……」

　伊依が思わずつぶやくと、彼女は目を線にして笑った。

「うん、まぁ、なんか知んないけど、仲良くしなきゃ駄目だよー。とりあえず、仇祭くん、美咲さん、魑魅寺くんの三人は後で先生に反省文を提出ねー。古頃の規則でそうなってるから、週末までに四百文字以上だにょー」

　そうして短く手を叩たたき、不思議な担任教師は殺さつ伐ばつとしていた空気を和やわらげた。

「ほんじゃ、みんな教室に帰りなさいねー。授業が始まっちゃうぞー。急げ急げー。あ、空井さんー」

　間延びした声で、彼女は少し擦すりむいている伊依の膝ひざに視線を向けた。

「怪我してるねー。保健室いく？」

「え、あ、いいです。この程度の怪我でいくのはハッピー先生に悪いですから」

　古頃怪造高等学校の保健医、ハッピー＝クウネルは生徒の治ち療りよう一回につき三回は吐と血けつするという超ちよう病弱体質なのだった。というか、だいたい病欠していて滅めつ多たに見かけない。

「ふぅん、そう？　でも──無理は禁物だぞ」

　笑って、妖森はどこから出したか絆ばん創そう膏こうを手て渡わたしてくれる。

　やっぱり彼女は優しい先生だ。

　伊依は少し和なごみながらも、緊きん迫ぱくしている舞弓と遊を眺ながめて深く溜ため息いきをついた。
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『やぁやぁ。みんな大好き古頃の女め神がみ、宇う宙つ木き校長先生よ？』

　転校生、仇祭遊が騒さわぎを起こしたその日の放課後。ひととおり雑多な仕事を終わらせて冷れい房ぼうのきいた一学年職員室で一息ついていた教師・蟻あり馬ま磁じ獄ごくは、静止していたノートパソコンの液晶画面に映った氷細工のような顔に驚いてコーヒーを吹ふいた。

　平素から人気のないこの場所には蟻馬しかおらず、聞こえてくるのも屋外で部活をしている生徒と蟬せみの声だけだ。

『蟻馬くん、蟻馬くん、見えてる？　聞こえてる？　私の声は君に届いていますか？　なぁんて、夢見る乙女おとめみたいなこと言ってみたり？』

「校長……」

　げほげほと噎むせこんでいた蟻馬はなんとか呼吸を落ちつけて、その特とく徴ちよう的な灰色の髪かみを揺ゆらすと液晶画面を睨みつけた。

　氷色の瞳ひとみ。白しろ金がね色の髪。そして乳白色の肌はだ。それら透とう明めいな部品で構成された古頃怪造高等学校の長は、凍こおりついたような硬かたさを保った髪を肩かたまで伸のばした女である。

　彼女は自らが怪造した《氷ヘル雪シヤ舞ーベ姫ツト》という怪モン造ス生タ物ーに体温を奪うばわれており、常に防寒していなければいけない身体からだになってしまった。ゆえに、画面に映っている宇宙木も柔やわらかみのない帽ぼう子しをかぶり、嬉うれしそうにこちらに振っている手にも革かわ製せいらしい手て袋ぶくろを嵌はめている。

　宇宙木氷ひ蜜みつ。彼女は日本に七人しかいない怪レイ造・モ学ンス教テイ授アの一人であり、本来ならば会話ができるだけでも本ほん望もうだというくらいの偉い人じんである。

　けれども彼女、性格が悪いというか意地が悪いというかとにかく厄やつ介かいな人物なので、蟻馬も顔には畏い敬けいというより拒きよ絶ぜつするような引きつった表情を浮うかべてしまった。

「……校長、あなた確か一年に一度の怪レイ造・モ学ンス教テイ授ア集会だとかで学校を留守にしていたはずでは？」

　声にも我知らず嫌そうな響きが混ざってしまう。

　宇宙木は画面の中で冷たい微び笑しようを浮かべた。

『うん。まぁそうなんだけど。ていうか今はもう怪造学会の本部にいるんだけど、ちょっと忘れていたことがあってね──こうして連れん絡らくをさせてもらったというわけよ』

「その前に、よろしいですか、校長」

　言葉を句切り、蟻馬はその端たん整せいな顔に怒ど気きを孕はらませた。

「いったい、いつのまに、私のパソコンにこんな機能をつけていたんですか？」

　蟻馬が仕事用に使っているパソコンには本来、このようなＴＶ電話の機能はない。だからこそ、不意に宇宙木の顔が現れてこんなにも動どう揺ようしているのである。

　まったく、胃腸に悪いこの校長が集会のおかげで学校から消え、しばらくは安あん寧ねいにすごせるものと思っていたのに……。

　蟻馬の顔色を平然と無視し、宇宙木はにっこり微笑ほほえんだ。

『いやね、君が授業をしているうちにこっそり忍しのびこんで』

「…………」

『私はね、蟻馬くん、私がいない間、部下の教師たちが勝手なことをしないように監かん視しする必要があると思ったの。近ごろ教師の不ふ祥しよう事じがつづいたからね──。ふふ、こんなにも学校と生徒たちのことを考えている校長先生は他ほかにいないわよ？　とまぁ、その大義名分の前には君のプライバシーなど知ったことではないわ』

　などと、とても偉えらそうに独裁者なことを言う校長に、とりあえず反論を諦あきらめて蟻馬は苦虫を嚙かみつぶしたような顔で問いかけた。

「で──校長、忘れていたこととは？」

『あぁ、そうそう、本題はそっちね。私も忙いそがしいし、蟻馬くんを苛いじめて楽しむのは帰ってからにしましょう』

　何かの事故で宇宙木が帰ってこなければいいな、と蟻馬は思った。

　ともあれ、宇宙木は真顔に戻もどると首を傾かしげた。

『空井伊依くん、彼女の《怪造実習》の担当はどうなっていたかな？　錬れんノの島しま先生が死んで、倉くら波なみくんが捕つかまって──また彼女は担当教師を失っていたはずよね？』

　空井伊依。

　その名前を聞いて、蟻馬はさらに表情を引きつらせた。それは古頃の一年生である女生徒の名前であり、蟻馬にとっては最も憎にく々にくしく思っている対象でもある。

　入学試験で伊依に初めて会ったとき、彼女に恥はじをかかされた蟻馬は──それ以来、ことあるごとに彼女に嫌いやがらせをしているのだった。いまいち効果が見えてこないが。

「あぁ──」

　専門学校である古頃怪造高等学校の教カリ育キユ課ラ程ムには数学や体育などの一いつ般ぱん教科は組みこまれていない。全すべては優ゆう秀しゆうな怪モン造ステ学イス者トになるための怪造学で占しめられている。

　虚界アンダカの地名やそれに対応する呪じゆ文もんや呪印を教える《虚界アンダカ地理》、基き礎そ的な怪造の用語や理論などを説明する《怪造理論》などなど、その教科は多た岐きにわたるが、宇宙木が口にした《怪造実習》はそのなかでも特とく殊しゆな色をおびている。

《怪造実習》とはすなわち怪造の修行であり、生徒のレベルにより担当教師や授業内容が変わることになっていた。

　空井伊依は入学直後に蟻馬の策略により錬れんノの島しま了りよう信しんという怠たい慢まんな教師を担当につけられたが、錬ノ島はなぜだか《鳳フエニ凰ツクス》という危険な怪モン造ス生タ物ーを怪造したあげくに死亡。仕方なく倉くら波なみ無な楽らくという優秀な怪モン造ステ学イス者トが彼女の担当を引き受けたものの、その彼もよく知らないが怪造学会の秩ちつ序じよを司つかさどる執しつ行こう部ぶに逮たい捕ほされて古頃から姿を消した。

　そんなふうに、たった数ヶ月で教師を二人も潰つぶした伊依は、いまや〝教師潰しの空井伊依〟と渾あだ名なされて教師たちに恐おそれられていたりもする。

『伊依くんだけじゃなく、倉波くんが捕まったんだから、彼が担当していた戦橋舞弓くんの担当教師も見つけてあげてね。あとは──例の転校生、仇祭遊くん、彼の担当も探しておくこと。宇宙木先生からの可愛かわいいお願いです。ちゅっ♥』

　投げキスをされた。蟻馬は凍りついた。

　冷然と微笑して、宇宙木は蟻馬が動けないのをいいことに告げてくる。

『どうしても誰だれもやりたがらなかったら、蟻馬くんが彼女たちの担当をしてあげること。これ命令ね──ＯＫ？』

「え──」

　いや。いやいやＯＫじゃないし。何が哀かなしくてあんな問題児どもの担当なんかやらなくてはいけないのか。

　思っていると、宇宙木はひらひら手を振ふった。

『あ、ごめん──何か呼ばれてるから通信を切るわね。じゃ、彼女たちの担当──よろしく頼たのむわよ、蟻馬くん？　ばいばいきーん』

　ぶつん、と液晶画面が暗転した。

「ちょ、校長！　校長！……この雪女ッ！」

　ばんばん画面を叩たたいたが、沈ちん黙もくしたパソコンは言葉を返してくれなかった。

「勘かん弁べんしろよ畜ちく生しよう……！」

　唸うなり、蟻馬はデスクチェアに重く腰こしかける。気分が暗く沈しずんでいくようだ。錬ノ島の顔が浮うかぶ。倉波の顔が浮かぶ。彼らの二の舞になるのは絶対に御ご免めんだった。

　どうしたものか──考え、とにかく誰でもいいから適当な教師に伊依たちを押しつけなければいけないと蟻馬は悟さとった。誰がいいか──唸りながら必死に案じていると、職員室の扉とびらが障子のようにスススと小さな音をたてて横よこ滑すべりする。

「──主よ」

　見ると、そこに胸の前で手を絡からめて何かを拝んでいる年若い女が目についた。

「主よ。今日の素す晴ばらしい夏の恵めぐみと陽光に、生徒たちの変わらぬ平和と健康に、古頃の静せい寂じやくと繁はん栄えい──そして微かすかな前進に、お心配りを有あり難がとうございます。アーメン」

　十字を切り、瞑めい目もくして神しん賀がをつぶやく彼女を曖あい昧まいに眺ながめ、蟻馬はとりあえず習性的につっこんでしまった。

「園その日ひ暮ぐらし。職員室に入るごとに拝むなって言ってるだろ」

「…………ん」

　完全に信しん仰こうの世界に遊離トリツプしていた彼女──園日暮案あん寿じゆは、驚おどろくほどに純じゆん粋すいで無む邪じや気きな、窓の外に見える真夏の太陽のような瞳ひとみでこちらを見つめてきた。

「蟻馬先生、いらっしゃったんですか？」

　綿わた菓が子しみたいな笑え顔がおを見せる彼女は、古頃怪造高等学校にこの春から配属された新人教師だった。スーツの上から尼僧シスターが着るような修道着を羽織るという意味不明の格好をした小こ柄がらな女である。

　彼女は胸むな元もとにぶら下げた大きすぎる十字架ロザリオを揺ゆらし、こちらに大きく頭を下げた。

「今日もお勤めご苦労様です。勤労は美徳です、素晴らし──ッあぅ!?」

　頭を下げたことによりその頭が誰かのデスクを直ちよく撃げきし、積まれていた書類がわさわさと地面に落ちて広がった。

「…………」

　園日暮は頭を上げ、きょとんとした目つきでその書類を見つめ、あぁ理解したという表情になると叫さけんだ。

「か、神の試練!?」

「ただのドジだ阿呆」

　立ちあがり、せっせと書類を拾っている彼女に近づいていく。

　彼女、無邪気で子供っぽいのがなんとなく鼻につくうえ、ある意味では誰よりも厄やつ介かいな人物なので蟻馬はこれまでかるく敬遠していた。

　見ているうちに彼女は全すべての書類を拾いあげ、いそいそと机に戻もどし、ぱんぱん、と手を打って埃ほこりを払はらった。

「あぁ──主よ、あなたの哀あわれな仔こ羊ひつじは見事に試練を乗りこえ、また新たなる信仰の喜びと──」

「園日暮、拝むのはいいから話を聞け」

　瞑目し、誰かの貼はった水着アイドルのポスターのあたりに礼拝している彼女へ、蟻馬はこの時点でだいぶ疲つかれながら声をかけてみたが──。

「──諸もろ々もろの幸いと、野花のようなこの命に与あたえうる御おん身みのまなざしに、感謝をこめて。アーメン……」

「そーのーひーぐーらーしー」

　むかついてきて、拝んでいる最中は一いつ切さいの呼びかけを受けつけない彼女のフードをかぶった頭を揺する。

「わわっ、はわわっ、揺すっちゃ、揺すっちゃだめです」

　遊離トリツプから帰ってきて、園日暮は真っ赤になるとこちらを見上げてきた。

「あ、あ、蟻馬先生！　と、殿との方がたが、あたくしに気安く触さわらないでください！　信仰が穢けがれます！」

「男は悪あく魔まかなんかなのか……とにかく、俺は俺の話を無視されるのと俺の目の前で俺と関係のない話をされるのが大だい嫌きらいなんだよ」

　理り不ふ尽じんなことを言いながら園日暮の頭から手を離はなす。

　彼女は顔を赤くしたまま、ずれたフードを両手で直してこちらを見た。

　蟻馬はなんとなくその潤うるんだ瞳に小動物を虐ぎやく待たいしたような気分になったが、考えないことにして、この間ま違ちがった聖職者に厳しい視線を向ける。

「おまえ、何やってんだよ。たしかこの時間は然ぜん慈じ堂どうと一いつ緒しよに生徒の補習の監かん督とくをしていたはずだろ」

　夏休みが終わった九月の今、本来ならば夏休みに開かい催さいされていた補習──一学期の成績劣れつ等とう者しやへの特別授業──それをサボった生徒たちへのさらなる補習が行われているのだった。然慈堂というのは機械のような精神構造をした奇き妙みような教師で、彼ならばこの厄介な新人教師の奇き行こうにも怒おこらずにつきあってやれると思って組ませたのだが。

「はい。それが蟻馬先生、然慈堂先生は神の存在を認めたがらないんです」

　当たり前のように、子供のように頰ほおを膨ふくらませて園日暮はまくしたてる。

「然慈堂先生は主の教えを全て論理で解体しようとするばかりか、あたくしの行動の一つ一つに文句をつけて否定しようとするんです。愚おろかですよ。主の教えは、人間ごときが思いつく論理や言語で把は握あくできないからこそ主の教え、神の教えなんです！　人間の思いつく言葉や論ろん拠きよで神を線カテ引ゴラきイズしようとしても不可能だというのに！　理解しようとしてもそれを理解しない、理解できない、人間至上主義の論理主義の権ごん化げと化したあのような存在と同じ空気を吸っているだけで信仰が穢れます！」

「あー……」

　蟻馬は悟さとった。然慈堂と園日暮を組ませたのは失敗だったのだ。論理的に思考し機械のように行動する然慈堂と、全ての行動の中ちゆう枢すうに〝信仰〟を据すえている園日暮と、一緒に行動させて破は綻たんしないわけがなかったのだ。園日暮の行動の一つ一つがロボットのような然慈堂には理解できなかったことだろうし、その逆もまた然しかりだろう。

　嘆たん息そくし、蟻馬はどうしたものかと〝信仰的な怒いかり〟に身を震ふるわせている園日暮を眺めた。ある意味では生徒以上に扱あつかいが難しい彼女を、まさか働かせないわけにもいかないし、そのくせ働かせるとまた意味不明な失敗をするし──。

「あ」

　ふと妙みよう案あんを思いつき、まだ滔とう々とうとそもそも信仰とはとか神とはとか語っている彼女に、蟻馬は底意地の悪い顔をして提案してみた。

「……園日暮、おまえがこの学校にきてもう五ヶ月だなぁ」

　ぽん、と彼女の肩かたに手を置く。また園日暮は真っ赤になった。

「は──はぅ、え？　はい！　あ、あたくし、そのくらいです！　それが何か!?」

「うん。うんうん。いや、なんだ──園日暮もよくがんばっているようだし、そろそろ教科を担当してもらおうかなぁと、そう思ったわけだよ」

　自分でも完かん璧ぺきだと思う笑え顔がおでそう告げると、園日暮は胸の前で手を絡からめて陶とう酔すいした。

「え──あ、あたくしが、あたくしが教科の担当を？　生徒の授業を、担当しても宜よろしいんですか？　あぁ、主よ！」

　また彼女が拝もうとするので蟻馬は素す早ばやい言葉でそれを止めた。

「そうだ。ちょうど、とある教科の担当教師を探していてな──うん、おまえなら任せて安心だ。どうだ、園日暮、《怪造実習》の担当をしてみないか？」

　そう──宇宙木に無理やり任された《怪造実習》の担当を、この園日暮に押しつけてしまおうというのが蟻馬の考えだった。おっちょこちょいで不器用で、変なところで聖職者で、そのくせあんまり頭はよくないという彼女をぶつければ──今度こそ、空井伊依の成績は暴落し、自信をなくした彼女が古頃を去ってくれるかもしれない。ついでにあの無礼な戦橋舞弓と転校初日から問題を起こした仇祭遊も追放されれば一石三鳥。

　何も知らない園日暮は満面の笑みになった。

「はい！　もちろんです！　拝命いたします！　あぁ噓うそじゃないかしら、夢じゃないかしら──主よ、ようやく、案寿は教師としての第一歩を──」

　彼女が感かん極きわまっているうちに、全すべてを終わらせてしまおうと蟻馬はなんでもない調子でつづけた。

「あー、まぁとにかく、おまえに受けもってもらいたい生徒は三人だ。空井伊依、戦橋舞弓、仇祭遊。三人とも一年生だな。仇祭っていうのは転校生だが……他ほかの二人は知ってるか？」

「え？　は──はいっ」

　園日暮は変わらぬ笑顔で、幸せそうに答えてきた。

「〝教師潰つぶし〟の空井さんに〝教室潰し〟の戦橋さんですよね？　知っていますよ、知っていますとも、二人とも有名な一年生ですから！」
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「…………」

　二人の問題児のことを知っているらしいのに、園日暮の瞳ひとみには一いつ切さいの曇くもりがない。怯ひるむことも、嫌いやがることもなく、変わらぬ調子で微笑ほほえんでいた。

「入学して数ヶ月で二人の教師を破は滅めつに追いこんだ空井さんと、教室の扉とびらを蹴けり破ったり黒板を素す手ででブチ抜ぬいたりする戦橋さん──あぁ、彼女らに足りないのは、間ま違ちがいなく信しん仰こうです！　神の優やさしい御み心こころです！　あ、あたくし──がんばります！　主よ！　神よ！　あたくしを見守っていてくださいね！」

　叫さけび、どうも花畑や神こう々ごうしい光を幻げん視ししているらしい園日暮はその場でくるくると踊おどり始めてしまった。

　それを見て、蟻馬は厄やつ介かいな仕事を押しつけたという達成感よりも、なんだか先行きの不安をおぼえてしまった。

「……まぁ、とにかく、注意しながらやってくれよ。特に空井っていうのには気をつけとけ。あいつ自体はどうでもいいんだが、ていうか──ぶっちゃけただの落ちこぼれなんだが、あいつの周囲ではなぜか事件が起こりまくるし、学校を休めば休んだで普ふ段だんはあいつが抑おさえこんでるらしい他の生徒が暴れたりするから」

　適当にそう告げて、蟻馬は五体投地して祈いのりはじめてしまった園日暮から視線を逸そらした。

　さぁて、今回の教師は何週間くらい耐たえられるやら。
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　全ては神のお導きです。

　園日暮案寿は、同どう僚りようの蟻馬磁獄から正式に委任状を受けとって、その日は逸はやる心を落ちつかせながら郊こう外がいに位置する自宅まで帰った。普段は教義から自らに禁じている祝い酒などを飲み、いつもより長く主に祈りを捧ささげ、どきどきしながら夜を明かした。

　思えば古頃怪造高等学校に赴ふ任にんしてから五ヶ月、なぜだかあまり仕事をもらえず雑用ばかりをしていたが、明日からは晴れて自分も授業を担当できるのだ。夢にまで見ていた、この形けい骸がい化した教ドク理トリンしか残されていない島国で、唯ゆい一いつ、未いまだに聖職者と呼ばれる職業──教師、その道を志し、何度も醜みにくい現状を見せつけられたが──これから、自分がその教師の姿を変えてみせる。本当に、あらゆる意味での聖職者になってみせる。

　あぁ楽しみだ。自分の受けもつ生徒はどんな子供たちなのだろうか。問題児、厄介者、そう呼ばれているらしいけれど──子供はすべからく清らかであり、穢けがれのない天使である。心をこめて接すれば必ずそこには絆きずなが生まれ、彼女たちをあるべき姿へと導くことができるはずだ。

　園日暮は思い、神の愛に包まれて安らかに眠ねむった。

　翌日。

　慣れない酒が深い眠りを誘さそったのか、少しだけ遅ち刻こくしそうになってしまい、慌あわてて職員室に飛びこんだ園日暮は教務主任の蟻馬から時間割をもらった。それを見ると、今日の一時間目からさっそく自分の授業である。何を教えたらいいのか、どんな教師が好まれるのか、自分が怪造学校に通っていた時代のことを思いだしつつ、園日暮は考えた。

　考えているうちに予よ鈴れいが鳴り、なぜだか気き遣づかわしげに肩かたを叩たたいたり、貸していたお金を返してくれる同僚たちに首を傾かしげつつ、園日暮は前もって指定されていた教室へと歩いた。園日暮の《怪造実習》のために与あたえられた教室は一いつ般ぱん棟とうに位置する第七多目的室らしい。多目的室とは要は生徒不足のために使われていない教室のことなのだが。

　園日暮が担当する生徒は三人。一年星組の〝不死鳥殺し〟にして〝教師潰し〟、かの天才怪レイ造・モ学ンス教テイ授ア空すかい井い滅めつ作さくの娘むすめである空井伊依。教室の扉を破は壊かいしまくるだの言こと葉ば遣づかいを指導した教師を殴なぐったら二十メートルくらい吹ふっ飛んだだの武勇伝が絶えない一年月組の戦橋舞弓。そして、転校初日から喧けん嘩か騒さわぎを起こしていろんな教師のブラックリストに載のったという仇祭遊。

　話だけ聞けば地じ獄ごくの獄卒も怯おびえそうな三人ではある。だが園日暮は恐おそれない。どれだけ悪名がはびこっていようとも生徒は生徒、鬼おにや悪あく魔まじゃあるまいし、恐れることなど何もない。言葉がつうじる人間同士なのだ、真心をもって接すればわかりあえるはず。

　そう思い、第七多目的室の前、蟻馬に支給された《怪造実習》のテキストを抱だきしめ、園日暮は瞑めい目もくし長く深呼吸を繰くりかえした。

「主よ──」

　祈り、カッと目を見開いて教室の扉に手をかけた。

　たしか舞弓は扉を破らなければ教室に入れないという噂うわさだったが──やはり噂は噂か、扉はちゃんとここにある。そうだ、まさか女子高生が普ふ通つうに教室の扉を破れるわけがない。風聞だけが誇こ張ちよう気味に広まるなんてよくあることである。

　実際は、きっと、普通の子供たちなのだ。

　頷うなずき、園日暮はその扉を開いた。

　室内には冷れい房ぼうがかかっているのか、ぞっとするような冷気がこちらの顔を撫なで──。

「…………」

「…………」

「…………」

　瞬間──夢と希望に満ちあふれた園日暮の笑え顔がおに亀き裂れつがはしり、足が震ふるえはじめる。

　なに。

　なにこれ。

　普通の教室である。古頃の基本となっている段々畑の教室。最下層であり生徒から見ればいちばん前である教きよう壇だんのそばにある扉とびら、そこを静かに開いた園日暮は曰いわく形容しがたい重苦しい気配に打たれて立ちつくした。

　広い教室に座っているのは、三人。

　中央で困りきった顔をしているのは髑どく髏ろの首くび飾かざりをぶら下げた少女。

　そんな彼女を挟はさむようにして左右に座った二人の生徒が──殺気とか、威い圧あつとかを凝ぎよう縮しゆくした気配を互たがいにぶつけあっている。

　一人は蜘蛛くもの巣す柄がらのバンダナを巻いた深しん紅くの瞳ひとみをした少女。

　一人は鴉からすの羽で服を飾った顔に傷きず跡あとが目立つ少年。

　彼と彼女は園日暮の全存在を無視し、そろそろ何か悪い化け物でも生まれそうなくらいに濃こい殺気を放っている。それはちょっとした心理的な障しよう壁へきを発生させており、殺気に免めん疫えきのない園日暮はたまらずよろけて廊ろう下かにぺたんと尻しり餅もちをついた。

「あら……？」

　がくがくと震え、園日暮は本能から流れて頰ほおを濡ぬらす熱い液体を自覚した。

「あら、あらら？　どうして涙なみだがでるのかしら……？」

　首を振ふり、殺意の濃のう霧むと、暗い予想に負けないよう立ちあがると、十字を切って園日暮は勢いよく教壇まで歩いた。

　そこでようやく髑髏の首飾りをつけた少女がこちらに気づき、かるく会え釈しやくをしてくれたが、他ほかの二人は完全にこちらを無視している。

　なんだ。

　なんなのだ、この戦場のように緊きん迫ぱくした雰ふん囲い気きは。

「あ。あの」

　かろうじて声をあげ、どす黒いオーラをまとっている三人の生徒たちに声をかける。

「え、えっと──じゅ、授業、始めますよ？」

　言うと、寄らば斬きるぞというふうに張りつめていたバンダナの少女がこちらを見て、なぜだかとてつもなく偉えらそうな態度で告げてきた。

「はっきり喋しやべれ」

「──ひ」

　殺される。

　ちょっと本気で思った。

　しかし中央の髑髏の首飾りの少女がそんな彼女に疲つかれた感じの視線を向け、とりなすように彼女をやんわりと諫いさめてくれた。

「……舞さん、ていうか、あのね、二人とも。先生が怖こわがってるから緊迫するのやめようよ。仲良くしなきゃ、ね？」

　その言葉に一瞬だけ憮ぶ然ぜんとしたバンダナ少女だったが、つづいて鴉の羽の少年が口にした言葉が良くなかった。

「心外だね、伊依ちゃん。空気を重くしているのは間ま違ちがいなく舞ちゃん一人じゃないか。僕はほら、普ふ段だんとまったく変わらないよ？」

「気安く舞ちゃんなどと呼ぶな……！」

　烈れつ火かのごとき怒ど気きを放つバンダナ少女だが、鴉の羽の少年は飄ひよう々ひようと受けながしている。

「ふふ。そう怖い顔をしないで。君はね、きっと──笑っている顔のほうが可愛かわいいよ？」

「……貴様、その鬱うつ陶とうしい言葉を紡つむぐ舌ごと命を殺そいでほしいのか!?」

　抑よく揚ようなく言い捨てて、バンダナ少女は机に片足を載せると肩かたに担かついでいた日本刀の柄つかを握にぎりしめた。

「あわ。あわわ」

　一いつ触しよく即そく発はつの空気に、園日暮は自分の全力をだしきるつもりで大声をはりあげた。

「や、や、やめてくださいぃぃいい──────ッ！」

　ばんばん、と教きよう卓たくを叩たたき、ありったけの声で訴うつたえた。

「神は平へい穏おんを貴ばれます！　これ以上、喧けん嘩かをするようなら主の御み心こころのままに罰ばつを与あたえますからね！」

　その言葉に、バンダナ少女は表情を硬こう直ちよくさせ、答えを求めるように中央の少女を見つめた。

「……伊依、今、何か珍めずらしい叱しかられかたをした気がするぞ？」

「この学校の先生が変なのは今に始まったことじゃないでしょ。いいから舞さん、座って。遊くんも、煽あおらないで」

　かすかに怒いかりをにじませた声で髑髏の首飾りをつけた少女が囁ささやき、三人を代表するようにこちらに深々と頭を下げた。

「ごめんなさい。先生、授業を始めてください」

「は。え──あ、はい」

　生徒に大きな声をだしてしまった。

　恥はじを知り、十字を切って主に謝罪する。それからあらためて、園日暮は自分が担当する三人の生徒に視線を向けた。

「えぇと、えふん。ごほ──げほげほっ」

　景気をつけるために咳せき払ばらいをしたら、気管が痙けい攣れんして余計に咳せきこんでしまった。ともあれ──視線を上げ、園日暮は何回も頭のなかで練習していたとおりに名乗りをあげる。

「おはようございます。今日からあなたがたの《怪造実習》を担当させていただきます、園日暮案寿といいます。先生、恥はずかしながら授業を担当するのは初めてのことですので、慣れないことも多く──変な失敗をするかもしれませんが、そのとき気づいたら駄だ目めなところを教えてくださいね」

　うん、つっかえずに自己紹しよう介かいができた。

　とりあえず満足し、それから生徒たちに視線を向ける。

「今日は初めての授業ということで、皆みなさんにも自己紹介をしてもらおうかと思います。えぇと、名前と──そうですね、将来、どんな怪モン造ステ学イス者トになりたいか教えてください」

　この調子でいけば、どうにかうまく授業ができそうだ──そう思った園日暮だが、選んだ質問がよくなかったことにやがて気づかされる。

「戦橋舞弓」

　深紅の瞳ひとみをした少女が、名乗りをあげて妙みような発言をした。

「……私は天使になる」

　数秒、つづく言葉を園日暮は待ったが、目を伏ふせた彼女は銅像のように声を途と切ぎれさせてしまった。えぇと、こういう場合は──どうすればいいのだろう。つづきを促うながすべきか、それともあえて何も尋たずねずにおくべきか。

　考えていると、気まずくなった空気を払ふつ拭しよくするように中央の少女が舞弓を横目で見て声をあげてくれた。

「えっと、とりあえず──あたしは空井伊依です」

　他の二人よりおとなしそうな態度だが、どうもこの教室の中心は彼女らしい。

　園日暮は理解し、じっと伊依のことを見つめてみた。

　口調も丁てい寧ねいだし気配りもできるし、どうしてこんな生徒が〝教師潰つぶし〟などと呼ばれているのだろう。やはり不幸な偶ぐう然ぜんが積み重なってしまっただけなのだろうか。

　思っていると、彼女は真まっ直すぐな声で宣言した。

「将来は──そうですね、すっごい偉えらい怪モン造ステ学イス者トになって、現界カナイと虚界アンダカの境界を取っぱらって、怪モン造ス生タ物ーと人間が仲良く暮らせる世界をつくるつもりです！」

「…………」

　その純じゆん粋すいな、無む邪じや気きともいえる発言を聞いて──園日暮はだいぶ悟さとった。

　あぁ、なるほど、そっち系なのか。

　暴力的なわけではなく、不良というわけでもなく、ただ純粋に──厄やつ介かいな生徒なのだ。怪モン造ス生タ物ーと人間が仲良く暮らせる世界なんて、聞いたこともない。

　うん。けれど、夢をもつというのは素す晴ばらしいことだ。それにみんな仲良く暮らせるほうがいいというのは神の教えに近いものがある。頑かたくなに否定してはいけないだろう。たとえその夢がどれほど困難でも、現実に達成不可能なものでも。

「そ、それは──とても良い夢ですね」

　曖あい昧まいに微笑ほほえみ、気休めの言葉を口にする園日暮の前方。

「仇祭遊」

　最後に残った黒衣の少年が、当たり前の口調で告げてきた。

「僕は、怪モン造ステ学イス者トになんかなりたくない」

「…………」

　え──じゃあ、なんでこの学校にいるの？

　園日暮は笑え顔がおを硬こう直ちよくさせ、なぜだか猛もう烈れつな疲つかれを自覚し、あさっての方向を見ると指を絡からめて祈いのりを捧ささげた。

　神様。神様。

「……これも、神の試練なのですね」

　はらはらと涙なみだがこぼれる。

　予想していたことではあった。でも噂うわさは噂だと心のどこかで信じていた。

　けれど──やはり、この生徒たちは自分には荷が重いのでは。

「いえ。いいえ！　大だい丈じよう夫ぶです。大丈夫です、主よ！　あたくしはめげてなんかいません。くじけてなんかいません。目から流れているのも汗あせですじょ？　うふ。うふふふふ」

「……先生、舞さんが怪け我がの痛みで気絶してるので保健室に運びます」

　伊依が小さく手を挙げて宣言した。

　舞弓──急に黙だまりこんだと思ったら。

「…………はい、どうぞ」

　園日暮案寿の《怪造実習》は、そうして前ぜん途と多難に始まったのだった。
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　伊依が遊と二人で失神した舞弓を保健室まで運ぶと、珍めずらしく保健医のハッピー＝クウネルが在室していた。

　驚おどろくほどに瘦やせた、燻いぶした銀のような髪かみをした男である。目元には隈くまがあり、猫ねこ背ぜで、虚うつろな瞳は不思議と虹にじ色いろがかって見える。

「………ロイヤル……ストレートフラッシュ」

　不景気な顔をした保健医は、なぜだか保健室の床ゆかに座ざ布ぶ団とんを敷しいてトランプをやっていた。基本的に彼は保健室におらず病欠していることが多いので、生徒たちもあまり保健室を頼たよってくることがなく、今も室内には彼の他ほかには誰だれもいない。

　──否いな。

「…………」

　世にも珍しい最強の手札を虚ろな顔のまま床に置いた保健医の前、何か違い和わ感かんのある存在が当たり前のように座りこんでいる。

　ぬいぐるみである。

　否──あれは着ぐるみか？

　巨きよ大だいな、保健医よりもかなり背の高い、猫ねことも熊くまともつかない着ぐるみをまとった人物が床に座りこんでいる。目の部分はボタンで、口もただの縫ぬい目で、ところどころに解ほつれた糸が飛びでているみすぼらしい着ぐるみだった。

　着ぐるみは、丸い手で器用に持っていたトランプを荒あら々あらしい手つきで床に叩たたきつけた。どうも二人はポーカーをやっているらしく、床に散らばった着ぐるみの手札はびっくりするくらいに不ふ揃ぞろいな駄目ブタだった。

　保健医は勝ちを誇ほこるでも相手を嘲あざけるでもなく幽ゆう霊れいのような声でつぶやく。

「……山やま田ださんは…………強い役を狙ねらいすぎです……それじゃ勝てません………狙うのではなく……呼びこむのです…………」

　ぼそぼそと語る彼に我が慢まんできなくなったのか、山田と呼ばれた着ぐるみは丸い拳こぶしで保健医を殴なぐりつけた。

　派手に飛び、枯かれ木のような保健医はごろごろ転がると壁かべにぶちあたる。

「死ネヨ。オマエ死ネヨ」

　怖こわい声で山田は唸うなり、近くに置いてあったパイプイスですでに瀕ひん死しの保健医を殴りつける。ごか。ばき。ごき。嫌いやな音が響ひびく。

　えぇと、ていうか、この着ぐるみは誰？

　それはともかく──伊依は舞弓を遊に任せ、本気の殺意を放っている山田の肩かたを叩いて止めてみた。山田は獣けもののように振りかえったが、意外に生きてた保健医の力ない声に動きを止める。

「あぁ……山田さん………暴力はいけません……」

　血まみれの彼はむくりと身を起こし、そこで初めて伊依に気づくと微かすかに笑顔を浮うかべた。

「……あぁ、空井さん………お久しぶりです……」

「大丈夫ですか、先生──」

　生徒に心配される保健医というのもアレなのだが、彼はいつもそうなので今さら伊依は変に思わない。

　保健医は手早く自分に消毒をしガーゼをあて包帯を巻きながら応こたえる。

「まぁ……平気でしょう…………一瞬……お花畑が見えましたが………」

「ソノママ死ンデロヨ」

　山田が感情のない声でつぶやいたが保健医は無視した。

「こちら……山やま田だ魔ま夜やさん………」

〝こちら山田魔夜さん〟だけでは完全に説明不足な感じの謎なぞな人物だが、もとからこの保健医はあまり口数が多いほうではない、その話題はすぐに打ち切られた。

「その子………どうしました……？」

　虚ろな視線を向けてくるので、舞弓をどこか満足げな顔で背負っている遊が伊依に代わって答えてくれる。

「はい。彼女、一昨日に大おお怪け我がをしたんですが──無理して学校にきてしまいまして、案の定、傷口が開いたか痛みに耐たえきれずに気絶してしまったようなんです」

「あぁ……」

　保健医は、滅めつ多たに動かない無表情に少し怒いかりを混ぜてぼやいた。

「病院から……連れん絡らくがきてます………入院中のうちの生徒が──一人……脱けだしてしまったって………そう、彼女ですか……山田さん」

　床に散らばったトランプに八つ当たりしていた着ぐるみが、保健医の声に気づいてこちらを振ふり返った。

　保健医は陰いん鬱うつに嘆たん息そくする。

「彼女……動かないように………ベッドに寝ねかせて……見はっておいてください…………ボクは……病院に、連絡を──」

　それだけ山田に言いつけると、ゾンビのように緩かん慢まんな動きで保健医は部屋に備えつけの電話に向かう。

　山田はというと命令されたのが気にくわないのかひとしきり壁を殴おう打だして、それでも遊から舞弓を預かると部屋に備えつけのベッドまで運んでいった。

「あ──舞さん、ちょっと普ふ通つうじゃないくらい力強いですから、気をつけてくださいね」

　伊依が念のために言ってみると、保健医が後ろ姿だけで応えた。

「……平気です………山田さんも……強いですし…………」

　その言葉に、遊が肩をすくめて囁ささやいてきた。

「だってさ。ま──そういうことなら任せようよ、伊依ちゃん。あんな大怪我をした舞ちゃんが普通に学校にきてたのが不思議だったんだ。なるほどね、病院を脱けだしてきていたんだね」

「うん──」

　でも、そうまでして舞弓が学校にきた理由はなんだろう。

　彼女が語っていた──遊が《門ＧＡＴＥ》狩がりの犯人だという言葉を思いだし、少しだけ不安になってしまう。

　舞弓は、伊依に危機を伝えるために、無理して病院を脱けだして登校してきたのだろうか。そこで遊と出会って──彼の言葉どおり、彼を《門ＧＡＴＥ》狩りの犯人だと断定するための証しよう拠こを探して──。

「…………」

　舞弓を信じればいいのか。遊を信じればいいのか。

　わからない。ただ不安だった。

　伊依は床ゆかに体操座りして舞弓を見はっている山田を見つめ、それから保健医にとりあえず頭を下げた。

「あの、先生、舞さんをお願いします」

　そう言ってみたものの、虚うつろな顔の保健医は通話を始めていて聞こえていないようだった。仕方なくまた山田を見てみる。

「あの、や、山田さん？　舞さんをよろしくね？」

「ハイ」

　意外に丁てい寧ねいな返事がかえってきた。

　ちょっとだけ驚おどろきながらも、伊依は促うながしてくる遊に従って保健室から退出した。
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　九月の学校は、じめじめと蒸むし暑い。

「ところでさ──」

　まだ授業中の廊ろう下かを遊と二人で歩きながら、そういえば、遊が転校してきてから彼と二人になったのは初めてだなと気づいて少しだけ嬉うれしくなる。

　仇祭遊。あの嫌いやな記き憶おくばかりの寂じやく憐れん院いんで、唯ゆい一いつ、伊依が幸せだったと思えたころ──そばにいてくれた少年。二人でいた時間は短かったけれど、彼から与あたえられたものは多くて、大切だった。

　だからこそ、伊依は尋たずねたいと思った。

　彼の変へん貌ぼうの理由を。七年前の遊と、今の遊の違ちがいを。

「──さっき、園日暮先生に尋ねられて、遊くん──〝怪モン造ステ学イス者トにはなりたくない〟って言っていたよね」

「…………」

　遊は反応しない。

　しかし伊依は躊躇ためらわない。

「どうして？　夢だって言っていたじゃない。怪モン造ステ学イス者トになりたくて──遊くんは勉強していたんじゃないの？　それに、あんなに怪モン造ス生タ物ーを好きだった遊くんが、昨日も、あっさり怪モン造ス生タ物ーを傷つけて──酷ひどい命令をして」

　言葉がうまく出てこなくて、伊依は抽ちゆう象しよう的てきな問いを口にした。

「どうして？　遊くん」

　遊は、こちらを見ない。左ひだり隣どなりを歩いている彼は、あの硝子ガラス玉のように動かない目元だけを見せているので、内心がよくわからない。

　彼は応える代わりに、渇かわいた笑えみを浮うかばせた。

「よく覚えているね──七年も昔のことを」

　それだけ囁いて、遊は立ちどまる。

　不思議に思いながらも──伊依も少しだけ先行して彼を振ふり返った。

　廊下の窓から差しこむ強い光が遊の表情に陰かげをつくっている。一いつ瞬しゆん、激しい風が吹ふいて、校舎の外に生えている樹木が一いつ斉せいに波打った。

　遊は綺き麗れいに微笑ほほえんで、胸に手を当てると嚙かみしめるようにつぶやいた。

「伊依ちゃんも変わったね。僕には──それが哀かなしい」

「遊くん……？」

　よくわからなくて、幼いころのように縋すがるような顔をすると、遊はやはり覚えのある優やさしい表情で笑った。

「君を変えてしまったのは──たぶん僕だけじゃないけれど、たしかに僕も君をそうして歪ゆがめてしまった一人なんだろうね。ならば──その罪は、償つぐなわなきゃいけない」

　歪めた？

　罪？

　どういうことだろう──理解できなくて、じっと彼の瞳ひとみを見つめる。

　遊は静かに、うっとりするほど淫いん靡びに微笑んだ。

　何かが欠落したような、否いな──、何かを捨てたような笑顔だった。

「……伊依ちゃん。伊依ちゃんは本当に、怪モン造ス生タ物ーが好きなんだね」

「え──」

　優しいその声に、なぜだか嫌な感じをおぼえながらも、伊依は頷うなずいた。

「うん。好き」

「だったら──」

　ひゅう、と夜よ霧ぎりのように遊の腕うで輪わに闇やみがまとわりつく。伊依との思い出の《門ＧＡＴＥ》ではない、昨日──あの生首のついた大鎌が飛びでてきた複雑な形状の腕輪だった。

　そこから、まるで怪造のように。

「……出てきて。僕の《卵アイ・姫ドール》」

　たったそれだけの言葉で、一体の怪モン造ス生タ物ーが弾はじけるように生まれた。

　薄うすく、淡あわく、闇を湯気のように立ちのぼらせ、それは「ずるっ」と不格好な感じに床ゆかへと落下した。着地はできず、ただ単純に激げき突とつし、むくりと顔をあげる。

　一瞬で、それがまとっていた闇は蒸発し、あとには怪モン造ス生タ物ーだけが残された。

〈……うルうルうルうルうルうルうルうルうルうル〉

　掠かすれた、重病の少女が漏もらす臨終のような声で、それは鳴き声をあげる。

　見た目は──どこか桃子や梅子に似ていた。

　ただその肌はだはビニールのように凹おう凸とつがなくて、顔の広さと比ひ較かくしてあまりにも大きい両目には意志の光がない。人間のような長い髪かみにうずもれているような外見で、どこか植物的というか、生気を感じない怪モン造ス生タ物ーだった。

《卵アイ・姫ドール》と呼ばれたそれは微び妙みように揺ゆれながら鳴き声をもらしている。

〈うルうルうルうルうルうルうル……〉

　聞いていると変な気持ちになるというか、脳を直接なにかで撫なでられているような感覚があった。

「僕のこの腕輪は少しだけ特とく殊しゆな呪じゆ具ぐでね──怪モン造ス生タ物ーを五体まで収納できるんだ」

　呆ぼう然ぜんとしている伊依の横、遊が誇ほこるわけでもなく淡たん々たんと説明してくれる。

「昨日、僕が使った大鎌もそう──怪モン造ス生タ物ーとしての名前は《断ヒス末テリ魔ツクの・ハ女ニ神ー》。無機物みたいだけどあれでも生きていてね、虚マテ界リ呪ア具ルではないんだ」

　虚マテ界リ呪ア具ル。

　それは実在を証明されているものの、非常に難しいとされている〝物ぶつ造ぞう〟により現界カナイへ召しよう喚かんされた〝生き物ではない虚界アンダカの物体〟の総そう称しようであり、舞弓が振るう日本刀《朧武朧》も虚マテ界リ呪ア具ルの一つらしい。

　呪具とは、この虚マテ界リ呪ア具ルの伝承を元にして現界カナイの科学力と怪造を駆く使しし創つくりあげた劣れつ化か模造品であり、基本的に虚マテ界リ呪ア具ルよりも性能は著いちじるしく低いとされている。

　怪モン造ス生タ物ーを収納する呪具なんて聞いたこともないが──思っていると、伊依の胸むな元もとにぶら下がっていた髑どく髏ろの首くび飾かざりが声をあげた。

『……あぁ、見たことあると思ったらやっぱりそれ系の呪具かよ。高校生が稀少レアなもん持ってるじゃねぇか。《監ＰＲＩ獄ＳＯＮ》なんぞ鬱うつの宮みやでも時間かけなきゃ創れねぇぞ』

「そんなにすごいものなの、あれ？」

　問いかけると、滅作は唸うなるように肯こう定ていした。

『あぁ、生なま半はん可かな怪モン造ステ学イス者トに所持が許されるもんじゃねぇな。かくいう俺も三つしか持ってなかったし』

「……そんなに持ってたんだ」

　一気に価値が下がったような感じがして伊依が眉まゆをひそめると、滅作は憤ふん慨がいしたように声を荒あららげた。

『馬鹿野郎が。この俺様だから三つも所持するのを許されてたんだ。伊依を百人くらい凝ぎよう縮しゆくしても支給されねぇっつうの。ましてや一いつ介かいの高校生が手にできるもんじゃねぇ』

「…………」

　なんとなくむかついたが、とりあえず無視して遊に向き直る。

「その呪具──珍めずらしいものでしょう、どうしたの？」

　それとなく尋たずねたら、遊はなんでもないように答えてくれた。

「うん。義父とうさんにもらったんだ」

「義兄にいさんに──」

　伊依の血の繫つながらない義兄あに──寂じやく憐れん院いん孤独ひとり。今は仇祭孤独か──彼は怪モン造ステ学イス者トである。遊に《門ＧＡＴＥ》を与あたえ、怪造を教えたのも彼であるという。その消息は遊に尋ねても教えてくれないが──彼は伊依が思っていたよりもずっと優ゆう秀しゆうだったらしい。特別な呪具が支給されるなんて怪レイ造・モ学ンス教テイ授ア級の待たい遇ぐうである。

　それはともかく。

　さっきまで伊依の頭の上に乗っていた梅子が、廊ろう下かに降りると不思議そうな顔で《卵アイ・姫ドール》のほっぺたを引っぱっている。伸のびる。伸びる。ばっちん、と戻もどしても《卵アイ・姫ドール》は表情を変えもしなかった。

　梅子は首を傾かしげ、側頭部の翼つばさを揺らめかせて言った。

〈伊依、こいつ死んでる？〉

「いや──生きてると思うけど、遊くん？」

　疑問をこめて視線を向けると、遊は申し訳なさそうな顔をした。

「うん、この《卵アイ・姫ドール》──先日、偶ぐう然ぜんに怪造してしまって。興味をもって調べていたら怪造学会のひとに声をかけられてさ、何か珍しい種類だったらしくて、後で詳くわしく調査をしたいって言われたんだ」

　淀よどみなく語られる彼の言葉に、伊依はなんとなく相あい槌づちを打ちながら首飾りを揺らした。

「父さん、そういうことってよくあるの？」

『あ？　あぁ──怪造学会は基本的に獰どう猛もうなくらいに新発見には目ざといからな、ありえなくはないと思うぜ。ただまぁ、怪造学会を名乗る在野の怪モン造ステ学イス者トが、誰だれかが偶然に怪造した珍しい怪モン造ス生タ物ーを調べて──〝新発見〟とかでっちあげて自分の手て柄がらにしようってこともよくあるけどな』

　ていうか、滅作はそういうことをたくさんやってそうだ。

　思いながら、伊依はさらに尋ねる。

「で──珍しいの、あの怪モン造ス生タ物ー？」

『あぁ、まぁたぶんな。とりあえず俺は見たことねぇよ。ただなぁ、近ごろそんなんばっかしだし──やっぱ三年も死んでると時代に乗り遅おくれるわ、断言はしねぇよ』

　なんとなく投げやりな感じに語ってくれる滅作に、伊依は頷うなずいてまた遊を見た。

「それで、調査をしたいって言われて？」

「うん──」

　滅作の声は伊依と怪モン造ス生タ物ー以外には聞こえないので、伊依が独り言をしているように見えたのだろう、遊は少しだけ怪け訝げんな顔をして話をつづけた。

「──それでね、僕はまぁべつに構わないんだけど、実は《卵アイ・姫ドール》と《断ヒス末テリ魔ツクの・ハ女ニ神ー》の他ほかにも何体か個人的に調べたい怪モン造ス生タ物ーがいて──ただ、この腕うで輪わも収納の限界だし、そもそも《魔力》も底をつきかけていて厳しいんだよね」

《魔力》。

　それは怪モン造ス生タ物ーとそれを怪造した怪モン造ステ学イス者トを結ぶ怪モン造ス生タ物ーにだけ感知できる力であり、怪モン造ステ学イス者トの命──生命力のようなものが元になっていると教科書などでは説明されている。怪モン造ス生タ物ーは、人間がもっている生命力を《魔ま力りよく》として吸収し、その《魔力》を少しずつ消費することで現界カナイに自分を留とどめつづけている。

　生命力は限られているからたくさんの怪モン造ス生タ物ーや、強力すぎる怪モン造ス生タ物ーを怪造すると怪モン造ステ学イス者トは死ぬこともある。連続の怪造が苦しいのは集中力が保もたないというだけではなく、大量の生命力を吸われてしまうということが大きな原因なのである。

　当然、強力な怪モン造ス生タ物ーほどその維い持じに大量の《魔力》が必要である。怪モン造ス生タ物ーが強力な怪モン造ス生タ物ーの存在を他の怪モン造ス生タ物ーよりも強く感じるのは、それが吸収した《魔力》が膨ぼう大だいな量だからである。

《魔力》とはすなわち生命力。怪モン造ステ学イス者トはそれを忘れずに、どの怪モン造ス生タ物ーをどれだけ怪造するかをよく吟ぎん味みする必要がある。

　四ヶ月前、偶然か必然か虚界アンダカの支配者──魔ま王おうを怪造した伊依は、たった数分だけあれを現界カナイに留めていただけでほとんどの生命力を吸われて気絶し、その後も、しばらく保健室のベッドから動けなくなってしまった。

《魔力》とは、怪造に必要不可欠な燃料であると同時に、怪モン造ステ学イス者トを蝕むしばむ無視できない毒なのである。

　ともかくとして。

　遊は静かに微笑ほほえむと、梅子に突つつかれて揺ゆれている小こ柄がらな怪モン造ス生タ物ーを見下ろした。

「うん、それでね──伊依ちゃん、その怪造学会のひとが《卵アイ・姫ドール》の調査を始めるまで、これを預かっていてほしいんだ」

「そのコを──？」

　遊は何かの怪モン造ス生タ物ーを怪造して調べたいことがあるという。しかし、そのためには《卵アイ・姫ドール》を維持するぶんの《魔力》を回収しないといけないらしい。

　それは理解できたし、べつに構わないと思うが──。

「べつにいいけど。でも、遊くん、あたしが普ふ通つうにこのコを預かっても──《魔力》は遊くんに繫つながったままだと思うよ？」

　そう、《魔力》とは怪モン造ステ学イス者トと怪モン造ス生タ物ーを繫ぐ糸でもある。現界カナイで普通に怪モン造ス生タ物ーを手て渡わたされても、その繫がりがそのままこちらに譲ゆずられたりはしない。

「あぁ、それなら大だい丈じよう夫ぶ」

　言って、遊はまた《監ＰＲＩ獄ＳＯＮ》と滅作が呼んだ腕輪に薄うす闇やみ色の光を宿らせた。

　暗い光という矛む盾じゆんした存在が蛇へびのように這はいまわり、瞬しゆん間かん、まず長い棒が《監ＰＲＩ獄ＳＯＮ》から勢いよく飛びだし、直後にそこから禍まが々まがしい大鎌の刃が跳はねあがる。

　最後にくるりと柄えを握にぎって遊が大鎌を旋せん回かいさせると、やはり紐ひも状じように繫がった髪かみの毛の先、女の生首が呻うめくように哭なきながら出現する。

「わ………」

　何回見ても慣れない、怪造とは違ちがう、遊の技術。あらかじめ怪造した怪モン造ス生タ物ーをあの呪具に封ふうじこめ、必要に応じて出現させることができるわけか。

　でも──それは、なんだかすごく怪モン造ス生タ物ーを道具扱あつかいしている。

　あまり好きじゃないな、この呪具は、と伊依は思った。

　そんな伊依など気にせずに、遊が揺れている《卵アイ・姫ドール》の近くを大鎌で薙ないだ。

〈ひゃ──〉

　驚おどろき、梅子が怯おびえて伊依の後ろまで走って隠かくれる。

　それにも頓とん着ちやくせず、遊は《卵アイ・姫ドール》から立ちのぼりはじめた薄うす暗ぐらい光を伊依に示した。

「今──僕とこの怪モン造ス生タ物ーの《魔力》の繫がりを断たち切ったよ。じゃ、伊依ちゃん、この光に触ふれて。それで支配権が移動するから」

「…………」

　不可視の《魔力》を切った？　それどころか、怪モン造ス生タ物ーとの繫がりを移動させることができるなんて──。

　そういえば、昨日、彼は次郎花と屍丸の怪モン造ス生タ物ーを融ゆう合ごうさせ、あまつさえ操あやつってしまったのではなかったか。

　呪具だけではない。彼には──まだ何か特とく殊しゆな能力がある。

　思いながらも、伊依は恐おそる恐る手を伸のばして薄闇色の光に触れた。

　ちり、と痺しびれるような感覚があったが、それだけだった。

「はい。終わり──簡単でしょ？」

　微笑し、遊は《断ヒス末テリ魔ツクの・ハ女ニ神ー》を一いつ瞬しゆんで収納した。物を落とした水面のように跳ねあがった光の飛ひ沫まつが、一瞬だけ遊の周囲を淡あわく彩いろどっていた。

　伊依は滅作に確かく認にんし、たしかに《卵アイ・姫ドール》が自分と《魔力》で繫がっていることを知った。それで、やはり理解できずに問いかけてしまう。

「遊くん、これは何？　怪造──じゃないよね。昨日も、怪モン造ス生タ物ーを混ぜて──」

「うん」

　遊は曖あい昧まいに微笑んで、伊依の背後にまだ隠れている梅子を見つめた。

「僕は〝粘ねん土ど細工〟と呼んでいる。まぁ──怪造の発展形だよ。伊依ちゃん、怪モン造ス生タ物ーという存在はね──本当に、君が思っているよりもずっと形の変わりやすい、粘土みたいな存在なんだよ。昨日のように怪モン造ス生タ物ーを融合させることもできるし、この《断ヒス末テリ魔ツクの・ハ女ニ神ー》のように現界カナイの物体──これの場合は大鎌、と合成することもできる。……その怪モン造ス生タ物ーも」

　遊の、動かない右目が放つ異様な眼光に怯えたか、梅子がぎゅっと腿ももに抱だきついてくる。

　遊は気にせずに、わずかに目を伏ふせた。

「もう一分割くらいなら簡単そうだ」

　ふふ、と笑い、遊は《卵アイ・姫ドール》を片手で持ちあげると伊依に預けてきた。慌あわてて伊依は抱き寄せて、彼の理解できない発言に眉まゆをひそめる。

　融合に合成。それに──一分割？　遊は、二ヶ月前の事件を知らないはずだ。梅子が、伊依と最初に会ったときは〝梅子〟と〝イーヴィル〟という二体の怪モン造ス生タ物ーに分ぶん裂れつしていたことを知らないはずなのだ。

　否いな、そもそも、〝分裂〟とはなんだ？

　どうして梅子は二体に分かれていた？

　現界カナイに生きる犬とか猫ねことか、人間とか──普通の動物はそんなふうに分裂したり融合したりしない。

　なんでもありの怪造学だ、梅子はそういう種類の怪モン造ス生タ物ーなのかと曖昧に納なつ得とくしていたが──梅子の分裂にも、何か伊依にはわからない理り屈くつがあったのだろうか。

　考えているうちに予よ鈴れいが鳴り、伊依はいつのまにか歩きだしていた遊に従って廊ろう下かを歩いていった。

　七年前は、その姿を見るだけで幸せになれた少年。

　けれど今は、当時の面おも影かげを残してはいるが、どこか奇き妙みように捻ねじくれていて──。

　遠い、遠い、その背中に、伊依はなぜだろう──声をかけることができなかった。
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　古頃怪造高等学校の学生寮りよう、空うつ蟬せみ寮～君が人形になる前に～その三階は食堂である。緑色を基調とした爽さわやかな内装、そのテーブルにぐったりと突つっ伏ぷし、伊依はどろどろと沈ちん殿でんしている憂ゆう鬱うつな気分を消化できないでいた。

「お疲つかれのようでございますね」

　不意に、気配もなくすぐ近くから声が聞こえる。

　顔を上げると、寮母の闇やみ宮みや血ち影かげが人形のような無表情で立っていた。

　薄うっすらと緑色を混ぜたような金きん髪ぱつをカチューシャで留めた、伊依よりも少しだけ年上の女である。美び麗れいな顔立ちだが血の気がなく、この暑いのに汗あせもかいていない。

　時刻は夕方で、授業を終えた伊依は同じ寮生である香美と一いつ緒しよに帰った。舞弓は病院に送りかえされただろうし、遊はどうやら違ちがう寮で暮らしているらしい。おかげで、ようやく一人になれた。二体の怪モン造ス生タ物ーは足あし下もとで何かをしているけれど、かまっている気力もない。ちょっとだけ休みたかった。

《門ＧＡＴＥ》狩がり。

　舞弓と遊の確かく執しつ。

　舞弓の怪け我が。

　遊の不ふ審しんな言動。

　託たくされた正体不明の怪モン造ス生タ物ー。

　頭を悩なやます問題は多く、それゆえに、伊依は何を考えたらいいのか、どう動いたらいいのかもわからない状態だった。

「お身体からだの調子が芳かんばしくないのですか？」

　血影が少しだけ眉まゆ尻じりを下げて気き遣づかってくれる。

　曖昧に微笑ほほえんでごまかしていると、食堂の扉とびらを開いて一人の少年が姿を現した。

「おかしい──」

　寮母の血影とよく似た、緑色を混ぜたような金髪をした少年である。ただ、彼の髪かみは血影と違って癖くせがあり、後頭部で四つにまとめられている。着ているのも明らかにサイズのあっていないＹシャツとジーパンで、そんな奇妙な服装をさらに暑苦しい真しん紅くのマントで覆おおっている。

「おかしい。おかしいぞ。……〝貯金〟の呪いがあるとはいえ、どうしてこうも真ま子このやつに勝てぬのじゃ。格かく闘とうゲームでもレースゲームでもパーティゲームでも……ぬぐぐぐ」

「影かげ文ふみ」

　血影が瞬しゆん時じに反応し、そんな少年に声をかける。

　彼──闇宮影文は血影の弟で、空蟬寮に居候している小学生である。

「……むっ」

　影文もすぐ血影に気づくと意味不明なつぶやきを止やめ、噓うそくさいくらいに表情と口調を和やわらげた。

「あ。ただいま姉さん。ちょっと帰るのが遅おそくなっちゃった。真子ちゃんの家で遊んでいたんだけどね」

「もう七時でございますよ。この季節、暗くなるのが遅いとはいっても、相手方の迷めい惑わくにもなりますし──あまり長居なさらないように。夜は、危険ですしね」

　見たところ普ふ通つうな姉きよう弟だいの会話をこなし、二人はなぜか様子を窺うかがうようにこちらを見つめてきた。伊依はどうしたものかと曖あい昧まいな顔をして、首を傾かしげるだけである。

　微び妙みような沈ちん黙もくが流れたが、すぐに影文が姉に呼びかけた。

「遊びすぎてお腹なかがすいたよ。姉さん、何か料理を作ってたんじゃないの？　焦こげ臭くさいんだけど、この部屋」

「あ。いけません」

　はっと気づいて血影は音もなく厨ちゆう房ぼうまで向かう。彼女は一見、冷静で優ゆう秀しゆうな寮母っぽい感じなのだが、実際のところおっちょこちょいで料理もあまり得意ではない。

「……ったく、なんでこう抜ぬけているんだか」

　どこか忌いま々いましげにつぶやいて、影文は伊依に視線を向ける。

「どうしたの？　伊依お姉ちゃん、顔色悪いけど」

「そう？　うん──まぁ、ちょっと寝ね不ぶ足そくなのかな？　大したことないよ」

　近ごろ悩み事が多く、あまり伊依は眠ねむれていない。それ以上に、学校での心理的な疲ひ労ろうも大きいのだが。

　影文は伊依の強がりを信じてくれたのか、興味なさそうに頷うなずくと椅子に座った。

「ふぅん──いいけど、無理しないようにね。無理して倒たおれたら看病するのは姉さんだから、命の保証はしないよ」

　冗じよう談だんなのか本気なのか、よくわからない影文の言葉に伊依は微笑んだ。

　伊依は、寂憐院に幽ゆう閉へいされて育てられ、その後も、父にひたすら怪造の修行をさせられていただけだから、この空蟬寮が、本当の家庭──家族みたいに温かく思える。疲れていると、気遣ってくれる。素す顔がおの自分で、休むことができる。

　それはとても得え難がたい幸せなのではないかと伊依は思う。

「はい。夕ゆう餉げの料理をお持ちいたしました」

　やはり音もなく血影が厨房の扉を開いて姿を見せる。食堂に隣りん接せつしたその厨房には血影以外の立ちいりが禁止されている。

　彼女は一流のウェイトレスのように、両手に二皿ずつ料理を載のせていた。匂においからして今日はカレーか。さすがの血影もカレーを失敗したりはしないだろう、と伊依は少しだけ安あん堵どした。とりあえず空蟬寮の基準では〝食べられる〟が成功で〝食べられない〟が失敗なのである。

「はい、これは伊依ちゃんのぶん。影文のぶん」

　す、す、と動きだけは滑なめらかに血影が配はい膳ぜんをすませていく。それから、伊依の前に小さなお皿に盛られたカレーを二皿だけ置いてくれた。

「こちらは、伊依ちゃんの怪モン造ス生タ物ーのぶん」

「ありがとうございます」

　頭を下げ、足あし下もとに座りこんでいた二体の怪モン造ス生タ物ーに視線を向ける。

「梅子ちゃんたち、料理できたって」

〈うん〉

　梅子が顔をあげ、伊依の足をよじのぼって食しよく卓たくに跳とびのる。慣れたものである。一方──遊から託された怪モン造ス生タ物ー、《卵アイ・姫ドール》は無反応だった。

　ゆらゆら揺ゆれて、掠かすれた声でつぶやいている。

〈うルうルうルうルうル……〉

「はい、ジェニファーちゃんも、ごはんだよ」

　呼びかけてみたものの、どうも彼女は動く気配がないので抱だきあげて食卓に乗せてあげる。

　見ると梅子が口をぽかんとあけていた。

〈……ジェニファー？〉

　疑問形で口にされたその名前に、伊依は当たり前の顔で応こたえた。

「うん。名前がないと不便だと思ったからね。遊くんは好きに名づけてくれて構わないって言ってくれたし。……変かな、ジェニファーちゃんって」

〈…………〉

　梅子は拗すねたように俯うつむいて、やはり揺れているだけのジェニファーのほっぺたをつねった。伸のびる。伸びる。ばっちん。

「こら、梅子ちゃん！」

　ジェニファーを苛いじめる梅子を叱しかると、彼女はいじけたような顔になる。

〈わたしは梅子なのに。わたしは梅子なのに……〉

　羨うらやましそうにジェニファーを見て、梅子はぽつりとつぶやいた。

〈ジェニファーって、ナウいと思う〉

「…………」

　まだ気にしてたんだ、名前。

　伊依は少しだけ申し訳なく思ったが、今さら梅子の名前を変えるというのもどうかと思ったので深く考えないことにした。

　食卓の中央に置かれたバスケットに用意されたスプーンを手にとり、何気なく正面に座った影文を見ると、なんだか露ろ骨こつに眉まゆをひそめている。

「……影文くん？」

「…………」

　どうやらジェニファーを見つめて何か機き嫌げんを損そこねているような影文に、どうしたのかと伊依は視線で問いかけてみたが、彼は何も語らずにカレーをスプーンで口に運んだ。

「ぶっ」

　そして鮮あざやかに吹ふいた。

「こら血影！　じゃない、姉さん！」

「如何いかがいたしました？」

　きょとんとしている血影に、影文はテーブルをばんばん叩たたきながら主張する。

「僕はニンニクと太陽と流れる水は嫌いだと言っただろ！　ていうかニンニクをカレーにいれるな！　どこの国のレシピだよ！」

「そう言われましても」

　やはり戸と惑まどうような顔をして、食事をしているところを見たことがない血影は立ちつくしたまま語った。

「伊依ちゃん、疲つかれているようでしたので。疲労回復にはニンニクと朝ちよう鮮せん人にん参じんなのでございますよ？」

「朝鮮人参なんか入ってるの？　あれ高価たかいんじゃなかったっけ？」

「はい。ですので国こく籍せきを偽いつわっていただきました。実際のところはおおむね日本人参かと」

「それじゃ意味ないだろ……」

　みたいな、謎なぞの会話をしている姉きよう弟だいを眺ながめつつ、伊依もカレーを口に含ふくんだ。

　ものすごい味がしたけれど、食べないと血影に悪いので伊依は残さずに食べた。

　人参の国籍はともかく──気き遣づかわれ、優やさしくされると、それだけで元気が溢あふれてくる気がした。
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　えげつない味のカレーをどうにか平らげて、食堂を後にした伊依は空蟬寮の廊ろう下かを歩いていた。三階の食堂から螺ら旋せん階段を降りて、生徒たちの居室が並ぶ一階の廊下を歩く。

　たくさんの男女が生活しているはずなのに、空蟬寮はいつも死んだように静かだ。蜘蛛くもの巣や固まった埃ほこりがなんとも不気味である。よちよち歩いている梅子とジェニファーを引きつれて、伊依はふと思いたち一つの扉とびらの前で止まった。

　こんこん、とノックする。

「カービィちゃん、いる？」

　しばし待ち、返事がないので試ためしに取っ手を摑つかんで引いてみる。面めん倒どうくさがりのあの友人はたまに居留守をつかうことがあるのだ。
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　鍵かぎはかかっておらず、扉はあっさりと開く。

「…………」

「………えっと」

　目当ての友人、魅神香美はそこにいて、どうしたものかという顔でこちらを見つめていた。

　どうも彼女はどこかに出かけるつもりらしく、室内着から着き替がえようとしている途と中ちゆうだった。上半身が下着だけという状態で全身鏡の前に立ち、上着を羽織ろうとしたところで伊依が扉を開けてしまったらしい。

「……なんだ、伊依か。驚おどろいたのだわ」

　こちらに向いた鏡の中で、香美が怖こわい顔をした。

「なに？　きゃー、とか悲鳴あげたほうがいい？　女の子っぽく」

「……やっ。ごめん。着替え中だとは思わなくて」

　慌あわてて外へと出ようとしたが、香美は適当にぶらぶら手を振ふった。

「あ。いいから。べつに見られて減るもんじゃないし。なんか用があるんでしょ？」

　言いながら上着をまとって、香美は乱れた髪かみを手て櫛ぐしで整えている。

　真っ赤になった伊依は、わたわたと挙動不ふ審しんに謝った。

「本当にごめんね。あの、ノックしても返事なかったから」

「だからべつにいいって。あちきが返事しないのも悪いんだし。滅めつ多たに誰だれもこないからね、この部屋──聞き間ま違ちがいかと思ったのだわ」

　つぶやき、香美はぺたんとその場に腰こしをおろすと上うわ目め遣づかいに問いかけてきた。

「ともかく、何か用？」

「あ──うん、いや、カービィちゃんどこか行くんじゃないの？」

　それならば、こうして引きとめているのも悪いと伊依は思う。

　香美は肩かたをすくめた。

「別に。急ぐわけじゃないし。あちきの部屋に伊依がくるのは珍めずらしいから、こっち優先にするのだわ」

「いや──」

　まだ申し訳ないと遠えん慮りよしようかと思ったが、平行線になりそうだったのでやめた。香美はけっこう頑がん固こなところがある──というか、マイペースなのか、他人に何を言われても自分を曲げることがあまりない。

　香美の部屋は空蟬寮には珍しい個室で、自じ堕だ落らくな彼女の印象からは意外なほどに片づいている。簡素なベッド。化け粧しよう棚だな。難しそうな本ばかりが並んでいる書しよ架か。年とし頃ごろの少女の部屋というよりは真ま面じ目めなビジネスウーマンの私室といった雰ふん囲い気きである。落ちついた配色の部屋の隅すみ、機能性を無視した変な形の机の上にはパソコンが置かれている。

「うん。ちょっとカービィちゃんに聞きたいことがあってさ」

　整理整せい頓とんが苦手な伊依は感心しながらそれらを眺め、足あし下もとで揺ゆれているジェニファーを示した。

「この怪モン造ス生タ物ーに見覚えない？」

「…………」

　香美は応こたえず、ただジェニファーを一いち瞥べつし、立ちあがると部屋の隅にある机まで移動した。それから椅子に腰かけてパソコンを手早く起動させる。

「……カービィちゃん？」

　不思議になって呼びかけ、彼女の後ろまで移動する。すぐにパソコンの準備は整い、香美は億おつ劫くうそうにマウスへと手を伸のばした。

「……カービィちゃん、壁かべ紙がみに腐ふ乱らん死体はどうかと思うよ」

「その怪モン造ス生タ物ーそのものは見たことがないけれど」

　伊依の言葉は完全に無視され、香美は地味なアイコンをクリックすると何かの画面を映しだした。機械に疎うとい伊依にはよくわからない手順をふみ、やがて香美は目当ての画面を見つけたのかマウスを操あやつる手を止めた。

「ほい」

　気楽な声をあげ、パソコンチェアを回転させてこちらを振りかえる。

「こいつに似てるんじゃない、その怪モン造ス生タ物ー」

「……うん？」

　液えき晶しよう画面に慣れていない伊依は目をしばたたかせ、なんとか画面に表示された怪モン造ス生タ物ーの画像と説明文を読んだ。

　中央に映っているのは、画像が粗あらいもののジェニファーとよく似ているとわかる怪モン造ス生タ物ーだった。ただ植物的なジェニファーと違ちがって画面の怪モン造ス生タ物ーは表情が獰どう猛もうだし、長い髪の毛も棘とげのように硬かたくて尖とがっている。目も、吊つりあがっている。身体からだは小さいけれどなんだか怖い怪モン造ス生タ物ーだった。

　説明文を読んでみる。

《食カン命タレ花ラ》。下級一位の怪モン造ス生タ物ー。

「気き性しようは荒あらく、好戦的で、人間の生命力を吸う。さらに生命力を吸った人間をある程度の単純な命令に従わせる暗示も使用する。極きわめて危険につき、禁タブ忌ー・怪モン造ス生タ物ーへと指定されている──ってとこかしら？」

　香美が長い説明文を要約してくれる。夥おびただしい種類の怪モン造ス生タ物ーをほとんど記き憶おくしているのか、他ほかにもこれとかこれとかが似てるかもと何種類かの怪モン造ス生タ物ーを示してくれる。普ふ段だんの行動がやる気ないのであまり実感したことはないが、やはり香美は伊依なんかとは比べものにならないくらい優ゆう秀しゆうな怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グなのである。

「でも──その怪モン造ス生タ物ー、微び妙みように《食カン命タレ花ラ》と違ちがうのだわ。新種？　亜あ種しゆ？　突とつ然ぜん変へん異い？　伊依、どうしたのこいつ？　また戦橋に追われてるところを保護したとか？」

「……いや、舞さんもそんな怪モン造ス生タ物ーばっかり追いかけないから」

　溜息混じりに応こたえ、伊依は香美から視線を逸そらした。

「うん。ちょっと偶ぐう然ぜんに怪造しちゃってね。見たことがない怪モン造ス生タ物ーだから調べてるんだ。怪消できない理由もあってさ──かといって、変なもの食べさせて病気とかにさせたくもないし。ほら、犬はネギ食べると腰こし抜ぬかすっていうじゃない。このコのことをよく知らないと予想もできない失敗しちゃいそうでさ」

「……ふぅん」

　香美はわずかに疑わしそうな目でこちらを見てきたが、べつに深く追つい及きゆうもしてこずにパソコンを閉じていく。

「なんだか、いつも危なっかしいのよね──伊依は」

　つぶやき、香美は面めん倒どうそうに肩をすくめると立ちあがった。

　そして伊依よりかなり背が高い彼女は、こちらの頭をぽんと叩たたいてきた。

「伊依は馬鹿です」

「はぁ」

　なぜか丁てい寧ねい語で罵ののしってくる香美に、伊依は首を傾かしげる。

　するとまた叩かれた。

　俯うつむくと、香美は伊依のツインテイルを摑つかんでぐいっと引っぱった。

「おたく、怪モン造ス生タ物ーばっかり友達だ友達だって喧やかましいけど、もっと人間の友達も信しん頼らいして──頼たよってくれてもいいじゃない」

　つぶやく香美の表情は、なんだかとても寂さびしそうだった。

　伊依は申し訳なくなり、何も言えなくなって、香美に背を向けて扉とびらへと向かった。

　でも、友達を怪け我がさせるのは嫌いやなのだ。

　巻きこんで、危険な思いをさせるのは駄だ目めなのだ。

「伊依」

　香美は小さく、消えいりそうな声で告げてきた。

「……下手な噓うそついて、あちきに調べさせたその怪モン造ス生タ物ーがどういうものなのかは知らないわよ？　でもね、また伊依が危険なことに足つっこんでるのはなんとなくわかる。あちきを巻きこみたくないって、その危険から遠ざけようとしているのもわかる」

　最後に、香美は珍めずらしく感情的な口調で言った。

「……馬鹿にしないで」

　その言葉は深く胸に刺ささったが、伊依は応えることができなかった。
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　自室に戻もどり、暗い気持ちで伊依は机に向かっていた。

　やはり香美にジェニファーのことを尋たずねにいったのは失敗だっただろうか。彼女を嫌な気持ちにさせてしまったかもしれない。けれど──三年前で知識が止まっている滅作が知らない怪モン造ス生タ物ーでも、現役の優秀な怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グである香美なら知っているかと思ったのだ。

　ジェニファーの正体が曖あい昧まいでも把は握あくできれば、とりあえず目先の安心は得られると思っていた。彼女の生態を知らず、彼女にとって害のあるものを食べさせたりして死なせてしまうことがないように。それに──もしも遊が何か意図をもって自分にこの怪モン造ス生タ物ーを預けたとして、その目的を少しでも早く察知できるように。

　事実をごまかしながら香美に頼って、それを簡単に見み抜ぬかれて怒おこらせてしまった。

　何をやっているのだろうか、自分は。

　伊依は自己嫌けん悪おに陥おちいっている。

〈伊依……〉

　足あし下もとにジェニファーと一いつ緒しよにいた梅子が、こちらを見上げて気き遣づかわしげな顔をした。そんな彼女に微笑ほほえんで、伊依は重く溜ため息いきをつく。

　人間の友達と、怪モン造ス生タ物ーの友達。

　その違ちがいなんて、考えたことがなかったけれど。どちらも、同じくらいに大切だと思っているけれど。自覚しないうちに、その扱あつかいに偏かたよりがでていたらしい。

　怪モン造ス生タ物ーばかり友達だ友達だと喧しい。人間を信頼せず、頼らない。

　香美の言葉に、伊依は俯いて唸うなった。

「そんなつもりはないんだよ、カービィちゃん……」

　口にだして否定してみたが、疑問は頭に燻くすぶって残った。

　ふと──顔をあげ、伊依は床ゆかで揺ゆれているジェニファーに視線を向ける。やはり植物的で、思考も感情もその表情からは読みとれない。

　危険な雰ふん囲い気きは感じない。他の怪モン造ス生タ物ーと同じ、伊依の友達である。

　そっと床に膝ひざをつき、縋すがるようにジェニファーを抱だきしめた。

〈うルうルうルうルうルうル……〉

　掠かすれた声で鳴きながら、彼女はただこちらを大きな目で見つめていた。

　するり。

　不意に──二段ベッドの下段、同室の片かた津つ理り夢むという少女がいつも潜もぐりこんでいる布ふ団とんから一枚の紙が伸のびてきた。彼女は絶対に他人に姿を見せないという変な習性をもっていて、何かこちらに伝えたいことがあるときはこうして紙に書いてくる。

　舌のように垂らされた真っ白な紙には、独特の殴なぐり書きみたいな筆ひつ跡せきでこう書かれていた。

〝どうしてブレーカーが落ちるかって？　電気を使いすぎるからさ〟

「…………」

　いつにも増して意味のわからない文章に、伊依は首を傾げて膨ふくれた布団に問いかけた。

「……どういうこと？」

　尋ねると、くるりと紙が反転する。

〝全すべては無限じゃないってコト。電気も力も命もね。　かたつ　りむ〟

　それっきり、紙は布団に飲みこまれて、伊依がどれだけ呼びかけても二度と理夢は応こたえてくれなかった。
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　寂じやく憐れん院いん伊い依よりは自宅の長細い廊ろう下かで、一つの部屋の障子を開き──室内を覗のぞきこんでいた。

　昼下がりとはいえ冬の寒気は容よう赦しやなく袖そで口ぐちから侵しん入にゆうしてきて、ぶるっ、と伊依は全身を震ふるわせると自分で自分の肩かたを抱だいた。

　空では雲が蜷局とぐろを巻いて、北風ばかりを激しく吐はきだしている。

「…………」

　もう──一週間も、伊依は母の姿を見ていなかった。

　あんなふうに壊こわれてしまっても、彼女は自分の母である。伊依の髪かみを褒ほめてくれて、優やさしく抱きしめてくれる。

　彼女がいなくなってしまえば、本当に自分はどうしたらいいのだろう。

　不安になった伊依は──屋や敷しき中を歩きまわった。

「母かあ様さま」

　呻うめくように声を漏もらし、伊依は障子の隙すき間ま、布ふ団とんの上に正座した母の姿を見た。

　母、寂じやく憐れん院いん秘ひ依よりは虚うつろな表情で──自らの髪を二つに結ぼうと、髪留めを手にして細かく手を動かしている。

　しかし震ふるえるその指先ではそんな作業すらも覚おぼ束つかず、溢あふれた髪の毛は彼女の手をすり抜ぬけて躍おどった。

　伊依は見ていられなくて、大きく障子を開き、母に小走りで駆かけ寄るとその背中に抱きついた。

「母様……」

　壊れてしまいそうに華きや奢しやな、ほとんど温ぬくもりもない病人のような身体からだ。

　寂憐院に使い潰つぶされた、それが〝御当主〟の末路だった。

「あら──」

　秘依は、母は、そんな伊依にようやく気づいて表情を綻ほころばせた。

　そして、ゆっくり頭を撫なでてくれる。伊依は縋すがるように、そんな彼女に顔を押しつけた。

　けれど──。

「まぁ……可愛かわいい。どちらの子ですか？　迷子になってしまったのですか？」

「────」

　優しい、それゆえに残ざん酷こくな言葉に、伊依は悲痛な顔を秘依に向ける。

　彼女は柔やわらかく微笑ほほえんでいた。

　遺い影えいのような笑みだった。

　すでにその表情には──寂憐院秘依という女の、残りかすしか存在しなかった。

「母様……？」

　震える声で呼びかけると、秘依は伊依の髪を撫でてくれた。

「可哀かわい想そうに。母様とはぐれてしまったのですね。きっと心配していますよ。おばさんにもね、あなたと同じくらいの年とし頃ごろの子供がいるのです──」

　ふふ、と彼女は笑った。

「おとなしくて真ま面じ目めな孤独ひとりと、愛らしい伊依。うふ。ふふふ」

　笑いながら虚こ空くうを見上げ、寂憐院の人形姫ひめは独白する。

「滅めつ作さくさん。あとは、あなたが帰ってくれば──最高に幸せなのに」

　それっきり、彼女は笑い声をあげるだけで、こちらの呼びかけにも応こたえてくれなくなった。伊依は溢れてきた涙なみだを拭ぬぐうこともせず、そんな彼女を真まっ直すぐに見つめていた。

　いつか、自分もこうなるのだ。

　母のように壊されて、大切なひとの顔も判別できなくなる。

　時間に飼い殺しにされて、幸せな記き憶おくを現実だと思いこみ、空想の世界でこうして笑いつづけるだけの存在になる。

　それも幸せかもしれないが、自分には、その幸せな記憶すらない。

　そんな状態で壊れてしまうのは怖こわかった。

「────」

　足音が聞こえる。複数の足音だ。

　伊依は咄とつ嗟さに室内の物置に飛びこんで、その障子を固く閉めた。身体が震え、暴れる心臓は痛いほどで、伊依は膝ひざを抱かかえて恐きよう怖ふに耐たえた。

　部屋の障子が開いた音がした。

　母が何かを言った気がした。

　おそらく寂憐院の人々──母の人格を消費して、いやらしく繁はん栄えいした豚ぶたどもがまた母を利用するためにやってきた。今すぐ飛びだして連中を皆みな殺ごろしにしてやりたい気分になったが、自分のか細い手を見つめ、伊依は無力感に襲おそわれると歯は嚙がみした。

　強くなりたい。

　母のように、あいつらの良いように使われたくはない。

　けれど──自分は弱い。

　母を助けることもできない。ここから逃にげだすこともできない。

　やがて部屋からは気配が消え、静せい寂じやくだけが漂ただよいはじめた。

　伊依は這はうようにして物置から出ると、当然のように空っぽになった秘依の布団を抱だきしめて泣いた。嗚お咽えつをあげ、疲つかれるまで泣くと、やがて部屋から出て廊下を歩いていった。

　この家では、全すべてが狂くるっている気がした。

　絶望的な現在と、暗く澱よどんだ未来が、伊依の心をどうしようもなく荒すさませる。

「…………」

　暴れる風から避ひ難なんしてきたのだろうか、一匹の蜥蜴とかげを廊下の上に見つけた。しばし押し黙だまり──伊依はその脆ぜい弱じやくな生き物をいきなり踏ふみ潰した。

「……死ね」

　涙を零こぼし、自分よりも弱いものを虐しいたげて心を慰なぐさめる。

「死ね。死ね。死んじゃえ」

　不意に、すぐ近くから気配を感じた。

　背筋が凍こおるような思いで振ふりかえると、そこに学校帰りなのだろう、ランドセルを背負った仇あだ祭まつり遊ゆうが立っていた。

「……伊依ちゃん」

　寂憐院に幽ゆう閉へいされている伊依は、彼のように小学校へは通っていない。基き礎そ的な勉強は使用人に教わっているが、同年代の子供を見るのも遊が初めてだったのである。

　彼は、伊依の足あし下もとで潰された小動物へ、哀あわれむような表情で近づいてくると膝をついた。

　そして伊依が殺した蜥蜴を、庭に埋うめてあげていた。

　その行こう為いになんの意味があるのかよくわからなくて、伊依は首を傾かしげる。

　すぐに指先を泥どろで汚よごした遊が縁えん側がわに戻もどってきた。

「伊依ちゃん、なんで泣いてるの？」

「ん──」

　そこで伊依は自分の涙を思いだし、頰ほおを手で撫なでると恥はずかしくなって逃げた。遊は何も知らない。寂憐院の狂きよう気きも。伊依の決められた最悪の未来も。

　両親に愛され、平へい穏おんに生きる彼の立場は多少なりとも妬ねたましかったが、同時に、何も知らない彼は裏もなく自分に接してくれる唯ゆい一いつの存在だった。

「待って待って。どうしたの？」

　すぐに追いつかれ、服の裾すそを踏まれ、伊依は呆気あつけなく転ぶと額をぶつけて痛くて泣いた。

「うぅ」

「あ、ごめん」

「うぅぅぅ……！」

　廊ろう下かにへたりこんだまま、怒いかりに任せて遊を殴なぐりつけた。身軽な彼はそれを避よけ、やはり不思議そうに伊依を見つめてくる。

　奇き妙みような縁えんから一いつ緒しよに暮らす、普ふ通つうの世界に生きる少年──仇祭遊、彼は伊依が見たことのない当たり前の善意で、こちらの額をさすってくれる。

　伊依はむくれて、感情を殺した声をあげた。

「……触さわらないでよ！　泥で汚れるじゃない！」

「あ、ごめんごめん。ぷっ」

「笑った……！」

　真っ赤になって怒ると、遊は腹を抱かかえて全力で笑いはじめた。

「あは。はははっ、だって、ごめん、泥で伊依ちゃんすごい顔に」

「笑うなぁ……！」

　ぽかぽか殴りつけて、伊依はすぐに馬鹿らしくなって表情を和やわらげた。

　やがて笑いが感染してきて、伊依は袖そでで涙なみだを拭ぬぐうと遊を見つめたまま笑った。

　遊は不思議だった。近くにいると不安が消えて──全て、どうでもよくなってしまう。仇祭遊。彼が、伊依の初めて見つけた幸福だった。彼のそばにいると、最低の今も、最悪の未来も忘れることができた。

　幸せな気持ちで伊依は笑っていたが、どうしてだろう──不意に、こちらを他人のように見つめる母の顔を思いだしてしまう。

「────」

　一いつ瞬しゆんで笑え顔がおは瓦が解かいし、伊依は廊下で膝を丸めた。

　母は、ついに、伊依の顔もわからなくなってしまった。

「伊依ちゃん？」

　自分の顔にも泥を塗ぬって伊依を笑わせていた遊は、真顔になってこちらを見てきた。優やさしいその瞳ひとみに、伊依は思わず彼に抱きついてしまう。

　ランドセルが揺ゆれた。

「伊依ちゃん？」

「遊くん……」

　戸と惑まどう彼に掠かすれた声で、伊依は呻うめくようにつぶやいた。

「もう嫌いやだ。もう嫌だよ。怖こわいよ。この家は怖いんだよ」

　涙が溢あふれ、声も上うわ擦ずってくる。

「みんな死ねばいい。寂憐院のやつら──みんな死ねばいいんだ」

「…………」

　遊は沈ちん黙もくし、伊依の頭を撫でてくれる。

　少しだけ彼から離はなれて見つめると、遊は哀かなしそうな顔をしていた。

「伊依ちゃん」

　そして信じられないことを言う。

「……みんなと、仲良くできない？　殺したり──いなくなったりさせるより、仲良くなったほうが誰だれも哀しまないし、幸せだと思うよ？」

「…………」

　馬鹿なことを言う、と伊依は思った。

　寂憐院の連中は全員が鬼おにか化け物だ。死ぬべきだ。この世には死ぬべき人間もいるのだ。無知で、平和に保護されている遊はそれを知らないだけなのだ。

　伊依は思うがままに彼へと告げた。

「馬鹿じゃないの……遊くん。みんなと仲良くできるわけがないんだよ。みんながみんなを好きで、幸せで平和で、そんなの壊こわれてる、狂くるってるだけだよ。現実には嫌な、憎にくい相手もいるんだ。仲良くなんてできない。仲良くできるわけがない……！」

　叫さけぶと、遊は綺き麗れいに微笑ほほえんだ。

　荒すさみきった伊依の心を、奥まで理解してなお笑いかけてくれる、天使のような表情だった。

「みんなを殺してやるっていうのと、みんなと仲良くしてやりたいっていうのと、どっちのほうが狂ってる？」

　つぶやき、遊は立ちあがると、伊依に手を伸のばしてきた。

　縋すがりついて腰こしを上げ、伊依は彼を真まっ直すぐに見つめる。

　みんなを殺そうというのと、みんなと仲良くしようというのと、どちらのほうが狂っているのか──。

　どちらだろう、と幼い伊依は考える。

「みんな」

　遊は風に散らされた雲の隙すき間ま、一瞬だけ見えた太陽を仰あおいでつぶやいた。

「みんな──友達になれば、伊依ちゃんはもう泣かなくてもいいのにね」

「…………」

　伊依は、きょとんとして、そんな遊に問いかける。

「ともだちって、なぁに？」

　伊依は、その言葉を知らなかった。

　振ふり返った彼に、伊依は戸惑うように眉まゆ尻じりを下げた。
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「──すなわち、無む城じろ美び国くに博士により理論立てられた物ぶつ造ぞうと、無名の怪モン造ステ学イス者トにより偶ぐう然ぜんに現界カナイへと喚よびだされた虚マテ界リ呪ア具ルの存在により、それまで一部の怪モン造ステ学イス者トにより提唱されていた虚界アンダカ生命起源説は覆くつがえされたわけであり……」

　翌日、伊い依よりはいつものように登校し、普ふ段だんと変わらない授業を受けていた。

　次じ郎ろう花はなや屍かば丸まるが遊ゆうに返り討うちにあってから、どうも教室の雰ふん囲い気きは悪い。遊本人はあまり気にしていないようだが、転校してきてから、彼に話しかけるのは伊依だけになっていた。

　その伊依にしても、遊は危ないから近づかないほうがいいとか、あまり関かかわるなとか──クラスメイトたちに言われたりする。たしかに、あんなに暴れたらみんな怖がりもするだろうが、遊も本当は優やさしい少年のはずなのだ。

　あんなに好戦的で、冷れい酷こくなひとではなかった。

　そう思う。思うけれど──七年の空白と、遊の変わらない態度と、彼の顔に刻まれた傷きず跡あとが伊依の不安をかきたてる。

　この七年で、彼に何があったというのだろう。

「ここに、主流となりかけていた虚界アンダカ信しん仰こう派の衰すい退たいがつづき、虚こ島じま慈いつ樹き博士をはじめとしたイツキ派と呼ばれる虚界アンダカ解かい析せきの──」

　かつ、かつ、かつ、と一定の調子で黒板にチョークを走らせつつ、《怪かい造ぞう理論》の教師──然ぜん慈じ堂どう喜き塊かいはこれも一定の抑よく揚ようで教科書を読みつづけている。

　然慈堂は目の前で生徒が爆ばく発はつしても動じずに授業をつづけるだろうと噂うわさされるロボットのような教師で、大おお柄がらな、定規で測ったような直線的な体形をした男である。なぜだか背中にいつも角張ったリュックサックを背負っており、生徒の間では〝あそこに電池が入ってるんだ。然慈堂はその電池で動いているんだ〟という伝説がまことしやかに囁ささやかれている。

　不自然な、角張った動きで然慈堂は振りかえり、ひたすら淡たん々たんと語りつづける。

「詳くわしいそれら思想派の推移については、《虚界アンダカの歴史》で説明される。ここでは簡易な概がい要ようだけにとどめ、次の項こう目もくに移る。第三章、怪モン造ステ学イス者トの理論──出席番号七番、空すかい井い伊依」

「は、ふぁい」

　いきなり呼びつけられ、伊依はすっとんきょうな声をあげてしまう。

　然慈堂は表情を動かさず、感情のない声で告げてきた。

「ぼうっとしているな。眠ねむ気け覚ざましに教科書を読め。七十六ページ三行目──怪モン造ステ学イス者トの心得から」

「は、はい！」

　伊依は立ちあがり、背筋を伸のばして読みあげる。

「怪モン造ステ学イス者トには守らなくてはならない基本的な心得が三つあり、そ、それはすなわち、甘く見ない、欲をかかない、怖こわがらない──」

「………ふふっ」

　ほとんど手を動かしていなかった遊が、その一いつ瞬しゆんだけ反応して微び笑しようを浮うかべた。

「がんばって、伊依ちゃん。照れている君も可愛かわいいよ」

　伊依は真っ赤になって、うわずった声をごまかすように読みつづけた。

「そ、それはっ、怪造学の基本であり真理でもあり──」

　伊依は目が回りそうになってしまった。

　遊は楽しそうに笑って、そんな伊依をずっと見ているようだった。
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　結局、それから予よ鈴れいが鳴るまで伊依は延々と教科書を読まされ、授業が終わるころにはちょっとだけ疲つかれてしまっていた。机に伏ふせてぐったりし、そんな伊依の頭の上に乗って揺ゆれているジェニファーとそれを引きずりおろそうとしている梅うめ子こ、二人の動きを微笑ほほえましく思っていると、不意に声をかけられた。

「お疲れ」

　聞き覚えのある、気け怠だるげな声に伊依はジェニファーをどけてすぐに顔を上げた。

「カービィちゃん」

　一瞬──昨日、彼女を嫌いやな気持ちにさせてしまったことを思いだしたが、香か美みはそんなことなどなかったかのように普ふ通つうの表情をしていた。

「なんか伊依、然慈堂に目ぇつけられてない？」

「え。いや──そんなことないでしょ」

　ちょっとだけうまく喋しやべれなくて、もどかしく、伊依は無理に笑え顔がおをつくった。香美はそれに気づいているのか、いないのか、欠伸あくびをすると手をひらひらと振ふる。

「だって然慈堂、なんか伊依ばっかり注意するじゃない。あちきなんて授業の最初から寝ねてたのに黙もく殺さつされたわよ」

「いや、カービィちゃんはもっと真ま面じ目めに授業うけようよ……」

　呆あきれつつ、ようやくいつものように笑えて、伊依は少しだけ安心した。

　でも──香美が昨日のことを気にしていないわけもない。無理してここで謝るのも変だが、せめて、香美に嫌きらわれないように硬かたい表情をつくらないようにしよう。

　人間の友達と、怪モン造ス生タ物ーの友達。

　その違ちがいはまだ自分ではわからないけれど、香美は大切な友達だった。彼女が伊依の態度や言動に、何か不快を感じたなら、直しておきたいと心から思う。

《鳳フエニ凰ツクス》事件のあと、ずっと自分のそばにいてくれた人間の友達──香美に伊依は微笑んで、死体のように転がっているジェニファーを指先で撫なでた。

「まぁ、偶然だと思うよ。然慈堂先生ってけっこう厳しいじゃない、あたし、ぼーっとしてるから、気になるんだよ、きっと」

「興味のない生徒を──教師は決して叱しからない」

　不意に、綺き麗れいな声が響ひびく。

　見ると、鴉からすの羽をつけた黒衣の少年が、伊依の正面に立っていた。

「教師が君を叱るのは、君の成長を期待しているからでしょ？　うん──愛されているね、伊依ちゃん」

　にっこりと笑う彼に、伊依はどう反応したらいいかわからなくて曖あい昧まいに頷うなずいた。

　腕うでを組み、そんな彼を訝いぶかしげに眺ながめている香美を見て、どういう態度をとるべきか迷ってしまう。見ると次郎花や屍丸、学まなぶも心配そうにこちらを眺めている。

　なんだか、嫌な感じだった。

　学校の雰ふん囲い気きがいつもと違う。

「遊くんは、学校にはもう慣れた？」

　無難な話題をふってみる。遊は微笑んで、少しだけ眉まゆ尻じりを下げた。

「さぁね。僕はそれなりに慣れたけど、みんなは僕に慣れてくれないみたいだね。どうしてだろう？　こんなにも僕は友好的なのに」

　やれやれ、と肩かたをすくめて遊はジェニファーに視線を向ける。

「ま──もともと仲良くするつもりはないし、べつにいい。馴なれあうと──悪意が鈍にぶるしね」

　よくわからないことを言って、遊はジェニファーの額に手を当てる。その一瞬だけ、揺れていたジェニファーが硬こう直ちよくし、目を大きく見開いていた。

「だからね──ふふ、少し早めに始めることにしたよ」

　彼女から手を離はなし、遊は綺麗に微笑んで伊依を見た。

「ごめんね、伊依ちゃん。これから僕は君を苦しめるかもしれないけど、それはあの先生の叱しつ責せきと同じように、君を傷つけるためじゃないんだ」

「……遊くん？」

　どういう意味だろう──問いかけようとしたが、その直前に黙だまりこんでいた香美が低く声をあげた。

「仇あだ祭まつり」

　ぴくりと遊は反応し、驚おどろいたような顔になった。

「うん？　君は誰だれだったかな。ごめんね、まだ全員の名前を覚えきれていないんだ」

「……最初から覚えるつもりがないんじゃない？」

　珍めずらしく香美は威い圧あつするような表情で、遊を見下してつぶやいた。

「あちきは魅み神かみ香か美み。それより、おたく──今、この怪造生物に何かした？」

「…………」

　遊は沈ちん黙もくし、伊依は思わずジェニファーを見る。観察してみたが、べつに変わったところはないように思える。

　遊も不思議そうに、困った顔で首を傾かしげた。

「どういう意味だい？　ちょっと理解できないんだけど──」

「…………」

　伊依は気づく。口調こそ道化ているものの、遊の普ふ段だんは動かない硝子ガラス玉のような右目に──凶きよう悪あくな色の光が宿っている。

　香美は嫌いやそうな顔で眉まゆをひそめた。

「あぁ、やめて、やめてよね。そういう怖こわい顔をするのはさ。あちき、怖いの嫌いなの。腐ふ乱らん死体は好きだけど、人間の悪意とか殺意とか、そういうのは本当に駄だ目めなんだわ」

　手を振って、香美は伊依の横──自分の席に突つっ伏ぷすと呻うめいた。

「まったくさ、高校生でしょ、おたくら。世界を変えるんだって命いのち賭がけだったり、正義のために血まみれで戦ったり、憎ぞう悪おにまみれて陰いん謀ぼうめぐらしたり、馬鹿じゃない？」

　言って、完全に香美は動かなくなってしまう。

　理解できなくて遊を見ると、彼は面おも白しろそうに笑っていた。

　手を広げ、黒衣の少年は二人に背を向ける。

「ふふ。ふふふ。まぁ──傍はたから見れば愚おろかなのかもしれないけど、そういうふうにしか生きられないんだから仕方がないでしょ？」

　最後にちらりと香美を見て、遊は淫いん靡びに微笑ほほえんだ。

「それに、君は僕たちを馬鹿にできるのかい？　君は──どうも、僕と同じ種類の人間のような気がするんだけどね？」

　香美もかるく顔をあげ、死ぬほど嫌そうな顔をした。

「一いつ緒しよにすんな。不ふ愉ゆ快かいだわ。言葉に気をつけなさいよ転校生。香美ちゃん怒おこると超ちよう怖こわいんだぞ」

「……なるほど。気をつける」

　真顔になり、遊は自分の席に戻もどると窓の外を眺めはじめた。
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　授業が終しゆう了りようした放課後、伊依は空うつ蟬せみ寮りようの廊ろう下かを歩いていた。古こ頃ころ怪かい造ぞう高等学校にも部活動が存在してはいるのだが、伊依はどこにも所属していない。特に理由があるわけでもなく、古頃の部活動は変なのが多いのであまり興味をそそられないのだ。

「どこ行っちゃったんだろ、ジェニファーちゃん……」

　伊依は梅子を抱だきあげて、あちこちを彷徨さまよっている。

　そう──自分の部屋で休んでいて、ふと目を離した隙すきにジェニファーが消えていたのだ。あまり彼女は機き敏びんに動くことがなかったので油断していたのだが、遊から預かっている怪モン造ス生タ物ーだ、行方ゆくえ不明になってしまったりしたら大変である。

「梅子ちゃん、父さん、あたしとジェニファーちゃんを繫つないでる《魔ま力りよく》は感じないの？」

〈うん……〉

　不安そうに梅子は頷うなずき、伊依の胸むな元もとにぶら下がった髑どく髏ろの首くび飾かざりも応こたえない。

　怪モン造ス生タ物ーを捜そう索さくするとき、怪モン造ステ学イス者トと怪モン造ス生タ物ーの繫がりである《魔力》を辿たどるのは基本である。身体からだは怪モン造ス生タ物ーである父、滅めつ作さくも《魔力》を感知する能力があるはずなのだった。

　それなのに、彼は怪け訝げんそうな声で不可思議なことを言うだけである。

『あぁ、なんだろうな──今までは特に気にならなかったんだが、この学生寮は妙みようだぜ。あちこちに貼はられてる札とか刻まれた魔ま方ほう陣じんが、《魔力》を隠かくしてるっていうか──曖あい昧まいにしていやがるな』

「ふぅん……」

　そういえば、この空蟬寮のあちこちにはお札や魔方陣が散在している。特に管理人の血ち影かげと影かげ文ふみが暮らしている部屋の入口など札で埋うめ尽つくされているほどだ。

　どういうことだろう──思いながらも、《魔力》に頼たよれないなら目視で捜すしかない、そう思った伊依はあちこちの扉とびらを開いたりしてジェニファーを捜索している。

　どうにもあのジェニファーという怪モン造ス生タ物ーは思考が読めないというか、理解できない。伊依はこれでも怪モン造ス生タ物ーの気持ちを感じとることが得意なのだが、というか──近ごろそれしか取とり柄えがないような気がしているのだが、ジェニファーの気持ちはよくわからなかった。

　無機物的、あるいは植物的な、意志を感じない存在だった。

　梅子とも、桃もも子ことも違ちがう、心に空白をもつ怪モン造ス生タ物ー──ジェニファーは、いったい何者なのだろうか。

「あ、血影さん」

　空蟬寮の地下、大浴場の近くを捜していると、寮母の血影が立っているのに気づいた。彼女は大浴場の横、階段の近くに設置された倉庫の前にいて、伊依に気づくといつものように申し訳なくなるくらい深くお辞じ儀ぎをしてくれた。

「お帰りなさいませ、伊依ちゃん。もう学校は終わりの時間なのでございますね」

「はい。あれ──血影さん何をしてるんです？」

　血影は手て斧おのを持っていた。

　普ふ通つうに振ふりおろせば普通に人間が死ぬ凶きよう器きである。彼女は重そうなそれを箸はしでも持つように事もなげに握にぎりしめており、彼女の焦しよう点てんのあっていない人形めいた瞳ひとみと相あい俟まってなんというか大変に怖かった。

　こっそり冷や汗あせをかいていると、血影は困ったように倉庫の奥を指さす。

「ご覧ください、伊依ちゃん」

「…………？」

　促うながされ、少し薄うす暗ぐらい倉庫の中を覗のぞきこみ、伊依は目を見開いて驚おどろいた。

「うわぁ……」

　ここは食料庫だったのだろう、積まれていた小麦粉や米の袋ふくろが、何かに食い荒あらされて撒まき散らされていた。床ゆかには穀物や食べ物の切れはしが散らばり、足の踏ふみ場もないような状じよう況きようである。

　ひどいな、と伊依は思い、物もの憂うげに見える血影を振りあおいだ。

「どうしたんですか、血影さん──これ」

「鼠ねずみか虫か飢うえた寮生か、なんだか存じあげませぬが──困りました、せっかく備び蓄ちくしておいた食料が食い荒らされてしまいました」

　嘆たん息そくし、血影は伊依をその深しん紅くの瞳で見つめてきた。

「ちょうど良かったです。伊依ちゃん、わたくしは倉庫の掃そう除じをしますので、お暇ひまでしたら、おそらく鼠だと思うのでございますが──犯人をこれで始末しておいてくださいませ」

　言いながら、普通に血影が手斧を渡わたしてくれる。

　彼女は普通に持っていたのに、それは信じられないくらいに重く、伊依は一気にバランスを崩くずして危あやうく転びかけた。

「あ──。伊依ちゃんには少し重すぎましたね」

　微笑ほほえましげな表情で、血影はスカートをまくりあげると足に吊つるしていた匕首あいくちを手て渡わたしてくれた。

「では、これで」

「……血影さん、いや、あたし無理です。鼠退治とか無理ですから」

　生き物を殺すのは生理的に駄だ目めなのだ。

　伊依が必死になって拒こばむと、血影も苦く笑しようして許してくれた。

「そうですか──。ふふ、申し訳ありません、伊依ちゃんは本当にお優やさしいですね」

　そしてギラリと眼光を輝かがやかせる。

「倉庫を掃除するのも、鼠を皆みな殺ごろしにするのも、この血影にお任せしていただけると──そういうことなのでございますね？　了りよう承しよういたしました、この闇やみ宮みや血ち影かげ──全身全ぜん霊れい、全力をもってお仕事させていただきます。伊依ちゃん、あなたは本当にお優しい。仕事を愛する血影の性格をよぅくご存知なのでございますね……？　クク、クククク」

　聞いたことのない笑い声とともに血影は肩かたを震ふるわせ、手斧を握りしめると倉庫の扉を閉めて消えてしまった。

「…………」

　相変わらず不思議な寮母さんだなぁと思いつつ、伊依は予定どおり大浴場を捜索して、やはりジェニファーを見つけられず──いったん部屋に戻もどることにした。

　あと調べていないのはどこだろう。他の生徒の居室か。あるいは外へ逃にげてしまったのかもしれない。ジェニファーの行動など予測もつかないので、いまいち彼女の居場所が思いつかなかった。

　考えながら、抱だいたままになっていた梅子に声をかける。

「ごめん、梅子ちゃん。あなたは部屋でお留守番してて。それで、もしジェニファーちゃんが帰ってきたらもうどこにも行かないように言ってあげるんだよ。あと──そうだね、父さんはこの世の摂せつ理りに従って速すみやかに成じよう仏ぶつすること」

〈わかった〉

『うわぁ……さりげなく酷ひでぇこと言われた』

　滅作の悲ひ哀あいに満ちた声を完全に無視して、とりあえず梅子を部屋に残しておくために自室の扉とびらを開いた。

「…………」

　すると、呆気あつけなくジェニファーが見つかった。

　捜さがすまでもなく自分で部屋に戻っていたらしい。

〈うルうルうル……うルうルうル〉

　やはり不思議な声で鳴きながら、ジェニファーはこちらを見上げている。

　伊依は思わず彼女に駆かけ寄り、揺ゆれているジェニファーを抱きしめた。跳とびおりた梅子はそんなジェニファーに拗すねたような顔をして、びしりと指をつきつけると不満そうな声で言い放った。

〈もう、ジェニファー。どこ行ってたの？　伊依が心配していたんだよ？〉

　その声には応こたえず、ジェニファーは抱きしめている伊依にも目を向けず、ひたすらに何かをコリコリと食べている。

　……食べている？

「………ん？」

〈うルうルうル……〉

　コリコリ。コリコリカリコリ。

　音をたて、ジェニファーは魚の干ひ物ものを齧かじっていた。ちっちゃな手で食べ物を摑つかみ、口に運んでコリコリ鳴らしている姿は愛らしかったけれど、伊依はすぐに嫌いやなことに気づいて青くなった。

「じ、ジェニファーちゃん。それ、どこから持ってきたの？」

　伊依の部屋には魚の干物など常備されていない。

　思いついたのは、荒らされていた食料倉庫。

「まさか……」

　つぶやき、理解して、でもまぁ仕方がないかと伊依は諦あきらめて嘆息した。

　手て斧おのを持った血影のことを考えると頭が痛いが、怪モン造ス生タ物ーのやったことだ、事実を話してちゃんと謝れば許してもらえるはずである。ジェニファーは、まだ、良いことと悪いことの区別がつかない幼児のようなものなのだろう。きちんと叱しかって、二度とやらないようにお願いすればそれでいい。

「お腹なか……すいてたんだね」

　コリコリと干物を齧るジェニファーを抱いたまま、伊依はつぶやいて──。

〈うルうルうル……うル〉

　不意に、彼女が顔を上げたのに驚おどろいて目を見開く。

　ジェニファーは曰いわく形容しがたい、何か禍まが々まがしい表情をしていた。獲え物ものを見つけた獣けものではなく、欲にかられた人間でもない、でもそれらに酷こく似じした──目標を捕ほ捉そくした機械のような雰ふん囲い気きだった。

「ひっ──」

　思わず悲鳴を漏もらし、伊依はジェニファーを食いいるように見つめた。

〈うルぃぃぃぃ！〉

　すると彼女は、信じられないくらい素す早ばやい動きで手を伸のばし、伊依の手首に嵌はめた、純白の《門ＧＡＴＥ》に触ふれてきた。

「……うっ、ぐ」

　瞬しゆん間かん──異様な熱が手首に生まれ、伊依は呻うめき声をあげてしまう。

　なんだ。なんだこれは──。

　手首が熱く、痛くて、伊依は目を閉じて蹲うずくまった。

〈伊依!?　どうしたの!?〉

　梅子が呼びかけてきたが、応えている余よ裕ゆうもない。

　熱さと同時に伊依の身体からだから──急速に、気力と、体力が失われていく。呼吸が早まり、筋肉が脱だつ力りよくし、全身の感覚がなくなっていって──。

「────」

　吹ふき飛びそうな意識のなか、伊依は不思議なものを見た。

　俯うつむいたことで狭せまくなってしまった視界──その向こうで、誰だれかが布ふ団とんを跳はねのけた。

　舞まうように落ちた掛かけ布団が、伊依の正面に落ちてきて、ぺた、ぺた、と誰かの裸足はだしが──伊依の正面を通過して。

「ブレーカー、落ちちゃうねぇ」

　ひひひ、と楽しそうに笑った。

　これは──誰の声だったろう。

　聞き覚えのあるような、ないような──。

「……だから忠告したのに。あんたって本当にあたしの言うこと聞かないよね」

　ぽん、と頭を叩たたかれ、その誰かは部屋の出口に向かっていく。

「ばいばぁい、魔ま王おう憑つきの空井伊依。生きのびたら、また会おうや──」

　笑い声が遠ざかり、最後に伊依は不思議な言葉を聞いた。

「先に起きたほうが、眠ねむっているほうを起こす約束だったよねぇ？　なんとか起こそうとしてみたけど──さぁて、起きられるかねぇ、あんたは」

　ひひひ。ひひひひひ。

　歪いびつに響ひびく──笑い声。

　やがてそれすらも聞こえなくなり、伊依の意識は呆気あつけなく蒸発した。
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「空井さんが──欠席!?」

　叫さけび、ふら、ふらり、と姿勢をよろめかせた園その日ひ暮ぐらし案あん寿じゆは、そのまま後方に倒たおれるとその勢いでキャビネットを蹴け散ちらした。振しん動どうにより机から落下した参考書だとか教科書だとかが大量に彼女へ降りそそぎ、キャビネットに置かれていた小物なども追加されて彼女は一いつ瞬しゆんにして生き埋うめにされてしまう。

「おやまぁ」

　そんな面おも白しろい彼女の驚きかたの一部始終を見届けて、一年星組担当教師──妖あやかし森のもり吉きつ音ねは細い目をさらに細くさせた。

「だいじょぶー？　案寿ちゃんー」

「だ、だ、だ、大だい丈じよう夫ぶですッ妖森先生！」

　いっぱいいっぱいな声をあげて園日暮は顔をだし、自分を埋めている諸もろ々もろの物品から這はうように脱だつ出しゆつして虚こ空くうを仰あおいだ。

「あぅう、い──痛いです。か、神様がお怒いかりです。神しん罰ばつ？　これは神罰なんですかっ？」

「そのくらいのドジなら、案寿ちゃん──けっこう日常的にやってるじゃん」

　古頃怪造高等学校、一学年職員室。

　妖森は授業で行った小テストの答えあわせをしながら、この色々な意味で危ない新人教師に声をかけてみる。

「それに神罰って、なんで？」

「だ、だって妖森先生！」

　修道着をまとった園日暮は、愛らしい碧へき眼がんに涙なみだを浮うかべてかぶりを振った。

「空井さんが、空井さんが欠席したのでしょう？　あたくしのせいです！　あたくしの責任に違ちがいがありません！　き──きっと、あ、あたくしが、ちゃんと授業をできないから学校にくるのが嫌いやになってしまったんです！　そうに違いありません！　ご、ごめんなさい空井さん！　駄だ目めな先生でごめんなさい！　先生は、先生はぁ……うぅ」

　めそめそ泣きはじめてしまう彼女に、なんか知らないが加害妄もう想そうだと思うけどなぁと妖森は苦く笑しようした。

　まぁそれはともかく、伊依が無断で学校を休むなんて珍めずらしい。心配である。彼女は真ま面じ目めな生徒なので、休むにしても本来ならば連れん絡らくくらいはしてくるはずなのだが。

　それに──過去に伊依が休んだとき、それぞれ事件に巻きこまれたりして彼女は怪け我がをしたりしている。今回もまた同じように彼女が危険に晒さらされていないとは断言できない。

　彼女の暮らす学生寮りよう、空蟬寮にはなぜだか電話がないようだし、これは念のため寮までいって彼女の安否を確かく認にんしておいたほうがいいかもしれない。どうせ仕事もあまりないし、学校から空蟬寮までは車で移動すれば数分でつく距きよ離りだ。

　考えつつ、妖森は床ゆかに這いつくばって懺ざん悔げしている園日暮を見た。

「まぁまぁ、案寿ちゃん、なんでも自分のせいにしちゃ駄目だにょー。それに、空井さんは先生が嫌きらいとか授業がつまんないとかで学校にこなくなる子じゃないよー？」

「せ──先生……めぎっ!?」

　顔をあげて何かを言いかけた園日暮に、時間差で落ちてきた辞典が炸さく裂れつした。

「はぅ……」

　よろめいて、そのまま園日暮は倒れこんでしまう。

　静かになってしまった。

　神様には、まずこの不運なところを直してもらえるよう祈いのるべきだと妖森は思う。

「失礼します」

　不意に──がらがら、と並んだデスクの向こう、引き戸が動いて一人の生徒が姿を見せた。鴉からすの羽で飾かざった黒衣に、遠目でも目立つ顔の傷きず跡あと。

「おー、仇祭くん。こっちこっち」

　妖森は手をあげて、怪け訝げんそうな顔をしている仇祭遊に笑いかけた。

　怪造学という奇き妙みような学問の専門学校だからといって、職員室の造りまで変わっているわけではない。ごく普ふ通つうの事務用品があちこちに置かれているだけである。色調は灰色のものが多いが、教師が趣しゆ味みでポスターを貼はったりぬいぐるみを置きまくったりしているのでカラフルかつ雑多な感じがする。

　埃ほこりをかぶったロッカーや地ち球きゆう儀ぎの置かれた棚たなの前を通過して、遊はこちらに歩みよってきた。

「…………？」

　一瞬、彼は倒れ伏ふしている園日暮に不思議そうな顔をしたが、かるく首を傾かしげただけで気にせずに妖森の前まで歩いてきた。

　妖森は小テストの答案を裏返し、見えないようにしてから椅い子すを回転させて遊に向き直った。

「悪いねー、放課後に」

「いえ──」

　目を細める妖森に、遊が肩かたをすくめて応こたえた。

「構いません。用件はなんでしょう？」

「うん。べつに大したことじゃないんだにょー、ちょっと気になったことがあってねー」

　言って、デスクの引きだしに手を伸のばし、妖森は提出してもらった遊の反省文を取りだした。

　転校初日、遊が魑ち魅み寺でら屍かば丸まるや美み咲さき次じ郎ろう花はなと喧けん嘩かをしたとき、妖森が命じて彼らに書かせた反省文である。三人ともそれなりに反省していたらしく、これらはすぐに提出されたのだが──。

　妖森は遊の書いた丁てい寧ねいな文章をまた読み直し、かるく顔をあげて問いかけた。

「仇祭くん──怪モン造ス生タ物ーが嫌いなんだって？」

「…………」

　遊は一いつ瞬しゆんだけ黙だまりこんだが、すぐに涼すずしげな顔で肯こう定ていした。

「はい」

「どうして？　ここにはその顔の──」

　妖森は、遊の顔を二等分するジッパーのような傷跡を見る。

「傷をつけたのが、怪モン造ス生タ物ーだからって書いてあるけど」

「それが？」

　遊は微び笑しようし、わずかに首を傾げた。

「そうですよ。僕の顔は怪モン造ス生タ物ーに傷つけられました。顔だけじゃない、身体からだも引き裂さかれて死ぬような目にあいました。だから、僕は怪モン造ス生タ物ーが嫌いです。先日の喧嘩でも相手が怪モン造ス生タ物ーなのでつい頭に血がのぼってしまい、やりすぎてしまったと──そこには書いたはずですが？」

「うん」

　たしかに、そんなようなことがこの反省文には記されている。

「ごめんねー。その傷のこと、聞いていい？　どんなことがあって──仇祭くんはそんな怪我をしたのかなー？」

「…………」

　遊はすぐに押し黙ってしまう。

　話したくないのか、思いだしたくもないのか──妖森は理解して、彼に柔やわらかく微笑した。

「うん。まぁ──無理して話してくれなくてもいいよー。でもねー、覚えていて。……怪モン造ス生タ物ーを嫌っている人間に、虚界アンダカは決して力を与あたえてくれないよ？」

　腕うでを組み、身体を硬かたくする遊に妖森は微笑みかける。

「無城美国博士の研究によって否定されてしまった論説だけど、私はね、虚界アンダカっていうのがひとつの生き物だと思ってるんだー」

　授業のつづきのように、妖森は語る。

「生き物だから、自分に危害をくわえようとしていたり、自分を嫌きらっていたり、怖こわがっている人間には近づきたがらない。自分を求める、大切にしてくれるひとにたくさん力を与あたえてくれるんだにょー」

　遊を見つめ、静かな声で付け加えた。

「だからね仇祭くん、怪モン造ス生タ物ーを嫌わないで。虚界アンダカは、そういうひとには厳しいよ？」

「…………」

　無反応の遊に、溜ため息いきをついて妖森は反省文と一いつ緒しよにクリップで留めておいた書類を手にとった。

「今日、こうして呼びだしたのは──君が古頃に転入してくるときに行われた、実技試験の結果が気になったからなんだー。まぁ、形式的な試験だったから結果なんかほとんど試験やる前から決まっていたようなものだったけど──」

　すう、と妖森は薄うすく目を開いた。静かに遊を見つめ、ただ普通に言葉を告げる。

「仇祭くん──あんな結果じゃあ、もし普通の入試だったら落ちてたよ？」

　遊が転入してくる際、簡易な試験が行われた。亜あ玉たま怪かい造ぞう高こう等とう学がつ校こうの崩ほう壊かいにともない怪造ができなくなる生徒が増え、あるいは遊も怪造の能力を失っているのではないかと危き惧ぐされたのだ。能力のない人間には怪造を学ばせることはできない。

　結果は、彼に怪造の能力は認められた。

　ただし彼が怪造したのは、下級二位の怪モン造ス生タ物ーでしかなかった。それも極きわめて怪造が容易な、初歩的な怪モン造ス生タ物ーだったのである。

　妖森は書類をめくった。

「君の亜玉高校時代の怪造の成績を見せてもらったよー。驚おどろいたねー、入学試験は首席で合格、高校入学前からもう中級一位の怪モン造ス生タ物ーを怪造できたみたいじゃない？」

「…………」

　遊は応えない。眉まゆをひそめ、瞳ひとみに少しだけ不快を混ぜて問いかけてくる。

「何が言いたいんですか──先生？」

「うん、わからない？」

　妖森は首を傾かしげ、表情を変えずに断言した。

「君はね、もうすぐ怪造ができなくなるよ」

「…………」

　遊は、その言葉にまるで動じていない。自分でも理解しているのだろう。

　妖森は静かに、あくまで落ちついた調子で言葉をつづけた。

「亜玉怪造高等学校は実技をあまり重視してないからねー、問題なかったみたいだけど、わかってるよね？　君は明らかにだんだん怪造の腕が落ちているって」

　そうだ。手元の、彼が古頃に転入してくるときに送付された高校の成績が全すべてを物語っている。筆記試験については非の打ちどころがない──けれど、実技の腕うで前まえはどんどん下がっている。彼は幼いころから怪モン造ステ学イス者トである義父ちちに師事していたようだが、中学二年生のあたりから急激に怪造の実力が落ちこんでいるのだ。古頃への転入試験ではようやく下級二位の怪モン造ス生タ物ーを怪造できたという体ていたらくである。

「たしかに──僕はもうじき怪造ができなくなるでしょう」

　遊は微笑ほほえんで、怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グにとっては死に等しいその事実を受けいれた。

「でも、構いません。怪造なんて人類には必要ない。当然、僕にも必要ない」

「仇祭くん」

　妖森はあくまで柔らかく、諭さとすように囁ささやきかける。

「虚界アンダカを嫌っているかぎり、怪モン造ス生タ物ーを怖がっているかぎり、君は怪造の能力を必ず失ってしまうよ？　怪造には、虚界アンダカの怪モン造ス生タ物ーをひたすらに求める集中力と、熱意と、想おもいが必要不可欠なんだー。だから、ちょっとでも虚界アンダカに怯おびえたり、嫌いだって思って拒きよ絶ぜつすると、こんなふうにね──」

　書類を見せて、事実を語る。

「虚界アンダカも、君を拒絶しちゃうんだ」

　妖森は彼の手をとり、真ま面じ目めな声でつぶやいた。

「仇祭くんは──君を傷つけた怪モン造ス生タ物ーのことが憎にくいでしょう、怖いでしょう。でも──全ての怪モン造ス生タ物ーが同じだと思わないで。君を傷つけたような、酷ひどい怪モン造ス生タ物ーばかりじゃないよ？」

「怪モン造ス生タ物ーなんて──」

　そこで、初めて遊は表情を変えた。

　憎ぞう悪おに満ちた、奇き妙みように輝かがやく右目。握にぎった彼の手は震ふるえ、声には隠かくしきれない嫌けん悪おの色が混ざっていた。

「みんな──みんな同じです。化け物なんです。怪モン造ス生タ物ーなんて、人間に害をなす化け物でしかないんですよ！」

　だん、と遊は床ゆかを激しく踏ふみしめた。

「僕は怪モン造ス生タ物ーが嫌いです。あんなものが現界カナイにいると思うだけで吐はき気がする。怪モン造ス生タ物ーなんて、みんな死ねばいい。人間は、虚界アンダカなんか見つけちゃいけなかったんだ！」

「そういう意見もあると思う」

　妖森は頷うなずいて、そっと遊の瞳を見つめた。

「でも、全ての人間が君と同じ意見なわけじゃない。怪モン造ス生タ物ーを友達だと呼ぶひともいる。家族のように愛しているひともいる。怪モン造ス生タ物ーのおかげで、今も救われているひとたちがいるんだよー？」

「…………」

　遊は小さく舌打ちし、妖森の手を振ふり払はらうと背を向けた。

「話はそれだけですか？　先生──では、僕をどれだけ説得しようと思っても無む駄だです。刻まれた恐きよう怖ふを、奪うばわれた幸せを、僕は絶対に忘れない」

　呪じゆ詛そをこめた言葉を吐きだして、歩いていく彼に、妖森は声をかける。

「……怪造ができなくなるよ？　仲良くできるかもしれないのに、怪モン造ス生タ物ーを遠ざけたまま、二度と会えなくなるよ？　それって寂さびしいなぁと、先生は思うんだけど？」

「…………」

　遊は最後に振りかえり、やはり瞳に執しゆう念ねんを宿らせて言った。

「怪モン造ス生タ物ーと二度と会えない？　ははっ、それこそ僕の望むことですよ！」

　失礼しました──と頭を下げ、遊は職員室から去った。何人かの教師が興味深げにこちらを眺ながめていたが、妖森が珍めずらしく怖こわい顔をしているのを知って慌あわてて視線を逸そらしていく。

　彼の心を支配している根深い憎ぞう悪おをどうすれば消せるだろう。

　このままでは、本当に、彼は怪造ができなくなる。

　虚界アンダカを憎んだまま、二度と虚界アンダカと触ふれられなくなる。

「──それは、やっぱり、寂しいよね」

「あ。ぎ。ぐ。ぐ」

　呻うめき、そこでようやく園日暮が復活して顔をあげた。

「あ、あ痛たたた。こぶが。たんこぶができてしまいましたぁ……」

　哀かなしげに頭をさすっている。

　そんな彼女に少しだけ和なごみ、妖森はにっこりと笑った。

「あぁ可哀かわい想そうに。そんなふうに落っこちてきて、当たったら痛くて危ないし、まったく、辞書なんか世界からなくなっちゃえばいいのにねー」

「ほへ？」

　変な声をあげて、園日暮は首を傾かしげた。

「なんですか、先生、おかしなこと言って」

「……うん、おかしなことだよねー」

　満面の笑えみを浮うかべると、妖森は園日暮が床に散らかした教科書や小物を片づけてやる。それから背せ伸のびをして、自分のデスクに吊つるしておいた車の鍵かぎを手にとった。

「ま──仇祭くんとはじっくり話しあうとして、気分転てん換かんに空井さんのお見み舞まいにでも行こうかにゃー」

「空井さんですか？」

　かぶっていたフードをめくってたんこぶを撫なでていた園日暮が、焼けたような赤あか髪がみを揺ゆらしてこちらを見た。

「あ──あの、妖森先生、あたくしも同行してよろしいですか？」

「え？　いいけど……さっきも言ったみたいに、べつに空井さんが休んでるの案寿ちゃんのせいじゃないと思うよー？」

　指先で鍵を回しながら出口まで進み、歩きにくそうな修道着をまとった園日暮を振りかえる。

　彼女は首から下げた十字架ロザリオを握りしめ、思いつめたような顔で何度も頷いていた。

「それでも、それでもやっぱり心配なんです。彼女は、あたくしの生徒でもありますから！」

「そう？　じゃ──一いつ緒しよにいこうか、案寿先生」

　彼女を改まって先生と呼び、妖森は照れる園日暮に微笑みながら職員玄げん関かんへ向かった。
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　車で移動すること数分、照りつける日差しのなか、二人は空蟬寮に辿たどりついた。

　駐ちゆう車しや場じようが見当たらなかったので路上に車を停とめて、妖森は先に降りていた園日暮に視線を向けた。何やら怪あやしげな学生寮りようの前、必死な顔で胸むな元もとに下げた十字架ロザリオを握りしめている。

「案寿ちゃん、どうしたのー？」

「だ、だ、だって妖森先生ぇ～」

　園日暮は泣きそうな顔で振りかえり、髑どく髏ろの取っ手がついた扉とびらの前で立ちすくんでいる。

「あちこち蜘蛛くもの巣が見えるし、あそこの壁かべに血みたいなのついてるし、変な悲鳴が聞こえてくるし、向こうにあるのはもしかして墓地!?」

　宗教的な恐怖心に怯おびえているのか、園日暮は蒼そう白はくになっている。

「ここは本当に学生寮なんですか？　魑ち魅み魍もう魎りようの棲すまうお化け屋や敷しきではないですか？　あぁ、見ているだけで鳥とり肌はだが、鳥肌が……！」

「そうかなぁ。素す敵てきな建物だと思うけどにゃー」

　怪かい奇き趣しゆ味みの妖森は震ふるえる彼女の手をとって、髑髏の取っ手を摑つかむとあっさり扉を開いた。ぴい、と園日暮が変な声をあげたが無視し、薄うす暗ぐらい玄関ホールを睥へい睨げいする。

「ごめんくださいー」

　呼びかけてみたが、返事はない。窓口や受付のようなものは見当たらないし、管理人室まで行ってみる必要があるかもしれない。

「せ、先生。手を離はなさないでくださいね……！」

「なんでそんなに怖がってるのー？」

　問いかけると、彼女は両手でしっかり妖森に抱だきつきながらつぶやいた。

「あ、あたくし、幽ゆう霊れいとか、妖よう怪かいとか、そういう穢けがれそのものというか、主の恩おん恵けいを自ら遠ざけ、闇やみに生きる存在が怖こわくて怖くて仕方がないんです。だって理解できないし、幽霊とか妖怪とかは悪あく魔まの変化だから見つめすぎると信しん仰こうが、信仰がぁ」

　ぶるぶる、と園日暮は震える。

　よくわからないが、気にしないことにして妖森は正面に見える〝管理人室〟とプレートが嵌はまった部屋へと歩いた。

「どなたかー、いらっしゃいますー？」

　こんこん、とノックして呼びかけてみたが反応はない。首を傾げ、取っ手を摑んでみたがどうも鍵がかかっているようだ。

「……留守なのかな？」

「先生っ」

　不意に園日暮が声をあげ、妖森の腕うでを引っぱってくる。

「あ、あっち、あっちで誰だれかの声がしますよ」

「うん？」

　妖森も気づき、長くつづいている廊ろう下かの奥、誰かの囁ささやくような声を聞いた。何を喋しやべっているのかまでは判別できないが、とりあえず妖森はそちらへ向かうことにした。

　いくつもの扉が並んでいる廊下。どうも生徒たちの居室らしい。扉には部屋番号とともに入居している生徒たちの名前などが記されている。

　その最さい奥おう、一つの部屋の前に不思議な男女が立っていた。

　一人は、人形のような女。薄うすく緑色を混ぜたような金きん髪ぱつをカチューシャで留めている。なぜか普ふ通つうに武骨な手て斧おのなどを持っていて、茫ぼう洋ようとした焦しよう点てんのあっていない目で扉を見つめている。

　その横に立っているのは小学生くらいの少年だった。女と親子なのか、あるいは姉きよう弟だいか、同じ色の髪をしていて、夏だというのに生き地じの厚いマントを羽織っていた。

「…………」

　なんとなく近寄りがたい雰ふん囲い気きを感じ、歩みを止めると女がこちらを見る。胸に〝寮りよう母ぼ〟という名札をつけているので、彼女がこの空蟬寮の管理人だとわかった。

「……どちらさまでしょう」

　感情のない、ひどく冷たい声で管理人が声をかけてくる。そして少年を守るように一歩だけ前へ出て、じっとこちらを見つめてきた。

「あ。こんにちはー」

　そんな尋じん常じようではない彼女の雰囲気に違い和わ感かんをおぼえたものの、こちらまで険悪な空気を放っても仕方がないと妖森は和なごやかに笑う。

「古頃怪造高等学校で教きよう諭ゆを務めています、妖森吉音と、こちらは園日暮案寿ですー」

「まぁ、古頃の先生でございましたか」

　瞬しゆん間かん的に表情を和やわらげ、管理人は深々と頭を下げた。

「わたくし──空蟬寮の管理人をしております、闇宮血影と申します。こちらは弟の影文です。ほら影文、ご挨あい拶さつなさい」

「……なんで僕まで」

　促うながしてくる血影という寮母に少しだけ嫌いやそうな顔をしたものの、渋しぶ々しぶといった感じに会え釈しやくをしてくる。

「……どうも。影文です」

「可愛かわいい──」

　不意に、ぽつりと園日暮がつぶやいたが、妖森が視線を向けると真っ赤になって首を振ふった。いや、美少年を可愛く思うのは罪じゃないと思うけど。神様もそんなこと禁じてないと思うけど。

「して、先生がた、本日はどのようなご用件で？」

　血影が丁てい寧ねいに尋たずねてくる。手斧を持ったままなので異様といえば異様だが、妖森は正直に応こたえることにする。

「いやいや、大したことじゃないんですにょー。今日、うちの生徒の空井伊依さんが無断でお休みしましてねー。どうしたのかなって気になりまして、こうしてお伺うかがいしたわけですよー」

「伊依ちゃん……」

　血影は目を丸くして、彼女の正面にある扉とびらを指さした。

　妖森は気になって、そんな血影のそばまで歩いていく。見るとそこの扉は伊依の居室のようで、〝１０９／空井伊依　片かた津つ理り夢む〟というプレートが嵌っていた。

　試ためしにノックしてみたが、反応がない。ただ室内からは異様な──金属が擦こすれるような、獣けものの鳴き声のような、不安になるような騒そう音おんが聞こえてくる。

　何かが中にいるようだ。

「伊依ちゃん、今日は朝から姿を見ないのでございます」

　血影がほんのりと眉まゆ尻じりを下げて、妖森の背中に声をかけてくる。

「それに──この只ただ事ごとではない物音。心配になりまして、扉を開こうとしたのでございますが……」

「寮母さん、マスターキーみたいなのは持ってないんですかー？」

　問いかけたが、血影は首を振る。

「否いな──どうも内側から支え棒か何かで扉が開かないようにされているようで、解錠しても中に入ることができないのです」

「…………」

　妖森はなんだか嫌な予感をおぼえて、また扉を何度か叩たたいてみた。その音に反応して室内の騒音は大きくなったが、扉も振しん動どうするだけで開こうとはしない。

　振りかえると、血影が無表情のまま手斧を振りあげていた。

「え──」

「ですので、先生、お下がりくださいませ」

　冷れい酷こくに告げられて、思わず退たい避ひすると、同時に血影が思いっきり手斧を扉に叩きつけた。

　木製の扉にはその一いち撃げきで亀き裂れつがはしり、裂さけ目から何か異様な──蠢うごめく肉？　生き物の肌はだのようなものが見えた。

「す、空井さん！」

　不安になったのか、妖森を押しのけて園日暮が扉の前へ移動した。そして両手で何度も扉を叩く。

「空井さん！　これは何事ですか！　先生が悪かったならそう言ってください！　先生はがんばりますよう！　空井さんに好かれるよう──」

　言葉が終わらないうちに、限界まで亀裂がはしった扉は内側から弾はじけた。

「──ひゃっ!?」

　瞬間、部屋の内側から何かが溢あふれて氾はん濫らんした。

「ぁひゃああああああああぁぁぁ!?」

　園日暮の悲鳴と同時に跳ちよう躍やくした血影が影文と妖森を腕うでに抱だき、人間離ばなれした動きで壁に着地、三さん段だん跳とびをして安全な場所まで避ひ難なんする。

「案寿ちゃん！」

　妖森は叫さけぶが、すでに園日暮の姿は見えない。

　そこには大量の──。

「……うわっ」

　大量の、怪モン造ス生タ物ーが溢れていた。

　下級。中級。他愛たわいのない怪モン造ス生タ物ーばかりだが、その夥おびただしい種類と量のそれらはさして広くもない伊依の居室にぎゅうぎゅう詰づめになっていたらしく、濁だく流りゆうのように室外へ転がりでると奇き怪かいな悲鳴をあげて暴れた。

　怪モン造ス生タ物ー？

　怪モン造ス生タ物ーだ。怪モン造ス生タ物ーが、伊依の部屋にすし詰めになっていて、扉も奥に開くことができなくて、そこで無理やり扉を破は壊かいしたから溢れてきて──。

　短いあいだにそこまで思考し、妖森は目を見開いて体勢を低くしている血影に告げた。

「寮りよう母ぼさん！　危険だから影文くんをつれて逃にげて！」

「しかし──」

　血影は何事か声をあげたが、妖森はすでに行動を開始している。

「案寿ちゃん！　無事!?　生きていたら返事して！」

「あ、あ、妖森先生ぃぃ」

　怪モン造ス生タ物ーの群れのどこかから、死にそうな園日暮の声がする。妖森は少しだけ安あん堵どし、そんな彼女に怪け我がはないかと問う。
















「か、か、神のご加護です……！　それより、先生！」

　やはり怪モン造ス生タ物ーにまぎれて園日暮の姿は見えないが、彼女は声をはりあげて大変なことを教えてくれる。

「す、空井さんです！　部屋のなかにいます！　倒たおれて──し、し、死んでる!?」

「────」

　その言葉に一いつ瞬しゆんだけ思考が飛びそうになるが、心を平静にして、妖森は彼女に叫んだ。

「生きてるよ！　生きてるって神様に祈いのるんだよー、案寿ちゃん！　案寿ちゃんはそのまま空井さんを助けてあげて！　私は──」

　しゃん、と妖森は怪モン造ステ学イス者トであることを証明する真っ赤な《門ＧＡＴＥ》を振ふった。

「──これから怪かい消しようを開始するよ！」
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　ふふ、と仇祭遊は笑った。

　特に面おも白しろいことがあったわけではなく、何かをごまかすように自然と零こぼれた笑えみだった。

「ふふ。ふふふ」

　遊が立っているのは、空蟬寮の裏地──無数に墓石が並んだ閑かん静せいな場所だった。寮の内側ではまだ騒さわがしい物音が響ひびいているが、遊はまるで気にせずに独り言をつぶやいている。

「ふふ。どう──妖森先生、怪モン造ス生タ物ーは害悪でしょ？　怪モン造ス生タ物ーは友達だとか、仲良くできるかもしれないとか、そんなのは全すべて地じ獄ごくを知らない平和な人間の理想論なのさ」

　両手を広げ、言い訳するように声をふりしぼる。

「そうやって、自分に危険が迫せまってきたら、なんの躊躇ためらいもなく怪消する──虚界アンダカに送りかえす。怖こわいなら、危ないなら、最初から怪造なんかするべきじゃないんだ」

　自分の顔に刻まれた傷きず跡あとをなぞり、遊は先刻も妖森に告げた言葉をくりかえす。

「世界に、虚界アンダカは必要ない」

　俯うつむき、遊は思いだす。

　自分の全てを変えたあの事件を。

　遊の心を殺し、身体からだを刻んだあのおぞましい怪モン造ス生タ物ーのことを。
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　扉とびらを開くと母が死んでいた。

「………え？」

　二年前のことだ。あのころ、連続怪モン造ステ学イス者ト殺人事件と呼ばれる凶きよう悪あくな犯罪が騒がれており、それなりに楽観的だったが油断するほど間が抜ぬけてもいなかった遊は、常に傍かたわらに戦せん闘とう力りよくの高い怪モン造ス生タ物ーをつれて歩いていた。

　平へい凡ぼんな日だったと、遊は記き憶おくしている。

　特別な行事もなく、普ふ通つうに授業を終えて家に帰った遊は、ただいま、という言葉を口にすることもできずその場に立ちつくした。

　母が死んでいた。

　首が奇き怪かいに捻ねじ曲がっていた。腹が裂さかれ、何か赤黒いものがはみだしていた。

　あまりにも非現実的で、残ざん酷こくすぎる光景に、遊の思考は完全に停止し──悲鳴をあげることもできなかった。

「母……さ」

　ようやく声をふりしぼったとき、家の奥から悲鳴が聞こえた。

　ぎゃあああ。

　──本当に、映画みたいに単調な悲鳴。冗じよう談だんかと思うほど噓うそっぽい叫さけび。けれど──遊は笑っていられなかった。全身が震ふるえ、歯が鳴った。

　あの悲鳴は。

　遊は理解していた。あれは義父ちちの声だ。いつも穏おだやかで、声を荒あららげることも少ない義父ちちが──恐きよう怖ふを露あらわにして叫んでいる。

　今から思えばあのとき、悲鳴など無視して逃にげていればよかったのだ。けれども遊は何も考えずに義父の声がする場所へ走った。思考など吹ふき飛んでいた。ただ、義父が叫んでいる。危機に陥おちいっている。ならば助けなくてはならないと思っていた。

　怪造で、怪モン造ス生タ物ーで、あらゆる災いを遠ざけられるものと信じていた。

　扉を蹴け破やぶるようにして開けて、遊は居間へと飛びこんだ。

「義父とうさん！」

　呼びかけ、そこでようやく遊は忘れていた悲鳴をあげた。

「う。うわぁあああああッ！」

　居間は血まみれだった。あちこちに身体の断だん片ぺんが飛び散っていた。眼球。腕うで。足の一部。鮮せん血けつで床ゆかや壁かべが汚よごされ、酷ひどい臭いがした。だがしかし、それよりも何よりも、遊を怯おびえさせたのは痙けい攣れんする義父の前に立っていた存在だった。

〈つまらなーッい。おもしろッくなーい。どうしてー？　かしらー？〉

　歌っていた。

　楽しそうに、つまらないと、その存在は歌っていた。

　信じられないことに、遊はその存在の姿形を覚えていない。それは少女のように見えたし、少年のようにも見えた。老人のようにも見えたし、人間ではないようにも思えた。獣けもののような部分があったり、魚のような部分があったり、鳥のような翼つばさがあったり、炎ほのおや氷をまとっていたり──。

　それは、一いつ瞬しゆん一瞬で目まぐるしく姿を変え。

　声も──まったく一定していなくて。

〈らららー。ららららー〉

　怖かった。

　それは、単純な意味での、恐怖の塊かたまりだったように思う。

「遊──」

　見ていられない、徹てつ底てい的に破は壊かいされた、すでにどこが腕だったのか、足だったのか、頭はどこなのか、わからない肉にく塊かいの義父が声をあげた。

「逃ゲロ」

「う──うッ、ぁぁあああ！」

　恐怖をふりしぼり、遊は全身で叫んだ。

　なんだ。なんだこれは。

　そんな遊の恐怖に反応するかのように、後方に控ひかえていた自分の怪モン造ス生タ物ーが動いた。獰どう猛もうに叫び、義父を傷つけた禍まが々まがしい存在へ向けて突とつ進しんする。

「あ。あ」

　しかし遊にはわかっていた。

　実力が違ちがう。次元が違う。自分の怪造した怪モン造ス生タ物ーでは勝てない。傷もつけられない。

〈おやおや誰だれだか知らないが、死ににくるとは酔すい狂きようだねぇ〉

　やはり歌うように、音節ごとに声を変えながらその存在は両手を広げた。

　突進していく怪モン造ス生タ物ーは唸うなりをあげてそれを吹き飛ばそうとしたが、信じられないことに──それに触ふれた瞬しゆん間かんに、蒸発するように吸いこまれてしまった。

　刹せつ那なの出来事だった。

　呆気あつけなく消しよう滅めつした怪モン造ス生タ物ーを見て、遊は蒼そう白はくになると腰こしを抜かした。

〈あぁ──あははっ、まだ人間がいる〉

　そこでようやく遊に気づいたかのように、それは親しげに声をあげてきた。

〈こんにちは。ぼくはヴェクサシオン〉

　そのまま歩み寄ってくる。ヴェクサシオンと名乗ったその存在は瞬間ごとに姿を変え、まばたきをするたびに色しき彩さいや輪りん郭かくを変化させていた。

「あ。ぁ」

　すでに遊は動けない。義父が何かを叫んでいるが、聞きとれない。魂たましいが悲鳴をあげていた。恐怖に全身が震えていた。

　ヴェクサシオンはにっこり笑って、遊の頰ほおをそっと撫なでてきた。

〈綺き麗れいな顔をしているね〉

　そして、一いつ瞬しゆんで遊の右顔面を吹き飛ばした。

　──と、思う。そんなことをされれば生きていられるわけもないのだが、たしかに遊は自分の右顔面が消滅したのを理解した。

〈あたしは、綺麗な顔が好きぃ。おれはぁ、綺麗な顔が大だい嫌きらいぃ〉

　歌っている──ヴェクサシオンの声を聞きながら、遊は理解していた。

　これは怪モン造ス生タ物ーだ。危険な怪モン造ス生タ物ーだ。

　母を殺し、義父ちちを傷つけ、そして自分も同じ目にあわせるのだろう──。

　恐おそろしい。

〈だからヴェクサシオンは、あなたを死ぬまで鑑かん賞しようする。わたしは虚界アンダカの芸術家。おまえは嫌きらい。きみは大好き。だからずぅっと愛めでていくわ〉

　そのときは、ヴェクサシオンの言葉の意味がわからなかった。

　ようやく感じた顔面の痛みに遊は失神し──。

　しばし、意識が途と絶だえた。

「────」

　目覚めたら、義父が死んでいた。

「あ」

　その瞬間から遊には、これまでと違うものが見えるようになった。普ふ通つうに生きていては見えない、虚界アンダカに渦うず巻まいている妄もう念ねんの欠片かけらとか──。

「あ──あ」

　違い和わ感かんをおぼえて右目に触さわると、奇き妙みような弾だん力りよくがあった。それに、感かん触しよくだけじゃなく、何か信じがたい変化が──。

　ぽん、と背中を叩たたかれた。

　振ふりかえると、そこにヴェクサシオンがいた。

〈まだ終わりじゃないです〉

　最初に破壊されたのは、右みぎ腕うでだった。

　激痛と血ち飛沫しぶきが弾はじけ、遊は絶ぜつ叫きようした。

〈ヴェクサシオンは、人間の悲鳴や、血や肉も、大好きであるー〉

　歌われながら遊は解体された。

　死なない。死ねない。死ねずに──。
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「う──、わぁ、ぁああ、あ、あぁ！」

　叫さけび、遊は恐ろしい記き憶おくから這はいあがった。

　周囲を見まわす。誰もいない。正面には空蟬寮。

　そうだ。あれは過去。ここにあの恐ろしい怪モン造ス生タ物ーはいない。

　ヴェクサシオン。自分の全てを破は壊かいした怪モン造ス生タ物ー。後に調べて《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》という怪モン造ス生タ物ーが禁タブ忌ー・怪モン造ス生タ物ー──絶対に怪造してはいけない怪モン造ス生タ物ーとして恐れられていると知った。きっと、自分が出会い──全てを破壊していったヴェクサシオンはそれだ。

　あれは──本当に怖こわい、思いだしただけで気が狂くるいそうになる。

「あんな──あんな、最悪の怪モン造ス生タ物ーが、まだ、虚界アンダカにはたくさんいる。魔ま王おうと呼ばれる虚界アンダカの支配者、神や悪あく魔まと同格の上級一位、まだ発見されていない──もっと凶きよう悪あくな怪モン造ス生タ物ーがたくさんいるはず」

　あぁ、と呻うめき、震ふるえる身体からだを遊は抱だきしめる。

「虚界アンダカは、便利な道具じゃない。友達や家族であるわけがない。化け物だ。地じ獄ごくだ。外敵なんだよ！　みんな、それを知らない。みんな、それを知らないんだ！」

　叫ぶ遊の内面に、奇妙な音律の声が響ひびく。

　──そうだ。そのとおりだ。虚界アンダカは怖いよね。虚界アンダカは危ないよね。

　遊は頷うなずき、その内心の声に同意する。

　──虚界アンダカを壊こわせ。虚界アンダカを否定しろ。虚界アンダカを遠ざけろ。

「……そう。そうだよ。現界カナイと虚界アンダカの境界線は、僕が断たち切る」

　静かになってきた空蟬寮に、遊は微び笑しようをたたえて歩を進めた。

「伊依ちゃん、君が僕のように奪うばわれる前に──壊される前に、必ず助けてあげるからね」

　ふふ、と笑うと、内心の声も同調して笑った。

　──ふふ。ふふふ。そう。そうだよ、遊。その調子だよ……。
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　薄うすく目を開くと、まず暗い天てん井じようが見えた。灯あかりの宿っていない部屋の輪りん郭かくが、カーテンの閉められた窓から差しこむ夕焼けの色で浮うかびあがっていた。

「…………」

　伊依はひどい倦けん怠たい感かんから指先も動かせず、ぼうっとした頭で曖あい昧まいに思考した。

　ここは、どこだろう。

　何が──あったのだったか。

「く。ん」

　億おつ劫くうに思いながらも上体を起こし、眩暈めまいを感じて額に手を当てる。体力が根こそぎ消費されているというか、身体が鉄のように重く感じる。

　薄うす暗ぐらいが、室内の光景はきちんと見わたせた。

　殺風景な部屋である。最低限の調度と、自分が寝ねているベッド。壁かべは白く、わずかな消毒臭が鼻び孔こうをくすぐる。

　病院？

　たぶんそうだ。よくわからないが自分は気絶して、病院に運ばれ──。

「──うっ」

　緩かん慢まんな思考がそこまで至り、ようやく伊依は気絶する直前のことを思いだす。

　そうだ、ジェニファーは──。

「………む。うぅん」

　呆ぼう然ぜんとしていると、伊依の足あし下もと、ベッドに顔をうずめて寝ていた誰だれかが顔をあげた。焼けたような赤い髪かみに、鼻のあたりを彩いろどるそばかす。彼女の座っているパイプイスには修道着が掛かけられている。

「園日暮……先生？」

　曖昧につぶやく。自分の、《怪造実習》を担当する教師だ。どうしてここにいるのだろう。見ていると、園日暮は何度かまばたきをしてこちらを見つめてきた。

「あっ──」

　声をあげ、そこで慌あわてて彼女は自分の口をふさぎ、いそいそとパイプイスの下から何かを拾いあげた。

「…………？」

　きゅ。きゅ。きゅー。

　彼女はどうもスケッチブックらしいものにマジックペンで何かを書き、真ま面じ目めな顔でこちらに見せてきた。

〝あなたはひどく体力を消しよう耗もうしています。喋しやべったりすると疲つかれて危険なので、声はださなくてもいいです。おとなしく寝ていてください〟

　言いながら、彼女は立ちあがると優やさしく伊依を寝かせてくれる。

　でも、自分が喋っちゃいけないのはいいとしても、なんで園日暮まで筆談なのだろう。

　訝いぶかしげに見ていると、彼女はやはり真しん摯しな表情できゅきゅきゅとペンを走らせる。

〝先生は落ちつきのない性格なので、空井さんが目覚めたぁ、とか叫んで大おお騒さわぎしてしまう可能性があるんです。なので自主規制です。ここは病院なので大声はいけませんし、空井さんの体力を奪ったら大変ですから〟

　なるほど、と思う。よくわからないが気き遣づかわれているらしい。

　それにしても──ここはやはり病院なのか。

〝とにかく目が覚めてよかったです。今から学校や、空蟬寮、それとお医者さんに、空井さんが目覚めたって連れん絡らくをしてきますね。ゆっくり眠ねむっていてください〟

　それだけ書いて、園日暮は静かに立ちあがる。さらに十字を切られ、祈いのられてしまう。なんだか自分が死体になったみたいで妙みような感じである。

　苦く笑しようし、それでも伊依は小さく感謝した。

　気遣われるのは──嬉うれしい。

「……ありがとう、園日暮先生」

「喋っちゃ、めっ、です」

　つん、と額をつつかれて、そのまま園日暮は病室を出ていってしまう。

　静せい寂じやくが満ちる。空気に寂さびしさが混ざりはじめる。

　なんだか急激に儚はかなくなって、伊依はぎゅっと目を瞑つむった。体力が欠落した身体からだは、それだけであっさりと伊依の意識を闇やみに吞のみこんで──。

「ふふ」

　不意に、笑い声が響ひびく。

「ふふ。ふふふ」

　枕まくら元もとに、誰かが立っている。

　伊依には目を開く気力もない。掠かすれきった聴ちよう覚かくが、かろうじてその綺き麗れいな音律の声を拾う。

「……こんばんは。伊依ちゃん」

　この声は──。

　伊依は全身の力をふりしぼり、目ま蓋ぶたを開く。そこにこちらを覗のぞきこんで微び笑しようする仇祭遊の顔が見える。

　彼は死神のように、病びよう床しようの伊依へ問いかけてくる。

「ねぇ、伊依ちゃん──今もまだ、君は、怪モン造ス生タ物ーを友達だと思っているのかい？」

「…………」

　そんな彼の表情に、なんだか嫌いやな感じをうけて、伊依は押し黙だまる。

　それでも、遊だから。相手は遊なのだから。自分に酷いことをしたりはしないと信じていた。寂じやく憐れん院いんの人々のように。

　七年前。腐くさっていた自分に笑え顔がおをくれた、血のつながりのない親族。

　彼は──哀かなしそうな瞳ひとみでこちらを見つめていた。

「そんなふうに裏切られても、君は、まだ──」

「うら……ぎる？」

　もう声をだすのも一苦労で、伊依は呻うめくようにそれだけつぶやいた。

　裏切られた。どういう意味だろう。視線で問いかけると、遊は静かに語った。

「君が今──そうしてろくに喋れないくらいに衰すい弱じやくしているのは、僕が君に託たくした怪モン造ス生タ物ー、《卵アイ・姫ドール》が君の体力を吸ったからだ」

「…………」

《卵アイ・姫ドール》。ジェニファー。

　そういえば気絶する直前、豹ひよう変へんした彼女がこちらにしがみついてきて──。

　意識が途と絶だえて。

「………っ」

　ぶるっ、と寒気をおぼえて震ふるえると、遊が痛ましそうにこちらを見つめてきた。

「……今回は、こうして君は生きながらえたわけだけど、《卵アイ・姫ドール》なんかよりずっと強力な、凶きよう悪あくな怪モン造ス生タ物ーが虚界アンダカにはたくさんいる。君がいくら友達だなんて口にしても、耳を貸してもらえず、君はいつか怪モン造ス生タ物ーに殺されるかもしれない」

「でも──」

　伊依は渾こん身しんの力で、重い唇くちびるをこじあけた。

「──怪モン造ス生タ物ーは、ずっと……あたしを助けてくれて、きっと、差別をなくして──ちゃんと優しく接すれば、優しさをかえしてくれて──」

　ぎゅ、と布ふ団とんのなかで手を握にぎる。

「そんな──優しい生き物だって、遊くんが教えてくれたんだよ……？」

　言うと、遊は自分の顔に手を当てた。

「そう──」

　その指の隙すき間ま、彼の右目が壮そう絶ぜつに光った。

「あのころ、僕は虚界アンダカを知らなすぎた。怪造で全すべてが救えるものだと思っていた。虚界アンダカに生きる怪モン造ス生タ物ーは、みんな僕たちを助けてくれる、友達なんだと思っていたよ」

「うん──」

　頷うなずくと、遊はこちらに顔を近づけてきた。吐と息いきが触ふれる距きよ離り。伊依は目を見開いたが、彼は表情を動かしはしなかった。

「……そう、そんな考えを、君に植えつけたのは僕だ。君は、あのころの僕の思想に引きずられて生きている。そして、あのころの僕のように、怪モン造ス生タ物ーを友達だなんて思っている」

　かちり、と遊は、彼の右耳のみに下がったイヤリングを摑つかんだ。

「君は、あのころの僕だ。だから──僕は見ていられない」

　じじ。じじじじ。

　信じられない、異様な、悪夢かとすら思う光景だった。

　じじじじじ。

　遊はイヤリングを引っぱり、徐じよ々じよに、その細い指先を動かしていく。やがてそれは彼の顔を縦断している傷きず跡あとに至り、本当に、玩具おもちやのように呆気あつけなく彼の生皮は剝はがされる。

「────」

　べろり、と遊の顔面がめくれた。

　黄昏たそがれ色に照らされて、その変容は神秘的とすら思えた。

「伊依ちゃん」

　本当の顔でこちらを見つめた彼は、変わらず静かに微笑ほほえんだ。

「君が知っている仇祭遊は、もういない。ここにいるのは、怪モン造ス生タ物ーに全てを奪うばわれて、こんな化け物のような顔をして、ただ無様に生きている仇祭遊の残ざん骸がいだ」

　それは巨きよ大だいな、そして醜しゆう悪あくな、眼球だった。

　ぬらぬらと涙なみだとは違ちがう液体を滴したたらせた、遊の右顔面をほとんど埋うめつくしている巨大な眼球だ。その変わりはてた右側と、綺き麗れいなままの左側が、ちぐはぐで──気持ちが悪い。

「僕の顔の半分は、《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》という怪モン造ス生タ物ーに奪われた。そして、こんな──醜みにくい眼球を埋めこまれて、見たくもない、虚界アンダカの真実を──見せつけられて」

「遊……くん？」

　伊依はつぶやく。なんだこれは。理解できない。怪モン造ス生タ物ーが、遊の顔面を破は壊かいして、化け物の眼球を埋めこんで？

　そんなこと、あるのか。

　そんな酷ひどいことが。

「伊依ちゃん。僕の顔をよく見て。これが、未来の君の顔かもしれない。虚界アンダカは、怪モン造ス生タ物ーは、怪造学は、君が考えているよりもずっと──おぞましい」

　微び笑しようして、遊は伊依の髪かみを撫なでてきた。伊依は動けず、ただ遊の顔を凝ぎよう視ししている。

　黒衣の少年は婉えん然ぜんと微笑んだ。

「ねぇ──伊依ちゃん。今なら引きかえせるよ？　もう傷つかずに、僕のように奪われずに、平和に生きていくことができるかもしれないんだよ？」

　悪あく魔まのように、天使のように、彼は伊依に告げてくる。

「学校で、楽しそうに生活している君を見て思ったんだ。うん、強くなった、前向きで、綺麗になった──伊依ちゃん、君はもう、怪モン造ス生タ物ーに頼たよらなくても生きていける。もう、怪モン造ス生タ物ーがいなくても、虚界アンダカに縋すがらなくても、君はきちんと生きていけると思う」

「…………」

　遊は、何が言いたいのだろう──なんとなく嫌いやな予感がして、伊依は遊をじっと見つめた。彼は、やはり七年前のようにただ優やさしく、伊依へ囁ささやいてくれている。

「ねぇ、伊依ちゃん。君は──すごく、人間が嫌きらいだったよね？」

「え──」

　呻うめくと、遊は微笑した。

「寂憐院で育って、誰だれからも愛されないで、友達という言葉も知らずに、周りの人間の全てを憎にくんでいたんでしょ、伊依ちゃん？　君は、嫌いだったんだよね。人間が。自分に酷いことばかりする人間が。母親を壊こわし、自分を幽ゆう閉へいし、愛してくれなかった寂憐院を含ふくめた全ての人々が」

　語りながら、遊は音もなく移動する。そして布団に隠かくされていた伊依の手をとって、そこに嵌はまった真っ白な《門ＧＡＴＥ》を指先で撫でた。

「だから──そんな君は、怪モン造ス生タ物ーに甘えた。怪モン造ス生タ物ーは、怪モン造ステ学イス者トの命令にほぼ絶対に服従してくれる。愛してくれと命じれば、優しくしろと命じれば、たいてい──そのとおりにしてくれる。愛してくれる。優しくしてくれる！」

　かちり、と《門ＧＡＴＥ》の固定を解除し、遊が伊依からそれを取りあげてしまう。現界カナイと虚界アンダカの繫つながり──伊依と怪モン造ス生タ物ーの繫がりを。

「あ……」

　手を伸のばして抵てい抗こうしようとしたが、この身体からだでは無意味で──遊は身をかわし、伊依から奪った《門ＧＡＴＥ》を忌いま々いましげに睨にらみつけた。

「……伊依ちゃん、何度も何度も、怪モン造ス生タ物ーに救われたと言っていたね？　優しくされた、愛された、救われた──そう言っていたね？　だけど、それは当たり前なんだよ、伊依ちゃん。怪モン造ス生タ物ーはね、君のことが好きで優しくしたんじゃない。君が優しくしてほしいって思ったから、ただそれに従っただけなんだよ？」

「────」

　伊依は目を見開き、必死で彼の言葉を否定する。

「ちがう……」

「違わない。怪モン造ス生タ物ーは、そういう生き物なんだ。そして君は──愛されることを知らなかった君は、そんな怪モン造ス生タ物ーたちに優しくされて、嬉うれしくって、彼らを素す晴ばらしい生き物だと勘かん違ちがいし、そうして──友達だなんて呼んでいるんだ」

　口調に厳しいものを混ぜて、遊は二つめの《門ＧＡＴＥ》に手を伸ばした。

「あ──、あ！」

　伊依は悲鳴をあげる。

　何を。何をする。これが、これが無くなったら──もう虚界アンダカに触ふれられない。

　必死に暴れたつもりだったが、実際は弱々しく身み悶もだえする程度のことしかできなかった。涙を浮うかべて言葉にならない叫さけびをあげ、伊依は遊を睨みつける。

　遊は哀かなしそうな顔をしていた。

「ねぇ、伊依ちゃん。わかるよ。自分に都合のいい、自分が優しくしろと思ったら優しくしてくれる、自分のために戦ってくれる、自分を守ってくれる──怪モン造ス生タ物ーを友達だと思いたいって気持ちは」

　違う。

　そんな、自分本位の甘えで、伊依は怪モン造ス生タ物ーを友達だと呼んでいたのではない。母が死んだとき、慰なぐさめてくれた桃子。《鳳フエニ凰ツクス》から命をはって、自分を守ってくれた彼女──。

「………あ」

　伊依は、呻いた。

　自分を慰めてくれた。助けてくれた。だから友達？

「君はね──伊依ちゃん、自分を愛してくれる存在が欲しいだけなんだ」

　遊は断言して、二つめの《門ＧＡＴＥ》もあっさりと奪うばった。

「あ……」

　涙なみだが溢あふれてきて、伊依は嗚お咽えつをあげる。

　遊は哀しそうに、そんな伊依を見つめてくる。

「人間と怪モン造ス生タ物ーは友達にはなれない。その関係はどうしようもなく奴ど隷れいと主人なんだよ。本当の友達というのは──命令に服従させられ、疑いもなく怪モン造ステ学イス者トに従う怪モン造ス生タ物ーとは違って、心から君を想おもってくれる──そう、あの魅神さんみたいなひとのことだよ」

　人間の友達。怪モン造ス生タ物ーの友達。

　先日からずっと、頭のなかに燻くすぶっていた疑問。両者の違いはなんなのか。彼らに対する、自分の態度の違いを思いだす。人間の友達に頼たのめないことを、怪モン造ス生タ物ーには頼んでいた自分。人間の友達は執しつ拗ように危険から遠ざけて、怪モン造ス生タ物ーには危ないこともさせていた自分──？

　それらは全すべて、彼らが自分に逆らわないことを前提として成立していた。伊依は、彼らを──本当に、自覚せずに、奴隷のように扱あつかっていた？

　気持ちが悪くなり、吐はき気がこみあげてきた。

《門ＧＡＴＥ》を奪いかえす気力もなかった。

「もう──君に、怪モン造ス生タ物ーは必要ない。虚界アンダカに頼たよらなくても、君はきちんと友達がつくれている。偽にせ者ものの奴隷じゃない、本当の意味での友達をね？　だから──僕のように、虚界アンダカに深入りして裏切られ、全てを失う前に──君は虚界アンダカと縁えんを切るべきだ」

「ちがう……」

　伊依は涙を流し、彼が奪った《門ＧＡＴＥ》に手を伸ばした。

「違う違う違う違う……あたしは、怪モン造ス生タ物ーを奴隷だなんて思ってない！　あたしに都合良く従ってくれる、優やさしくしてくれる、そんな奴隷だなんて思ってないよぉ！」

　叫び、一気に体力を消費し、伊依の意識は飛びそうになる。

　それでも堪こらえて、ただ遊を睨みつけた。

　怪モン造ス生タ物ーは奴隷だと、公言して憚はばからなかった父──空井滅作。彼に反発心をおぼえ、伊依は怪モン造ス生タ物ーを友達だと言いつづけてきた。

　その気持ちが、理想が、夢が。

　一いつ瞬しゆんにして穢けがされた。

　遊は静かに、胸に手を当てて告げてくる。

「……違わないよ。君はそういう女の子だ。だけど──それは別に悪いことじゃない。自分を愛してくれる存在を、人間は求めてしまうものだからね」

　床ゆかに落ちた顔の皮を拾い、遊は無情に背を向けた。

「だけど、その相手として虚界アンダカは不適切だよ。虚界アンダカは危険すぎる。自分を愛してくれるんだって、のこのこ近づいていったら裏切られて殺される。この世界に、虚界アンダカは必要ない。人間に、怪モン造ス生タ物ーは必要ないんだ」

　肩かた越ごしに振ふりかえった遊は、元の綺き麗れいな顔に戻もどって優しく微び笑しようした。

「《門ＧＡＴＥ》を失った君は、もう怪造ができない。体力も消しよう耗もうしているし、しばらくは動けないだろうね。そのあいだに──僕が現界カナイと虚界アンダカの境界を断たち切ってあげる。まずは三大怪造学校。それから怪造学界の全て。君は、ぜんぶ終わるのを待って──それから、普ふ通つうの人間として生きていけばいい」

　扉とびらに手をかけて、彼は最後の言葉を口にする。

「……さようなら。伊依ちゃん、君の幸せを祈いのっているよ」

　そうして──仇祭遊は病室から消えた。

　彼がまとっていた妖よう気きが溶とけ、静せい寂じやくだけがわだかまる。

　残された伊依は、ただ泣きながら呻うめく。

「違う。違う。違う！　あたしは──違う。あたしの怪造学は……違うんだよ！」

　応こたえる声はなく、また慰めてくれるひともいなかった。
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「この怪モン造ス生タ物ー、ちょうだい」

　寂じやく憐れん院いんの広間。畳たたみに座って饅まん頭じゆうのような怪モン造ス生タ物ーを撫なでていた伊い依よりは、極きわめて当たり前に、真ま面じ目めな声でそう告げた。

　正面に座った遊ゆうは少しだけ困った顔をして、申し訳なさそうに眉まゆを下げると首を振ふった。

「いや──伊依ちゃん、ちょうだいって言われてもね？」

「ちょうだい」

　ぎゅっと怪モン造ス生タ物ーを抱だきしめ、伊依は目をうるませる。

「可愛かわいいんだもの。それに、あたしに痛いことしないし。なんでも言うこと聞いてくれるし。あたし──怪モン造ス生タ物ーが好き」

「うぅん」

　遊は伊依の訴うつたえるような目つきをしばらく持てあましていたが、やがて落ちついた、諭さとすような口調で語りかけてきた。

「伊依ちゃん、でも怪モン造ス生タ物ーを他ほかのひとにあげるっていうのは、そんなに簡単なことじゃないんだ。《魔ま力りよく》というのが──えっと、僕もよくわからないんだけど」

　室内には二人と怪モン造ス生タ物ーの他には誰だれもいない。寂憐院の屋や敷しきは、敷地の面積のわりにいつでも人気がなかった。

　何ヶ月も一いつ緒しよに暮らせば気心が知れるというもので、伊依と遊は以前からの家族のように親しい仲となっていた。彼と遊び、会話し、伊依はいろんなことを教えてもらえたように思う。友達という言葉。誰かを大切に想おもう気持ち。

　そして──怪かい造ぞう学。

「じゃあ、あたしが怪モン造ス生タ物ーを怪造する」

　むくれて、伊依は拗すねた声で宣言する。

　遊は笑いながら手を振った。

「無理だよ。怪造はね、この腕うで輪わがなきゃできないんだ」

「じゃあ、それちょうだい」

　手を伸のばす伊依から身を逸そらし、遊はどうしたものかという顔で考えこんでしまった。開け放たれた障子からは庭の陽光が差しこんでいて、風にまじって鳥の囀さえずりがたまに聞こえてくる。

　しばらく押し黙だまり、やがて遊はポンと手を叩たたいて言ってきた。

「あ、そうだ、うん──そんなに腕輪が欲しいなら伊依ちゃん、僕と勝負しよう？　それで伊依ちゃんが勝ったら腕輪をあげるから」

「えっ、本当？」

　伊依は魅み力りよく的な提案に瞳ひとみを煌きらめかせたが、すぐに身を退ひくと表情を険しくした。

「……駄だ目めだよ。いつも遊くん〝勝負〟でごまかすんだから」

　実際、伊依が無茶な要求をして、遊が勝負をもちかけ、伊依が負けて要求がお流れになってしまうということが何度か繰くりかえされているのだ。〝勝負〟と言われたら公平なように思えるが、伊依は何をやっても遊に勝てないのだから、これほど不公平なことは他にない。

　遊は意地悪に澄すました顔をした。

「それなら、この腕輪は絶対にあげない。怪モン造ス生タ物ーもあげない。へへーん、羨うらやましいだろー。伊依ちゃん」

　笑いながら腕輪を振る遊に、伊依は頰ほおを膨ふくらませて逆上した。

「あーっ、ひどい！　いじわる！　いいよ、勝負するよ！　今度こそあたしが勝つんだから！」

　手をばたばた動かすと、遊は肩かたをすくめた。

「はいはい。伊依ちゃん毎回そう言って僕に負けてるの忘れてない？　伊依ちゃんはね、僕には絶対に勝てないよ。だって君は伊依ちゃんなんだもの」

「むかつくーっ」

　自分を全否定してくる遊に、伊依は真っ赤になって怒ど鳴なり散らした。遊は楽しそうに笑い、ゆるりと立ちあがる。

「じゃ、今日はかくれんぼ。伊依ちゃん隠かくれて。昼ご飯までに僕が伊依ちゃんを見つけられなかったら伊依ちゃんの勝ち」

「うんっ」

　立ちあがり、伊依は走りにくい和服で部屋の出口へと向かう。結局、遊はこうして伊依と遊びたいだけなのだ。わかっているし、こういうふうに遊ぶのも面おも白しろいけれど、どうも遊の思いどおりに動かされているみたいで腹がたつ。

　いつか。いつか絶対、遊に勝ってやる。

「もういいかいー」

「まーだだよーって早いよ！　そんなに早く隠れられないよ！　百秒数えて、百秒！」

　寂憐院の屋敷に、子供たちの笑い声が響ひびく。
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「伊依ちゃん、つかまえたー」

「みぎゃっ」

　使われていない部屋の押しいれに隠れていた伊依は、いきなり開いた障子に驚おどろいて猫ねこのような悲鳴をあげた。それが面白かったのか、くすくす笑っている遊に伊依は引っぱりだされてしまう。

　結局、およそ二時間ほど隠れつづけて、伊依は遊に見つかってしまったのだ。

「な、な」

　伊依は動転し、目を白黒させる。

「なんで見つかったの!?　絶対に見つからないと思ったのに！」

　この家で生まれ育った伊依にとって、かくれんぼは絶好の勝負だと思った。実際、なかなか見つからなくて、もうじき期限である昼ご飯の時刻になりそうだったのに。

「うん。このお屋敷すごく広いし、僕だけじゃ見つけられないと思ったから──」

　遊は微び笑しようし、足あし下もとを指さす。

「……ひわっ？」

　見ると、そこに無数の小人が立っていた。

　どうやら怪モン造ス生タ物ーで、玩具おもちやのように艶つやがある肌はだをしている。彼らはびっしりと整列して遊と伊依を見上げ、微び動どうだにしていない。

「人海戦術、っていうらしいよ？」

　遊が得意げに説明してくれる。

「一人じゃ見つけられないものも、みんなで捜さがせば見つけられる。ふふ、僕の勝ちだね伊依ちゃん？」

「ずるい！　ずるーっ！」

　伊依は地じ団だん駄だを踏ふみ、遊に激しく食ってかかった。

「怪モン造ス生タ物ーを使うなんて言ってなかったじゃない！　こんな大人数で捜せば、そりゃ見つかるに決まってるよ！」

「怪モン造ス生タ物ーを使わないとも言ってないでしょ？」

　小こ悪あく魔まのような微笑を浮うかべ、遊は部屋の畳たたみに腰こしをおろした。

「ま──伊依ちゃん、そんなふうにね、僕の卑ひ怯きようなところも計算して勝負しないと──僕には絶対に勝てないよ？」

「…………」

　伊依は完全に機き嫌げんを損そこね、そっぽを向いて黙だまってしまっている。

　遊は困り顔で、そんな伊依を見上げてくる。

「それにね、伊依ちゃん。この腕うで輪わはとっても高価なものでさ」

「もう！」

　叫さけび、伊依は癇かん癪しやくをおこして座ったままの遊に蹴けりをいれた。

「知らない！　遊くん、嫌きらい！」

　転がる遊に視線も向けず、伊依は背を向けて走りだす。

　怪モン造ス生タ物ーだったら言うことを聞いてくれるのに。やっぱり人間は面めん倒どうくさいし、優やさしくないし──。

「伊依ちゃん、怪モン造ス生タ物ーにも心があるんだ」

　真しん摯しな、遊の声が伊依を追いかけてくる。

「伊依ちゃんが彼らを道具みたいに思っているかぎり、伊依ちゃんは怪造学をするべきじゃないよ。怪モン造ス生タ物ーはね──ただ優しいだけの生き物じゃないんだよ」

　伊依は応こたえず、ひたすらに廊ろう下かを走っていく。

　それでも、腕輪が欲しい。怪モン造ス生タ物ーが欲しい。

　虚界アンダカが──欲しい。
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　特別に変わった場所というわけではない。むしろ知るひとが見ればそのあまりにも地味な景観に驚おどろくかもしれない。灰色の、巨きよ大だいな建物を囲むようにして木々が乱立し、刑けい務む所しよのように高い塀へいがそれらをさらに囲んでいる。

　けれど少しでも勘かんの鋭するどい者ならばその塀や樹木、空気そのものに仕込まれた異様な雰ふん囲い気きを察しただろう。最新科学、怪かい造ぞう学、ありとあらゆる警備態勢が、この施し設せつに蟻あり一いつ匹ぴきの侵しん入にゆうも許してはいない。

　ふわふわ飛んで電でん撃げきに焼かれた哀あわれな蝶ちよう々ちようを眺ながめつつ、爆はぜ川かわ嫌や凪なぎはその少年のような肢し体たいを門衛の前に晒さらしている。

「……相変わらず辛しん気きくせぇ場所だなぁー、ったくよぉー」

　血色の髪を三つ編みにした、まだ年若い女である。露ろ出しゆつの多い服の隙すき間まから覗のぞくのは毒々しい色の入れ墨ずみ。肉にく食しよく獣じゆうのような黄金の瞳ひとみには他者を竦すくめさせる威い圧あつ感かんがある。

「あーあ、ってーか帰りてぇよー。仕事もあんのによぉー。なんでわざわざ疲つかれるために集会なんかしなきゃいけねぇわけ？　あ？　あ!?　教えろよ、こら門番！　あ!?」

　門衛を視線と声で脅おどしてみたが、そんな程度で怯おびえるようではこの場所の警護など務まりはしない。相手は表情も変えずに嫌凪の指し紋もんをとったりボディチェックをしたり、淡たん々たんと仕事をこなしている。

「──はい。審しん査さ終しゆう了りようです。お通りください」

　三十分にもおよぶ敷しき地ち内への立ちいり審査がようやく終わり、嫌凪はどんどん増していく憂ゆう鬱うつな気分を自覚しながら門衛たちに手を振ふった。

「あいよ、ごくろーさん」

　爆川嫌凪。十九歳。史上最年少の怪レイ造・モ学ンス教テイ授ア。怪造学の悪用や怪モン造ス生タ物ーの暴走に対応するための組織──怪造学会執しつ行こう部ぶの部長であり、連続怪モン造ステ学イス者ト殺人事件をはじめとした数々の事件を解決した英えい雄ゆうである。

　だがしかし、そんな嫌凪にもできれば回かい避ひしたいことがある。

　敷地内に一歩、足を踏みだした瞬間──嫌凪の視界が劇変する。

　空気が歪ゆがみ、先ほどまで見えていた灰色の建物が蜷局とぐろを巻いて歪わい曲きよくし──。

　数秒もすれば、嫌凪の周囲の世界が切り替かわっている。

　長く奥に続く、赤い絨じゆう毯たんを敷しきつめた廊下。どこかの城の内装みたいに豪ごう奢しやで堅けん牢ろうな壁かべに天てん井じよう。吊つられた照明はシャンデリアで、夏だというのに空気はひどく冷たい。

　視線を向けた正面も、振りかえった後方も、そんな廊下が延々とつづいているだけで奥が見えない。

「…………」

　少しのあいだその場で立ちつくしていると、暗くら闇やみを透とう過かして一人の少女が姿を見せた。

「──ようこそいらっしゃいました、と久く渡どは相手を確かく認にんもせず儀ぎ礼れい的に挨あい拶さつします」

　不思議な周波数に響ひびく、感情の含ふくまれていない声。

　現れたのは小こ柄がらな少女である。小学生にしか見えない。原色に近い緑色の髪を羽は衣ごろものように肩かたに垂らしている。特とく徴ちよう的な巨きよ大だいな帽ぼう子しをわずかに震ふるわせて、少女──怪造学会副総長、久渡貴き乃の子こはかるく首を傾かしげた。

「なんだ、誰だれかと思えば爆川ですか。礼れい儀ぎを知らない人間に礼儀を尽つくした出で迎むかえをして損をした気分です、と久渡は遠回しにあなたへ礼儀を要求しながら愚ぐ痴ちをこぼします」

「うっわぁ、久渡だ。久渡の貴乃子ちゃんだよ、勘かん弁べんしろよオイオイオイ」

　そんな久渡を目視した瞬間、嫌凪は表情を歪め、あからさまに拒きよ絶ぜつするように身をのけぞらせながら吐はきすてた。

「……てめぇはよぉー、無む駄だにぐちぐち喋しやべりやがるからよぉー、一いつ緒しよにいると苛いらついてくるんだよなぁー」

「それは光栄です。久渡のこの口調は相手を苛々させることを主な目的としておりますから──などと、気のない返事で煙けむに巻きつつ、久渡は手招きをしてあなたの案内を始めます」

「…………」

　相変わらずの迂う遠えんな口調に眉まゆをひそめながらも、嫌凪は促うながされるまま彼女の横に並ぶ。嫌凪はそれほど長身なほうではないが、久渡は明らかに小さすぎる。横に並ぶとその丸くて大きな帽子しか視界に入らない。この帽子を見るたび、嫌凪は中に何が詰つまっているのかと気になってしまう。

　帽子に伸のびかける指先を根こん性じようで制して、音もなく歩く久渡へ嫌凪は問いかける。

「……総長の様子はどうだよ？」

「万ばん全ぜんです。彼かのお方は一年に一度のこの集会をとても楽しみにしておられます」

　珍めずらしく微び笑しようし、久渡は幸せそうに指を絡からめた。この不思議な副総長は、こと総長のことになると恋こいする乙女おとめのようになるのだ。

　それが面おも白しろいやら奇き妙みようやら。苦笑し、嫌凪は頷うなずきながら適当に喋る。

「あー、他ほかの怪レイ造・モ学ンス教テイ授アはどんくらい集まってる？」

「総長、久渡、あなた──あとは宇う宙つ木きが珍しくすでに姿を見せています。高たか橋はし、不ふ動どう、鬱うつの宮みやの三人はまだおいでになっていないようですね」

「うげぇ総長と久渡と宇宙木ぃ？　うわぁ死ね！　やってらんねぇ！　なんだよ、なんなんだよぉ、その嫌いやすぎる三人組はよぉーっ？」

　嫌凪は泣きそうなくらいに落らく胆たんした顔をして、頭を抱かかえると縋すがるように久渡を見た。

「高橋はー？　た・か・は・し！　何やってんのあいつ？　あいつが怪レイ造・モ学ンス教テイ授ア唯ゆい一いつの良心だろうがよぉー？　宇宙木と久渡と総長と一緒の空気吸ってたら三秒で死ぬっつーの」

「高橋はこの怪造学会本部の警護をしておりますから──姿を見せるのは最後になると思われます、と事実を伝えるだけで悲ひ愴そうな顔になっていく爆川を久渡は嗜し虐ぎやく的な悦よろこびとともに見つめます」

　くすり、と意地悪く微笑ほほえんで、久渡は正面に見えてきた扉とびらへ少しだけ先行して近づいた。嫌凪はがっくりと肩を落とし、そんな彼女の華きや奢しやな背中へ追いすがる。

　これから、一年に一度の怪レイ造・モ学ンス教テイ授ア集会が始まる。日本に七人しかいない怪レイ造・モ学ンス教テイ授アが一堂に会するのはこの集会のときだけであり、嫌凪が参加するのは今回で二度目である。

　前回は、ただ知らされた事実に動どう揺ようして、まともに考えることもできなかった。

　この奥に広がっている──怪造学界の真実は、直視するだけで心が乱される。

「どうぞ、爆川嫌凪──総長がお待ちかねです」

　扉を開き、久渡が深々とお辞じ儀ぎする。
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「……殺廃拒遠壊崩否不寄不近不接嫌憎辛悪非愛非友非好君怒哀恐無斯無願無望魔怪妖獣蟲禽醜幼君粗劣駄叫愚鳴滑吐無様排拒除絶魍汝魎畏世界」

　最初に爆川嫌凪を貫つらぬいたのは、恐おそろしいほどの怨おん念ねんがこもった呪じゆ文もんだった。否いな──それはすでに呪文ではない。ただの呪じゆ詛そ、呪のろいである。ありとあらゆる相手を嫌けん悪おし拒絶し否定する言こと霊だまを放ち、およそ数百人にも及およぶ人々が──呪文と呪印を繰くりかえしている。

「……殲魔滅弱殺八戒貪欲蒙昧劣悪穢汚愚食王否餓獣否這蟲否嫌世界……」

　複雑な呪文を、まったく同じ調子で、彼ら彼女らは吐きすてるように口にしている。

　広い、広い空間である。

　照明はなく、ただ呪詛を放ちつづける数百人の男女の正面──巨きよ大だいな水すい晶しように似た鉱石が目ま映ばゆく輝かがやいて暗闇を照らしている。

　そう、火花を放ち──まるで悶もだえるように、その鉱石は発光していた。

「拒観拒聴拒感否情否恋否抱垢塗罪塗悪塗我様卑方嫌吐込死壊狂病我望我願我祈廃世界……」

　全長は、どれほどのものだろうか。

　大きい。巨大な鉱石の山である。その鉱石は地面から樹木さながらに生えており、浴びせかけられる呪詛に反応して稲いな妻ずまのような光を放っている。その周囲、四方をびっしりと埋うめ尽くした正座の人々は、まったく同じ呪印を刻み、まったく同じ呪文を唱えている。

「…………」

　壮そう絶ぜつな光景に、嫌凪は思わず息を吞のんで立ちつくした。

　透とう明めいな、氷のようにも見える鉱石。自身が発光しているので目視が難しいが──嫌凪には見える。鉱石の中央。まるで琥こ珀はくに閉じこめられた古代の昆こん虫ちゆうのように、人間の形をした何者かが封ふう印いんされている。

　膝ひざを抱かかえ、地面に座りこんでいる。顔は見えない。

　服装も奇き抜ばつなものではなく、身体的にもとりたてて特とく徴ちようはない。

　だが──この設備、この大量の怪モン造ステ学イス者トと一秒も欠かされない呪文と呪印が、その存在を鉱石に閉じこめておくために用意されているということを、嫌凪は知っている。

　あれこそが、怪造学界最大の汚お点てん──。

「うりゃっ」

　呆ぼう然ぜんと眺ながめていたら、背後から胸を揉もみしだかれた。

「──ひゃうっ!?」

　思わず悲鳴をあげ、嫌凪は真っ赤になって裏うら拳けんを放つ。

「だ、だ、誰だれだぁっ!?」

　手加減はしなかったつもりだが、背後の人物はあっさりと身をかがめて嫌凪の裏拳を回かい避ひしていた。嫌凪は耳まで紅潮し、兎うさぎのように跳はねて逃にげるとその人物の名前を叫さけぶ。

「うぅぅぅ宇宙木ぃぃぃぃ！」

　氷色の瞳ひとみ。白しろ金がね色の髪かみ。乳白色の肌はだ。氷細工のような美び貌ぼうの女である。

　宇宙木氷ひ蜜みつという名前の彼女は──怪レイ造・モ学ンス教テイ授アにして教育部長、そして嫌凪の天敵だった。

　嫌凪は守るように己おのれの胸を抱だきしめて、嚙かみつかんばかりの勢いで叫んだ。

「こ、このっ、死ね！　死ね死ね死ね死ね死ね！　死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ねぇ！　どっから湧わいてきやがったこの変態！　ギョウ虫！　悪玉細さい菌きん！」

「………悪玉細菌？」

　宇宙木はなんだか知らないが呆然とした顔をして、隣となりに無表情で立つ久渡へ視線を向けた。

「ていうか聞いた、副総長？　今、この娘『ひゃうっ!?』って声だしたわよ。きゃーん、嫌凪ちゃん初うい々ういしくって可愛かわいいー」

「……可愛いって言うなっつっただろうがよぉぉー！　ていうか、あぁ!?　死にてぇんだなぁ？　死にてぇんだよなぁ!?　オッケー、俺もてめぇを殺したい！」

　摑つかみかかって彼女を押し倒たおし、ぼこぼこに殴なぐりつける。だがしかし、宇宙木もこれが普ふ通つうに避よけたり打点をずらして衝しよう撃げきを殺したりするので大変に腹がたつ。

「───？」

　なんだろう、この女──直に触ふれると妙みように熱い。どうも着ている服に高温を発する怪モン造ス生タ物ーでも組みこんでいるらしい。彼女は《氷ヘル雪シヤ舞ーベ姫ツト》という怪モン造ス生タ物ーに体温を奪うばわれ、常に暖だん房ぼうしていなければ凍こごえてしまう身体からだになってしまったと聞いているが、そのせいか？

　ばし、と拳こぶしを受けとめて、宇宙木は冷然と微び笑しようしてくる。

「まぁまぁ、落ちつきなさい爆川くん。あの程度、スキンシップじゃない？　スキンシップ」

「てめぇはセクハラ上司かぁぁああああ！」

　暴れていると、不意に、傍ぼう観かんしていた久渡が顔をあげた。

「あ──」

　そして静かにこちらを向き、鋭するどい声で命じてくる。

「──執しつ行こう部長爆川嫌凪。教育部長宇宙木氷蜜。今すぐ全すべての行こう為いを中断し、起立して姿勢を正しなさい」

「………あん？」

　不ふ審しんに思いつつも、嫌凪はひとまず宇宙木をもう一発だけ殴りつけて立ちあがる。まったくダメージを受けていない感じの宇宙木も埃ほこりを払はらいながら身を起こし、久渡の視線を追っていた。

　見ると──機械のように呪文と呪印をつづけていた集団に動きが生まれている。部屋の中央にある鉱石の山を囲っていた怪モン造ステ学イス者トたちが、何かを畏おそれるように少しだけ身をよじった。

「どうやら──」

　そのまま彼らは左右に退き、嫌凪たちが立っている位置から見て正面に道を空ける。

「──総長がお目覚めになられたようです」

　久渡がつぶやき、嫌凪は刮かつ目もくした。

　鉱石の山に最も近い位置、座ざ布ぶ団とんに正座していた人物がゆるりと立ちあがる。その正面で輝かがやく鉱石により逆光になり顔は見えない。

　すう──と振ふりかえり、こちらに向かって歩いてくる。

　怪造学会総長。怪造学の支配者。

　我知らず嫌凪は姿勢を正し、生なま唾つばを吞みこむとその人物を凝ぎよう視しした。

　やはり光の陰かげになってその輪りん郭かくは判然としない。だが少しずつ近づいてくるにつれ、その身体の一部一部が露あらわになっていく。

　見た目は、ただ美しい。

　だがそれは人間としての美しさというより、貴金属の美しさである。

「久渡貴乃子。宇宙木氷蜜。爆川嫌凪」

　声が響ひびく。古い楽器のように、重く脳に響く声こわ音ねだった。

　黄金。それは黄金の人物だった。

　若い男に見える。だが少年のように無む垢くにも、老ろう爺やのように擦すりきれても見える。髪の毛も瞳も、着ている服も黄金こがね色で、華か美びなその服装が嫌いや味みもなく似合っている。

　複雑に結ゆいあげられた髪の毛には簪かんざし。服も、肌が露ろ出しゆつするように緩ゆるく着られており、どこか花おい魁らんめいているというか、遊女のような雰ふん囲い気きがあった。

　彼は指につまんだ煙管キセルを口に含ふくみ、全身に光を受けて微笑ほほえんだ。

「……愛すべき俺の下僕ども、今日も俺のために堕だ落らくしているか？　俺のために噓うそをつき、世界を相手に詐さ欺ぎを働いているか？」

　低く問いかけ、彼は煙けむりを吐はきだした。

　そして嫌凪たちのすぐそば、少しだけ距きよ離りをとった位置で静止する。近づいてよく観察すると気づいたが、その顔や指先に、細くて目立たないがたしかに亀裂がはしっている。風化した大地や、古い陶とう器きの人形のように。

　動けないでいると、彼は信じられない大声で叫さけんだ。

「返事は、どうしたぁ！」

「は──はいっ」

　思わず嫌凪が反射的に頷うなずくと、彼は満足したように微笑した。

「宜よろしい。貴様らの命は俺に捧ささげろ。さすれば俺は貴様らの命を世界で最も上手に遣つかってやるぞ」

　宣言し、黄金色の男は名乗った。

「俺が怪造学会総長──激げき流りゆう院いん潮うしお静しずかである！」

　びりびり、と凄すさまじい声量に床ゆかや壁かべが震ふるえた。嫌凪は貫つらぬいてくる砲ほう撃げきのようなその声に、全身を打たれて何歩か後ずさる。久渡も、宇宙木も、無言である。無言で──自分たちの支配者を見つめている。

　激流院潮静は、久渡がどこかから用意してきた座布団を受けとり、よろめくように座った。正座である。手には火の点ついた煙管を握にぎっており、見るからにやる気なく開かれた胸むな元もとなどを指で搔かいている。
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「……はぁ」

　溜ため息いきをつき、怪造学会の総長はいきなり怠だるそうな顔をした。

「年をとると声をだすのも億おつ劫くうで仕方がないな。おい久渡よ、何をしている。俺は空腹で死にそうだぞ。飯を用意するがいい」

「は、はいっ」

　珍めずらしく、本当に珍しく、慌あわてるように反応して久渡が扉とびらに消えていく。総長は動かない嫌凪と宇宙木を見て、煙管を口にくわえると吹ふかしはじめた。

「……宇宙木、爆川、貴様らも座れ。そんなに畏かしこまらんでもいいぞ。まだ怪レイ造・モ学ンス教テイ授アも揃そろっておらんようだし、しばしゆるりと骨を休めるがいい」

　コン、と煙管の火受けで床ゆかを叩たたき、総長が促うながしてくる。仕方なく嫌凪は置いてあった座布団を見つけ、宇宙木にも渡わたすと総長の前に座った。

　すると、さっき出ていったばかりの久渡が両手に料理の載のった盆ぼんを持って姿を見せる。彼女は静かに移動し、総長の前にそれらを運んだ。

　瞬間──総長は煙管を床に置き、用意された箸はしを素す早ばやく摑つかむと丼どんぶりを手にとった。

　そして一心不乱に食べはじめてしまう。三秒ほどだったか、山盛りになっていた白飯をあっさりと平らげて、丼を床に置くと総長は陶とう酔すいするような表情になった。

「うむ。良い」

「あ、総長、ほっぺにお米粒つぶがついております」

　本当に、普ふ段だんと違ちがう感じの久渡が頰ほおを赤らめて総長の頰からごはん粒をとり、震える指先で彼の唇くちびるにそれを押しこんだ。きゃっ、と真っ赤になって久渡は首を振り、どんどん食べてくださいまし、と微笑んでいる。

「……久渡がキモい」

　嫌凪が思わずつぶやくと、隣となりの宇宙木が頷いた。

「久渡は総長のこと大好きだからね。その趣しゆ味みはあんまり理解できないけど、こういう彼女も見ていて楽しいわ」

　見ているうちにも料理は端はなから食い尽つくされていき、およそ数分で全すべての皿が中身を消失させられてしまった。爪つま楊よう枝じで歯をしこり、総長は幸せそうな顔の久渡に笑いかけている。

「久渡──腕うでを上げたな。堪たん能のうしたぞ」

「はぅ……、久渡は、久渡は総長にお褒ほめいただき官栄の至りにございます、というか、というか、あぁ、久渡はこの悦よろこびを表現するための語ご彙いを用意しておりませんっ」

　気絶しそうなほど喜んで、久渡はいそいそと食器を片づけていく。

「──ふむ」

　そのままお盆を持って去りゆく彼女を眺ながめつつ、総長はこちらに向き直った。近くにいても存在が遠い、神こう々ごうしい雰ふん囲い気きが彼にはある。

「当たり前の話だが、一年ぶりか。一年ぶりにあの場所から移動し、一年ぶりに貴様らと会い、一年ぶりに飯を食い、一年ぶりに普ふ通つうに喋しやべる。……爆川」

「は、はいっ」

　不意に視線を向けられ、嫌凪は引っくりかえった声をあげる。これでも嫌凪はどんなに凶きよう暴ぼうな怪モン造ス生タ物ーと向かいあっても動じないのだが、この総長の存在感はそんなものの比ではなかった。

　総長はゆっくりと、嚙かみしめるように告げてくる。

「貴様の働きぶりはたまに久渡から聞いている。よくやっているようだな。褒めてやるぞ、怠なまけず励はげめ」

「ウ、ウス」

　がくがくと首を振ふり、嫌凪は心臓を摑まれるような気分で総長の視線を見返した。これだから総長は苦手なのだ。怖こわい。自分よりも遥はるかな高みに位置する、神仏にでも語りかけられているような心持ちである。

「……む、そういえば。おい爆川よ、尋たずねるぞ、〈裏〉に配属させた倉くら波なみという男の様子はどうだ？」

　問いかけられて、嫌凪は硬こう直ちよくしたまま必死に思いだす。

　倉くら波なみ無な楽らく。二ヶ月前、怪モン造ス生タ物ーを利用して世界を滅ほろぼそうとした怪モン造ステ学イス者トである。呪具の権けん威いとして知られる彼は、総長の意向により罪には問われず怪造学会〈裏〉研究部〝ラビュリントス〟へ配属された。

「は、はいっ。えっと……俺、あ、いえ──わたしは、倉波無楽の身み柄がらを鬱宮に渡してからは知りませ──存じませんっ！」

　つっかえつっかえ、慣れない敬語でそう言うと、総長は思案げに虚こ空くうを見つめた。

「ふむ──なるほど、倉波のことは後のちに鬱宮へ尋ねるとするか」

　総長はそうつぶやくと、嫌凪の様子を見て忍しのび笑いをしていた性しよう悪わるの宇宙木に視線を向けた。

「……宇宙木」

　静かに、全身から超ちよう越えつ的な雰囲気を放ったまま総長が問いかける。

「あと何年だ？」

「………三年、といったところかな？」

　宇宙木は当たり前のように応えた。

　どういう意味だろう、と嫌凪は一いつ瞬しゆんだけ考え──すぐに思い当たる。

《氷ヘル雪シヤ舞ーベ姫ツト》という上級一位の怪モン造ス生タ物ーに取りつかれた宇宙木は、いつか必ず全すべての生命力を吸いつくされて死ぬ。それは、あらゆる怪モン造ステ学イス者トの知力を結集しても、この総長ですらも覆くつがえせない決定的な未来である。

「そうか」

　総長は瞑めい目もくし、置いたままだった煙管キセルをまたくわえた。

　そして長く煙を吐はき、重く響ひびく声で言う。

「三年で、出来るかぎり成せることを成せ。それが俺に益をもたらそうと害をもたらそうと──この激流院潮静がその結果とともに貴様の存在を覚えておくぞ」

「……ありがたい話ね」

　微び笑しようし、宇宙木は少しだけ目を逸そらした。この総長と向かいあってもほとんど態度の変わらない彼女を──嫌凪は初めて心から尊敬した。

　少しだけ居い心地ごこちの悪い沈ちん黙もくが満ち、嫌凪は正座している足をもぞもぞと動かす。こういう雰囲気は苦手だ。嫌凪はもっと豪ごう快かいでわかりやすくて、がむしゃらに暴れて悪いやつを退治するとか、そういう空気が性にあう。

　思っていると、まさかそんな考えに応えるためではないだろうが、戻もどってきた久渡がこちらを見つめていつもの口調で告げてきた。

「報告します。執しつ行こう部長──爆川嫌凪」

　彼女の口調にわずかに混ざった緊きん張ちようの色に、嫌凪も真しん剣けんな顔になって問いかける。

「……どうした？」

「総長にも報告します。宇宙木も聞くように。あなたの学校が関係することです」

　久渡は普ふ段だんのように余計な言葉を口にせず、ただ事実だけを簡潔に述べた。

「古こ頃ころ怪かい造ぞう高こう等とう学がつ校こうに──無数の怪モン造ス生タ物ーが発生いたしました。その規模は第一級の怪モン造ス生タ物ー災害ハザードと認にん定ていされるものですので、副総長の権限により──至急、怪造学会執行部の出動を命じます」

「古頃に……怪モン造ス生タ物ー？」

　宇宙木が立ちあがりかけたが、嫌凪は手を挙げてそれを制する。

「宇宙木よ──待ちなぁ、自分の学校のことだ、落ちついていられねぇのはわかるけどよぉー。こいつぁ、俺の領分だぜ」

　嫌凪は素す早ばやく身を起こし、出口へ向かって歩を進める。

「ちょ──爆川くん、待って、私も──」

　宇宙木が珍めずらしく焦あせったふうに言葉を投げてくるが、嫌凪は首を振ってその行こう為いを抑よく制せいする。

「駄だ目めだ宇宙木、場所は学校だぜ？　てめぇがヤッたら民間人に被ひ害がいがでるって。いいから俺に任せときなぁー、相手が怪モン造ス生タ物ーなら百匹ぴきだろうが千匹だろうが俺の敵じゃねぇ」

　颯さつ爽そうと背を向けた刹せつ那な──総長が冷れい酷こくな声で告げてきた。

「……爆川」

　それは鋭するどく凍いてついた、刃やいばのような声だった。

「現在──古頃怪造高等学校を襲おそっているのは、先日、亜あ玉たま怪造高等学校を壊かい滅めつに追いやった犯人と同じだろう。潰つぶせ。容よう赦しやはするな。以上だ──健けん闘とうを祈いのる」

　その声に、わずかに寒気を感じながらも、嫌凪は神しん妙みように応えた。

「了りよう解かい──」
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　今にも雨が降りだしそうな曇どん天てんの下に、仇あだ祭まつり遊ゆうは立っている。夢ゆめ追おい坂ざかの全てが見わたせる古頃怪造高等学校の広い屋上である。

　その表情にはもはや温かみはなく、空を覆おおいつくす雲のように重厚だった。

「……義父とうさん。母さん」

　両手を広げ、遊は下界を見下ろしている。

　今この場所、遊の足あし下もとでは、今日も変わらず生徒たちが授業を受けているのだろう。しかしそんな彼らの平へい穏おんを、これから遊が完かん膚ぷなきまでに破は壊かいする。

「伊い依よりちゃん──」

　最後に残った未練を振ふりきるように、遊はその名を口にして、やがて首を振ると縋すがるようにして嵌はめていた彼女との思い出の《門ＧＡＴＥ》を床ゆかに投げ捨てた。

　からり、と二人の名前が刻まれた白い腕うで輪わは、乾かわいた音をたてて落下する。

「《卵アイ・姫ドール》、いいよ」

　足下に待機していた怪モン造ス生タ物ーに呼びかけ、その《門ＧＡＴＥ》を破壊するよう命じた。長い髪かみの美しい小こ柄がらな怪モン造ス生タ物ーは──しかし、遊の言葉に従わず、あろうことか遊の足に抱だきついてくる。

　ぎゅ、と、感じる柔やわらかな感かん触しよくに、遊は眉まゆをひそめて小さくつぶやいた。

「違ちがう……」

　呻うめき、《監ＰＲＩ獄ＳＯＮ》から《断ヒス末テリ魔ツクの・ハ女ニ神ー》を解放する。

　現れた巨きよ大だいな鎌かまは──くるくると旋せん回かいして遊の両手に収まった。

「僕は、あの《門ＧＡＴＥ》を破壊するよう命じたんだ。《卵アイ・姫ドール》──言うことを聞いて」

　足下に目線を移すが、彼女は遊を見つめてくるだけで動かない。

「……騙だまされないよ」

　遊は吐はき捨て、しかし動けずに、ただ天空を見上げた。

「怪モン造ス生タ物ーの優やさしさなんて信じない。君がそうして僕に抱きつくのも、結局はただの生存本能なんでしょ？　現界カナイと虚界アンダカの繫つながりを破壊しようとするこの僕に懐なついたふりをして、良心に訴うつたえて、行動するのを止やめさせようとしているんでしょ？」

〈……うルうルうル〉

《卵アイ・姫ドール》は小声で鳴き、震ふるえる遊を慰なぐさめるように顔を擦すりよせてくる。

「…………」

　遊は奥歯を嚙かみしめ、大鎌を振りあげる。

　そして一いち撃げきのもとに、床に転がっていた思い出の《門ＧＡＴＥ》を断たち割った。

　純白の欠片かけらが飛び散り、幸せな過去も粉々に消える。

「……僕は」

　大鎌の柄えを握にぎり、遊は《卵アイ・姫ドール》を強ごう引いんに振りはらった。

「もう──止まらない。さぁ、君も行くんだ《卵アイ・姫ドール》。虚界アンダカに絶ぜつ縁えんを。現界カナイに平穏を。世界中の人々に罵ののしられても、僕は絶対に止まるわけにはいかないんだ……」

〈…………〉

　沈ちん黙もくし、《卵アイ・姫ドール》は遊を見上げ、けれど決してその場を動こうとはしなかった。

　べつにいい。彼女の他ほかにも《卵アイ・姫ドール》はいる。

「それでは、始めよう」

　つぶやいて、遊は指揮者のように両りよう腕うでを振りあげた。高々と掲かかげられた大鎌は、誇ほこらしそうに学校中へと号令を叫さけぶ。

　──そう。いいよ。遊。

　心の内側で、昏くらい昏い声がする。

　──でも、まだ甘い。その甘さが命取りにならなければいいけどね？

　ふふ、と声は笑った。
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　一年星組は《虚界アンダカ地理》の授業中だった。

　担当教師──蟻あり馬ま磁じ獄ごくはいつになく浮うわついているというか、落ちつきのない生徒たちに何度目かの私語の禁止を命じた。

　蟻馬は基本的に授業中の私語も悪ふざけも認めないし、睡すい眠みんなんてもってのほかだと思っている。他人の仕事中に眠ねむるなんて許せなくて腹がたつ。

　なかでも魅み神かみ香か美みという生徒はこれがまた年がら年中ぐーすか眠りこけているので、何度も注意しているのだが──なぜだかまったく効き目がない。

「魅神──」

　それに、今日の蟻馬は苛いらついていた。あまりにも私語が多いので躍やつ起きになって注意していたら、生徒の一人に〝空すかい井いさんが欠席だからって私たちに当たらないでよね〟とかつぶやかれたのである。

　よく意味がわからなかったが、挑ちよう発はつされたことだけはわかった。

　その生徒は速すみやかに廊ろう下かに追放したものの、蟻馬は依い然ぜんむかついている。

「──魅神香美」

　そういえば空井伊依は二日連続で欠席だが、それは蟻馬にとってただ単純に喜ぶべきことである。あの忌いま々いましい生徒がいなければ蟻馬の日々は何割増しかで幸福になる。

　そのはずなのに、なんだか物足りないような、満たされない気持ちになるのはなぜだろう。いつものように伊依を言葉で苛いじめたり難しい問題を解かせたりしてストレス発散できないからか。

　そう思いつつ、やはり机に突つっ伏ぷして完全に寝ねていた香美へと呼びかける。彼女はものすごく不ふ機き嫌げんそうな顔で起きあがり、蟻馬を隈くまのできた青い目で見つめてきた。

「……なんですのん」

「魅神、おまえが優ゆう秀しゆうなのはよく知っているが、学校は眠るための場所ではないんだぞ」

　たっぷり嫌いや味みをこめて言ってみたのだが、香美に伝わったかどうかは怪あやしい。この生徒もそうだが、どうも今年の一年生はやりにくい相手が多くて困る。入学試験で宇宙木が何人も普ふ段だんは合格させない生徒を選出してしまったからだと思う。

「…………」

　香美は嘆たん息そくし、それから曖あい昧まいに教室の隅すみを見て、目を見開くと不意に立ちあがった。

「ど、どうした？」

　すわ校内暴力かと蟻馬は少し怯おびえたが、香美は少し首を振ふって教室の出口に向かった。

「……すいません、先生。眠気覚ましに校庭でも走ってくるのだわ」

「あ、おい。魅神？」

　呼びかけたが、ガラガラと引き戸は開閉され、香美の姿は一いつ瞬しゆんにして教室から消えた。眠っているのも校庭を走るのも授業をちゃんと受けないという意味では同じだと蟻馬は思うのだが、まぁ香美が自ら言いだしたことだし、それで眠気が覚めるのならば良いのかもしれない。

　考えつつ、授業を再開しようと教科書を開くと──。

「わ──あぁ!?」

　不意に、教室の隅から悲鳴があがる。ゴキブリでも出たのだろうかと蟻馬は適当に顔をあげ、騒さわぎはじめた一部の生徒たちに視線を向けた。

　教室中の生徒たちが、同時にそちらを振りかえっていた。

〈──うルうルうルうルうルうル〉

　不思議な、病人の譫うわ言ごとのような声が空気を震ふるわせた。見ると生徒の一人、魑ち魅み寺でら屍かば丸まるに一匹ぴきの怪モン造ス生タ物ーが張はりついていた。感情のない瞳ひとみに、身体からだを這はいまわる長い髪かみの毛。突とつ起きの少ないその身体は小さくて愛らしくすらある。

「……屍丸くん？」

　近くにいた駒こま崎ざき学まなぶが訝いぶかしげな声をあげ、蟻馬も手をあげて問いかける。

「おい魑魅寺、その怪モン造ス生タ物ーは──」

　瞬間。

〈うル〉

　ばぢりっ、と激しい閃せん光こうが屍丸から放射された。否いな──正確には彼が手首に嵌はめた《門ＧＡＴＥ》からだろうか。謎なぞの怪モン造ス生タ物ーが屍丸の《門ＧＡＴＥ》を手で摑つかみ、ぞっとするほど平へい淡たんな声で繰くりかえしている。

〈うルうルうル……うルうル〉

　そして──信じられないことが起こった。

《門ＧＡＴＥ》が弾はじけた。

「なっ!?」

　それだけで終わりではなく、屍丸の手首で弾けた《門ＧＡＴＥ》は空中で瞬間的に形を変え、鈍にぶく発光しながら膨ぼう張ちようし一つの個体を形作る。

　まるで怪造のように。

〈うルうルうルうルうルうル〉

　怪モン造ス生タ物ーが──増えた。

　否、屍丸の嵌めていた《門ＧＡＴＥ》が、さっきの怪モン造ス生タ物ーに姿を変えたのか？

〈うルうルうル〉

〈うルル──うルうル〉

　分ぶん裂れつした怪モン造ス生タ物ーたちは、素す早ばやい動きで教室中を疾しつ走そうする。そして先ほどと同じように、他の生徒の《門ＧＡＴＥ》に取りついたかと思うと《門ＧＡＴＥ》を砕くだいて自分と同じ姿に変える。二匹ひきが四匹。四匹が八匹。八匹が十六匹。

「おいおいっ、なんだよこれ！」

「きゃあああ！」

「離はなれろ！　こいつっ！」

　教室は一瞬にしてパニックになり、あちこちから悲鳴があがる。

　蟻馬は教きよう壇だんを激しく叩たたき、そんな生徒たちに呼びかける。

「お、落ちつけ、おまえら！　どこかの授業で怪造された怪モン造ス生タ物ーが逃にげてきただけだろう！　落ちついて怪かい消しようしろ！　なんのために古頃で授業を受けてるんだ！」

「で──でも先生！　《門ＧＡＴＥ》がなくっちゃ怪消できません！」

　女生徒が叫さけび、泣きだしてしまう。逃げようとして転び、怪け我がをする生徒もいる。蟻馬は舌打ちし、自らの赤い《門ＧＡＴＥ》を怪モン造ス生タ物ーたちに向ける。

「あぁ、もういい！　おまえら、怪モン造ス生タ物ーは無視して校庭に避ひ難なんしろ！」

　叫び、怪造を開始しようと蟻馬が最初の呪じゆ印いんを結んだ瞬間だった。

　ぽう──と、先ほどの比ではない、瞳を灼やきつくすような眩まぶしい輝かがやきが放たれた。

「──っ!?」

　絶句して見ると、《門ＧＡＴＥ》を失った生徒に件くだんの怪モン造ス生タ物ーが貼りついていることがわかった。そしてまるで《門ＧＡＴＥ》のように、その全身を煌こう々こうと光らせていることが。

「……なんだ？　お、おい、おまえら早く逃げろ！　やばそうだぞ──早く！　おまえらが逃げないと俺が逃げられないだろうが！」

　喚わめいていると、生徒たちが次々とその場に昏こん倒とうし始める。

　さらに──。

　教室のあちこちで、炸さく裂れつする光があった。怪造学の専門学校では極きわめてありふれた、見慣れきったそれは現界カナイと虚界アンダカの入口にして出口──怪造の光だった。

「おいおい」

　蟻馬は呻うめき、蒼そう白はくな顔でつぶやいた。

「噓うそだろ……!?」

　瞬間、輝きを放ち、生徒たちに張りついた怪モン造ス生タ物ーはまるで《門ＧＡＴＥ》のように大量の怪モン造ス生タ物ーを現界カナイに吐き出した。
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　教室のあちこちから聞こえてくる悲鳴──騒そう音おん、日常の崩くずれる音に、魅神香美は溜ため息いきをつきながら廊ろう下かを歩いていた。

「──なんっていうかねぇ」

　地じ響ひびきがつづき、あらゆる教室で光が弾け、廊下の壁かべを突つき破って怪モン造ス生タ物ーの獰どう猛もうな腕うでなどが現れる。廊下を忙いそがしく行き交かう生徒や教師。それらに襲おそいかかり、《門ＧＡＴＥ》に取りついて分裂する小こ柄がらな怪モン造ス生タ物ー。そして大量に怪造されていく他ほかの怪モン造ス生タ物ー。

「──浪漫ロマンじゃない、つーか」

《門ＧＡＴＥ》の破は壊かいと強制的な怪造。それを怪造学の学校で行う意味──。香美は素早く思考して、この現象が人じん為い的に引き起こされた、怪造学の崩ほう壊かいを目的とした事件だと悟さとった。

　連中の狙ねらいは《門ＧＡＴＥ》だけだろう、とあっさり理解して香美は《門ＧＡＴＥ》を外す。これらの《門ＧＡＴＥ》は紛ふん失しつしないよう普ふ通つうに生活しているかぎり取れないようになっているが、ちょっとしたコツで簡単に着ちやく脱だつができる。

　ゴミでも捨てるように廊下へ《門ＧＡＴＥ》を放ほうり投げ、香美は狂きよう乱らんに支配された学校を悠ゆう然ぜんと歩いていく。

「──あちきは、怪造学を志すひとが好き。涼すず女めちゃんや、伊依みたいに、傷つくことも恐おそれずに──虚界アンダカにそっと手を伸のばす人々を尊敬する」

　静かに、冷たく、香美は虚こ空くうへ呼びかけた。

「二百年もそうやって、ちょっとずつ虚界アンダカに近づいて、数えきれないひとが死んで、それでも怪造学をつづけてきた。そうしてここまできた今を、壊こわす権利など誰だれにもないわ」

　真横から壁をぶち破り、飛びだしてきた怪モン造ス生タ物ーがいる。

　香美はそちらを見もせずに、目を伏ふせ、昇降口まで歩いていく。悲鳴も騒そう動どうも、全すべてを置きざりにして。

「……あちきは、どうするべきなのかしら。この騒動の犯人をぶちのめすべき？　それとも何もしないほうがいい？　どうすれば、いちばん何も失わない未来に──」

　独り言をつぶやきながら、香美は事件に背を向けていく。
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　空井伊依は這はうようにして病院の廊下を歩いていた。お見み舞まいにきてくれたらしい誰かが置いていってくれた制服に着き替がえ、壁を手にして一歩一歩、衰すい弱じやくしきった身体からだで歩く。

　筋肉がまともに働かず、手も足も自分のものではないようだった。

　それでも伊依は歩いていく。ここで止まってしまったら、もう二度と動きだせないような気がしていた。

　遊に夢を否定され、奈な落らくに飲まれるようにして眠ねむった。

　それから目覚め、着替えて歩きだした伊依に、語りかけてくる声があった。

『……いいんだぜ？』

　それはいつまでも自分に取りついている──空井滅めつ作さくの声だった。

　鬱うつ陶とうしくて陰いん険けんな父の声が、そのときだけは不思議と優やさしかった。

『もう──怪造学を辞やめてもいいんだぜ、伊依』

　それは遊に打ちのめされ、心の柱にしていた怪モン造ス生タ物ーは友達だという信条すらも否定され、ぐらぐらと揺ゆれていた伊依にはとても残ざん酷こくで、また甘美な誘さそいだった。

　父は真しん摯しな口調で語りかけてきた。

『俺がおまえを寂じやく憐れん院いんからつれだして、俺が教えたのが先だったか、おまえが教えてくれって言いはじめたんだったか──とにかく、俺は寂憐院の外の世界を何も知らなかったおまえに、怪造学という目的を与あたえた。おまえには選せん択たくの余地がなかったんだよな。外の世界で、他にどんなことができるかもわからず、今日までずっとひたすらに怪造学をつづけてきた』

　それはどこか悔くやむような、物もの哀がなしい声だった。

『すまねぇな。俺が怪造を教えたせいで、おまえはせっかく寂憐院から解放されたのに、また苦しまなくてもいいことで苦しむようになった。もっと他の未来があったかもしれない。違ちがう幸せを見つけられたかもしれない。その全ての可能性を──俺が奪うばっちまったな』

　彼は、ずっと罪悪感をもっていたのかもしれない。

　心の奥底では──きっと。

『だからな、いいんだぜ？　ここで辞めても。誰も責めたりしない。むしろ本当に、仇祭が言うとおりに幸せになれるかもしれない。俺の夢──魔ま王おうの怪造はおまえが叶かなえてくれた。俺にはもう心残りはない。ただ、怪造学をつづけていけば魔王だけじゃなく、怪造学会の連中におまえが利用されるかもしれない。それが嫌いやで俺はこうして成じよう仏ぶつしないで生きているけど、おまえが怪造学を諦あきらめるなら──もうここで消えるよ』

　語りつづける彼の声を聞き、伊依は汗あせを垂らしながら歩いていく。

　指先を動かすのも苦しいのに、こうして歩いていく必要があるのか。何度も何度も打ちのめされて、何度も何度も絶望して、それでもまだつづけていくほど怪造学は素す晴ばらしいものなのか。

『俺が消え、怪造学から身をひけば、おまえは本当に自由になれる。それからは、伊依は伊依の、自分なりの幸せを探せばいい』

　病院の正面、出入口──玄げん関かんの向こう、そこに立っている怪モン造ス生タ物ーがいた。

　行き交かう患かん者じやに奇き異いの、またはあからさまに嫌けん悪おの視線を向けられて、それでもそこに立ったまま、伊依を見つめる怪モン造ス生タ物ーがいた。

「……父さん」

　伊依は真まっ直すぐにそれを見返し、髑どく髏ろの首くび飾かざりに言った。

「あたしが──最初に、怪造を教えてほしいって言ったんだよ」

　足が重く、呼吸は苦しくて、できればこの場で倒たおれこんで眠ってしまいたい。

　それでも伊依は歩いた。正面──側頭部から翼つばさを生やし、宝石のような目でこちらを見つめる怪モン造ス生タ物ーのもとへ。

「ここで投げだしたら、本当に全すべてが台無しになるよ。あたしは、父さんに言われて怪造学を始めたんじゃない。それに──ここで諦めたら、ここで立ち止まったら」

　空を見上げ、玄関の硝子ガラス扉とびらを開いた。

「桃もも子こちゃん──《鳳フエニ凰ツクス》、他ほかにも、あたしが今まで自分の夢のために犠ぎ牲せいにしてきた怪造生物みんなに、怒おこられちゃうよ」

〈…………〉

　無言で伊依を待っていたのは──梅うめ子こだった。伊依が初めて怪造した怪モン造ス生タ物ー、桃子によく似た、けれど根本から違う怪モン造ス生タ物ー。彼女の姿を見て、そこに桃子の姿を投とう影えいするたび、伊依は自分が怪造学を辞めてはいけないのだと自覚する。

　自分を守って焼きつくされた怪モン造ス生タ物ーたちがいた。

　自分の憎ぞう悪おと弱い心のせいで、殺してしまった怪モン造ス生タ物ーがいた。

「……梅子ちゃん」

　ぽん、と彼女の頭を撫なで、伊依は柔やわらかく微笑ほほえんだ。

「ここで、あたしを待っていたのは──あたしがそう命令したから？　あたしに優やさしくしろって、あたしが無意識に命令していたから？」

〈馬鹿にしないで〉

　即そく答とうだった。

　目に涙なみだを溜ためて、この小こ柄がらな怪モン造ス生タ物ーは二度、叫さけんだ。

〈馬鹿にしないで！〉

「………ごめんね」

　彼女を抱だきあげて、この身体ではその重みすら致ち命めい的だったが、耐たえ──歩く。学校まではそう遠くない。

「遊くん。……やっぱり、あなたは間違ってる。怪モン造ス生タ物ーは──あなたが思ってるような生き物じゃないよ」

　梅子を抱きしめ、通行人にぶつかりそうになりながら、今にも崩くずれそうな身体からだを鼓こ舞ぶして、伊依はゆっくりと歩いていく。

「でも、あなたは──もう、止まらないんだろうね。だから、あたしが止める。今度は──あたしが、あなたを助けてみせる」

　きっと、遊は何かの陰いん謀ぼうをめぐらせている。現界カナイと虚界アンダカの繫つながりを断たち切るのだと彼は言っていた。それは、止めなくてはならない。この身体で何ができるかはわからないけど。

　自分は、怪モン造ス生タ物ーに優しくされて、のぼせあがって、彼らを友達だなんて思っているだけなのかもしれない。

　それでも、そんな感情が生まれたのは、相手を自分に都合のいい奴ど隷れいだなんて考えているからではなく、本当に、彼らが優しい──誠意をもって接すれば、きちんと優しさを返してくれる、心をもった生き物だと知っているから。

　桃子。梅子。彼女らとの絆きずなを否定させない。

　人間と怪モン造ス生タ物ーは、手をとりあって暮らせるはずなのだ。それはとても難しいことかもしれないけど、実現させるにはたくさん苦しむ必要があるかもしれないけど、遠ざけて、見ないふりして、彼らと二度と会えないよりはいい。

　怪モン造ス生タ物ーは友達。

　それが変わらない──空井伊依の虚界アンダカの怪造学。

　ブオン、と激しいエンジンの音がした。

　知らないうちに車道に出ていたのかと思うほど、その爆ばく音おんめいた唸うなりは近くから聞こえてきた。

「……あ」

　驚おどろいて見上げると、すぐ前方、バイクに跨またがる見知った顔がある。

「そこの可愛かわいいお嬢じようさん──良ければ乗っていかないか？」

　蜘蛛くもの巣す柄がらのバンダナ。白い髪かみ。深しん紅くの瞳ひとみ。

　肩かたから提げた日本刀。

「……舞まいさん」

　戦たたか橋はし舞まい弓ゆみという名前の彼女に呼びかけて、伊依は苦く笑しようしてしまう。

「うわ──すごい、舞さん、すごい格好いい登場だったよ？」

「……それは有あり難がとう。だがしかし、罵ののしってくれ、伊依。このバイクは義兄あにの形見なのだが、私は免めん許きよを持っていないのだ」

　いつものように豪ごう快かいなことを言い、自分も怪け我がが治ってはいないだろうに、彼女は伊依を軽々と持ちあげると自分の後ろに座らせてくれた。

　伊依は彼女にヘルメットを手て渡わたされながら、梅子が落ちないよう気をつけて体勢を整える。

「舞さん、怪我はもういいの？」

「良くはない。動くと痛い。だが死ぬほどではないので問題ない」

　きっぱりと断言し、彼女はこちらを神しん妙みように見つめてくる。

「自宅で療りよう養ようしていたところ、君が入院したという話を聞いてな。見み舞まいにきたのだが──君は、どこか戦地へ向かっているようだ。二ヶ月前、倉波との最後の戦いの直前、彼を捜さがして町を走っていたときと同じ顔をしているぞ」

「うん」

　伊依は頷うなずき、頼たのもしい相棒にしがみついた。

「絶対に、止めなきゃいけないひとがいるんだ。たぶん──学校で、あのひとは何かをしようとしている」

　言うと、舞弓は重々しく頷いた。

「学校だな、了りよう解かいした。しっかり抱きついているがいい。……飛ばすぞ」

　エンジンが吠ほえ、空気が叫び、景色が後方に吹ふっ飛んでいく。
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　カリ。コリ。コリリ。

　手先が器用な遊ゆうは、よく粘ねん土どをこねたり木を削けずったりして工作をしていた。そのときに彼が好んで使っていた彫ちよう刻こく刀とうで、二つの腕うで輪わに名前を刻んでいる。

　いより。ゆう。

　平仮名で彫ほられたその名前を見て、伊い依よりは顔をあげると問いかけた。

「でも──本当にいいの？」

　着ているのはいつものように和服で、垂らされたツインテイルにも煌きらびやかな髪かみ留どめがつけられている。

　遊が寂じやく憐れん院いんの屋や敷しきにやってきてから半年ほどが経たったか、ようやく新居を見つけることができたらしい彼らの家族はこの家を去ることになっていた。

　すでに遊を実の兄弟のように思っていた伊依は、そのことに強く抵てい抗こうしたが、子供のわがままでどうにかなるようなことではない。伊依は泣いた。泣いて遊との別れを惜おしんだ。自分に笑顔を教えてくれた、生きる幸せを感じさせてくれた、大切な友達。

　仇あだ祭まつり遊ゆう。彼との決別は、自分の身体からだが引き裂さかれるよりも哀かなしかった。

　遊もそう思ってくれているかどうかはわからないが、彼らが荷物をまとめて家を出る直前、伊依に《門ＧＡＴＥ》を譲ゆずってくれた。

　ずっと欲しいと言っていた、虚界アンダカに触ふれるためには絶対に必要な腕輪。何回も勝負して、そのたびに負けて手にいれられず、悔くやしくて泣いたこともあった。大切なものだと語っていた、怪かい造ぞう学に必要不可欠なその道具を、遊は自分にくれるという。

「うん。ちょっと義父とうさんに叱しかられるかもしれないけど」

　悪戯いたずらっぽく笑って、遊は《門ＧＡＴＥ》を渡わたしてくれる。

　ほとんど重さのない、不思議に透すきとおった色をした腕輪だった。伊依はそれを恐おそる恐る握にぎり、じっと見つめる。

「怪造は難しいから、すぐに怪モン造ス生タ物ーを怪造できるなんて思わないでね。それに、《門ＧＡＴＥ》は馴な染じむまで時間がかかるから、ずっと手首につけておいたほうがいいよ」

　自分も一つの《門ＧＡＴＥ》をつけ、遊はこちらを見つめてくる。

「つけてみて、伊依ちゃん」

「うん──」

　頷き、伊依は《門ＧＡＴＥ》をカチリと嵌はめこんだ。少し手首がピリピリしたが、すぐに気にならなくなってしまった。

　遊は微笑ほほえんで、やっぱり面おも白しろそうに言ってくれた。

「似合ってるよ」

「……ありがとう」

　伊依は俯うつむき、目に涙なみだを浮うかべてつぶやいた。

「ありがとう。あたし、遊くんに会えてよかった。一いつ緒しよに遊んでくれて嬉うれしかった。友達になってくれて──」

　うぅ、と嗚お咽えつをあげ、伊依はぽろぽろと泣いた。

「本当に、行っちゃうの？　もう二度と会えないの？　嫌いやだよ遊くん……」

「伊依ちゃん、泣かないで」

　微笑み、遊は伊依の頭を撫なでてくれる。

「また会えるよ。僕は、絶対に怪造学を辞やめないから。すっごく偉えらい怪モン造ステ学イス者トになって、有名になる予定だから。そんな僕を見つけて、訪ねてきて？　伊依ちゃん。それでまた会って、一緒に遊ぼう？」

「うん──」

　頷うなずき、伊依は《門ＧＡＴＥ》を嵌めた手を遊に差しだした。

「じゃあ、あたしも怪モン造ステ学イス者トになる。遊くんには敵かなわないかもしれないけど、同じくらいに偉い怪モン造ステ学イス者トになる。そうすれば、早く会えるよ。あたし──寂憐院から出られないかもしれないけど、もしここから逃にげることができたら、絶対に怪モン造ステ学イス者トになるから」

[image: ]

　そこまで言って、また涙がこみあげてくる。

　寂さびしくてしばらく泣き、呻うめくようにつぶやいた。

「だから……また会おう」

「うん。伊依ちゃん」

　遊は微笑み、軽かろやかに寂憐院から去っていった。

　彼にとっては──なんてこともない、大した意味もない言葉だったかもしれないけど、伊依にとってそのときの約束は、希望の枯こ渇かつした寂憐院で、唯ゆい一いつの生きる意味になった。
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　舞まい弓ゆみの運転は乱暴だった。ほとんど攻こう撃げき力りよくが発生するほど獰どう猛もうだった。ただでさえバイクに乗るのが初めての伊い依よりは何度も吹ふっ飛ばされそうになり、そのたびに無む我が夢中で舞弓にしがみついた。

　さらに、彼女の運転は法律を無視するほどの速度だったので──誰だれも轢ひき殺したりせず、五体満足で学校まで辿たどりつくことができたのは奇き跡せきとすら思えた。

「……これは」

　古こ頃ころ怪かい造ぞう高等学校の校門前にバイクを停とめて、かるく飛びおりた舞弓は凛り々りしい顔で校内を見つめている。伊依と梅うめ子こはというと目が回っていて、バイクの座席に身を投げだしたまま動けない。

　それに気づいた舞弓が、懐ふところをまさぐって何かを取りだすとこちらに渡わたしてきた。

「伊依。これを使うがいい」

「…………？」

　揺ゆれている視界のなか、伊依は反射的にそれを受けとる。綺き麗れいに磨みがかれた青い宝石のブローチ。これは──たしか。

　舞弓は腕うでを組んで当たり前のように言った。

「理由はわからぬが、君はたいそう疲ひ弊へいしているようだ。疲ひ労ろう回復にもこの治ち癒ゆの呪じゆ具ぐが効くかどうかは知らないが、試ためして損はないだろう」

「……これって」

　伊依は手の中のブローチを見つめ、思いだす。

　これは治癒の呪具。虚界アンダカに確かに存在しているとされている生物ではない存在──虚マテ界リ呪ア具ル。その劣れつ化か模造品である呪具は、ときに普ふ通つうの科学では考えられない魔ま法ほうのような効果を発揮する。

　以前の〝神〟を名乗る存在との戦いで、この首くび飾かざりは重要な役割を果たした。その効果は怪け我がの治ち療りよう。呪具の権けん威いと謳うたわれた倉くら波なみ無な楽らくのお手製で、伊依もその効き目はこの身で体験している。

　しかしこれは……たしかあのときの戦いの最中に、〝神〟──倉波無楽を誘おびきよせる餌エサとして使い、そのまま舞弓の実家へ置きざりにしたような。舞弓はそれをちゃっかり拾って自分のものにしていたようだ。

　理解しつつ、伊依は舞弓を見上げた。

「でも、舞さんだって怪我が治ってないでしょ？」

「私は構わない。動けぬほどでもないのでな。それに見たまえ」

　彼女が両手を広げると、その全身を飾りたてた無数のシルバーアクセサリが輝かがやく。編シーみトリ飾ンりグ。甲サー丸クル指リン輪グ。細チヨ首ー飾カりー。腕ブレス輪レツト。

「外見的な問題なのだが、私より君のほうがそういう乙女おとめちっくな飾りは似合う」

「……舞さんも可愛かわいい格好すれば普通に可愛いと思うけど」

　ぼやきつつも、動けないのは本当なので正直なところ有あり難がたかった。伊依は胸にブローチをつけ、どうにかバイクから降りる。

　瞬しゆん間かん、温かな心地ここちよさが全身を巡めぐり、気力が充じゆう満まんしていく感覚があった。

　梅子を抱だきしめ、舞弓を見て伊依は微笑ほほえむ。

「うん。おっけー、なんとか動ける」

「……無理はするなよ」

　舞弓はつぶやき、校門へと歩を進める。その言葉をそっくり返したいと伊依は思った。

　満身創そう痍いの二人は、そうして古頃怪造高等学校を歩いていく。

「……むっ？」

「どうしたの、舞さん？」

　舞弓が怪け訝げんな声をあげるので問いかけると、彼女はしなやかな指先で校庭を示した。伊依も正面を見て、思わず息を吞のんでしまった。

　古頃の面積ばかりが広い校庭には、決して少なくはない生徒たちの姿があった。何があったのだろう、誰もが暗い表情をしている。泣いたり、肩かたを寄せあって震ふるえていたり、負傷している者もいる。

「……何事だ？」

「舞さん、あれ、あれ見て！」

　彼女の着ている制服の裾すそを引っぱって、伊依は大きな声をあげた。

「ひどい──」

　視線の先、古頃怪造高等学校の校舎には無数の亀き裂れつが走っていた。

　窓の大半は割れ、そこから悲鳴や獣けものの咆ほう哮こうが聞こえてくる。不気味な、現界カナイの生物ではない黒い鳥のようなものが校舎の周囲を旋せん回かいしている。火の手があがっているところもある。なんだ──これは。

　そして伊依は気づく。校舎の屋上、そこに立つ人物──。

「……遊ゆうくん」

　一いつ瞬しゆんだけだったが、伊依はそこに遊が立っているのをたしかに見た。遠目だったけれど──彼を自分が見み間ま違ちがえるわけがない。

　彼は、騒そう乱らんに支配された古頃怪造高等学校の頂点で、逃にげようともせずに校庭の生徒たちを見下ろしているようだった。

　伊依の心に、ずん、と重い衝しよう撃げきがはしる。

　まさか──と思う。やはり、とも思った。

　これは、遊がやっていることなのか。もう、彼は七年前の遊とは本当に違ってしまったのか。怪モン造ス生タ物ーに傷つけられたと語っていた。伊依の夢を否定して、厳しい言葉を投げかけてきた。

　でもあのときの遊の瞳ひとみは、最後まで優やさしかった。

「──遊くん」

　ぎゅ、と拳こぶしを握にぎり、伊依は舞弓に視線を向ける。

「舞さんはここで待っていて。あたしは──遊くんを止めてくる」

「寝ね言ごとは寝てから言いたまえ」

　蜘蛛くもの巣柄がらのバンダナをきつく結びなおして、彼女は裂れつ帛ぱくの気合をこめた視線をこちらに向けてきた。

「私は戦士だ。ここで戦わずして何が戦士──正義の味方か。私は未熟。これから何度でも負けるだろう。しかし──心は絶対に折らない。私は、私の信じる正義をひたすらに実行するのみ。力及およばず敗れることがあろうとも、何度でも蘇よみがえって最後には勝利する！」

　宣言し、舞弓は怪我などしていないかのような勢いで走りだしてしまう。まったく、困ったひとだなぁと伊依は思いながらも、そんな彼女の背中を見つめて囁ささやく。

「それが舞さんの──怪造学なんだね」

「怪造学ではない！　ただの生き様だ！」

　古頃で最も成績の悪い怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グは、避ひ難なんしてくる生徒たちが密集している昇降口ではなく、派手に壁かべを蹴け破やぶって校舎に侵しん入にゆうしていった。

　それを呆あきれながら眺ながめ、遅おくれないよう足に力をこめ──。

「伊依」

　不意に、背後から声をかけられて立ちどまる。

　振ふりかえると、そこに青い髪かみを揺ゆらした香か美みが立っていた。

「……カービィちゃん」

「伊依。あのさぁ、あちきが怠なまけ者だから理解できないのかもしれないけど」

　彼女は、いつになく真ま面じ目めな表情をしていた。普ふ段だんは寝ぼけた顔ばかりしているから気づかないが、神しん妙みように立つ彼女の姿は寒気がするほど美しい。

「どうして、いつも伊依が戦うの？　危険に巻きこまれて、それを解決しなきゃいけないの？　伊依が戦わなきゃいけない理由なんて──どこにもないでしょうに」

「…………」

　伊依は彼女をじっと見つめ、首を振った。

「うん、正直──こういう危ないことには関かかわりたくないよ」

「だったら」

　香美は手を広げ、こちらを諭さとすように優しい声をだす。

「やめなさい。大人に、執しつ行こう部ぶにでも任せればいいじゃない。おたくはまだ十五歳なのよ？　弱くて幼い、伊依みたいな子供に無理にがんばれなんて誰だれも強制したりしないわ」

「うん。強制されてないよ。あたしが、がんばりたいと思うから──がんばるんだ」

　梅子を抱だきしめ、伏魔殿と化した校舎を背景に伊依は宣言した。

「カービィちゃん、心配してくれてありがとう。でも、ここで行動しないのが、あたしは傷つくよりもずっと嫌いやなんだ」

「…………」

　押し黙だまる彼女に歩みより、そっと頭を押しつける。

「いつも、そんなふうに馬鹿なことして傷ついて帰ってくるあたしを慰なぐさめてくれてありがとう。四ヶ月前、カービィちゃんがいなかったらたぶんあたしは哀かなしみで潰つぶれてた。ありがとう──本当に感謝してるんだ」

「……よしてよ」

　香美は掠かすれた声で、伊依に小さくつぶやいてくる。

「感謝されたくて、あちきは伊依のそばにいたんじゃないわ」

「わかってる。それが〝友達〟なんだよね」

　伊依は屋上を振りあおぎ、かつて、その言葉を自分に教えてくれた少年へ伝える気持ちで言った。

「だから今回も待っていて。そのとき傷ついてたら、またよろしく。カービィちゃんが待っていてくれると思うから、あたしはいくらでも無茶ができるんだよ」

「…………」

　香美はものすごく不ふ機き嫌げんな顔をして、思いっきり嘆たん息そくした。

「わかった。そんじゃ友達やめる。二度と帰ってくんな。疲つかれんのよ……伊依を励はげましたりするのは」

「うわ、ひどい。そういうこと言うんだ、カービィちゃん」

　にっこり笑って、伊依は彼女に背を向けた。

「じゃ、いってきます！　応おう援えんよろしく！」

「いや、だから、あちき待たないって。行くなっていうの。この唐とう変へん木ぼく。もう──おたくみたいなの友達にしたら、怪モン造ス生タ物ーだって悲鳴をあげるわ」

　唇くちびるを尖とがらせて、香美は腕うでを組んだ。

「ほんじゃ、香美ちゃんのためになるべく傷ついたり落ちこんだりせずに戻もどってきなさい。あるいは中ちゆう途と半はん端ぱに打ちのめされるくらいなら、死んでこい。腐ふ乱らん死体になっても──あちきは全然おっけーなひとだから」

「ごめんね、カービィちゃん。ありがとう！」

　手を振って、伊依は校舎へ向けて走りだそうとする。

　そんな伊依に囁ささやくように、香美が小声でつぶやいていた。

「……伊依の卑ひ怯きよう者ものめ、そんな笑え顔がおで旅立たれたら──どんだけ心配でも黙って見送るしかないじゃない」

　肩かたをすくめ、香美はいつものように気け怠だるげに告げてきた。

「気をつけなさい、伊依。おたくが駄だ目めそうだと思ったら、あちきがおたくの嫌きらいな乱暴な手段で解決にのりだすから」

　振りかえり、伊依はびしっと指をさす。

「カービィちゃんは危ないことしたら駄目っ！」

「伊依が言うかぁ!?　あぁ、むかつくっ。おたく、死ね！　ここで死ねっ！」

　伊依は怒ど鳴なられて、びゅんびゅん石を投げられた。
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「一つ、強く在ること」

　香美の投石を回かい避ひしつつ、舞弓があけた校舎の穴をくぐると──そこは戦場だった。

「ただ、強く在ること」

　というか、舞弓の独どく壇だん場じようだった。

　廊ろう下かには、逃にげ惑まどう生徒たちと、無数の怪モン造ス生タ物ーの姿があった。それ以上に目をひくのは、舞弓に倒たおされたのだろう──廊下に倒れている少なくはない怪モン造ス生タ物ーと、その中心で高らかに叫さけぶ真しん紅くの光をまとった侍さむらい少女だった。

「やぁやぁ、遠からん者は音にも聞け！　近くば寄りて目にも見よ！　我こそは古頃怪造高等学校の平和を守る武ぶ俠きようの雷らい鳴めい！　姓せいは戦たたか橋はし！　名は舞弓！　この銘めい刀とう《朧おぼろ武ぶ朧ろう》の威い力りよくと我が武勇を畏おそれぬならば、かかってこい！」

　なんというか……すごく楽しそうだった。

　伊依はそんな彼女にちょっと近づけず、怪け我がをして倒れているひとを校庭まで運んだりしながらただ舞弓の暴れっぷりを見ていた。

「現界カナイの扉とびらを打ち開けて！　虚界アンダカの闇やみに歩を進め！」

　彼女の全身は燐りん光こうをまとい、その手に握にぎる全長八十センチの日本刀──《朧武朧》も火山のような勢いで真紅の光を噴ふいている。

「見み極きわめるのは上下の天外！　惑わされぬは左右の門外！」

　叫びながら、舞弓は近づく怪モン造ス生タ物ーへと華か麗れいに蹴けりをいれている。見ていられなかったが、近づくと巻きこまれそうなうえ、今の伊依は遊に《門ＧＡＴＥ》を奪うばわれているから何もできない。怪かい消しようすら不可能だから、倒れた怪モン造ス生タ物ーにも何もしてあげることができない。

　避難している生徒たちに《門ＧＡＴＥ》を借りようかとも思ったが、見たところ誰の手首にもあの純白の腕うで輪わは見当たらなかった。

　なぜ？　考えているうちに──舞弓の呪じゆ文もんは終わりに近づいている。

「虚きよ無むへとつらなる禁遠倉庫！　無下の雑ざ物ぶつをかきわけて！　鍵かぎは寅とら色いろの第一番、鍵穴は朝の前ぜん扉ぴ！」

　拡散していた真紅の光が、瞬しゆん間かん、舞弓の《朧武朧》に集合し爆ばく発はつする。

「解錠──怪造剣が第八番、戦闘形式モード、青せい竜りゆう刀とう！」

　言葉と同時に日本刀は光に溶とかされ姿を変える。それは中国──戦国乱世の時代、その一ひと振ふりで騎き馬ばごと武将を切り裂さいたという槍やりとも剣ともつかない武器。

　ぐるんぐるんと長なが柄えを持って青竜刀を振ふり回し、大上段に構えて舞弓は叫んだ。

「さぁ、私を華きや奢しやな女子供と思うなよ！　一いち撃げき必殺！　一いつ騎き当とう千せん！　命がいらんのなら来るがいい──！」

　宣言し、いつもの数倍は活いき活きとしている彼女は襲おそいくる怪モン造ス生タ物ーたちを蹴け散ちらしていく。相変わらずものすごく強い。人間離ばなれしているほどである。怪モン造ス生タ物ーたちも炎ほのおを吐はいたり鋭するどい牙きばで攻こう撃げきしたりしているのだが、彼女は青竜刀をブン回して炎を弾はじき、牙を素す手でで受け止めるとそのまま投げ飛ばすなどの問答無用っぷりだった。

　そんな舞弓を伊依は頼たのもしく思うものの、彼女は廊下という閉へい鎖さ空間なのに青竜刀で戦いまくるものだから壁かべや教室などの被ひ害がいも大きい。柱が砕くだかれ、窓が炸さく裂れつし、天てん井じようがあちこち崩ほう落らくしてくる。
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「あっ、危なっ。怖こわっ！」

　伊依は飛んでくる壁の破は片へんや落ちてくる天井からの瓦が礫れきに悲鳴をあげ、目につく怪モン造ス生タ物ーを片かたっ端ぱしから打ち倒し爆ばく走そうする舞弓に呼びかける。

「ちょ──舞さん！　学校を崩ほう壊かいさせる気!?　っていうか、こんな狭せまいところで青竜刀はどうかと思うよ！　もっと周りに被害がでない武器で──」

「断る！」

　即そく答とうだった。

　舞弓は振りかえり、威い風ふう堂々と胸を張って宣言した。

「正義の味方は、いかなるときも華麗に！　派手に！　戦うべきなのだ！　具体的には機能性を無視した巨きよ大だいな銃じゆうとか剣とか、光線とかで!!」

「……光線だせるの？」

「それは無理だが」

　冷静に応こたえ、舞弓は戦闘に戻もどる。

　そんな彼女に伊依は手を振って要求してみた。

「あ、そんじゃ舞さん、しばらく《門ＧＡＴＥ》貸してくれない？　あたし──その、《門ＧＡＴＥ》取られちゃって。怪消できないんだ。舞さんの怪造剣けんって《門ＧＡＴＥ》いらないんだよね？」

「あぁ、たぶん」

　心こころ許もとない返事をして、舞弓は青竜刀をその場に突つき刺さすと素早い動きで《門ＧＡＴＥ》を外した。

「倉波と戦ったとき彼が語っていただろう──私の怪造剣は物ぶつ造ぞうで、その物造に必要なのはこの《朧武朧》だけだとな。《門ＧＡＴＥ》は必要ないだろう」

　言いつつ、彼女は《門ＧＡＴＥ》を投げてくれる。しっかり伊依は受けとり、梅子を抱だいたまま一つ一つそれらを嵌はめた。馴な染じませるように何度か振ってみる。

　基本的に、他人の《門ＧＡＴＥ》では馴染むまでまともに怪造することができない。詳くわしい原理はわからないが、今日ここで伊依が新しい怪モン造ス生タ物ーを怪造するのは不可能だろう。

　だがしかし──比ひ較かく的に簡単な怪消なら。

「──怪消！」

　光を放ち、鳴動する《門ＧＡＴＥ》を振って伊依は怪モン造ス生タ物ーたちを怪消していく。やはり少しだけ違い和わ感かんがあるが、怪消ならば問題ないようだ。衰すい弱じやくしきった身体からだでも、生命力──《魔ま力りよく》を消費しない怪消ならば何度でもできるし。

　しかし、この身体の疲つかれはなんなのだろう。まるで連続で怪造をした後のような──。

　それよりも先に考えなければならないのは、この古頃怪造高等学校の異変だ。どうしてこのように──怪モン造ス生タ物ーたちが溢あふれているのか。

「怪消！」

　その真相をつきとめ、できるかぎりで阻そ止ししつつ、遊を見つけて彼を止める。簡単な話だ。身体はとうに限界で、立っているのも苦しいけど。

「……伊依さん？」

　不意に、背後から話しかけられる。驚おどろき、視線を巡めぐらせたが、声の主の姿はない。

「こっちこっち」

　見上げると、クラスメイトの駒こま崎ざき学まなぶが天井に貼はりついていた。それから音もなく着地して、こちらにかるく会え釈しやくしてくる。

「助かったよ。いや、次々と怪モン造ス生タ物ーが現れるものだから降りるに降りられなくて」

「…………」

　それ以前の問題として、どうやって天井に貼りついていたのだろう。

　伊依は考えながら、右目を前まえ髪がみで隠かくした彼のことをじっと見つめた。いま気づいたが、彼は背中に気絶しているらしい魑ち魅み寺でら屍かば丸まるを背負っていた。

「……駒崎くん。すごい動きしなかった、いま？」

　ぐるん、と回って天井から床ゆかへ着地。しかも人を一人背負ってだ。普ふ通つうじゃない。

「うん──まぁ、血筋で。あのくらいの忍にん術じゆつは」

「……ニンジュツぅ？」

「あ、いや、体術だよ。たいじゅつ」

　無表情で訂てい正せいしてくる。相変わらず何を考えているかわからない少年だ。

　違和感をおぼえながらも、今はそんなこと考えている状じよう況きようではないと伊依は問いを口にする。

「それより、駒崎くん。これって──いったいどうしたの？　なんでこんなふうに怪モン造ス生タ物ーが暴れているの？」

「あぁ──」

　学は納なつ得とくしたように頷うなずいて、わずかに首を傾かしげた。

「さてね。僕にもよくわからないが、こうね、こう」

　頭のあたりから腰こしにかけて、波をうつようなジェスチャーをする。それを無表情でやるので少し笑えた。

「こんな髪かみの毛をした──小さな怪モン造ス生タ物ーが現れたんだよ」

　長い髪をした、小こ柄がらな怪モン造ス生タ物ー？

　それって──ジェニファー？

　驚き、伊依は思いだす。そういえばあの怪モン造ス生タ物ーは遊から預かったのだった。この事件の犯人はおそらく遊だろうし、ジェニファーも遊の手先である可能性は高い。

　そう考えていると、学は頷いた。

「それから、その怪モン造ス生タ物ーは生徒とか教師とか、とにかく学校中の人間に飛びついて──《門ＧＡＴＥ》を破は壊かいしていったんだ」

《門ＧＡＴＥ》の破壊。遊は伊依の《門ＧＡＴＥ》も奪うばったし、やはりそれが目的なのか？　つまり近ごろ噂うわさになっていて、舞弓を傷つけた《門ＧＡＴＥ》狩がりの犯人もやはり遊？

　虚界アンダカと現界カナイの繫つながりを断たつのだと遊は語っていた。そのために《門ＧＡＴＥ》の強ごう奪だつを？　そんな安易な──しかも時間も労力も必要なことをわざわざ実行するだろうか？

「……それだけじゃない。むしろ、そこからが理解できない」

　学は思案顔になり、ただ事実だけを説明してくれた。

「信じられる？　怪モン造ス生タ物ーが破壊した《門ＧＡＴＥ》は、その場でその怪モン造ス生タ物ーとまったく同じ怪モン造ス生タ物ーに変化した。その怪モン造ス生タ物ーは、《門ＧＡＴＥ》を壊こわして分ぶん裂れつしたんだ。もちろん、あっというまに《門ＧＡＴＥ》のほとんどがその怪モン造ス生タ物ーに変わってしまって、怪消もできず──僕らはこうして逃にげることしかできないというわけ」

　嘆たん息そくし、彼は校舎を見わたした。あちこちに蹲うずくまって泣いたり、怪け我がをして血を流している生徒たちがいる。自分が怪モン造ス生タ物ーを支配していると思っていたり、普ふ段だん、怪モン造ス生タ物ーを便利に使っている生徒ほど、怪消もできず怪モン造ス生タ物ーに襲おそわれる恐きよう怖ふは大きかっただろう。

　恐怖？

「──あ」

　そこまで考えて、伊依は遊の目的を理解する。

「……そういうことか。遊くん、本当に──怪造学を潰つぶすつもりなんだね」

　つぶやき、伊依は学に問いかける。

「それで、駒崎くん。ジェニ──その小さな怪モン造ス生タ物ーが《門ＧＡＴＥ》をもとにして分裂したのはわかったよ。でも、それじゃこの怪モン造ス生タ物ーはなに？」

　廊ろう下かを埋うめつくしそうなほどの、大量の怪モン造ス生タ物ー。たいていは戦せん闘とう力りよくの低い種類なのだが、こうまで群れると脅きよう威いである。しかも、こちらは《門ＧＡＴＥ》を奪われ、反はん撃げきの手段をもたない。

　学は首を傾げ、やはり明確な答えはだしてくれない。

「さて？　わからない。ただ僕に言えることは、《門ＧＡＴＥ》をもとにして増えた小柄な怪モン造ス生タ物ーが生徒に触ふれたとき、まるで《門ＧＡＴＥ》みたいにその怪モン造ス生タ物ーが光って、次の瞬しゆん間かんには大量の怪モン造ス生タ物ーが怪造されたということだけだな。死なないくらいに生命力──《魔力》を吸いとられて、けっこうな人数が気絶したり衰すい弱じやくして動けなくなったりしていたよ」

「怪造──、衰弱」

　伊依は思考し、自身の記き憶おくと身体からだの疲ひ労ろうにも思いを馳はせる。自分が気絶したのはなぜだったか。自分はどうして衰弱しているのか。

　それに──《門ＧＡＴＥ》で分身、か。

「うん──そうか、ふぅん、なるほど」

　頭の中で仮説を組みたて、学に頭を下げる。

「ありがと、駒崎くん。おかげで──だいぶ理解したよ」

「？　どうも。それよりも伊依さん、入院したって聞いてたけど──」

　心配そうに見てくるから、伊依はにっこりと笑った。

「ん。平気平気、すっかり元気だよ」

　本当は呼吸をするのも大変なのだが、そんなこと言うと学のことだから一いつ緒しよに避ひ難なんしようとか言いはじめるかもしれない。彼がいつも、目立たない気配りで自分たちを助けてくれていることを伊依は知っている。

「ふぅん……」

　学は目を細め、かるく息を吐はいて首を振ふった。

「ま──いいか。じゃ、僕は屍丸くんを運ぶから、伊依さんも早く避難しなよ」

「うん……。あ、魑魅寺くんどうしたの？」

　学に背負われた屍丸を見て、少し心配になってしまう。

「なんでもない──真っ先に小柄な怪モン造ス生タ物ーに襲われてね、気絶しちゃったから僕がこうして避難させてあげなきゃいけないわけ」

　学は溜ため息いきをつき、ぽつりとつぶやいた。

「……まったく、馬鹿のお守もりは本当に疲つかれる」

「あの──」

　意味のわからない彼の言葉に、伊依は首を傾かしげていつもの質問をした。

「お守りって。あれ？　駒崎くんと魑魅寺くん──ただの親友なんだよね？」

「……親友だよ？」

　無表情に言い捨てて、学は素す早ばやく穴をくぐりぬける。すぐに彼の背中は校庭に消えたが、伊依はしばらく彼の去った方向を見つめてしまった。

　やがて肩かたをすくめ、伊依を待たずに直進しているらしい舞弓を追いかける。心に浮うかんだ気持ちを正直に、溜息に混ぜてつぶやきながら。

「……この学校、変なひとばっかし」

『てめぇが言うな』

〈……伊依も変だよ？〉

　なぜか父と梅子から同時にツッコまれた。
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　舞弓が鬼き神しんのような強さで戦ってくれるので、伊依は安心して考えることができた。この騒そう動どうの原因と、仕組み。そして──解決方法を。

「ジェニファーちゃんがいるかぎり、際限なく怪モン造ス生タ物ーが生まれてくる。今は──校内で収まってるけど、そのうち町で怪モン造ス生タ物ーたちが暴れて大おお騒さわぎになるかもしれない」

　つぶやき、伊依は自分に言い聞かせる。

「その前に──なんとか解決しちゃわないと」

　そのためには、まず怪モン造ス生タ物ーを生みだす原因になっているジェニファーを全すべて怪消することだ。しかしどれだけ彼女が増えているかわからないし、何度か見かけた彼女らは見かけによらず異様にすばしっこい。逃にげに徹てつされれば怪消するのは困難だ。

　やはり遊を発見して、彼をどうにか説得し、この事態を一気に解決する方法を聞きだすしかないか。そんな方法があるかどうかは賭かけだが、このままではじきに怪造学会執しつ行こう部ぶが到とう着ちやくしてしまう。そうすれば始まるのは怪モン造ス生タ物ーたちの虐ぎやく殺さつである。それだけはなんとしても避さけなくてはならない。

　遊はさっき──屋上にいた。

　ならば、まずはそこへ向かうべきか。

「舞さん、こっち！」

　階段を見つけ、駆かけあがり、伊依は青せい竜りゆう刀とうを携たずさえた侍さむらい少女に呼びかける。

「この現象を起こしている犯人はたぶん遊くんだから、まずは遊くんを捕つかまえよう！　怪モン造ス生タ物ーはいくらでも怪造されてくるんだし、相手にしてもキリがないよ！」

「……狙ねらうは頭ということか。了りよう解かいした！」

　勇ゆう壮そうに応こたえ、舞弓も追従してくれる。伊依は安心し、前を見て階段を上がることに集中したが──。

「──っぐ」

　不意に、舞弓の呻うめくような声を聞き、驚おどろいて振りかえる。

「舞さん!?」

　見ると、舞弓が腹のあたりを押さえて階段の中なか程ほどに蹲うずくまっていた。慌あわてて彼女に駆け寄り、伊依は息を吞のむ。

「血が──」

　舞弓の制服に、目を逸そらしたくなるほどの鮮せん血けつがにじんでいる。あれだけ派手に戦っていたのだ、傷口が開くのも当然だ。やはり舞弓は戦えるような身体からだではなかったのだ。伊依は彼女のそばに寄り、静止を呼びかけた。

「……舞さん、無理しないで」

「はぁ。ぐ、む」

　脂あぶら汗あせを流し、舞弓は首を振った。痛いだろう。痛くないわけがない。彼女が死ぬような大おお怪け我がをしたのはつい数日前なのだ。

「否──この程度、……ぐっ。くそっ」

　強がりを言いかけて、痛みに耐たえかねたか舞弓は腹を抱かかえる。見ると、彼女の手にはべっとりと血がついていた。

「舞さん──動いちゃ駄だ目め！」

　伊依は蒼そう白はくになり、そんな彼女を見つめる。

　舞弓はただ悔くやしそうだった。

「……くそ。くそっ。不死身ではないこの身体が歯がゆいよ。どうして私は血を流す──どうして、私はこんなにも弱い──」

　俯うつむいたまま、舞弓は吐はき捨てた。

「……伊依、私は負けたのだ。これから君が止めようとしている相手にな。悔しい──強くなりたい！　今度こそ勝とうと、こうして君についてきたが、あいつに辿たどりつくこともできないなんて──」

「舞さんは──強いよ」

　舞弓の肩に触ふれ、伊依はしゃがんで彼女の頭に額を寄せた。

「力が足りなくて負けても、何度でも蘇よみがえって最後には勝つんでしょ？　そう言っていたよね。だから──舞さん、今回はここで待っていて。蘇って、ちゃんと怪け我がを治してから、また戦えば必ず勝てるよ」

「……伊依」

　年とし頃ごろの少女らしく揺ゆれた表情で見上げてくる舞弓に、伊依は笑う。

「無理しないで。死ぬまで戦うのは格好いいっぽいけど、それは残されたひとのことをかなり考えてないよ。とりあえず、あたしは、舞さんが死ぬのはものすごく嫌いやだからね？　おとなしくしていて、あとは──あたしに任せて」

　正直に告げて、彼女の背中を撫なでる。それから伊依は立ちあがって階段を上りはじめた。

「……伊依」

　舞弓は、真しん摯しな口調で告げてきた。

「あの仇あだ祭まつり遊ゆうは──不思議な技わざをつかう。やつの運動能力はさして問題ではないが、武器の大鎌は音で感覚を惑まどわし、虚きよ像ぞうをつくる。他ほかにも奇き妙みような怪モン造ス生タ物ーを隠かくしているかもしれない」

　彼女の声には隠しようのない困こん惑わくめいた響ひびきがあった。

「それに──あいつが、なんというのだろう、顔を脱ぐときがある。そのとき、あいつには周囲の状じよう況きようがゆっくりに見えるらしい。気をつけたまえ。私も──傷の痛みがおさまったら君の援えん護ごに向かうから」

「うん──」

　頷うなずいたが、たぶん彼女が動けるようになるころには決着がついているだろうと伊依は思う。慣れない《門ＧＡＴＥ》で怪造ができない伊依が頼たよれるのは、梅子と言葉だけなのだ。

　彼を説得できなければ、そのときにはもう終わりだろう。

　そういう状況なら二度目だ。《鳳フエニ凰ツクス》のときは失敗してしまったけど。

　今度は──間ま違ちがえない。

「伊依、死ぬなよ」

　舞弓が、彼女らしくない弱々しい声で告げてきた。

「私も──君が死ぬのはものすごく嫌だぞ」

　伊依は振ふりかえって笑った。

「……あはは。死なない死なない。やばそうだったら逃にげるから。でも、ありがとう──舞さん」

　かるく手を振って、伊依は真まっ直すぐに階段をのぼっていく。屋上まで──あと二階分。身体は重く、治ち癒ゆの呪じゆ具ぐの回復力でも未いまだに体力は戻もどってこない。

「……きついなぁ、もう」

　思わず愚ぐ痴ちをつぶやくと、不意に聞こえてくる声がする。

〈頼れ。縋すがれ。祈いのれ。望め──〉

　それは、悪意という悪意をつめこんだ、地じ獄ごくのような声だった。

〈力を欲ほつせ。我を受けいれよ。さすればこの世に敵はいないぞ〉

「……ううん」

　伊依は、誰だれにも名づけられなかった、哀かなしい不死鳥のことを思いだす。一生──忘れないだろう、彼女の寂さびしそうな瞳ひとみを。

「あたしは、もう二度と、あなたの力に頼らずに勝つ」
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　屋上に至る鉄製の扉とびら──その正面に最後の試練があった。

　そこに存在しているのは、およそ十体ほどの怪モン造ス生タ物ーである。彼らは伊依を見つけると獰どう猛もうな唸うなり声をあげ、すさまじい勢いで向かってきた。その全すべてが、大きな身体からだをもつ強そうな怪モン造ス生タ物ーである。

　どれも下級から中級の怪モン造ス生タ物ーなのだが、伊依の場合、怪モン造ス生タ物ーのランクなどいろんな意味で関係ない。この衰すい弱じやくしきった身体では下級三位の怪モン造ス生タ物ーにも勝てないだろうし、そもそもランクで表された大ざっぱな能力だけでは怪モン造ス生タ物ーの強さなど量れないのだ。

　だから──。

「……できれば、この能力にだけは頼りたくなかったけど」

　階段の終着点、広い踊おどり場からこちらに向かって跳とびこんでくる怪モン造ス生タ物ーたちを見る。怪モン造ス生タ物ーの顔色を見てその内心を把は握あくすることに長たける伊依は、彼らの表情を見て理解した。

「……怖こわい、よね」

　両手を広げ、伊依は逃げずに立ち止まる。梅子が頭によじのぼってきて、伊依の旋毛つむじの上で側頭部の翼つばさを広げた。

　いきなり現界カナイに放ほうりだされて、誰からの指示も受けられず、周囲には知らない怪モン造ス生タ物ーだらけで──それは不安になるだろう。

「ごめんね」

　伊依はつぶやき、耳をふさいで歯を食いしばった。意味はないとは思うけど、心の準備はしないよりマシ。

〈……わたしのなかのイーヴィル、こんな感じだったよね？〉

　翼をかるく揺らめかし、梅子は中級一位、《愛シヤ天リテコ使ラール》の力を最大限にこめて囁ささやく。

〈──泣き叫ぶがいいhowling soul down〉

　耳鳴りがし、空気が震ふるえ、壁かべが天てん井じようが唸りをあげて──。

　瞬しゆん間かん、悪意の声が迸ほとばしる。

〈──────ッ〉

「ひっ」

　伊依は全身を貫つらぬいた衝しよう撃げきに、身体を痙けい攣れんさせて叫んだ。

「うああああ！」

　それは、絶ハウ叫リング連ソウル鎖ダウンと呼ばれた世界を滅ほろぼす怪音波。《愛シヤ天リテコ使ラール》の能力、〝共感〟──かつて〝神〟を名乗る存在が目的のために最大限に悪用した能力である。

　その声は人間や怪モン造ス生タ物ーを絶ぜつ叫きようさせ、一いつ切さいの行動や思考を奪うばう。そのうえ、その悲鳴は感染するのだ。やがて叫び声は世界を支配して、その音波は生物や建造物に壊かい滅めつ的な破は壊かいをもたらすだろう。

　だがしかし、この絶ハウ叫リング連ソウル鎖ダウンを本格的に放つには七日にもおよぶ〝溜めチヤージ〟の期間が必要であり、いきなり使おうとしてもごく短いあいだしか持続しない。

〈ぴきり──きりきり、ぴきりぴきぱきり〉

　梅子が絶ハウ叫リング連ソウル鎖ダウンを中和する声をあげて、伊依の身体に意識が戻る。激しい喉のどの痛みと疲ひ労ろうをおぼえたが、チャンスは一いつ瞬しゆんしかない。伊依は梅子を抱だきかかえると全力で階段を駆かけあがった。

　絶ハウ叫リング連ソウル鎖ダウンが中断され、おまけに中和の声をいくらか拾って、怪モン造ス生タ物ーたちも叫ぶのをやめていく。少しは校舎にいた他の怪モン造ス生タ物ーや人間に絶叫が感染していたかもしれないが、誰かの命を奪ったりした可能性は皆かい無むだろう。そういう声をだすように、梅子にお願いしておいた。

　目の前の怪モン造ス生タ物ーを倒たおすような、強きよう烈れつな声でなくてもいい。

　ただ──一瞬、注意を奪うことができれば。

「────」

　伊依は素す早ばやく階段を駆けあがり、こちらに向かって階段を降りてきていた怪モン造ス生タ物ーたちの隙すき間まをすりぬける。足が重い。だが動ける。怪モン造ス生タ物ーたちは何が起こったのかわからない顔で呆ぼう然ぜんとしていたり、あらぬ方向に警けい戒かいを向けたりしていて足あし下もとの伊依に気づかない。巨きよ大だいな怪モン造ス生タ物ーだからこそ、伊依が視界に入らないのだ。

　最後の怪モン造ス生タ物ーの尻尾しつぽを跳びこして、伊依は息を切らせながらも鉄の扉に手をかける。

「やった──」

　言って、表情を綻ほころばせる伊依の胸のなか──。

〈い、伊依！〉

　唐とう突とつに梅子が叫び、服を引っぱった。

「えっ……？」

　背筋を緊きん張ちようさせ──伊依も思わず身構える。

　意味はなく、そんな伊依の全身に──。

〈──うルうルうルうルうルうルうルうル〉

　ぼたぼたぼたっ、と見覚えのある小こ柄がらな怪モン造ス生タ物ー──《卵アイ・姫ドール》が大量に落ちてきた。そして一いつ斉せいに無機質な笑えみを浮うかべ、身体を光らせて──。

「……あ」

　伊依は理解する。衰弱しきったこの身体で、こんなに大量の《卵アイ・姫ドール》に張はりつかれ、先日のように生命力を吸われたら──死ぬ。

　間ま違ちがいなく死ぬ。

　理解して──寒気がした。

「ひっ──」

〈……さぁ、選せん択たくの余地がなくなったぞ〉

　愉ゆ悦えつの声をあげ、伊依の内側で悪意が語りかけてくる。

〈我を求めよ。力を欲ほつせよ。どうだ友人よ、我と死と──どちらを望む？〉

　最悪の選せん択たく肢しと、迫せまる確実な死──。

「……あ」

　伊依の脳内を走そう馬ま燈とうが駆けめぐった。

　寂じやく憐れん院いんでの孤こ独どくな記き憶おく。遊との幸せな時間。それから父と出会って、中学に進学して、香美と喋しやべっている記憶──高校の入学試験、あぁ桃もも子こだ、錬れんノの島しまの特別授業、《鳳フエニ凰ツクス》──舞弓、梅子、〝神〟との戦い──。

　かちり。

　細かく、伊依の《門ＧＡＴＥ》が震えている。

　かち。かちり。

「あぁ──」

　全身に取りついた《卵アイ・姫ドール》が、何かに怯おびえるような驚きよう愕がくの表情で動きを止める。伊依の全身に熱が生まれ──頭が、ぼうっとする。

〈なに──？〉

　伊依の内にひそむ悪意が、戸と惑まどう声をあげた。

〈伊依！　伊依ぃ！〉

　梅子も──叫さけんでいる。

『伊依！』

　父は、喚わめいている。

　あぁ、うるさい。やかましい。そんなに心配しなくても、自分はたぶん死なないし、これから遊を捕つかまえて叱しかって、みんなのところに帰って、また明日からは学校にいって──帰って血ち影かげの料理を食べて、理り夢むの妙みような行動にいちいち驚おどろかされながら部屋で眠ねむって。

　明日も。明後日あさつても。

　ずっと。未来まで。

　生きて──そして、世界を変える。

　人間と怪モン造ス生タ物ーが、一いつ緒しよに暮らせる世界をつくる。

「だから──」

　死なない。死ねない。死にたくない。

　うん。

「現界カナイの扉とびらを打ち開けて──」

　ぽう、と伊依の両りよう腕うでに淡あわい光が集まる。随ずい分ぶんと懐なつかしい、しっかりとした手て応ごたえ。

　伊依の夢を──伊依がここで死ねないってことを、いちばんわかってくれるのは誰だれなのか。

〈これは──面おも白しろい〉

　悪意の声？

〈なに？　なにこれ──〉

　梅子？

『おいおい、伊依！　待て！　そんな強力なの怪造したら死ぬぞ！』

《魔ま力りよく》に反応したのか──慌あわてている、父でもない。

　伊依は笑い、自分の周囲を埋うめ尽つくす《卵アイ・姫ドール》と、こちらに気づいて襲おそいかかってくる十体ほどの怪モン造ス生タ物ーと、《魔力》に反応してまだ階下から上ってくる新たな怪モン造ス生タ物ーたちを漠ばく然ぜんと眺ながめた。

　それらの全てが──今は、どうでもいい。

　がたがた。がたがた。

《門ＧＡＴＥ》が高らかに鳴り響ひびいている。

「虚界アンダカの闇やみに歩を進め──」

　抱だきしめるように、伊依は両手で呪じゆ印いんを刻んだ。

　それは最も簡単な、何度も何度も繰くりかえしてきた基本的な呪印。

　中指と人差し指を残して小指と薬指を折り、親指を限界まで横に伸のばした──友好の呪印だった。

「──見つけた」

　瞬しゆん間かん──光が弾はじけ、伊依は眩まぶしさに思わず目を瞑つむりそうになった。しかしなんとか視界を保ち、現れたその怪モン造ス生タ物ーに笑いかけた。

　涙なみだがこぼれて、薄うすい視界もすぐに役にたたなくなった。

　それでも、声は聞こえた。ずっと待ち望んでいた声──。

「────────！」
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「う──っお!?」

　ぼん、と目の前で計器が爆ばく発はつして、執しつ行こう部長爆はぜ川かわ嫌や凪なぎは部下たちを振ふりかえった。

「……おい、怪造モ生物探ン知機チが爆発したぞ。研究部に苦情を言わねぇとなぁー」

　古頃怪造高等学校、その上空──不自然に静止した巨きよ大だいな航ヘリ空コプ機ターの中、異様な集団が無言で並んでいた。血色の髪かみを一本三つ編みにした嫌凪と、頭部を目や口などの部分に穴をあけた覆ふく面めんで隠かくした男たち──彼らはそれぞれ銃じゆう剣けんや怪モン造ス生タ物ー探たん知ち機きを持ち、あるいは何に使うのかもよくわからない不思議な呪具を手に、不気味な置物のように身じろぎもせず座っている。

「爆川さん──同様に、全ての怪造モ生物探ン知機チが使用できなくなった模様です」

「……へっ、そんなに大量の怪モン造ス生タ物ーがこの学校にはいるのかねぇー。それとも──とんでもねぇのが怪造されたか」

　嫌凪は肉にく食しよく獣じゆうのように笑って、大きく腕うでを振りあげた。

「Ⅰ番隊とⅡ番隊は校舎に突とつ入にゆうして怪モン造ス生タ物ーの怪消と生徒の救出を！　ちなみに優先するのは生徒だぜぇー？　怪モン造ス生タ物ーは後でも殺せるが今しか救えねぇ命があるぞ！」

「了解ヤー！」

「殺傷力の高い武器の使用は不許可！　生徒に当たって死なせちまったら俺も責任とって死ぬからなぁ！　てめぇら、俺が好きなら気をつけろよぉー！」

「了解ヤー！」

「つーことで、怪モン造ス生タ物ーは痛めつけて怪消！　これが基本なぁー！　ほんじゃ野や郎ろうども、楽しくやろうぜぇー！」

「了解ヤー！　了解ヤー！　了解ヤー！」

　声をそろえて応こたえる覆面集団は怪あやしさこのうえなかったが、嫌凪はまったく気にしていない。

　号令に従い、次々とパラシュートを背負って降下していく執行部の背後、嫌凪は居残ったままの人員に三つ編みを舞まわせて振りかえった。

「Ⅲ番隊は校舎から逃にげた怪モン造ス生タ物ーの確保と怪消！　Ⅳ番隊は避ひ難なんしている生徒たちの治ち療りようや対応なぁー！」

「了解ヤー！」

　応え、準備を始める執行部のなか、副長格の執行部員がそんな嫌凪に問いかけてくる。

「爆川さんは──？」

「んっ」

　嫌凪は子供のように笑うと、開け放たれた射出口に向かう。

「俺はね、この事件の犯人を捕つかまえなきゃなんねぇから──ま、ぶらぶら校舎で遊んでくらぁ。Ⅲ番隊とⅣ番隊の指揮は頼たのんだぜぇー」

「了解ヤー！」

　敬礼して見送ってくれる彼に、嫌凪は微笑ほほえんで──激しい騒そう音おんが鳴り響く古頃の校舎を睨にらみつけた。すでに何ヶ所か崩ほう落らくしかけている場所があり、今にも生徒や怪モン造ス生タ物ーごと校舎が潰つぶれてしまいそうである。

「……ったくよぉー」

　そんな光景を眺めつつ、嫌凪は身軽な動きで跳とびおりた。パラシュートをつけてすらいなかったが、執行部員は誰だれも驚おどろいたりしない。

　嫌凪は落下しながらポケットに手をつっこみ、ビー玉を取りだすと口に放ほうりこむ。

「あぁー。誰かが苦しんだりよぉー、傷ついたりよぉー、建物が壊こわれたり、あーっ、死ね！　本当によぉー、胸くそ悪くて吐はき気がすんぜぇー！」

　咆ほう哮こうし、執行部長は事件の解決のために行動を開始した。
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　それは光をまとっているように見えた。

　刹せつ那なで、視界が雰ふん囲い気きが、空気が光景が、世界がまるごと塗ぬりかえられた。伊依が感じたのは、ほんの一いつ瞬しゆん、自分の身体からだを撫なでていった柔やわらかな微び風ふうだけだった。

　だが──それだけで伊依に取りついていた無数の《卵アイ・姫ドール》が吹ふっとんだ。ばらばらと散り、呻うめく彼女らは身体の一部を凍こおらされ──壁かべや床ゆかに接着されている。

　凍る？　氷？　冷気？

「──か、怪消！」

　腕うで輪わを振り、伊依は震ふるえて呻く《卵アイ・姫ドール》たちに呪じゆ文もんを唱えた。不思議と身体に疲ひ労ろうはなく、こころもち頼たよりないけれど──生きている。

　瞬間的に光に包まれ、《卵アイ・姫ドール》は虚界アンダカに送りかえされる。からり、とそんな彼らの存在していた場所に、見覚えのある純白の腕輪やその砕くだけた欠片かけらのようなものが落ちる。

「……《門ＧＡＴＥ》。やっぱり」

　伊依は落ちた《門ＧＡＴＥ》の欠片の一つを手にとって、たしかにそれを確かく認にんする。これでおおよそ事件の概がい要ようはつかめた。あとは──この状じよう況きようから脱だつ出しゆつして、遊を見つけて止めるだけだ。

〈伊依──〉

　呆ぼう然ぜんとした、そして恐れるような表情で、梅子がぎゅっと抱だきついてくる。怖こわくないよ──と伊依は首を振ふり、自分も腰こしを抜ぬかして立てないことに気づいた。

　かるく笑う。今になって身体が震え、そして目め尻じりに涙なみだが浮ういてくる。それは恐きよう怖ふの涙だったし、なにより──安あん堵どの涙だった。

　正面に、とても美しい怪モン造ス生タ物ーが立っている。

　伊依が記き憶おくしている幼い姿ではなく、ずっと成長した妖よう艶えんな外見をしていたが、それでも彼女だとわかった。

　雪のように白い肌はだ。同じく不思議に白い髪かみ。ほぼ同色の振ふり袖そで。黒目がちの瞳ひとみにきつく一文字に結んだ口元。手にした漆しつ黒こくの扇せん子すと、下げ駄たの赤い鼻はな緒おが鮮せん烈れつに目立つ。背せ丈たけは伊依よりも高く──氷がつくった羽は衣ごろもをまとい、その怪モン造ス生タ物ーは見目に麗うるわしかった。

　周囲の空気が冷気で凍りつき、星空のようにきらきらと輝かがやいていた。だが不思議なことに伊依のいる場所は少しも寒くなく、伊依はへたりこんだまま死にもせず苦しみもせず生きのびることができている。
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　彼女は──一瞬だけこちらを見て、気まずそうに目を逸そらすと正面に並ぶ怪モン造ス生タ物ーたちを睨みつけた。

　格の違ちがいを理解したのか、ただ純じゆん粋すいに警けい戒かいしているのか、向かってこない怪モン造ス生タ物ーたちに──彼女はただ一歩だけ踏ふみだした。

　からん、と下駄が鳴る。

　瞬間──怖おぞ気けにかられた怪モン造ス生タ物ーたちが一いつ斉せいに彼女へ向かい、その華きや奢しやな身体に牙きばを突つきたてようと襲おそいかかっていく。いつもなら、自分の身体を張ってでもそれを止めようとするのだが、伊依はなぜだか今は立ちあがることもできなかった。

「あ──」

　伊依は、ぽつりとつぶやく。

「夢、かなぁ」

　俯うつむき、涙を一ひと雫しずくだけ落とした。

「あんまり何度も願いすぎて、夢と現実の区別がなくなって、おまけに恐怖で頭がおかしくなって、幻まぼろしとかを見てるのかな……」

　やがて涙で視界が霞かすんでしまい、伊依は何度も目元を拭ぬぐった。夢でもいい。幻でもいい。ようやく会えたのだ。彼女の姿を見ていたい。

〈伊依──〉

　梅子が、何かを悟さとってつぶやいた。

〈あれが、捜さがしていたひと？〉

　猛たけりたって吠ほえながら、彼女に向かっていった怪モン造ス生タ物ーたちは──。

「え？」

　静止した。

　今度は怯おびえて止まったのではない。不自然に硬こう直ちよくし、空中で固定されている者もいる。彼らは呻き、身み悶もだえをしていたが、決して彼女に近づくことはできない。

　そのまま、数秒、時間が流れ──。

「…………」

　和装の怪モン造ス生タ物ーは、こちらを不ふ審しんげに振りかえった。

　何かを求めているような、早くしろ、というような表情だった。それを理解して、伊依は心に熱い気持ちが沁しみてくるのを感じた。

「……うん」

　そうだ。そうだった。

　彼女は──覚えていてくれた。

「わかってる」

　ようやく腰が元どおりになり、伊依はよろけながら立ちあがる。そして真まっ直すぐに前を見て、笑え顔がおとともに宣言した。

「怪消！」

　光が伊依の《門ＧＡＴＥ》から放たれ、それら幾いく筋すじもの光線は固定された怪モン造ス生タ物ーたちの表面で弾はじかれて、彼らを一いつ瞬しゆんにして虚界アンダカへ戻もどしていく。

「グォォォア！」

　一体の、その奥にいた怪モン造ス生タ物ーが煉れん獄ごく色の炎ほのおを噴ふいた。しかし、超ちよう高熱であるはずの炎すら、和服の怪モン造ス生タ物ーに近づくにつれて動きが鈍にぶくなり──やがて空中で硬直すると完全に静止してしまった。

「なに──あれ」

　伊依はつぶやき、その信じがたい現象に困こん惑わくする。すると首から下がった髑どく髏ろの父が、おそらく伊依に聞かせるためではなく独り言として答えらしきものをつぶやいた。

『存在ごと物体を固定？　いや──凍こおらせている？　化学的な凍とう結けつではなく──因果律からの凍結を？　だが、さっきは普ふ通つうに凍らせてたな、使いわけられるのか？　それにしたって──』

「…………？」

　難しすぎて伊依にはよくわからない。考えないことにして、伊依はただ彼女の戦いを見つめていた。

　こん、と彼女が下げ駄たを踏み鳴らすと、存在ごと凍りつかされていた炎は粉々に砕くだけ、こん、とまた彼女が音をたてると、その奥にいた怪モン造ス生タ物ーが足下から氷こおり漬づけにされてしまう。

　彼女は──たぶん、戦ってすらいない。

　身体からだにまとった冷気で、相手が勝手に凍りついているだけだ。彼女は〝凍らせよう〟とも思っていないに違いない。冷気をあやつり、撫なでるだけで、凡ぼん百びやくな怪モン造ス生タ物ーなどはたちまち凍りついてしまう。

「怪消」

　ただ存在するだけで相手を圧あつ倒とうする怪モン造ス生タ物ー──それは、覚えている、あの寂さびしい名前のない天使、《鳳フエニ凰ツクス》と同じである。彼女は全身から溢あふれる高熱のせいで、誰だれからも愛されず、近づくだけで他人を殺傷していた。ゆえに誰からも名づけられず、彷徨さまようことしかできなかった──。

　伊依が救えなかったあの怪モン造ス生タ物ーと、似ている。

　それはどこの神様の罰ばつなのか、どこの悪あく魔まの意地悪なのか。

　騒そう音おんもない、危険もない、静かで美しいだけの戦せん闘とうは終わった。踊おどり場や階段を埋うめつくすようにしていた怪モン造ス生タ物ーたちは全すべて怪消され、あとには冷気遣づかいの怪モン造ス生タ物ーだけが残された。

　からん。下駄を鳴らし、怪モン造ス生タ物ーは近づいてくる。

　伊依は真っ直ぐに彼女を見つめ、梅子も伊依に抱だかれて呆ぼう然ぜんとそれを眺ながめている。殺さつ伐ばつとした、過か酷こくな戦場にいるというのに、世界は心地ここちよい沈ちん黙もくに満ちていた。

　からん、ころん、と下駄を鳴らし、怪モン造ス生タ物ーは伊依の正面まで歩いてくる。そして姿勢を正し、深々とお辞じ儀ぎしてくる。それから無表情のまま、こちらをじっと見つめてくる。

「……桃子ちゃん？」

　問いかけると、彼女はその麗うるわしい外見に似合わない、怯えるような表情になった。そして俯くと、身体に光をまとわせる。

　それは現界カナイと虚界アンダカを繫つなぐ《門ＧＡＴＥ》に顕あらわれる光と同じ。彼女は──やはり、自分の意志で現界カナイと虚界アンダカを出入りできるのか？

　彼女が行ってしまう──そう思うと身を千切られるようで、伊依は思いっきり叫さけんだ。

「待って！」

「…………」

　光に包まれ、消えかけていた彼女は、戸と惑まどうように瞳ひとみを揺ゆらした。

「……捜さがしていたんだ」

　うまく言葉がでず、もどかしくて、伊依はお腹なかに力をいれて声をふりしぼった。

「謝りたかった。ずっと──それに、ありがとうって」

　すぐに涙なみだが溢れてきて、それが自分で腹立たしく、伊依は唸うなると嗚お咽えつをあげた。呼吸が苦しく、言葉や記き憶おくが頭を駆かけめぐって、伊依は一言も喋しやべることができなくなってしまった。

　相手はそんな伊依を申し訳なさそうに見て、やはり光を全身に広げさせ──。

〈……待って。桃子、ちゃんと伊依の話を聞いてあげて〉

　不意に、伊依の胸のなかで梅子がつぶやいた。彼女は、何度も聞かされて、桃子のことを知っている。けれど──どうして、梅子が泣きそうな顔をしている？

　伊依はしゃくりをあげながら、ただ泣きつづけている。

　側頭部の翼つばさを揺らし、梅子は落ちついた声で語っていた。

〈伊依はね、ずっとあなたを捜していたんだよ。ずっと謝りたいって、あなたを殺してしまったってすごく自分を責めて。毎日あなたの怪造をして、毎日失敗して、それでも諦あきらめないで──あなたも虚界アンダカで見ていたんでしょ？〉

　問いかけられて、怪モン造ス生タ物ー──桃子は口ごもる。それでも何かを恐おそれるように、梅子に比べれば大きな身体を縮こませている。

　梅子は瞳に敵意を乗せて、そんな桃子を睨にらみつけた。

〈二ヶ月前も一いつ瞬しゆんだけ現界カナイに出てきたよね？　そうやって、ちょこちょこ干かん渉しようしてきて──それでいて、伊依の言葉は聞かないで、そっぽを向いて、また虚界アンダカに帰ってしまうの？〉

「…………」

　押し黙だまる桃子に、梅子は寒気がするほどあっさりと言った。

〈消えて〉

「……梅子ちゃん？」

　哀あい咽えつの隙すき間ま、伊依は梅子の名前を呼んだ。しかし彼女は応こたえずに、ただ桃子を睨みつけている。

〈消えてよ。伊依が可哀かわい想そうだよ。そんなの残ざん酷こくで、意地悪だよ。期待をもたせて、裏切って、繰くりかえして、伊依を傷つけて──苦しめて、そんなに楽しいの？　それが桃子の復ふく讐しゆうなの？〉

　復讐？

　そうだ。自分は彼女を殺してしまった。自分の都合でつれまわして、死なせてしまった──。

　桃子は、首を振ふった。

　必死で否定するように、何度も横に振った。

　梅子は酷こく薄はくに言い捨てる。

〈……もう充じゆう分ぶんでしょう。伊依は充分に苦しんだでしょう。そうして──一生、伊依を縛しばるつもりなら、もうやめて。そんな意地悪なやつを捜すために、伊依が傷つくなんて馬鹿みたい。消えて。伊依の人生を伊依に返して〉

「──梅子ちゃん、やめて」

　彼女をぎゅっと抱きしめ、口をふさいで伊依は頭を下げる。

「ごめん。桃子ちゃん、もしかして迷めい惑わくだったかな？　もう──あなたは、あたしに関かかわりたくないと思っていたかもしれないのに、毎日──捜しまわって、名前を呼んで」

　薄うすく笑い、伊依は涙を零こぼす。

「……でも、生きていてくれてよかった。それは本当の気持ちだよ。桃子ちゃん、何度でも謝らせて。何度でも、ありがとうって言わせて。聞いてくれなくてもいい。許されなくてもいい。あのとき命を助けてくれてありがとう。あたしの怪造学を見つけさせてくれてありがとう。幸せな──思い出を」

　思い出、という言葉に含ふくまれる残酷な切れ味に、伊依の心は鮮せん血けつを零こぼした。

　しかし堪こらえて、できるかぎり朗ほがらかな笑え顔がおをつくる。

「ありがとう。桃子ちゃん」

　頭を下げ、歯を嚙かみしめ、伊依は屋上の入口へ振りかえった。

「ばいばい。もう、捜さないね。生きていてくれただけで──嬉うれしかったし、桃子ちゃんは、あたしが──」

　もう声もでず、思考ができず、伊依は正体をなくして泣きじゃくった。そして屋上の扉とびらに手をかけて、最後の戦場へと向かおうとする。

〈……どうするの？〉

　梅子がつぶやいた。おそらく桃子に向けて。

〈あなたは、このまま思い出になってしまうの？〉

　それだけを彼女は口にして、あとはもう無言だった。重苦しい空気が場を支配し、居たたまれなくて、伊依は扉を押した。

　動かない。

「…………？」

　そこまで体力は失っていないと思ったけれど──考えながら、伊依は全体重を乗せて扉を開こうと力をこめた。

　やはり、動かない。

「くるさだんちゅら」

　音質はあまり変わらない、あどけない桃子の声が響ひびく。

　この扉が開かないのは──まさか。

「くるさだんちゅら！」

　存在ごと凍こおりついた扉を手にしたまま、伊依はゆっくりと振りかえった。

〈……うん。あなたも、わかってるでしょう〉

　おそらく桃子の言葉を理解して、梅子が小さく微笑ほほえんだ。

〈どんなに姿形が変わっても、その能力がかるく誰だれかを殺せるようなものになっていても、伊依はあなたを嫌きらったりしない。あなたが桃子であるかぎり、伊依は桃子を好きでいてくれる。……わたしはね〉

　梅子はつぶやいて、その小さな手で自分を示した。

〈とある理由があって、二つに分ぶん裂れつしていたんだ。そのとき伊依と出会って──それから元どおりになったんだけど、それでも伊依は変わらずに接してくれたよ〉

　微笑み、彼女は桃子に告げる。

〈だいたい、馬鹿にしないで。伊依は怪モン造ス生タ物ーと人間が仲良く暮らせる世界をつくるとか、そういう妙みようなことばかり言っている人間なんだよ。ちょっと形が変わったくらいで、どうしてあなたを嫌いになると思うの？〉

　問いかけて、それから彼女は目を伏ふせた。

〈はい、いいから仲直りして。あのね桃子、わたしはこれでも嫉しつ妬としてるんだ。あなたが戻もどってこなければ伊依はずっとわたしのものだって、めちゃくちゃ考えているんだ。あなたが消えてくれるのが本当に最高なんだよ〉

　むくれて、梅子は手を伸のばす。

〈……でも、伊依が泣くのは嫌いなの。だから戻ってきて。さぁ、わたしの気が変わらないうちに、桃子──〉

「……くるさだんちゅら」

　桃子も俯うつむき、怯おびえきった顔で、震ふるえる指先を伸ばしてくる。

　それは見慣れた彼女の小さな手とは違ちがったけど、嬉しくて、伊依も恐おそる恐る指先を伸ばし、そっと触ふれた。

　冷たい。懐なつかしい、桃子の手の感かん触しよく。

　生きていてくれた──帰ってきてくれた、大切な親友に告げる。

「……おかえりなさい」

　そして抱だきしめて、伊依はまた泣いてしまった。
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　蝶ちようのように舞まい、蜂はちのように刺さす。

　執しつ行こう部ぶの行動は濁だく流りゆうにたとえられることがある。いったん、命令を受けて動き始めれば、全ての悪を敵を障害を吹ふき飛ばして暴れ狂くるう。

「……野や郎ろうども、俺の命令をちゃんと聞いて──暴れすぎてなきゃいいけど」

　つぶやき、爆川嫌凪は古頃怪造高等学校の最上階、その廊ろう下かの窓から軽かろやかに侵しん入にゆうした。先ほどまでは壁かべの微び妙みような突とつ起きを利用して外がい壁へきを駆かけあがってきたのだが、ちらっと校舎の中を見たかぎりでは怪モン造ス生タ物ーの制圧もだいたい終しゆう了りようしているようだ。

　窓から校庭を眺ながめ、ひっきりなしに到とう着ちやくする救急車と、教師の指示に従って整列している生徒たちの姿を見る。見たところ──重傷者、死者はいないようだ。それは良かったと純じゆん粋すいな意味で思うが、彼らは平等に心の傷を負っているだろう。

　突とつ然ぜんに《門ＧＡＴＥ》を砕くだかれ、生命力を吸われ、おまけに怪モン造ス生タ物ーを怪造させられる。

　生徒たちは抵てい抗こうもできず、ただ怪モン造ス生タ物ーの脅きよう威いにさらされる。

　それらは──亜玉怪造高等学校が崩ほう壊かいした事件とまったく同じである。その不可思議な現象の理り屈くつはよくわかっていないが、えげつない真似まねをするな、と嫌凪は思う。

　このままでは、怪造学が枯こ死ししてしまう。

　瞳ひとみに怒いかりの感情を灯ともし、嫌凪は勘かんに任せて廊下を歩いていく。曲がり角の向こうから騒そう々ぞうしい鳴き声が聞こえてきて──おそらく、何体もの怪モン造ス生タ物ーがまだ怪消されずに残っているのだろう、と理解し嫌凪は少しだけ歩を速めた。

「……こりゃあ、何のために起きた事件だ？　犯人よぉー。こんな方法じゃ誰も救えねぇよ。壊こわすことで救われるのは──壊した本人だけなんだよ」

　少しだけ自じ嘲ちようめいた笑いを浮うかべ、嫌凪は颯さつ爽そうと廊下の角を曲がった。

「───？」

　不思議な光景があった。

　広い廊下である。窓には亀き裂れつがはしっている。どうやら屋上へと繫つながっているらしい階段の正面、ひしめくようにして怪モン造ス生タ物ーが集まっている。

「──なんだぁ？」

　その奇き妙みような怪モン造ス生タ物ーの押しくらまんじゅうに嫌凪は眉まゆをひそめ、やがてとんでもない事実に気づいて目を見開いた。

「おいおい……」

　屋上へとつづく階段の正面、そこに一人の少女が立っている。弓道着のように改造した制服は血まみれで、握にぎりしめている日本刀には真しん紅くの光が浮かんでいる。

「真紅──っつうと、物造か？」

　嫌凪は口のなかでつぶやき、そんな場合ではないと思って思考を中断する。見たところ少女が立ちふさがっているせいで怪モン造ス生タ物ーたちは屋上へと侵入できずにいるらしい。彼女はその場所を守っている？　どうして？　その奥には何がある？

　それよりも、問題なのは。

「あいつ──気絶してねぇか？」

　少女は目を瞑つむり、刀を正しく構えたまま微び動どうだにしない。その顔は蒼そう白はくで、身体からだは揺ゆれ、刀も徐じよ々じよに下がりはじめている。

　そんな彼女へ怪モン造ス生タ物ーたちが──我先にと牙きばを剝むき襲おそいかかる。

「うっわ、やべぇっ！　待ちやがれぇーっ！」

　叫さけび、嫌凪は軽やかに廊下を走ると跳ちよう躍やくする。宙返りし、巨きよ大だいな怪モン造ス生タ物ーの頭のあたりに手をついてさらに跳とぶ。そのまま少女の前に着地し、迫せまりくる怪モン造ス生タ物ーたちを睨にらみつけた。不意に現れた闖ちん入にゆう者しやに、怪モン造ス生タ物ーたちは威い嚇かくするような咆ほう哮こうをあげた。

「………誰だれ……だ」

　小さく、少女がつぶやいた。目を薄うすく開き、こちらを見つめている。

　気絶してはいなかったようだ。ただ、見たところ身体にはしる傷の出血は止まりそうにない。急いで病院へ運ばなければ危険そうだった。

　そう判断し、嫌凪は怪モン造ス生タ物ーを眼力だけで牽けん制せいしながら彼女に囁ささやきかける。

「俺は怪造学会執行部長の爆川嫌凪だ。嬢じようちゃん、これからここを突とつ破ぱするから──救急車に乗ってさっさと病院まで移動してくんなぁー」

「……断る」

　か細く──しかし、はっきりと少女は告げてきた。

「私は……ここを守る。屋上は──私の友の戦場だ。誰にも邪じや魔まはさせぬ。それが、私の、せめてもの──」

「……死ぬぜ？」

　冷静に嫌凪が事実を言うと、彼女はなんでだろう──微笑した。

「構わぬ。信じた友のために死ねるのなら本ほん望もうだ」

「…………」

　嫌凪は、怪モン造ス生タ物ーの咆哮を無視してただ彼女を見つめていた。やがて肩かたをすくめ──満面の笑えみになる。

「……あんた、名前は？」

　尋たずねると、侍さむらい少女は誇ほこらしげに名乗る。

「戦橋舞弓」

「覚えとく。俺はね、あんたみたいな馬鹿が大好きなんだ」

　つぶやき──爆川嫌凪はゆっくりと両手を広げた。そして《門ＧＡＴＥ》を鳴らして複雑な印をつくる。

　ぽう──と瞬しゆん間かん、嫌凪の肌はだに刻まれている入れ墨ずみに光が宿った。そして内部から脈動し、見ているうちに嫌凪の顔を肩を、腹を腰こしを這はいまわり、入れ墨が伸のびていく。

「何を……？」

　よろめきながら刀を構え直す彼女から視線を逸そらし、嫌凪は悪戯いたずらっぽく笑った。

「……よぉく見てろよぉー、舞弓。滅めつ多たに見れねぇモンだからな。これが怪造学会の最さい先せん端たん──怪レイ造・モ学ンス教テイ授アの怪造だぜ！」

　嫌凪の身体を走りまわる入れ墨は、極ごく彩さい色しきの光を放って周囲に火花を撒まき散らす。その光景に怪モン造ス生タ物ーたちは怯おびえ、本能か──嫌凪を排はい除じよするために牙を向けてくる。

「呪じゆ文もん──省略」

　腕うでをクロスし、掌てのひらだけを前に向ける。

「呪印──省略」

　仔こ猫ねこのように笑って、嫌凪は静かに宣言した。

「……従え虚界！」

　刹せつ那な、嫌凪の両手から純じゆん粋すいな光が放たれる。怪モン造ス生タ物ーを怪造した──のではない。それは、怪造、あるいは怪消をしたときのみに顕あらわれる、虚界アンダカの出口にして入口。目ま映ばゆい光。

　光は弾だん丸がんのように正面、今まさに嫌凪へ喰くらいつこうとしていた怪モン造ス生タ物ーに直ちよく撃げきする。

「さぁ──」

　嫌凪は微び笑しようして、指揮者のように指を振ふる。

「こっからが本番だぜぇー。派手に爆はぜろよぉ！」

　叫ぶと同時に怪モン造ス生タ物ーの全身が光と同化し、さらに次の瞬間には花火のように大爆ばく発はつした。炸さく裂れつした光は周囲の怪モン造ス生タ物ーに次々と着弾し、同様に、光まで還かん元げんされて爆発する。それが繰くりかえされ、嫌凪の正面で無数の閃せん光こうが散さん華げする。

　嫌凪はその光景に目を細めながらも、爆音のなか、後方の舞弓に説明してやる。

「……これが還元。あるいは連鎖怪消ＭＳＰと呼ばれる技術。けっこう難しいんだぜ──」

　弾はじけて消えていく前方の怪モン造ス生タ物ーたちを眺ながめつつ、嫌凪は肩をすくめた。

「ま、難しいっつっても怪レイ造・モ学ンス教テイ授アなら誰でもできるだろうし。自じ慢まんするほどのもんじゃねぇけどよぉー。へへっ、俺にしかできない特スペ別シヤルな技わざはまたの機会にな」

　微笑し、怪モン造ス生タ物ーが全すべて消しよう滅めつしたのをたしかめて、嫌凪は舞弓を振りかえる。

「……って、うわ」

　舞弓は目を薄く開いたまま、ぴくりとも動かない。どう考えても失神している。嫌凪は頭を抱かかえ、そんな彼女を抱だきよせて背負った。

「おいおいおい、立ち往おう生じようなんてやめてくれよぉー。生きてるよなぁ？　これ、生きてるよなぁ？　うわっ、冷たっ！　こいつ冷たい！　血が抜ぬけすぎだよぉー!?　阿呆か！　こんなんなるまで戦いやがって！　死ね！　あ──噓うそ、死ぬな！　死ぬなよぉー!?」

　叫び、嫌凪は彼女が守っていた屋上への階段を見上げる。この先で──舞弓の友達が戦っているということだったか。助すけ太だ刀ちしにいったほうがいいだろうが、今は、とにかく舞弓を避ひ難なんさせないと。

　思い、嫌凪は舞弓を運びながらも屋上へ目線を向ける。

「誰だれだか知らねぇけどよぉー、戦ってるやつ、負けんなよぉー！……くっそ、どんどん冷たくなるよこいつぅー、俺、人間が死ぬの大だい嫌きらいなんだっつーの！」

　叫さけび、嫌凪は廊ろう下かを走っていく。

　舞弓が守りとおした決着の場所──屋上では、そのとき全てが終わろうとしていた。
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　桃子には、話したいこと、伝えたいことがたくさんあった。

　けれどその衝しよう動どうを吞のみこんで、伊依は真まっ直すぐな表情のまま扉とびらを開け放った。終わらせなければいけないことがある。決着をつけなければいけないことがある。

　古頃の事件は終わりかけているが、ここで彼を止めなければ──いつか、本当に怪造学が潰つぶされるか、あるいは彼自身が怪造学会に粛しゆく清せいされてしまう。

　それに、彼に否定された自分の怪造学を──再び彼の前で肯こう定ていしなければ、伊依は未来へ進めないと思ったのだ。

　七年前、自分に怪造学を教えてくれたひと。

　仇祭遊と、空すかい井い伊依は相対しなくてはならない。

　扉を開け放つと広い屋上が見えた。給水塔とうと低い柵さく。空は気が重くなるような曇どん天てんで、しかし黒々とした雲の隙すき間まから太陽が光を差しこんでいた。

「《卵アイ・姫ドール》──ジェニファーちゃんの能力は〝分ぶん裂れつと怪造〟」

　仇祭遊は、屋上の最さい奥おう、落下防止用の柵に腰かけて逃にげもせずそこにいた。

　伊依は梅子と桃子をひきつれて、そんな彼に目線を向ける。

「あたしがそんな結論を得られたのは──この事件を伝聞で知ったり実際に見たり、体験したことが大きいけど、一番の理由は遊くんの言っていた、〝怪モン造ス生タ物ーと現界カナイの物体を合成できる〟という台詞せりふを聞いたから」

　静かに、一言一言、相手に届くよう心をこめて言い放つ。

「《卵アイ・姫ドール》は、怪モン造ス生タ物ーと《門ＧＡＴＥ》の合成怪モン造ス生タ物ーなんでしょう？　遊くんが──あたしから、そしてたくさんの怪モン造ステ学イス者トから盗ぬすんでいった《門ＧＡＴＥ》を、たぶん、《食カン命タレ花ラ》と合成させて創つくりあげた、そんな存在」

〝粘ねん土ど細工〟と遊が呼んでいた、その異能は──。

《門ＧＡＴＥ》の〝現界カナイと虚界アンダカを繫つなげる〟という特性。

　香美の部屋で調べてもらったあの怪モン造ス生タ物ー──《食カン命タレ花ラ》の、〝人間の生命力を吸い、さらに意識を操作する〟という特性。

　二つを本当に、粘土細工のように混ぜてしまった。

「そうして創られた《卵アイ・姫ドール》は、生きている《門ＧＡＴＥ》としか表現できない存在になるよね。そんな彼らは怪モン造ステ学イス者トの意識を一時的に操作し、その生命力を殺さない程度まで吸いあげて《魔ま力りよく》とし、怪モン造ス生タ物ーを怪造させまくる──」

　それが、《卵アイ・姫ドール》の能力。彼らは《門ＧＡＴＥ》を奪うばい、あるいは破は壊かいし、生徒たちにまず《食カン命タレ花ラ》を怪造させる。それから《門ＧＡＴＥ》と《食カン命タレ花ラ》を融ゆう合ごうさせる。

　ここは怪造学の専門学校、古頃怪造高等学校だ。《門ＧＡＴＥ》は無数にあるから《卵アイ・姫ドール》もほとんど無限に増ぞう殖しよくし、生徒たちの生命力を吸いあげて怪モン造ス生タ物ーを増やしまくる。

「それが──今回の事件」

　伊依は屋上の中央で立ち止まり、風に髪かみを揺ゆらしている遊を見つめた。

「怪モン造ステ学イス者トが守らなくてはいけない三つの戒かい律りつ。甘く見ない、欲をかかない、怖こわがらない──それを一つでも破ると、たとえば虚界アンダカを恐おそれると、人間は怪モン造ス生タ物ーを怪造できなくなる。《門ＧＡＴＥ》を破壊され、怪消ができなくて、ただ怪モン造ス生タ物ーに襲おそわれれば、そりゃ怪モン造ス生タ物ーが怖くなるよね。そうして──怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グたちを怪造ができないようにさせるのが、遊くんの第一の目的だね」

　きっと、遊の母校──亜玉怪造高等学校を崩ほう壊かいさせたのも遊だ。今回と同じように彼が事件を起こしたから、亜玉の生徒たちは怪造ができなくなり──また、犯人である遊だけが怪造のできる生徒として転校してきた。

　考えるまでもない、簡単な話だった。

「未来の怪造学界をつくる生徒たちから怪造を奪って、稀き少しような鉱物でできている《門ＧＡＴＥ》を盗んで──一石二鳥だよね、そうして、気が長い話だけど、怪造学を潰すのが遊くんの第二の目的でしょう？」

　そもそも怪造学を志す人間は少ない。全国にある怪造の専門学校を潰していけば、おのずから怪モン造ステ学イス者トの絶対数は減る。《門ＧＡＴＥ》も無限にあるわけではないから、必ずいつか底をつく。怪モン造ステ学イス者トと《門ＧＡＴＥ》が消えれば、怪造学はつづけられない。

　そうして、怪造学界を完全に崩壊させて──。

「現界カナイと虚界アンダカの繫がりを断たち切るのが、遊くんの第三の目的だよね」

　遊は否定も肯定もしない。ただ無表情にこちらを見つめている。

　この騒そう乱らんが支配した学舎で、こうして避難もせず悠ゆう然ぜんとしている彼が伊依には哀かなしい。逃げないということは──やはり、彼が事件の全ぜん貌ぼうを知る犯人なのだろう。事件の仕組みを知っていればいくらでも対応が可能。けれど一人だけ逃げれば怪あやしまれる──きっと、頃ころ合あいをみて他ほかの生徒にまぎれて避難するつもりだったのだろう。実際、亜玉の事件ではそうしたはずだ。

　そうして自身も被ひ害がい者しやを装よそおえば、彼が疑われることはないはずである。けれど、怪モン造ス生タ物ーと現界カナイの物体を融合させる、という彼にしかできない特とく殊しゆな能力が──逆に、犯人を彼に限定してしまった。

　遊は語りすぎた。伊依にちょっかいをかけすぎた。万ばん全ぜんを期すなら、伊依にジェニファーを渡わたすべきではなかったし、病びよう床しようにいた伊依の夢を否定するためにわざわざ現れる必要はなかったのだ。

　だからこそ、伊依は不思議に思う。どうして遊は──わざわざ、伊依に自分が犯人だと名乗るような真似まねをしたのか。

　伊依は真まっ直すぐに彼を見つめ、小さな声でつぶやいた。

「そんな遊くんの最終目的はなに？　現界カナイと虚界アンダカの繫がりを断ち切ってどうするの？　病院で、あたしに素す顔がおを見せてくれたよね。あんなふうに──遊くんみたいに、怪モン造ス生タ物ーに傷つけられる人間を増やしたくないということ？」

　そう。きっと──そうなのだ。遊は、心の底は七年前から変わらない──優やさしい少年であるはずなのだ。怪モン造ス生タ物ーに傷つけられ、あんな眼球を埋うめこまれ、歪ゆがんでしまったけれど──遊は遊のままなのだと伊依は思う。

　だからこそ、伊依は遊を助けたいと思う。

「遊くん──」

　つぶやくと、彼が右みぎ腕うでをこちらに向けてきた。

《監ＰＲＩ獄ＳＯＮ》と呼ばれた腕うで輪わが闇やみ色いろに輝かがやき、豆まめ粒つぶのような物体が生まれて彼の手に落ちる。

　遊はそれを掌てのひらで転がして、なんの躊躇ためらいもなく伊依へと指で弾はじいた。こちらへ向かって飛んでくる豆粒は、空中で姿を変え──鋭するどい槍やりへと変へん貌ぼうする。

「───！」

　否いな、槍のような怪モン造ス生タ物ーだ。飛び魚の翼つばさを生やし、ぎょろりとした眼球でこちらを睨にらみつけて疾しつ空くうしてくる。《監ＰＲＩ獄ＳＯＮ》に収納されていた遊の怪モン造ス生タ物ーだろう。

「くるさだんちゅら！」

　背後に控ひかえていた桃子が、手にした扇せん子すを怪モン造ス生タ物ーに向ける。

　すると瞬しゆん時じに怪モン造ス生タ物ーは動きを硬こう直ちよくさせ、空中で存在ごと凍こおりついてしまう。

「怪消！」

　光に包まれて怪モン造ス生タ物ーは怪消されたが、その怪消の光で──一いつ瞬しゆん、伊依の正面の視界が霞かすみ──。

　その間かん隙げきをつき、今度は左右から先ほどと同じ怪モン造ス生タ物ーが飛来する。光にまぎれて遊が《監ＰＲＩ獄ＳＯＮ》から解放したのだろう。

　思いつつ、伊依は叫さけんだ。

「無む駄だだよ──遊くん！」

　同時にまた桃子が動き、空中で怪モン造ス生タ物ーを固定する。彼女の能力は信じられないほど強い。攻こう撃げきも、防ぼう御ぎよも、あの《鳳フエニ凰ツクス》に匹ひつ敵てきするかもしれない。普ふ通つうの怪モン造ス生タ物ーなら近づくことも叶かなわないだろう。

「…………」

　伊依の頰ほおを、暑さのせいではない汗あせが滴したたり落ちる。

　強大な怪モン造ス生タ物ーということは、その維い持じにはとてつもない《魔力》が必要である。《卵アイ・姫ドール》に生命力を吸いつくされ、治ち癒ゆの呪具で多少は回復したものの──桃子を怪造し、さらにその維持をするだけで伊依は倒たおれてしまいそうだった。

　長くは戦えない。伊依は理解して、遊を見つめた。

　彼は《断ヒス末テリ魔ツクの・ハ女ニ神ー》と呼んでいた大鎌を出現させる。柄えが伸のびて、刃やいばが展開し、生首が旋せん回かいして悲鳴をあげる。

「……どうして」

　緩ゆるやかに柵さくから飛び降り、着地して彼は問いかけてきた。

「どうして、そんなに──強くなってしまったんだい、伊依ちゃん」

　この学校での遊の目的は達成されている。ほとんどの《門ＧＡＴＥ》は破は壊かいされてしまったし──生徒たちは怪モン造ス生タ物ーを恐おそれ、きっと大多数が怪造をできなくなっている。

　もっと早く止められなかったのだろうか、と伊依は思うが、今はそんなことを嘆なげいていても仕方がない。

　亜玉や古頃の悲劇を、二度と繰くりかえさないように。

　空井伊依が仇祭遊を、今ここで止める。

「……伊依ちゃん」

　大鎌を構え、遊は哀かなしそうにこちらを見つめている。

「もう──君も理解したでしょ？　虚界アンダカの危険性を。少し調べたらすぐに知れたよ──《鳳フエニ凰ツクス》の事件、《愛シヤ天リテコ使ラール》の事件、そして今回も──君は苦しまなくてもいいのに苦しんで、傷つかなくてもいいのに傷ついている。……僕には見ていられない」

　静かに、彼は断言した。

「世界に、虚界アンダカは必要ない。それがどうしてわからない？　怪モン造ス生タ物ーに頼たよらなくたって、電子レンジに冷蔵庫、自動車に飛行機、発展した科学文明だけで僕らは便利に生きていくことができる。不安定で、奥が見えなくて、制せい御ぎよが難しい──そんな虚界アンダカに頼る必要はない。中世で滅ほろんだ魔ま法ほうのように、怪造学もここで滅ぶべきだ」

「……ううん。それは無理なんだよ、遊くん」

　伊依は首を振ふり、怯ひるまずに応こたえる。

「魔法とちがって、虚界アンダカはたしかにこの世にある。たとえば、最後まで妨ぼう害がいされずに遊くんが目的を達成したとしても、現界カナイと虚界アンダカの繫つながりは完全に切れたりしない。怪造学の知識が残れば、いつか必ずそれを悪用しようとするひとがでてくる。まだ発見されていないアンダカストーンが、二百年前みたいに怪モン造ス生タ物ーを勝手に怪造して大事故を起こすかもしれない」

　七年前は、口の巧うまい彼に丸めこまれてばかりだった。

　でも──今は、説得されるわけにはいかない。伊依は、遊に負けるわけにはいかない。梅子を見る。桃子を見る。彼女らとともに生きるために語る。

「そんな事態に対応するために、ここで滅んでも、必ず怪造学は再び求められて復活するよ。そのたびに、二百年で繰りかえされてきた悲劇と同じだけまた人間の血が流れ、哀しみが生まれるんだ。それは──無意味だよ」

「…………」

　遊は少しだけ言葉に詰つまり、それでも表情を変えず、こちらを見つめてくる。

「だったら、このまま危険な怪造学をつづけていくしかないというの？……ねぇ、考えてみて、伊依ちゃん。僕は──僕の行動は、君の夢を守るためのものでもあるんだよ？」

　伊依の夢──。

　人間と怪モン造ス生タ物ーが、仲良く暮らせる世界をつくること。

　遊は悠ゆう然ぜんと微び笑しようした。

「考えてみて、伊依ちゃん。ここで君が僕を倒して改心させたとしよう。……それでも、何も変わらないよ。いつか必ず虚界アンダカを、怪モン造ス生タ物ーを悪用しようとする人間が現れる。怪モン造ス生タ物ーによる虐ぎやく殺さつがおきるかもしれない。たくさんの町が破壊されるかもしれない。そのとき、あらためて虚界アンダカの危険性が訴うつたえられ、虚界アンダカに生きる怪モン造ス生タ物ーは皆みな殺ごろしにされるかもしれない」

　危険な生物が、人間の手で虐殺された例はいくらでもある。悪い病気を流行させる鼠ねずみや蚊か、ウイルスに細さい菌きん──同じ人間でも、危険な相手とみなされれば虐殺の対象になる。

　危険は、排はい除じよされる。そんなことはわかっている。

　伊依が遊を睨にらみつけると、彼は落ちついた声で告げてきた。

「そうして──最悪の悲劇が起きる前に、現界カナイと虚界アンダカの繫がりを断たち切ろうとする僕は、間接的に君の夢を叶えることにならないかい？　人間と怪モン造ス生タ物ーがともに暮らすのは不可能だけど、人間も怪モン造ス生タ物ーも全ぜん滅めつしないで生きていくことができるんだ。一いつ緒しよに生きられなくても、滅んでしまうよりずっといい。きっと──それが最善なんだよ」

　伊依は首を振り、一点の曇くもりもない声でそれを否定する。

「違ちがう。そんなのは最善じゃないよ」

　腕うでを振り、真まっ直すぐな声で宣言する。

「そうやって、虚界アンダカを悪用しようとするひとが出てこないように、あたしが怪造学を変えてみせる。人間と怪モン造ス生タ物ーが、愛しあって生きられる世界をつくる。全すべてを断ち切って会えなくなるのは哀しいよ」

　伊依は己おのれの怪造学に忠実に、遊へ本心からの言葉をぶつける。

「人間と怪モン造ス生タ物ーが仲良く暮らせる世界──それを実現するのは、とても大変だと思うよ。でもそれは、現界カナイと虚界アンダカを完全に断ち切るのと同じくらいの大変さだよ。どちらも不可能に近い、難しいことなんだよ。だからこそ、あたしは仲良くするほうを選びたいと思う。同じ難しさなら、手をとりあって生きていくほうがずっといい」

　胸に手を当て、真しん剣けんな声で伊依は叫さけぶ。

「そんな世界のためなら──この命だって迷わず捨てるよ！」

「……狂くるってる」

　遊はつぶやき、初めて表情を崩くずした。

　それは忌いま々いましそうな、絶対に相あい容いれない存在を見つけたときの──敵を発見した獣けものの表情だった。

　それでも伊依は怯おびえない。両手を広げ、遊を睨みつけて問いかける。

「みんなと仲良くしたいっていうのと、みんな消えてしまえっていうのと、どっちが狂くるってるっていうんだ！」

　それはいつか、遊から告げられた言葉とほぼ同じ。

　あのときと──何もかも変わってしまった。全てを拒きよ絶ぜつして、遠ざけようとしている遊は昔の伊依そのものだ。

　だから可哀かわい想そうだと思う。そんなふうに拒絶しても、寂さびしくなるだけなのだ。

　ゆえに、伊依は昔の遊のように彼のことを助けたい。それが恩返しであり、責任であり──本心であり、衝しよう動どうだった。

　遊も昔の言葉を返されたことに気づいたか、優やさしそうな──何かを懐なつかしむような、そして、悔くやむような顔になって微び笑しようした。

「……君の言うとおりかもしれない。僕のほうが間違っているのかもね。だけど──伊依ちゃん、僕はもう耐たえられないんだ。怪モン造ス生タ物ーが世界を破は壊かいするんじゃないか、人間を皆殺しにするんじゃないかって怖こわくて怖くて仕方がない。恐きよう怖ふを堪こらえようとしても、この眼球がうずくんだよ──」

　じじ。

　じじじじじ。

　右耳のイヤリングを引っぱって、遊は噓うその顔を脱ぬいでいく。

「──伊依ちゃん、ごめんね？　どんな言葉をかけられても、どれだけ心で納なつ得とくしても、この眼球は消えないし──過去に刻まれた傷きず跡あとも癒いえはしない。どうしても僕を止めたいなら、僕を殺してしまうしかないんだよ」

　大鎌を振ふり、遊はこちらに歩みよってくる。

「……長話になったね。これ以上はやめておこう。僕は止まらないし、伊依ちゃんも考えを覆くつがえさないでしょ？　結局ね──この世界を動かしているのは、強い人間だけなんだ。どれだけ理想を唱えても、それに伴ともなう実力がなければ意味はない」

　遊が、静かに告げてきた。

「僕を止めたいなら、実力で止めるしかないよ。ここで僕を止められないようなら、君はいつか必ず悪意ある敵に敗北して夢を潰つぶされる。理想を語るだけじゃ、消せない悪というものもある──」

「…………」

　遊は、止めてほしいのだろうか。

　伊依は、ふと──そんなことを思った。

　わからない。けれど、伊依は遊を止めてあげたい。遊の心に刻まれた傷を、癒いやしてあげたい。

　だから──伊依は正面から遊に立ち向かう。

「……遊くん、それじゃ、久しぶりに勝負をしない？」

　真っ直ぐな表情で彼を見つめ、伊依は提案した。

「その勝負に、あたしが勝ったら遊くんは考えを改める。遊くんが勝ったら──あたしが考えを改める。こんな喧けん嘩かは早く終わらせたいんだよ。人間同士が仲良くできないなら、怪モン造ス生タ物ーと仲良くできるわけがないもんね」

「…………」

　遊は少しだけ表情を変えたが、やがて呆あきれるように微笑すると頷うなずいた。

「いいよ──そうしよう。でも忘れてしまったのかい、伊依ちゃん？　君は七年前、一度だって僕に勝ったことはないよ？」

「うん──」

　そうだ。鬼おにごっこでも、かくれんぼでも、伊依は遊に勝てなかった。

　でも──今は、七年前と違う。自分も少しは成長できたはず。

　それを証明するために、伊依は彼との決戦を始める。

「遊くん、あたしが──怪モン造ス生タ物ーを、あたしに都合のいい奴ど隷れいだと思っていると言ったね？　でもそれは、残念ながら違ったよ」

　近づいてくる彼に、伊依は退ひかずに自ら歩みよる。

「人間も、怪モン造ス生タ物ーも、あたしの友達だった──だから、あたしは、人間と怪モン造ス生タ物ーが仲良く生きられる世界があればいいと、そう思っただけ」

　立ち止まり、遊をただ見つめる。寂憐院の箱庭で、幽ゆう閉へいされて育ったころを思いだしながら。

「……世界が嫌きらいだったあたしを、そんなふうに変えてくれたのは遊くんだよ。ありがとう。じゃ──今度は、あたしがあなたを助けるからね」

　梅子を見て、桃子を見て、瞬しゆん時じに戦術を組みたてる。

「どちらかが死ぬか──敗北を認めるまで、戦おう」

　そうして伊依は、決戦を始めた。
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　遊が簡単に勝てる相手だとは伊依も思わない。あの舞弓を倒たおした彼だ、普ふ通つうに戦っても伊依に勝ち目はないだろう。

　けれど、強大な敵と対決するのは何も初めてではない。単純な破壊力だけでも脅きよう威いだった《鳳フエニ凰ツクス》。呪じゆ具ぐと怪モン造ス生タ物ーを効率的に操あやつって攻めてきた倉波無楽。彼らとの戦いを思いだし、また脳内に響ひびいてくる邪じや悪あくな声の誘ゆう惑わくにも負けず──。

「じゃ──がんばろうか」

　帰ってきてくれた桃子と、ともに激戦を勝ちぬいてきた梅子。

　大切な絆きずなで結ばれた怪モン造ス生タ物ーと、伊依は協力して遊を負かしてみせる。

「桃子ちゃん！」

　伊依は叫さけび、まずは桃子に冷気で攻こう撃げきしてもらう。単純な攻撃力ならこちらで最強なのは桃子だ。伊依もほとんどの体力を消費しているし、彼が近づく前に遠えん距きよ離りからの一撃で倒してしまいたい。

「くるさだんちゅら」

　桃子はつぶやいて、からん、と下げ駄たを鳴らすと舞いを踏ふむ。振ふり袖そでが踊おどり、白い髪かみが揺ゆらめいて、彼女の周囲に冷気が集まってくる。

　瞬しゆん間かん、空中に現れた氷の塊かたまりが、弾だん丸がんのように遊へと解き放たれる。

　四ヶ月前──《癇オコ癪リン蜥ボ蜴ウ》と戦ったときと同じ攻撃だが、氷の大きさが比ひ較かくにならない。やはり桃子はすさまじく成長している。

　その理由も不思議に思うが、今はそんなことを考えている場合ではない。

「冷気を操り──氷の弾丸をつくって飛ばす」

　しかし、遊は避よけようともしない。

「なかなか怖こわい攻撃だけど、当たらなければ意味はないよね？」

　彼に握にぎられた《断ヒス末テリ魔ツクの・ハ女ニ神ー》が、低い声で唸うなっている。

　大鎌が感覚を惑まどわし、虚きよ像ぞうをつくる──だったか。舞弓の言葉を思いだし、伊依は冷静にそれを見つめている。

　桃子の放った氷の弾丸は次々と屋上の床ゆかに着ちやく弾だんし、巨きよ大だいな穴をあけていく。だが遊にはかすりもしない。まずは彼の本当の位置を摑つかまないと攻撃を当てることもできないだろう。

「数撃うちゃ当たる──で、いこうか」

　桃子は伊依の視線に応こたえてさらに氷の弾丸を解き放っていく。様々な方向へ、狙ねらいもつけずに攻撃していく。しかし遊もその程度は予測していたのか、かるく微び笑しようして囁ささやきかけてくる。

「どうしたの？　当たらないね。もっとよく考えなきゃ君は僕に触ふれることもできないよ？　伊依ちゃん──少しは成長したかと思ったけど」

　大鎌を握り、氷の雨をかいくぐって遊が肉にく薄はくしてくる。

「昔──言ったよね？　僕の卑ひ怯きようなところも計算しないと僕には絶対に勝てないって。覚えていないのかな？　それとも、成長していると思ったのは僕の勘かん違ちがい？」

　舞弓が忠告してくれた、彼のもう一つの能力のことを考える。彼が顔を脱ぬいだとき、彼には周囲がゆっくりに見える──だったか。それなら、どれだけ氷の弾丸を撃っても彼には当たらない。じっとよく見て、避ければいいのだ。相手の位置を把は握あくしてもいない桃子がでたらめに攻撃してもまず命中しない。

　でも──そんなのは、最初からわかっている。

「さぁ、これで終わり？」

　大鎌を余よ裕ゆうげに振りあげて、遊が刃やいばを薙ないでくる。

「────」

　普通なら、それで終わりだっただろう。伊依は元から運動能力が高くはないし、今は衰すい弱じやくしきって動くのも苦しいのだ。しかも相手の姿は《断ヒス末テリ魔ツクの・ハ女ニ神ー》がつくりあげた虚像──実際は、どこから攻撃されるかもわからない。

　けれど。

　すう──と大鎌は何を切り裂さくこともなく通過した。

「な──!?」

　遊が驚きよう愕がくに目を見開く。それは、滑こつ稽けいなほど見当違いな方向への攻撃だった。

「《愛シヤ天リテコ使ラール》──中級一位の怪モン造ス生タ物ー」

　伊依は落ちついた声で遊へと告げる。

「その《断ヒス末テリ魔ツクの・ハ女ニ神ー》の能力は、音で虚像をつくること。それが音である以上──《愛シヤ天リテコ使ラール》の能力で打ち消せる。どう──遊くん、なんだか和なごやかな気分にならない？　胸が温かくて、幸せな感じにならないかな？」

「…………？」

　不ふ審しんそうな顔で、遊が伊依から距きよ離りをとる。

　そんな彼に冷気の弾たまを放ちつつ、伊依は静かにつぶやいた。

「《断ヒス末テリ魔ツクの・ハ女ニ神ー》の──顔を見て、遊くん」

　指さして示すと、遊は手にした大鎌を見つめた。そして驚愕に目を見開く。

「これは──」

　悲痛な声で泣き叫んでいた《断ヒス末テリ魔ツクの・ハ女ニ神ー》は、とても穏おだやかな顔をしていた。微笑ほほえみ、悲鳴もなく、ただ遊を見つめている。

　伊依の胸のなか、抱だきしめられている梅子が声を放っている。

「ぴきりき──りきぴき──ぴきぴきぴりり」

　その声は《断ヒス末テリ魔ツクの・ハ女ニ神ー》の精神に干かん渉しようし、悲鳴をあげたくならない、穏やかな気持ちにさせてしまった。声を、音を消したのである。そうして能力を打ち消したのに、遊はそれに気づかず、まだ空間がズレたままだと思って鎌を空から振ぶりした──というわけだ。

《断ヒス末テリ魔ツクの・ハ女ニ神ー》の能力が音である以上、遊もその影えい響きようを受けている。遊にも世界がズレて見えていたはずなのだ。だが《断ヒス末テリ魔ツクの・ハ女ニ神ー》の持ち主である遊は、世界がどのくらいズレていたのか知っていた。それゆえに、目測で大鎌を振るって相手を斬きることができたのである。

　それを理解し、空間のズレを正し、伊依は彼の攻こう撃げきを動かずに回かい避ひした。

　もう《断ヒス末テリ魔ツクの・ハ女ニ神ー》の能力はつかえない。梅子が声を放ちつづけ、彼女の気分を穏やかにさせているかぎり。

《断ヒス末テリ魔ツクの・ハ女ニ神ー》は無機物ではなく生物である。だから梅子の能力に反応するし、こうして封ふうじることができる。

「……なるほどね」

　遊は余裕げに微笑して、その巨大な右目でこちらを見た。

　悪意の象しよう徴ちよう、彼の憎ぞう悪おの根源であるその眼球を──伊依は睨にらみつけた。そして疲つかれきった身体からだに鞭むち打うって、桃子とともに屋上を走る。彼女にはもはや幻げん像ぞうではない遊へ集中的に攻撃してもらっている。格段に命中精度は上がったはずなのに──それでも遊は最小限の動きで回避している。

「だけど、この《螺マイ旋マイ眼アイ》だけで──君を倒たおすには充じゆう分ぶんなんだよ？」

　大鎌を握にぎりしめ、遊は氷の弾だん丸がんを回避しながら動きまわる。

「おぞましい《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》に埋うめこまれたこの眼球は、普ふ通つうの人間に察知できないものを僕に見せてくれる。怪モン造ス生タ物ーにしか見えないという──《魔力》もその例外じゃない」

　跳ちよう躍やくして氷を避よけ、遊はこちらに向かってくる。

「……伊依ちゃん、君と怪モン造ス生タ物ーの繫つながりを断たち切ってあげる。《魔力》を分断して、僕の怪モン造ス生タ物ーにしてあげる。そこで君は思い知るだろうね、怪モン造ス生タ物ーと人間の絆きずなの脆もろさを。怪モン造ス生タ物ーの移り気で、簡単に裏切る性質をね！」

「やれるものなら──やってみればいいよ」

　伊依は応こたえ、真まっ直すぐに彼を迎むかえうつ。

「遊くんこそ、思い知ればいいんだ！　人間と怪モン造ス生タ物ーの繫がりは、《魔力》を分断されたくらいじゃ途と切ぎれない！　どれだけ遠ざかっても──桃子ちゃんは帰ってきてくれた。それに……遊くん、気づかない？」

　抱きしめている梅子を見つめ、伊依は遊に呼びかける。

「遊くん、《魔力》が見えるなら理解できるでしょう？　わざわざ断ち切らなくても、あたしと梅子ちゃんは最初から《魔力》で繫がってないんだよ！」

「な──？」

　遊は足を止め、こちらを注視してくる。

　そして戦せん慄りつしたかのように表情を青ざめさせた。

「噓うそだ……そんなことが、本当に」

「そうだよ！」

　伊依は戸と惑まどう彼に追いうちをかけるように叫さけぶ。

「梅子ちゃんを怪造したのは、倉波無楽っていう怪モン造ステ学イス者トなんだよ。梅子ちゃんと《魔力》で繫がってるのは──ずっと倉波先生なんだ！……宇う宙つ木き先生に頼たのまれて、倉波先生に怪造された梅子ちゃんをあたしが預かってるけど、あたしと梅子ちゃんは《魔力》で繫がっていないんだよ！」

　梅子をぎゅっと抱きしめて、伊依は遊を睨みつけた。

「それでも──梅子ちゃんは戦ってくれる。強制されたわけじゃない、自分の意志で、戦ってくれてるんだ！」

　最後に伊依は桃子を見て、全すべての準備が調ととのったことを知る。

　遊は乱れ、必死な顔で問いかけてくる。

「それじゃ──どうして？　どうしてその《愛シヤ天リテコ使ラール》は伊依ちゃんの言うことを聞く？　自分の意志って──怪モン造ス生タ物ーは、意志なんかない、粘ねん土どみたいな──あやふやな存在でしょ？」

「……馬鹿にしないで。遊くん、その右目で何が見えているのか知らないけどさ──怪モン造ス生タ物ーもちゃんと考えている。痛ければ哀かなしいし、楽しければ幸せなんだ。この世界に生きている──普通の生き物なんだよ！」

　桃子が冷気の弾たまを駄だ目め押しのように放ち、屋上のあちこちに被ひ弾だんさせている。

　こんなもので充分か──と伊依は思い、遊に真っ直ぐな声で叫んだ。

「それに、何度も言わせないで。梅子ちゃんが、あたしと一いつ緒しよに戦ってくれるのは──」

　跳躍し、思いっきり床ゆかを踏ふみつける。

「友達だから──なんだよ！」

　瞬しゆん間かん、激しい震しん動どうがあった。

　床に無数の亀き裂れつがはしり──足場が不安定になっていく。

「な──」

　遊が驚おどろき、周囲を警けい戒かいしたが──もう遅おそい。

　桃子は最初から遊を狙ねらって氷の塊かたまりを放っていたのではない。《螺マイ旋マイ眼アイ》で周囲が遅く見える彼に、そんな直接的な攻撃が当たるとは思っていない。それに、伊依は──あくまで遊を殺すつもりなんてなかった。できるだけ怪け我がをさせずに、勝つ方法を考えていた。

　人間も、怪モン造ス生タ物ーも、伊依の大切な友達だ。

　みんなが仲良くできる世界を、伊依は心から望む。

「〝ゆっくりに見える〟っていうことは──決して〝速く動ける〟ってことじゃないよね？」

　それは、《螺マイ旋マイ眼アイ》の弱点。

　伊依は静かに遊へと告げた。

「つまり、絶対に避けられない攻こう撃げきをすれば、いくら遅く見えても意味がないんだよ！」

　伊依の言葉が終わらないうちに──屋上の底が抜けた。

「────」

　桃子の攻撃であちこち穴があき、凍とう結けつし脆もろくなり、限界だった床は──伊依の跳躍と着地の衝しよう撃げきにより完全に崩くずれた。瓦が礫れきとともに伊依も遊も、梅子も桃子も落下する。無差別のその一撃に、遊はとっさに反応できず──。

　体勢を崩した。

「あ──」

　空中では身動きができない。それは人体の必然である。遊が猫ねこなら空中で回転し着地することも可能だっただろうが、彼は足や手を無意味に動かすだけでそこまで体勢を戻もどせない。

　それは伊依も同じだが、覚かく悟ごしていたぶんだけ体勢は整っている。

　床が抜け、破は片へんや埃ほこりとともに落下した全員が、ほぼ同時に下階に叩たたきつけられた。

　古頃怪造高等学校四階、その廊ろう下か──堅かたい材質の床に遊は真横から激げき突とつしている。伊依は両足を折り曲げて衝撃を殺しながら着地したが、死ぬほど痛かったうえに足が痺しびれ、一いつ瞬しゆんだけ動けなくなってしまう。

「っぐ──」

　しかし呻うめき、我が慢まんして、遊に向かって駆かけだしていく。

　同時に──。

「二人とも、頼んだよ！」

　伊依は梅子を遊に向かってブン投げた。梅子は滑かつ空くうし、遊の顔面へ向かっていく。

「────」

　咄とつ嗟さに反応した遊は大鎌を構えようとしたが、瞬間、桃子が冷気の弾だん丸がんを放って遊の大鎌を砕くだき割った。落ちたときに《螺マイ旋マイ眼アイ》を痛めたのだろう──彼は三方向から同時に迫せまる脅きよう威いに対応しきれていなかった。

　梅子が遊の顔に取りつき、《螺マイ旋マイ眼アイ》の視界を塞ふさぐ。

　これで──遊の全ての武器を奪うばった。

〈伊依！〉

「うん──」

　梅子の声に伊依は頷うなずき、疲ひ労ろうも着地の痛みも忘れ、遊に駆け寄ると──倒たおれた彼に馬乗りになってその身体からだを押さえつけた。彼は暴れはしなかったが、全力でその手足を押さえつける。

　そして顔を近づけて、静かに告げた。

「……遊くん、つかまえた」

　七年前、鬼おにごっこや、かくれんぼ──勝負したとき、ずっと言われつづけてきた勝利の宣言を自ら口にして、伊依は涙なみだぐんだ。

　達成感はない。勝利の悦よろこびもない。

　ただ──哀しかった。

「…………」

　涙が後から後から零こぼれてきて、伊依は嗚お咽えつをあげ、あのころと変わり果てた恩人に囁ささやく。

「もう──やめよう？　遊くん。虚界アンダカを憎にくむのは。怪モン造ス生タ物ーを嫌きらうのは」

　真まっ直すぐに見つめ、押し黙だまる遊に伊依は告げた。
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「みんな仲良くできれば、みんな幸せだって──」

　寂憐院で生まれ、育ち、愛情を知らずに生きていた過去の伊依は──遊に救われた。

「遊くんが、教えてくれたんだよ……？」

「…………」

　遊は沈ちん黙もくし、遠く──正面の伊依ではなく、どこか遠く、伊依の想像もつかない何かを見つめて、一筋だけ涙を零し──目を細めた。

「ぷふっ」

「笑った……！」

　その場ば違ちがいな笑え顔がおに伊依は恥はずかしくなって、彼に顔を近づけたまま真っ赤になる。遊は堪こらえられないというように笑い声を漏もらし、昔のように──悪戯いたずらっぽく告げてきた。

「昔から思っていたけど、泣いている伊依ちゃんは笑えるね？」

「……遊くん──怒おこるよ？」

　怖こわい顔をしてみたが、遊はさらに笑うだけだった。

　何かを吹ふっきるように、爽そう快かいに仇祭遊は笑った。

「ごめんね──」

　彼は嚙かみしめるようにそう言って、目を瞑つむった。何かを思いだしているのかもしれない。自分を傷つけた怪モン造ス生タ物ーのことか、伊依との、寂憐院での思い出か。

　伊依は彼から手を離はなし、立ちあがった。

　もう──大だい丈じよう夫ぶだと思った。

　遊は動かず、優やさしい声で宣言してくる。

「……伊依ちゃん、僕の負けだ。約束は──守るよ」

　頷き、涙を流す彼の手をとって立たせてあげる。

　こんな事件を起こしたのだ、遊は執しつ行こう部ぶに捕つかまるかもしれないが──今は考えないことにした。

　ただ、遊が元どおりの──朗ほがらかな少年に戻もどってくれた。それだけで嬉うれしかった。

　伊依は笑った。遊も笑った。戦いは終わり、全すべてに決着がついた。
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　仇祭遊の負傷は自分で思っていたよりもひどかったらしい。落下したときに強く打ったせいか、右眼球が脈打つように痛む。そもそも眼球というのは人体の急所である。それが剝むきだしになった状態で全身をぶつけたのだから、当然、遊は病院送りになることになった。

　他ほかにも全身打だ撲ぼくに骨折、擦すり傷きずなどがあるという。伊依は全身の疲労と、着地したときに足を捻ねん挫ざした程度だったというから、それだけは良かったと思えるが──。

　遊は救急車の荷台に寝ね転ころんだまま、眼球を隠かくしもせずに天てん井じようを眺ながめている。

　一応──事件の顚てん末まつは執行部に伝わり、遊は執行部長の爆川嫌凪に自首をした。嫌凪は説教は苦手だからまずは病院で怪け我がを治せ、そのあいだに説教の内容を考えておくからよぉー、とか、よくわからないことを言っていた。

　落下した直後は麻ま痺ひしていたのか自覚しなかったが、全身が深刻に痛くて、動けない。

「…………」

　これから自分はどうなるのか。おそらく捕まって罪を裁かれるのだろうが、怪造学にも少年法は適用されるのだろうかと遊はぼんやり考えていた。

　伊依に敗北し、遊は約束どおり自分の目的を諦あきらめた。現界カナイと虚界アンダカの繫つながりを断たち切り、二度と自分のような虚界アンダカの被ひ害がい者しやが出ないようにする──という目的である。

　伊依の言ったとおり、そうして遠ざけるより、共存していく努力をしたほうがいいのかもしれない。無理に拒きよ絶ぜつしても、完全には虚界アンダカを追放できない。

　ならば、仲良くしていくほうがずっと良い──か。

　伊依の言葉を思いだし、遊は空っぽな笑えみを浮うかべた。

　伊依は本当に強くなった。彼女の言葉は、未いまだに心に響ひびいていた。

　それに引きかえ自分は、これまでいったい何をしてきたのか。何を残してきたのか。どれだけ成長できていたのか──。

　ただひたすらに堕だ落らくして、虚界アンダカを憎んでいただけではなかっただろうか。

　伊依と初めて会ったころの無む邪じや気きな気持ちも忘れ、何かに憑つかれたように現界カナイと虚界アンダカを断ち切るための行動をしていたが──。

　目的が消しよう滅めつし、遊の身体からだには虚きよ無むが満ちていた。明日から、どのように生きていけばいいのだろう。伊依に協力し、彼女の夢を叶かなえてあげようか。それもいいが──それこそ、自分にはお門かど違ちがいだろう。

　伊依を苦しめ、彼女の夢を否定して、最後には戦った──そんな自分には。

　もう、伊依には関かかわらないほうがいい。彼女は一人で歩いていける。自分が助ける必要はない。

　遊が考えるべきことは、自分自身の未来──。

「………ぐっ」

　不意に、右目が痛んだ。灼しやく熱ねつしている。目ま蓋ぶたがないから右目は閉じることもできない。空気の流れが痛い。痛い──。

「ぐあぁっ！」

　なんだ？　遊は狼ろう狽ばいし、右目を指先で撫なでる。熱い。どくん、どくん、と心臓が脈打つたびに眼球が膨ふくれるようだった。熱い、痛い──。

「おい──どうした？」

　負傷した他ほかの生徒を運びこもうとしていた救急隊員が、そんな遊を見つけて声をかけてくる。しかし遊には応こたえられない。ただ痛い。苦しい。

「ぐ。ううがぁ！」

　呻うめき、悶もだえる遊の脳のう裏りに──響く不気味な声がある。

　──遊。愚おろかな遊。失敗したね？　失敗したね？

　この声は。

　たまに聞こえてきた──自分とまったく同じ声。

　──せっかく目をつけて、ここまで生かしてやったのに。失敗してしまったね？　ふふ、〝目をつけて〟って、我ながら面おも白しろいかも。二重の意味があるよねぇ。

「な───」

　なんだ、この声は。自分の声──ではないのか？

　遊は寒気を感じ、震ふるえながら激痛に耐たえ、問いかけた。

「な──なんだ、これは。この声は？　誰だれだ？──まさか、まさか!?」

　もがき、遊は頭を抱かかえる。嫌いやな予感があった。最悪の確信があった。

　──誰かって？　遊、誰かって尋たずねたの？

　くすくす、と声は笑った。

　──わかっているくせに。
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　空井伊依は執行部長の爆川嫌凪と二ヶ月ぶりの再会を祝い、また今回の騒そう動どうの詳くわしい事情を説明していた。伊依も病院を抜ぬけだしてきた身なので救急車で運ばれるべきなのだが、命に関わる怪け我がはしていないし、治ち癒ゆの呪じゆ具ぐがあるおかげで喋しやべるくらいなら苦にはならなかった。

　舞弓は嫌凪が避ひ難なんさせてくれていたらしい。考えてみれば屋上の床ゆかを崩くずしたとき、本来ならば真下に舞弓がいたわけで、嫌凪が彼女を移動させてくれていなければ大変なことになっていたかもしれない。感謝し、怪モン造ス生タ物ーも殺さずに虚界アンダカへ送りかえしただけという彼女に、少し自分は執しつ行こう部ぶに偏へん見けんをもっていたかもしれないと伊依は反省した。

　怪モン造ス生タ物ーを虐ぎやく殺さつし、平和を維い持じするためならばどんな冷れい酷こくなこともする特とく殊しゆ部隊だと思っていたからだ。

「……そりゃオッサン──あぁ、伊い織おりちゃんの父ちゃんの時代だろぉー。俺はなるべく殺さない主義なんだよぉー」

「伊依です」

　みたいな会話をしていると、不意に嫌凪が獣けもののように顔をあげた。そして周囲の気配を探さぐっているのか神しん妙みような顔で目線のみを動かしている。

「……嫌凪さん、どうしました？」

「いや──なんか、妙みような気配が」

　まだ避難した生徒がたくさんいる校庭。一応──無傷の者は一人ずつ自宅か学生寮りようへ帰っているが、負傷した生徒は多いし、たとえ無事でも、怯おびえるように何人かで集まって抱だきあったりしている。

　怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グにとって、怪消もできず、怪モン造ス生タ物ーに襲おそわれるというのは最悪の恐きよう怖ふなのである。古頃はどうなってしまうのだろうか。亜玉のように崩ほう壊かいしてしまうのか。

　それはともかく──伊依は、嫌凪の言葉に首を傾かしげる。

「妙な気配……？」

　周囲に視線を巡めぐらせてみたが、よくわからない。

　点呼をしている教師たちも、簡易な呪具で生徒の治ち療りようをしている執行部も、誰も気づいていない。ただ嫌凪だけが反応し、ぐるん──と振ふりかえった。

　視線の先には、遊を乗せているはずの救急車。

「やべぇ……」

　嫌凪が、小さくつぶやいた。

「この感じ……尋じん常じようじゃねぇ──」

　真しん剣けんな顔で彼女は立ちあがり、驚おどろくほどの大声で校庭に叫さけんだ。

「野や郎ろうども！　生徒を急いで避難させやがれぇー！　三秒以内なぁー！　三、二──」

「──了解ヤー！」

　執行部たちもそんな嫌凪の無茶な指示に疑問をもたず、素す早ばやい動きで生徒たちに指示を飛ばしていく。恐おそろしく迅じん速そくな反応である。さすが天下の執行部──と、感心している場合ではない。

　伊依も立ちあがり、身構えている彼女に問いかけた。

「や、嫌凪さん──何事ですか？」

「あぁ、伊依ちゃんも逃にげてくれよぉー、どうも──お偉いさんの登場だぜぇー」

　怖こわい声で囁ささやかれ、伊依は少しだけ後ずさってしまう。お偉いさん？　どういう意味だろう──嫌凪を見ると、彼女の肌はだを彩いろどっている入れ墨ずみが《門ＧＡＴＥ》のように薄うすく発光している。

　嫌凪の視線の向こう、救急車を見つめる。

「遊くん……？」

　伊依が声をだすのと、ほぼ同時。

　爆ばく発はつ音おん。

　激しく──火山の噴ふん火かのような勢いで何か得体の知れない黒いものが噴ふきあがる。救急車の内部から、その屋根を突つき破り、どろどろとした泥どろのようなものが天空に放出されていく。

「な──」

　その光景は、あまりにも奇き妙みようで、そして何よりグロテスクだった。

　黒い雨。

　異様な、ヘドロのような雨だった。それは後から後から降ってきて、地面や生徒を汚よごしていく。

「なんだぁ──こりゃ？」

　嫌凪は器用に雨あま粒つぶを避よけながら、不ふ審しんそうな声をあげている。伊依にはそんな動体視力も運動能力もないので、黒い雨粒を頰ほおに受けてしまった。

〈ぼ──〉

　不意に、奇妙な声が脳内に響ひびいた。

「…………？」

　伊依は戸と惑まどって、抱きしめている梅子と、ぶら下がっている滅めつ作さくに問いかけた。

「梅子ちゃん、父さん、何か言った？」

〈え？　べつに……〉

『俺は何も言ってねぇぞ』

　どうも二人の声ではないようだ。伊依は結論し、疲つかれたように木こ陰かげで休んでいた桃子に視線を向ける。彼女は目を丸くして、ぼんやりと黒い雨を見つめている。彼女でもない──。

　ぽつ。ぽたり。

　古い血のような色をした雨は、伊依の身体からだに滲しみこんできて──。

〈ぼ〉〈ぼく〉〈ぼく──〉

　雨粒が弾はじけるごとに、不思議な抑よく揚ようの声が響いた。

　声をだしているのは──雨か？

「きゃあああ！」

　どこかから悲鳴があがった。見ると、女生徒が金切り声をあげて尻しり餅もちをついている。その正面──黒い雨がつくった、気色の悪い水たまりが見える。

　視線を巡らせると、校庭のあちこちに水たまりは発見できた。

　しかも、よく目を凝こらして観察してみると──。

〈ぼ〉〈ぼく〉〈ぼくは〉

　その水たまりには、奇き怪かいなことに、眼球や牙きばのびっしりと生えた口、あるいは足や指などの身体の一部分が──浮ういていた。しかも生きている。眼球はこちらを睨にらみつけ、口はカタカタと牙を鳴らして笑っている。

　なんだ──これは。

　青ざめる伊依を、黒い雨がさらに汚していく。

　雨は、こう言っている気がした。

〈ぼくはヴェクサシオン〉

「ヴェクサシ──オン？」

　どこかで聞いた名前に、伊依は少しだけ考える。そのあいだに遊を乗せていた救急車は破は裂れつし、担たん架かと救急隊員は吹ふっ飛び、後には黒いものを噴きあげつづける遊だけが残された。

　遊？

　遊だ。遊の右目があった場所から得体の知れない黒いものが迸ほとばしり、校庭に雨を降らせている。血ち飛沫しぶきのようだ──しかも、遊は頭を抱かかえて悶もだえ苦しんでいる。

「遊くん！」

　伊依は叫さけんだが、伝わったかどうかはわからない。

　黒い雨は途と切ぎれ途切れに語りながら笑っている。

〈こんにちは〉〈こんばんは〉〈おはようございます！〉〈にいはお〉〈ぼく〉〈あたし〉〈おれさま〉〈わたしは〉〈ヴェクサシオン〉

「……派手な登場しやがるからよぉー、何が出てきたかと身構えちまったが……」

　嫌凪は真しん剣けんな顔で、やはり雨を避けながらつぶやいている。

「よりにもよって《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》──最ッ悪の禁タブ忌ー・怪モン造ス生タ物ーかよ！」

　明らかに雨は意志をもっている。嫌凪の声に反応して水たまりも笑った。

〈きみは〉〈あなたは〉〈きさまは〉〈知っている〉〈爆川嫌凪〉〈あの憎にくらしい〉〈忌いま々いましい〉〈総長〉〈激げき流りゆう院いん潮うしお静しずか〉〈その部下〉〈腹心〉〈手下〉〈執しつ行こう部ぶ長ちよう〉

「……うっせぇ、っすよぉー」

　嫌凪は身構えて、周囲に視線を巡めぐらせた。

「禁忌タブー野や郎ろうが──これまで阿呆みてぇな数の怪モン造ステ学イス者トを殺してきやがったなぁー。のこのこ俺の前に姿を見せるたぁ余よ裕ゆうじゃねぇかよぉー!?」

　そうか、と伊依は思いだす。《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》。有名な禁タブ忌ー・怪モン造ス生タ物ーである。遊にあの眼球を埋うめこみ、憎ぞう悪おの化け身しんにしてしまったのも──たしか。

　寒気がして、伊依は梅子を抱だきしめる。《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》といえば伝説の禁タブ忌ー・怪モン造ス生タ物ーだ、生半可な存在ではないだろう。嫌凪も警けい戒かいしているのか真しん剣けんな顔で身構えている。

　一声ごとに口調を変える奇き妙みような怪モン造ス生タ物ーは、本気なのか挑ちよう発はつしているのか、戯たわけた声で囁ささやいてきた。

〈うん。なんだぁ、あたいもそれなりに有名になってたんだねぇ。芸術家として知名度が高まるのは嬉うれしいことだわっ。うふっ、どうかしら嫌凪ちゃん？　あなたが望むなら、眼球とか牙とか生首とかを埋めこんで綺き麗れいに芸術的に飾かざってあげるけど？〉

「…………」

　嫌凪は沈ちん黙もくし、腕うでを組み、恐おそろしい顔をする。

「……んー」

　そして片手を闇やみに向け、獣けものの形相でつぶやいた。

「てめぇ──なんかマジむかつくから死ね」

　印を組み、烈れつ火かのごとく輝かがやきながら彼女は高々と呪じゆ文もんを唱える。

「殺廃拒遠壊崩否不寄不近不接嫌憎辛悪非愛非友非好君怒哀──恐無斯無願無望魔怪妖獣蟲禽醜幼君粗劣駄叫愚鳴滑吐無様排拒除絶魍汝魎畏世界！」

　瞬しゆん間かん、ビリビリビリと引き裂さかれるような音が響ひびいた。耳鳴りがし、後ずさり、その奇妙な呪文にこめられた激しい呪じゆ詛そに──伊依は激しい嘔おう吐と感かんに襲おそわれてしまう。

　これは──？

「殲魔滅弱殺八戒──貪欲蒙昧劣悪穢汚愚食王否餓獣否這蟲否嫌世界！」

　嫌凪の、普ふ段だんの明朗さとはかけ離はなれた重苦しい声に──《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》は軋きしみをあげて悶えた。あちこちにできていた黒い水たまりが蒸発し、遊の右目から噴ふきあがっていた邪じや悪あくな雨も分解されて消えていく。

　このまま抑おさえこめるか──と伊依が戸と惑まどいながらも考えた次の瞬間。

「────」

《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》に動きが生まれた。遊の真上で蛇へびのようにのたくっていた漆しつ黒こくは、嫌凪の呪文を突とつ破ぱしてその身体からだに鞭むちのような一いち撃げきを放った。

「危ない──、桃子ちゃん！」

　刹せつ那なで状じよう況きようを理解して、伊依は歩みよってきていた桃子に視線を飛ばした。

　彼女は頷うなずき、素早く扇せん子すを振ふる。

「くるさだんちゅら！」

　びしりッ、と闇の鞭は空中で動きを固定され、霧きりのように粉々に砕くだけてしまう。やはり──すごい威い力りよくだ。桃子に感心しながらも、伊依は安心している場合ではないと再び遊を見て気づいた。

「な──」

　先ほどの比ではない、無数の鞭が遊の真上で撓しなっている。それぞれが意志をもっているかのように蠢うごめき、呪文を唱える嫌凪を狙ねらっていた。

　いくら桃子でもあの数の鞭で攻せめてこられたら防ぎきれないかもしれない。執行部は生徒の避ひ難なん誘ゆう導どうにかかりきりだし、嫌凪もどうやら呪文を唱えることに全神経を集中しているようだ。なんとか──自分が援えん護ごしないと。

　伊依は決断し、苦しんでいる遊を見つめる。

「待ってて──遊くん、いま助けるから！」

〈……どのように？〉

　不意に、汚お泥でいを煮につめたような、腐くされた声が脳のう裏りに響いた。伊依が力を求めるとすぐに反応してくるこの声を──聞いてはいけない。伊依は歯を嚙かみしめた。

　声は気にせずに、愉たのしむように笑っている。

〈あの存在を打だ倒とうすることは誰だれにもできはしない。人間でもなく、怪モン造ス生タ物ーでもない、この我の支配すらも及およばない気ままな芸術家、それが《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》──世界で最も自由で、世界で最も狡こう猾かつなあの存在は、たとえ我が力を高めてやったその《雪クールキ童ユーテイ》ですら殺せまい〉

「力を──高めた？」

　伊依は声を聞き、思わず桃子を見る。桃子の変へん貌ぼうは──やはり彼女を蘇よみがえらせたというあれのせいなのか。そして、やはりこの声は──伊依が想像しているとおりの存在なのか。

　必死で思考を巡めぐらせたが、考えがまとまる前に声が語りかけてきた。

〈あやつを始末するのなら、この我の力に頼たよるがいい。我を呼べ。我を解き放て。なに──貴様がいつもやっていることだ。怪モン造ス生タ物ーを怪造し、その力を頼る。ただそれだけのことだろう？　さぁ友よ、我を頼れ！　我を怪造せよ！　我を解き放て！〉

「…………」

　冷や汗あせをかきながらも、伊依は首を振った。

　こいつの話を聞いてはいけない。言葉ではこう語っているが、一いつ旦たん、この存在が現界カナイに出現したら伊依には制せい御ぎよできない。下手をすればこの町が、国が、世界が、大変なことになってしまう。なんとかして、この存在の力を借りずに解決する方法を──。

「……嫌凪さんの呪文は効いていないわけじゃない。だったら──」

　すう、と息を吸いこみ、伊依は髑どく髏ろの首くび飾かざりに問いかけた。

「父さん、あの呪文は当然──父さんだったら知ってるよね？」

『あぁ？　もちろん、俺を誰だと思ってやがるんだ。って……何を考えている？』

「教えて」

　父の訝いぶかしげな声に、伊依は真まっ直すぐな表情で応こたえた。

「一人の呪じゆ文もんで抑えこめなければ、二人で唱えればいいんだ。一人じゃできないことだって、みんなでやればきっとできるよ」

　そして脳裏に響く悪意の声に、伊依は小さく囁ささやきかける。

「……あなたは、あたしを利用するために力を貸してくれようとしているみたいですが、あたしは──利用とか命令とかじゃなく、みんなで協力したいんです。仲良く、ちょっとずつ力を持ちよって、新しい世界をつくる原動力にしたいんです」

　悪あく魔まの誘ゆう惑わくを断って、伊依は《門ＧＡＴＥ》を振り鳴らした。

「あなたも、いつかそんなふうに、幸せな世界のために力を貸してくれるなら嬉うれしい」

　真っ直ぐに前を見て、嫌凪の隣となりまで歩く。

　嫌凪の呪印をじっと見つめて、伊依は父に素す早ばやく告げた。

「父さん、嫌凪さんが唱えている呪文を教えて。この場で覚えてあたしも唱える」

『──あ？　おい、やめとけ！　この呪文は封ふう印いんっていってな、恐おそろしく体力を削けずるんだよ！　衰すい弱じやくしきった今のてめぇが唱えたらおっ死ちぬぞ！』

　伊依は眉まゆ尻じりを下げ、梅子を頭に乗せて構えた。しゃん、と《門ＧＡＴＥ》が鳴り、淡あわい光が集まってくる。

「……遊くんにさ」

　正面で痛みに悶もだえている、かつて自分の心を救ってくれた恩人を見つめる。

「夢を叶かなえるためなら、命なんか惜おしくないって言っちゃったんだよね。偉えらそうに遊くんの目的を阻そ止ししたあたしがさ、ここで死ぬのに怯おびえて逃にげたりしたら──めちゃくちゃ格好悪いじゃない」

　髑髏の首飾りを両手で摑つかみ、伊依は低い声で脅おどした。

「……いいから教えろ糞クソ親父おやじ。教えないとこれから一生あなたをパパと呼ぶ」

『──うげっ、あれはもうやめてくれ。……あぁ、わかったよ！　どうせ止めても意味ねぇんだろ！　いいか、一句でも間ま違ちがえたら呪じゆ詛そが逆流するぞ！　魔ま王おうを怪造したときくらいの集中力で唱えねぇと死ぬからな！』

　叫さけび、滅作は呪文と細かい呪印を説明してくれる。それは聞いたことのない、怪造学の基本を無視した代しろ物ものだったが、伊依は全力でそれを覚えた。

　学校の成績は悪いかもしれないけど、伊依は、この世界で唯ゆい一いつ──虚界アンダカの支配者を怪造した怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グ。ならば虚界アンダカに存在するもので、怪造できないものはないはず。どんなに複雑な呪文も呪印も使いこなせるはず。自分にそう言い聞かせる。

　激しく火花を撒まき散らし、伊依は嫌凪に声を揃そろえた。

「拒観拒聴拒感否情否恋否抱垢塗罪塗悪塗我様卑方嫌吐込死壊狂病我望我願我祈廃世界！」

　なめらかに口にされた言葉は、相手を傷つけ、否定し、遠ざけようとする悪意の呪文だった。その呪文を唱えるだけで伊依の良心は傷ついたが、目に見えてその呪文には効果があった。

　桃子が必死で食い止めていた無数の鞭むちが蒸発し霧む散さんする。伊依は頷うなずき、遊に向かって走りながら、胸むな元もとの髑髏に問いかけた。

「父さん、遊くんを助けるにはどうすればいい？」

『あぁ──安心しろ、てめぇが唱えた呪文は封印っていってな、その名のとおり怪モン造ス生タ物ーを虚界アンダカへ追放して閉じこめちまうんだ。つまり、そのまま《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》を虚界アンダカまで押しかえせれば大だい丈じよう夫ぶだ！　そいつは助かる──』

「わかった！」

　遊の身体からだの前で両手を掲かかげ、伊依は渾こん身しんの気合を振ふりしぼって唱えた。

「殺廃拒遠壊崩否不寄不近不接嫌憎辛悪非愛非友非好君怒哀恐無斯無願無望魔怪妖獣蟲禽醜幼君粗劣駄叫愚鳴滑吐無様排拒除絶魍汝魎畏世界！」

〈あぁ──〉

　すると彼の真上に吹ふき溜だまっていた闇やみが、興味深そうな声とともに何度か波打った。

〈なるほど。魔王が目をつけるだけのことはある。危あやうい、けれど美しい──刃やいばのような力である〉

《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》はむしろ心地ここちよさそうに、呪詛をその身に受けて笑った。

〈その刃が切り裂さくのは、現界カナイか、虚界アンダカか──それともあなた自身かな？　ふふ、本当に面おも白しろい、きみの姿を見られただけで、今回は良しとしましょうか──〉

　穏おだやかにつぶやき、《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》は最後に伊依を名指しで呼んだ。

〈空井伊依。どうか魔王を、怪造学の呪じゆ縛ばくから助けてあげて。あたしはね、魔王を見ると──哀あわれで哀れでたまらないのよ。うふ。うふふ〉

　不思議な言葉を残し、伝説の禁タブ忌ー・怪モン造ス生タ物ーは虚界アンダカに押しだされていく。

〈覚えていてねっ。ぼくはヴェクサシオン。魔王の最高の味方にして、最悪の敵さっ。じゃ──まったねぇ！〉

　瞬しゆん間かん、全すべての闇は凝ぎよう縮しゆくされ、吸いこまれるようにして遊の右目に消えていった。伊依の呪文が効いたのか、それともヴェクサシオンが自分の意志で消えたのか、それはよくわからない。

「…………」

　けれど──危機は去ったはずなのに、胸に残ったこの不安はなんだろう。

　魔王。《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》。

　封印という、伊依の知らない呪文や呪印。

　怪造学の奥に隠かくされた秘密を垣かい間ま見て──伊依は、恐ろしくなった。父を見る。嫌凪を見る。梅子を見る。桃子を見る。最後に地面に座りこみ、遊を抱だき寄せて、伊依は小さくつぶやいた。

「ま──いいか、何があっても、誰だれが何を企たくらんでも、みんなが笑っていられるように、あたしはあたしにできることをするだけだし。今は──うん、とにかく」

　ぱたり、と伊依は遊に膝ひざ枕まくらしてその上に倒たおれ伏ふした。

「……疲つかれた」

　そうして、長く、過か酷こくだった伊依の一日が終わった。
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　怪かい造ぞう学会本部。〝伏パン魔デモ殿ニウム〟とも呼こ称しようされる選ばれた存在しか立ちいることを許されない聖域で、怪造学会総長・激げき流りゆう院いん潮うしお静しずかと教育部長・宇う宙つ木き氷ひ蜜みつはチェス盤ばんを前にして睨にらみあっていた。

　黄金こがね色の後光をまとった総長は、口元に笑えみを浮うかべて囁ささやいてくる。

「宇宙木──貴様ほどの好敵手に出会えたことを俺は喜ぶぞ」

　宇宙木も冷然と微び笑しようして、そんな彼に余よ裕ゆうをもって応こたえた。

「私もよ総長。こんなに楽しいチェスは初めてだわ。ところで──」

　とん、と歩兵ポーンを盤ばん上じようで進め、宇宙木は目を細めてつぶやいた。

「〝俺の僧ビシ侶ヨツプは死者蘇そ生せいの呪じゆ文もんを会え得とくしているので歩兵ポーンを何度でも蘇よみがえらせることができる〟とか〝俺の騎士ナイトは歩兵ごときでは討うち取れないので逆に返り討ち〟とか自分の軍団に妙みような特とく殊しゆ能力を持たせるのやめてくれないかな？」

「貴様こそ俺が王手チエツクを宣告したら〝そのとき歩兵ポーンが身をていして王キングを守った！〟とか〝今日から私の国は女王クイーンを中心とした国家へと生まれ変わります〟とか謎なぞのドラマを展開させるのはやめろ。勝負がつかんではないか」

「本当にね。あ、私の歩兵ポーンは騎き馬ば兵へいとして訓練されているので騎士ナイトと同じ動きができるわよ。はい、王手チエツク」

「残念ながらそれは影かげ武む者しやだ。ところで俺の歩兵ポーンは狙そ撃げき兵へいとして鍛きたえられているので三マス先まで攻こう撃げきが届くぞ。そら、王手チエツク」

「…………お二人とも楽しそうで何よりですね、と仕事に忙ぼう殺さつされていた久く渡どは嫌いや味みたっぷりに心にもない発言をします」

　二人が殺さつ伐ばつとした微笑のままチェスをつづけていると、扉を開いて副総長の久く渡ど貴き乃の子こが姿を見せた。瞬間、総長は指先で盤をひっくりかえし、崩くずしていた足を正座に戻もどして神しん妙みように久渡を見つめた。

「戻ったか。久渡よ、俺は古こ頃ころの事件が気になって何も手につかない状態だったぞ」

「真顔でボケる総長が可愛かわいいので久渡はとりあえず宇宙木だけを睨みつけます」

　久渡はいつもの感情のない瞳ひとみで宇宙木を見つめ、巨きよ大だいな帽ぼう子しを揺ゆらして嘆たん息そくした。

「……報告してもよろしいですか、と久渡は答えがなんであれ報告するつもりなのにあえて確かく認にんをとってみます」

「うむ。申せ」

　総長に促うながされ、久渡は抑よく揚ようのない淡たん々たんとした声で説明を始めた。

「はい。久渡の主観をまじえず端たん的てきに事実のみを報告します。古こ頃ころ怪かい造ぞう高こう等とう学がつ校こうは半はん壊かい。生徒、および教職員の死者はおりません。ただし重傷軽傷問わず負傷した者は多数。亜あ玉たまのときのように彼らが怪造をできなくなっているかどうか、というのは現段階では判然といたしません」

「…………」

　宇宙木はその酷こく薄はくな内容に表情を歪ゆがめ、歯は嚙がみした。

「……私の古頃が」

　自分がいないこの時期に、よりにもよって最悪の事態が起きてしまった。否いな──宇宙木が不在のときをあえて狙ねらわれたのだろうか。ともかく、校舎が破は壊かいされ、生徒や教師が負傷したとなると、事実上、古頃は学校としての機能を失うことになってしまう。

　無事な生徒たちを、明日からどこで学ばせればいいのか──考えながらも、宇宙木は久渡を静かに見つめた。

「副総長。今回の事件は、いったいどういうものだったのかな？　事件の構図は？　犯人は？　その目的は？」

「宇宙木。一度に尋たずねられても困ります、と久渡は己おのれの性能の限界を口にしながら、できるかぎりであなたの質問に答えるために順をおって説明します」

　総長にも目線で確認をとって、久渡はやはり感情を廃はいした口調で語った。《門ＧＡＴＥ》と、おそらく《食カン命タレ花ラ》を融ゆう合ごうさせた怪モン造ス生タ物ーを用いた犯罪。《門ＧＡＴＥ》を破壊された生徒たちは怪かい消しようができず、怪モン造ス生タ物ーにただ襲おそわれ、あるいは生命力を吸われ、負傷したり衰すい弱じやくしたりしている。さらに怪造された怪モン造ス生タ物ーにより校舎が半壊させられてしまった。

　犯人の目的は《門ＧＡＴＥ》の破壊と学校の破壊、そして未来の怪造学界を支える生徒たちに怪造ができないよう恐きよう怖ふを刻みこむこと。

　総じて、現界カナイと虚界アンダカの繫つながりを断たち切ること、と推測される。

「……くくっ」

　総長が、煙管キセルを口から離はなして嘲あざ笑わらった。

「真実を知らんとはいえ怪造学を潰つぶそうとはな──潰せるものならこの俺が二百年も前に潰しているぞ」

　笑いながらも無表情の彼は、冷静な声で久渡に問いかけた。

「して──その事件の犯人は誰だれだ？」

「はい」

　頷うなずき、それから久渡は珍めずらしく一いつ瞬しゆんだけ言いよどんだ。

「……事件を沈ちん静せい化かさせた爆はぜ川かわの報告によりますと、《門ＧＡＴＥ》と《食カン命タレ花ラ》の融合やその指揮など、事件を起こし、古頃を半壊させたのは仇あだ祭まつり遊ゆうという少年だということです」

「…………」

　宇宙木は沈ちん黙もくし、眉まゆをひそめる。遊は亜玉からの転校生。ということは、亜玉を潰したのも遊なのだろうか。だとすれば、そんな彼の正体を看破できず転入させた宇宙木にも今回の事件の責任はある。

「ただし──」

　久渡は言葉を切り、ただ総長を見つめた。

「これは爆川の私見なのでそこを踏ふまえて聞いていただきたいのですが、その仇祭遊は──どうやら、《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》に寄生され、操あやつられていたようです。彼の右眼球は《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》に交こう換かんされており、そこから《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》が姿を見せたということです」

「……《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》」

　総長は機き嫌げんを損そこねたような仏ぶつ頂ちよう面づらになり、盛大に煙管から煙けむりを吐はいた。

「あの禁タブ忌ー・怪モン造ス生タ物ー、まだ始末できておらんのか。忌いま々いましい。優ゆう秀しゆうな怪モン造ステ学イス者トがあれに何人も殺されたんだぞ。虚こ島じま──寂じやく憐れん院いん、皆みな、代わりのきかん存在だったというのに」

「はい。《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》の抹まつ殺さつは急務として執しつ行こう部ぶに命じておりますが──なかなか、神出鬼き没ぼつで」

　久渡が応こたえると、総長はふと思いついたように彼女を見た。

「《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》が、今回の事件の犯人──仇祭遊の右目から姿を見せたと言っていたな」

「はい。《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》は爆川の呪じゆ文もんにより仇祭遊の右目に押しかえされ、沈静化したようです。ただ、ご存知のとおり《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》には虚界アンダカにおける通常の法則が当てはまらないことが多いですし、本当に封ふう印いんできたかどうかは疑問です」

「…………」

　総長は何かを考えるように沈黙している。宇宙木も嘆息し、その間に久渡を見上げた。

「副総長。で──仇祭遊の処分はどのように？」

「彼は衰弱と負傷が激しいようですので、その身み柄がらを監かん視ししつつも病院へ搬はん送そうしました」

　久渡がそう言うと、こん、と煙管で床ゆかを叩たたいて総長が当たり前のように言った。

「よし。執行部長の爆川に伝えろ。今回の事件は《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》が起こした怪モン造ス生タ物ー災害ハザードだと認にん定てい、その犯人だと目されている仇祭遊は彼奴きやつに操られていただけだと判断し、無罪放ほう免めん──というのはどうだ？」

「ナンセンスです」

　久渡は冷れい淡たんに応えた。

「《食カン命タレ花ラ》という禁タブ忌ー・怪モン造ス生タ物ーを怪造したこと、〈裏〉研究部などごく一部でしか認められていない怪モン造ス生タ物ー合成の技術を用いたこと、《門ＧＡＴＥ》を盗ぬすんでまわったこと、学校を二つも潰したこと、などなど──仇祭遊の罪状は計り知れません。それら全すべてを黙もく認にんし、無罪にしては誰も納なつ得とくいたしません。《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》に操られていたとして、それで彼の犯おかした罪が消えるというものでもないのです」

　少しだけ怒おこったように早口で語る彼女へ、総長は楽しそうに笑って告げた。

「まぁそう逸はやるな。よく考えてみよ」

　煙管を口に含ふくみ、しばし味わってから総長は言葉をつづける。

「神出鬼没の禁タブ忌ー・怪モン造ス生タ物ー、《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》の尻尾しつぽが摑つかめたのだ、これを利用してあれを捕ほ獲かくし抹殺するというのはどうだ？　仇祭遊に寄生し、操り、学校を潰し──最終的には怪造学を潰そうとしたのだろう？　あれの最終目的が何かは知らんが、封印ごときでおとなしくなるようなら最初から禁忌タブーと呼ばれん」

　紫し煙えんをくゆらし、総長は断言する。

「《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》は必ずまた何かしら事件を起こす。それを察して今度こそあれを抹殺するのだ。そのために──仇祭遊は泳がせよ。監視をつけ、その動向に目を光らせ、《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》が再び現れたら最大戦力で容よう赦しやなく叩き潰せ」

「危険です」

　久渡が冷静に反対した。彼女は総長に心しん酔すいしているが、絶対服従というわけではない。

「メリットとデメリットを考こう慮りよした場合、総長の仰おつしやった作戦ではデメリットのほうが大きいです。今回、撃げき退たいされた《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》は次回こそ練りに練った計画をもち、事件を起こすでしょう。そのとき、我々が再びあれを退治できるかどうかは推測できません」

「危険？　デメリット？　久渡よ、我々は最初から薄はく氷ひようの上を歩いているのだ！　今さら失敗を恐おそれてどうするか！　危険も冒おかさずあの禁忌タブーを潰せるものか」

　立ちあがり、総長は後方──鉱石の山に幽ゆう閉へいされた、あの人物を注視する。

「仇祭遊は厳重監視のうえ無罪放免、ただしそれと引きかえに《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》について知っているかぎりを証言させよ！　そして《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》を一刻も早く抹殺し、世界に平和を！　怪造学に安あん泰たいを！」

　振ふりかえり、怪造学会の支配者は真まっ直すぐに宣言した。

「俺が怪造学会総長──激流院潮静である！　その名において、今回の決定を執行部に伝え、《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》の抹殺を一日も早く達成できるよう命じるぞ！」

「…………」

　威い風ふう堂々と告げてくる総長に嘆たん息そくしつつ、久渡が耳元に手をやって何かを聞いていた。その場所には通信機が仕込まれており、様々な場所と連れん絡らくがとれることを宇宙木は知っている。

　久渡はかるく会え釈しやくし、後光をまとった総長に報告した。

「総長、不ふ動どう霧きり晴はるがこの場所に到とう着ちやくした模様です。爆川嫌凪も雑務を終え、こちらに向かっているようです」

「宜よろしい。《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》の件もふまえ、今期の怪レイ造・モ学ンス教テイ授ア集会では存分に怪造学の未来について語りあうとしよう！」

　言葉を終え、総長は緩ゆるやかに腰こしをおろす。その背後では無数の怪モン造ステ学イス者トたちが、悪意をこめた呪文と呪印を繰くりかえしている。

　魔ま王おう。物ぶつ造ぞう。《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》。空すかい井い伊い依より。戦たたか橋はし舞まい弓ゆみ。そして仇祭遊。

　時代が大きく揺ゆれ動くとき特有の、胸むな騒さわぎのようなものを宇宙木は感じていた。
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　三日ほど泥どろのように眠ねむった。

　極きよく端たんに衰すい弱じやくしていた空井伊依は、何度か生死の境を彷徨さまようくらいに危ない状態だったらしい。後に医者からそのことを告げられて、今回はちょっと無理をしすぎたかなと伊依は反省した。

　目覚めると桃もも子こはまた姿を消していて、彼女の存在そのものが夢だったのではないかと伊依は怖こわくなった。だがすぐそばで看病してくれていた梅うめ子この話によると、桃子はあまり長時間、現界カナイにいられない身体からだになってしまったのだという。あの変へん貌ぼうした姿や強力になった能力など、桃子についてはわからないことがたくさんある。けれど伊依はあまり深く考えない。桃子は、桃子のままだったから。

　また桃子に会えるだろうか。きっと会えるだろう、と伊依は思う。彼女が死んでしまって以来、ずっと心に燻くすぶっていた罪悪感や暗い気持ちがすっかり晴れて、伊依は久方ぶりに清すが々すがしい気分になれた。

　身体は動かすだけで軋きしみをあげて、まだ疲ひ労ろうは色いろ濃こく残っていたけれど。

　伊依は制服に着き替がえ、空うつ蟬せみ寮りようから学校へ向かった。伊依の怪け我がは大したことがなく、衰弱がひどかっただけなので、自宅療りよう養ようと点てん滴てきだけでほとんど回復してしまった。

　今日は、半はん壊かいしてしまった学校で、これからのことを通達されるらしい。生徒や教師の大多数が《門ＧＡＴＥ》を失い、負傷や衰弱によりまだ動けないひとも多いという。さらに校舎もいつ崩くずれてもおかしくないくらいに破は壊かいされてしまったので、生徒たちは行き場をなくしてしまった。

　これから、いったいどうなるのだろう。

　わからないが、たとえ学校がなくなっても、伊依は伊依の怪造学をつづけるだけである。

「──うん」

　集合時間に遅ち刻こくしかけて、伊依は梅子を抱だきしめたまま走って古頃怪造高等学校に到着した。巨きよ大だいな怪かい物ぶつに蹴けりをいれられたかのように半壊した校舎の前、校庭にはたくさんの生徒たちが集まっていた。

　これから、明日からの日程などが伝えられるのだろう。休校になるのか、それとも他ほかの学校に難民として教室を借りにいくことになるのか。伊依には想像もつかないが、とにかく今日から新しい生活が始まるということで、生徒たちも不安そうな表情をしている。

　そんななか、伊依は変わらぬ表情で見知った少年と少女が言い争いをしているのに気づいた。ちょっと遠くにいるので会話の内容はよくわからないが、なんだか本気で殴なぐりあいになりそうな雰ふん囲い気きである。

　白い髪かみに、深しん紅くの瞳ひとみ、日本刀をもった戦橋舞弓。

　そして顔の大きな傷きず跡あとが目立つ、漆しつ黒こくの衣い装しようをまとった仇祭遊。

「……舞さん、遊くん」

　遊は執しつ行こう部ぶに捕つかまらなかったのか。事情はよくわからないが、どうもまた舞弓を逆上させるようなことを言ったのだろう、真っ赤になった舞弓が遠えん慮りよなく日本刀を抜ぬいた。

　周囲から悲鳴があがり、騒さわぎが広がっていく。

　校舎が壊こわれても、身体が傷ついても、あの二人だけは変わらないようだ。そう思い、止めないと──と伊依は駆かけ足になってそんな二人に近づいていく。

　途と中ちゆう、包帯を巻いた蟻あり馬まや妖あやかし森のもり、見るからに大おお怪け我がを負っている園その日ひ暮ぐらしなどの教師、屍かば丸まるや学まなぶ、次じ郎ろう花はなや香か美み、見慣れた友達の姿が目に映った。

　みんな等しく疲つかれた顔で、なかには怪我をしているひともいたけれど、その瞳にはしっかりと生きる意志が灯ともっていた。この調子では明日からも、変わらない日々がすごせそうである。

　虚界アンダカの怪造学は──終わらない。

　伊依の夢も、つづいていく。

　昔のようにただ純じゆん粋すいに楽しそうな顔をした遊と、珍めずらしく感情を露あらわにして暴れている舞弓に、伊依は梅子を抱きしめ、髑どく髏ろの首くび飾かざりを揺らし、腕うでを振り回して駆けよっていく。

「舞さん！　遊くん！　喧けん嘩かしちゃ駄だ目めだって！」

　未来に何が待ちうけているのか、まだわからない。

　虚界アンダカや怪造学界に渦うず巻まいているらしい陰いん謀ぼうも、伊依には遠い世界の物語だ。

　けれど──たとえ誰だれが何を企たくらんでも、どんな事件が起こっても、もう、伊依は迷ったりしない。

　怪モン造ス生タ物ーは友達。人間も友達。

　両者が仲良くできる世界のために、全力で行動するだけである。

「伊依ちゃん──邪じや魔ましないで」

「伊依、どけ！　私はこやつを斬きらねばならんのだ！」

「もう！　やーめーてーって！　たまには言うこと聞いてよ二人とも！」

　ちっぽけな伊依の力では、この世から争いは消せないかもしれない。人間と怪モン造ス生タ物ーの関係は、どれだけがんばっても改善できないのかもしれない。

　けれど伊依は恐おそれない。小さなことから少しずつ、変えていこうと思う。

「喧嘩しないで！　仲良くして！　あぁもう、怒おこるよ！　あたしも！　いいかげん！」

　伊依の夢が叶かなう日は、まだまだ先になりそうだけど。





アンダカの怪造学Ⅲ〈了〉　









　あとがき




　こんにちは。日あ日き日らです。『アンダカの怪造学Ⅲ　デンジャラス・アイ』のお披ひ露ろ目めです。このシリーズは難しい漢字とか専門用語とかが多いから読むのが大変だとみんなが言うので、「せめてあとがきだけは簡単な感じで！　ぜんぶ平仮名で書きます！」と主張したら担当さんに怒おこられました。えぇー、たまにはそんなあとがきがあってもいいじゃない。

　それはともかく。

　今回のアンダカは「転校生」の話です。転校生といえば思いだすのは、まだ日日日が小学生だったころクラスにきた転校生です。仮にＮくんとしておきますね。

　Ｎくんは二ふた重えまぶたが目立つ男の子で、きっかけはなんだったか忘れましたが、そのころ僕がよく遊んでた集団グループに仲間入りしました。それからすぐにリーダーシップのあった彼は集団グループのまとめ役みたいなのになったんですよね。

　そんなふうに、彼が驚おどろくほどの早さで受けいれられたのには理由がありました。

　お金をくれるんです。千円とか。五千円とか。

　小学生だった僕らにとって、それはとんでもない大金です。僕らはＮくんからたびたび秘密基地（学校の裏山の神社。怪あやしげなものがよく捨ててある）で千円札を受けとって、お菓か子しを買って食べたりしていました。僕もこんなにお金をもらっていいのかなぁと微びみ妙ように不安になりながらもＮくんと一いつ緒しよにいました。

　でもいつからか、Ｎくんの様子が変わってきました。

　なかなかお金をくれなくなったんです。お金ちょうだいって言えばすぐＮくんがくれる状態に慣れていた僕たちは、不満をおぼえてＮくんに文句を言いはじめました。

　するとＮくんは怖こわい提案をしてきたのです。

『お金がほしかったら悪いことをしろ』

　万引き一回で何百円、ピンポンダッシュ一回で何十円、自転車を一台パンクさせるごとに何百円って、そんな感じに、みんなの悪事の報ほう酬しゆうとしてならお金をくれると言いはじめたのです。Ｎくんは「成績表」みたいなのをつくって、今週は誰だれがいちばん悪いことをしたか──とか発表し、その成績に応じて僕らに「給料」をくれました。

　その奇き妙みような「悪いこと会社」はＮくんがまた転校するまでつづきましたが、Ｎくんはいつも大人への憎ぞう悪おの塊かたまりで、そうして子供たちを操あやつり悪いことをさせて大人に反はん抗こうをしていたように思います。

　平和な家庭で育って、お気楽に毎日を生きていた僕にはよくわからない、なんか理由があったんだと思いますけど──Ｎくんは最後までそれを教えてくれませんでした。ただＮくんが僕らにくれるお金、それが「親の財さい布ふから盗ぬすんだ」ものだということだけは、Ｎくんが僕にこっそり（特に自じ慢まんするでもなく）教えてくれました。

　僕は根性なかったので悪いことができなくて、「悪いこと会社」の社員としては無能というか使えないやつでした。でも何な故ぜでしょうか、Ｎくんは僕にばかり喋しやべりかけてきました。

　そんなＮくんと僕の二人だけでやっていた遊びがありました。

　これも始めたのはＮくんです。僕も悪事はできなくてもその不思議な遊びは面おも白しろくて付きあいました。

　用意するのは一冊のノートです。最初のページに「卵」を書きます。次のページではその「卵」の殻からに亀き裂れつがはしっているところを書きます──という感じに、一日に一ページずつその卵の変化を書くという遊びです。何ページかすると卵からは妙みような生き物が生まれ、Ｎくんはそれに「マック」と名前をつけていました。ちなみに僕のは「うきょう」でした。

　今思えば当時、流行していた「たまごっち」というゲームの真ま似ねだったんだと思います。ただ携けい帯たいゲームのあれと違ちがってプログラミングされていない僕らの遊びでは、僕らの生んだ謎なぞの生き物はどんな形にも進化することが可能でした。

「マック」には羽が生え、足が伸のび、身体からだも大きくなってどんどん成長していきます。僕の（「うきょう」には「歌が下手」とか無意味な設定ばかりが増えていきます。がんばれ「うきょう」。

　いつしか僕らのノートには世界が誕生しました。町ができ、「マック」や「うきょう」だけでなく次々と卵が生まれ生き物が増え、にぎやかになっていきます。

　その遊びもＮくんの転校で終わってしまいましたけど、あれからずっとつづけていたら今ごろノートの中にはどんな世界が広がっていたのかなぁと、たまに考えたりします。あのころＮくんは「マック」に剣けんを持たせ何かと戦わせていましたけど、Ｎくん自身の投とう影えいだったはずの「マック」が戦っていたのはなんだったのかなぁ、とかも。

　小学生だった僕たちが本能で生みだしたあの世界から、今、僕がこうして小説という形で生みだしている世界は少しは成長できたのでしょうか。まだ「うきょう」は歌が下手なままでしょうか。そして──まだ「マック」は何かと剣で戦っているのでしょうか。それとも「マック」はもう戦わなくてよくて、なんか適当に幸せになっているのでしょうか。

　引き出しの奥にしまいこまれていた、一つの卵から始まった僕らの世界を読み直しながらそんなことを考えました。

　剣で何かと戦っていた「マック」はこの巻に登場した遊のモデルです。阿呆みたいにいつも笑顔だった歌の下手な「うきょう」は伊依のモデルです。僕の「うきょう」がノートの世界を越えつ境きようし、「マック」にもう戦わなくていいんだよと伝えてくれたなら良いです。

　どうせだったら平和な世界のほうがいいですもんね。今はどこにいるかもわからない、Ｎくんの幸せを祈いのり、この小説を捧ささげます。そしてＮくんだけでなく、剣で何かと戦っているような子供たちがちょっとでも笑ってくれるように。




　とか、たまには真ま面じ目めなあとがきを書いてみました。いやね、近ごろあとがきで萌もえとか連呼しすぎだとお叱しかりをうけたのです、小学生の女の子の読者さんから。

　それはともかく、謝辞です。

　まず、いつも厳しくも丁てい寧ねいな仕事で助けてくれる担当さん。今回は特に料理でいえば「下ごしらえ」と「盛りつけ」の部分で大いにお世話になりました。

　そして、なんだか一冊ごとに超ちよう進化している感じの絵師のエナミカツミさん。可愛かわいい怪造モン生物スタから美少年まで幅はば広ひろく上手なエナミさんのイラストにいつも助けられています。

　さらにデザイナーさんや校正者さん、営業部の皆みなさんなど、様々なひとの協力のおかげで第三巻が出せました。この本の「作者」は僕だけじゃなく、皆さんの全員です。

　最後に、いつも応おう援えんしてくれる読者の皆さん。アンケート葉書やお手紙やネットなどで、皆さんの意見はこちらに届いています。これからもより良い作品づくりを目指してがんばりますので、どうぞ末永くこの物語を見守っていてくださいませ。

　今回のお話で「第一部・完」。次回からは新展開になる予定です。お楽しみに。





日日日。　　
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